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　日本という名の国家がある。
　それは、かつて世界第二位の経済大国と謳うたわれたアジアの島国だ。
　しかし──今からおよそ三十年前、世界各地で異世界へ召しよ喚うかんされる事象が始まると、この国は厳しい状じよう況きようへと追いやられた。
　あちらの世界で十代の少年少女が得てきた技術や魔ま法ほうに代表される特とく殊しゆ能力は、最先せん端たんの科学技術でも太た刀ち打うちできない代しろ物もので。
　世界は、即そく座ざに新たな対応を迫せまられる事になった。
　──その際、同盟を結んだ軍事強国の庇ひ護ごに頼たよっていた日本は後手に回った。
　国際社会の顔色を窺うかがい、常に日和ひより見み的な態度を取り続けてきたツケだろう。
　それでも、強きよ烈うれつに噴ふん出しゆつした国内世論に押おされる形で自衛隊を正規の軍へ戻もどし、さらにコクーンによる特別自治区とバベルの建設を受け入れる事で、どうにか以前と同じように先進諸国と肩かたを並べる所まで戻る事ができたのだ。
　だから、
「ようやくここまで来たというのに……」
　第一〇八代日本国総理大臣、篠しの川かわ慎しん哉やは呻うめくように呟つぶやいた。
　場所は真夜中の総理官かん邸てい。その最上階にある執しつ務む室しつだ。
　日本は現在、国家の存亡に関かかわる危機的な状況にある。
　極ごく秘ひ裏りに研究を行なっていた、高位次元生命体の培ばい養よう細さい胞ぼうを奪うばわれてしまったのだ。
　異世界に関するあらゆる技術・能力は、コクーンが管理している。
　よってこの事が明るみに出れば、世界に対する裏切り行こう為いとみなされ、
「このままでは、コクーンと新国連による決議で、間ま違ちがいなく常任理事国から外される……それどころか、世界地図から日本の名前が消えかねない」
　篠川が口にした言葉は、決して大おお袈げ裟さな表現ではない。
　かつて──同じ様にコクーンを裏切った国があった。その国は現在、地図どころかこの地球上から消しよ滅うめつしている。
　とはいえ、これまで新国連の常任理事国は、特別自治区とバベルタワーの設立を受け入れた功績として、ある程度は異世界に関する研究を許されてきた。独自の研究では、コクーンを脅おびやかすような領域に到とう達たつする事はない──そうした判断の下での、お目こぼしのようなものだ。
　しかし、日本の技術・研究力は世界に誇ほこれるものだった。
　さらに偶ぐう然ぜん、超ちよ高うこ次うじ生命体の細さい胞ぼう片へんを入手する機会に遭そう遇ぐうして。
　それを不運ではなく幸運と判断した日本は、禁断の研究に手を染めてしまったのだ。《Ｐ細さい胞ぼう》──フェニックス細胞の研究に。
　それを、ＪＰＮバベルの担当コクーン氷ひ神かみ京きよ也うやに奪われてしまったのである。
「まさか、こんな負の遺産が隠かくれていたとは……愚おろかな真ま似ねをしてくれたものだ」
　篠川は、搾しぼり出だすように苦い想おもいを吐はき出した。
　──フェニックス細胞の研究は、篠川が命じたものではない。
　先々代の政権時に極秘裏に開始されたもので、篠川自身は与あずかり知しらぬ事だった。しかも先日研究所を襲おそわれ、奪だつ取しゆされるまでそんな研究の存在すら知らなかったのだ。
　しかし、たとえどれだけ理り不ふ尽じんであろうと、篠川慎哉は責任を負わなくてはならない。
　日本の総理大臣になるという事は、この国の過去の政治を引ひき継つぐという事なのだから。
「──総理」
　扉とびらが控ひかえめにノックされ、篠川の居る執務室の中に秘書官が入ってきた。
「関係省庁の大臣が閣議室に集合されました。統合本部とも映像チャンネルを確保、各軍の幕ばくり僚よう長ちよ達うたちが既すでに待機しています」
「そうか……解わかった」
　報告を受けた篠川は、ゆっくりと椅い子すから立ち上がった。すると、
「あの、総理……」
　不安げな表情で、秘書官が呼び掛けて来る。
「……本当によろしいんですか？」
「残念ながら他に方法はない……今の我々には、氷神京也に全すべての責任を背せ負おって貰もらう以外にはな」
　日本が生き残るための選せん択たく肢しは限られている。
　理想は京也を排はい除じよし、ＪＰＮバベルを完全に制圧。後にコクーン本部に明あけ渡わたす事だ。
　これならばコクーンに対して恩を売る事もできる。後々の事を考えるなら、これが最も良い選択肢だろう。
　だがそれが不可能なら、少なくとも日本がフェニックス細胞の研究をしていた証しよ拠うこだけは完全に消さなくてはならない。不幸中の幸いと言って良いのか、現在のＪＰＮバベルは完全自閉状態に入っている。
　……恐おそらくだが。
　今の氷神京也は、他のコクーンを裏切っている。フェニックス細胞を奪われて既に五日。
　未いまだに今回の件で、日本がコクーンから糾きゆ弾うだんされていないのが何よりの証拠だ。
　よって、今ならば少々乱暴な真似もできる筈はず。
「最悪──制圧が難しいと判断したら、ＪＰＮバベルもろとも氷神京也を消すしかない。どのような手段を使おうとも」
「しかし、相手はコクーンです。それに、あの特別自治区には多くの子供が……無関係な民衆だって居ます。彼かれらまで犠ぎ牲せいにしたら、それこそ国内外から激しい非難にさらされる事に」
「解っている。だがそうなった際は、私が全ての責任を背負うだけの話だ。たとえ歴史に虐ぎや殺くさ者つしやの汚お名めいを刻み、それこそ処しよ刑けい台だいに上る事になろうとも」
「それは立派なご覚かく悟ごかと思います。しかし、僭せん越えつながら総理──」
　と秘書官。
「──その決断に、貴方あなたの私し怨えんが影えい響きようしていないと言い切れるのですか？」
「……………………」
　秘書官が口にした指し摘てきに、篠川は黙だまり込んだ。
　彼の言いたい事が理解できたからだ。
　──確かに、篠川には異世界に関する諸もろ々もろへの恨うらみがある。
　家族を奪われたという恨みが。
　篠川慎哉は思う。家族に召喚された者が出た家庭は、まるで地じ獄ごくだと。
　ある日突とつ然ぜん、無む慈じ悲ひに引き離はなされるのを黙って受け入れる事しかできないのだ。
　三人いた篠川の息子むすこは、三人ともが異世界へと召喚された。
　長男は異世界から戻って来られなかった。
　次男は戻って来れたが、あちらの世界で心に大きな傷を負っていて。
　さらに特殊能力を得た自分が、世界から半ば化け物扱あつかいをされるように特別自治区へ押し込められた事で、やがて酷ひどく心を病やんで、自ら命を断った。
　長年連つれ添そった妻とはそれが切きっ掛かけで、協議離り婚こんとなった。
　だから、
「確かに私には恨みがある……それこそ、あの特別自治区を消し去ってやりたいと思った事は、一度や二度ではない。だが、それでもこの決断は私怨ではないと断言できる」
　何な故ぜなら。
　篠川にはもう一人息子が居た。
　異世界から戻ってきたが、今はほぼ絶ぜつ縁えん状態で、連れん絡らくが取れない三番目の息子が。
　政治を優先して、次男を見殺しにしたと、篠川を激しく罵ののしった三男が。
　よって、この作戦は最悪の場合、残る最後の息子を犠牲にしなくてはならないのだ。
　しかし、国のトップが私情で決断を下す訳にはいかない。
　自分は家族よりも大事なものを、守らなくてはならない立場なのだ。
　その事を、家族に理解して貰おうとは……貰えるとは思わない。
　それでも日本国総理大臣、篠川慎哉は告げる。
「諦あきらめる訳にはいかない──この国が生き残る可能性だけは、何としても」
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　商業地区にある高級シティホテル。
　その最上階にあるスイートルームは、応接間からリビングルーム、寝しん室しつに至るまで、あらゆる部屋がゆったりとした空間を誇っている。また高層階から見下ろせる特別自治区の絶景も、多くの利用客を喜ばせてきた。
　それは正しく極ごく上じようの空間。
　しかし、これらの他にもう一つ、このホテルのスイートには他のホテルと比べて優すぐれているポイントがあった。
　巨きよ大だいな浴室だ。大理石に金細工をあしらった豪ごう奢しやな造りのその空間は、ある意味部屋自体よりも利用する者を選ぶ。
　──現在、そんな贅ぜい沢たくな浴室の湯船の中で、一人の女がくつろいでいた。
　美しい女だった。
　顔や身体の全ての形やラインも、身に纏まとう雰ふん囲い気きまでもが美しかった。もし見る事ができるなら、恐らく骨格や内臓さえ──そう思わせるだけの存在感が、その女にはあった。
「室内は及きゆ第うだ点いてんレベルだが、この浴室だけは悪くないな……」
　色取り取りの薔ば薇らの花を浮うかべた湯船の中で、セシル・エンドハートは笑う。
　お湯に浮いた豊かな胸に薔薇の花弁が張り付くが、そのくすぐったさもまた心ここ地ち良よい。
　コンシェルジュが用意したドン・ペリニヨンのロゼは、湯船に浮かべた薔薇の香かおりとも良く合って。半分を飲み、残り半分を湯船に注ぐ事で、二度楽しむ事ができた。
　そうして優ゆう雅がな時間を楽しんでいたセシルは、ふと湯船の脇わきに置かれた大理石製のテーブルに手を伸のばした。手に取ったのは新たなワインのボトルではなく、携けい帯たい電話だ。
　と同時、着信音が鳴なり響ひびいた。
　だからセシルは通話ボタンを押し、楽しそうな声で、
「──報告を聞こうか、めめこ」
　液えき晶しようモニターを見る事なく、電話の向こうにいる相手を促うながした。
　世界最強のテロリスト集団『朱あけの黄たそ昏がれ』。
　その女団長として、メンバーの一人、魔ま眼がん使いの深みか鏡がみめめこに対して。
『ＪＰＮバベルが完全自閉モードに入っているためか、きちんとは視みえませんが──』
　電話の向こうで、静かな声がそう前置きをしてから語り始める。
『どうやらティアナさんが、氷神京也と遭遇したようです。恐らくこのまま戦せん闘とうに突とつ入にゆうするものと思われます』
「そうか……やはり戦う事を選んだか」
　どこか感かん慨がい深ぶかそうに眼めを細めたセシルに、電話の向こうから問い掛けが来る。
『止めなくて良いんですか、団長？』
「ああ構わない。既にティアナには、伝えるべき事は伝えてある。引き時を見誤るな、ともな。その上でアイツがそういう判断を下したなら、その意思を尊重してやるさ」
　ティアナは馬ば鹿かではない。地の利が相手にある事は承知しているだろう。それでも氷神京也を相手に勝算があると踏ふんだか、もしくは引けない理由ができたに違ちがいない。
　……恐らく後者だろうな。
《Ｐ細胞》がこの特別自治区へ持ち込まれたあの日、一時的にティアナとは連絡が取れなくなった。その時に、きっと彼かの女じよにとって大事な出で逢あいがあったのだろう。
　あの日あの晩、胸が躍おどる出逢いがあった自分と同じように。
　だからセシルは問う。
「海かい堂どうと凰おう沢さわ暁あか月つきの戦闘はどうなった？」
『どうやら決着は付かなかったようです。途とち中ゆうで横よこ槍やりが入ったみたいで』
「何だ……つまらないな」
　てっきりこれで、暁月が本当はどれだけやれるか測れると思ったのだが。
　少しばかり拍ひよ子うし抜ぬけしていると、
『──ですが、勝敗こそ決しなかったものの、凰沢暁月は《自マイ由ンド縛バイ鎖ンド》を使った海堂さんと互ご角かくに渡り合ったようです』
「ほう──本当か？」
『恐らくですが』
　めめこの肯こう定ていを聞いたセシルは、自然と笑えみを深いものにした。
　──海堂を暁月にぶつけたのは、ティアナと暁月が激突しないようにするためだった。
　ティアナの狙ねらいはフェニックス細胞だけではない。可能なら京也も倒たおして良いと、セシルはティアナに伝えている。
　よってタイミングの悪い邂かい逅こうを果たせば、暁月とティアナが衝しよ突うとつする可能性があって。
　そのため、ティアナがフェニックス細胞を手に入れるまで、海堂に足止めをさせる事にしたのである。
　無論──あわよくば、底の見えない暁月の実力を測りたいという考えもあった。
　だが、それでもセシルの予測では、暁月は海堂にはまだ及およばないと思っていた。
　少なくとも、自分と出逢ったあの晩の暁月では、海堂の相手にはならなかった筈だ。
　それが、
　……そうか。自由ア縛鎖レを使った海堂に負けなかったか。
　想像以上だ。海堂は普ふ段だんこそ軽い調子だが、その実力は本物である。
　その海堂と真っ向から闘り合って互角。
　出逢った時から気になった、気に入っていた青年ではあったが、
「ふふ、たまらないな……」
　セシルは艶つやっぽい声を漏もらした。
『……楽しそうですね、団長』
　と呆あきれたようにめめこ。
「ああ、最高の気分だ。何せ自分が見込んだ男が、想像以上の本物だったんだからな」
　とセシルは笑って、
「それで？　二人は今どうしている？」
『現在、海堂さんと凰沢暁月は別行動を取っているそうです。海堂さんからは、この後は独自に動くと連絡がありましたから』
「そうか……解った、ご苦労だったな」
『いえ。団長はこの後はどうされるんですか？』
「私はもう少し見届けるよ。その方が良さそうなんでな」
『解りました。それでは私はこれで』
　一方のめめこは、それだけを言うとあっさりと電話を切った。
　セシルは通話を終えた携帯を元あった大理石のテーブルへと戻すと、湯船の中で足を組み替える。
「凰沢暁月……」
　当初は団員へスカウトするつもりだった。今でもその気持ちは変わらないが、
　……こうなるともう、私だけのものにするのも良いかもしれないな。
　独どく占せん欲よくが湧わき上あがる。あの強気な暁月を屈くつ服ぷくさせる、初めての女──その立場に相応ふさわしい者は、自分をおいて他にいないと思ってしまう。
　それ程ほどまでに、暁月が欲ほしい。
　……逆に。
　もし暁月が自分を屈服させてくれるというなら、それはそれで楽しみというものだ。
　その時は、暁月が自分にとっての初めての男になるという事なのだから。
「──まあ、それも今日という夜を生き延びられたらの話だが」
　ＪＰＮバベルが完全自閉状態に入って、既にかなりの時間が経過している。
　間もなく他のコクーンも動き出す。日本政府も、このまま終わるつもりはないだろう。
「それに……あの二人の間に割って入れる奴やつがあそこに居るとはな」
　自分やめめこでも状況が見通せないのは、きっとその不確定要素のせいだろう。
　恐らくそれが、京也を単身で暴走へと駆かり立たてた切っ掛けの筈だ。
「ゼロとマイナス１……しかし実質的にはマイナス２とマイナス１か。なるべくなら、それは避さけたい所だが……」
　未来の天てん秤びんを口にすると、湯面に浮かんだ薔薇の花びらを両手で救い、ふっと息を吹ふきかけた。ひらひらと宙を舞まう花弁を見ながら、まるで未来を占うらなうかのように。
　セシル・エンドハートは笑う。
「今まではコクーンと朱の黄昏だけだった。だけど今、君は確かにそこに居る。自分がこの世界の運命を左右する場所に立っていると、気付いているか──暁月」
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　そして今。
　運命の舞ぶ台たいとなるＪＰＮバベルタワーの前に、一人の青年の姿があった。
　長身の青年だった。
　肩まであるボサボサの髪かみも、整った顔に輝かがやく強気な瞳ひとみも、その両方ともが漆しつ黒こく。
　分厚い筋肉に覆おおわれた強きよ靭うじんな身体に、異世界の魔ま王おうが着ていた戦闘衣服を纏って。
　その青年──凰沢暁月は、不敵な笑みを浮かべながら目の前の巨大な塔とうを見上げた。
「それじゃ、行くとするか」
　見る者に畏い怖ふと畏い敬けいの念を抱いだかせる、天高くそびえるバベルタワー。
　待ち受けているのは、世界最強の一角であるコクーンの氷神京也。
　そんな状況にあっても、微み塵じんも怯ひるむ事なく、むしろ愉たのしそうに暁月は言った。
　まるでこれから、難なん攻こう不ふ落らくの城じよ塞うさいを攻こう略りやくするかのように。すると、
「やっぱり、ここも正面から行くのアカツキ？」
　並ぶようにして隣となりに立つ少女が、暁月へと声を掛けた。異世界アレイザードにおいて『シェルフィードの至宝』と謳われたリスティ・シェルフィードだ。リスティの声に、不安の色はなかった。口にした言葉も、問い掛けというよりはむしろ確かく認にんに近い。長い付き合いの中で、リスティは暁月がどういう性格なのかを理解しているからだろう。だから、
「当然だろ。始めから小細工なんてしてたら、辿たどり着つけやしねえよ」
　そう言って、暁月はハッと笑った。
「氷神の所にも──アイツの所にもな」
　凰沢暁月には、決して譲れぬ目的がある。
　この先それを達成するまで、暁月は決して止まらない。
　京也が泣かせたからだ。美み兎うを、遥はるかを、千ち影かげを、葛くず葉はを。
　その事実が、暁月を前へと駆り立てる。
　──凰沢暁月には、たった一つの美学がある。
　もし泣いている女がいたら、その涙なみだを止めるために、どんな事でもやるというものだ。
　だから今回も暁月は、その原因の根源を断たつ。戦う理由など、それだけで充じゆ分うぶんだった。
　たとえ何があろうとも。そしてどんな手を使おうとも。
　京也を倒し、捕とらわれている美兎を救い出す。
　絶対に。
「……ん？　どうしたよリスティ、やっぱり正面突とつ破ぱは不安か？」
　そんな暁月の覚悟ともいうべき決意が伝わったからだろうか。
　隣のリスティが、ふと表情を曇くもらせたのを暁月は見た。
「まさか、そんな事はないわ……」
　とリスティは首を振ふるが、その顔は明らかに不安を覗のぞかせていて。
　暁月は思う。確かに今の自分は、万ばん全ぜんからは程ほど遠とおい状態だと。
　つい先さき程ほどまで、あのクセ者の海堂元もと春はると死し闘とうを繰くり広ひろげ、さらには思考を操あやつられた美兎の不意打ちをまともに喰くらったのだ。コクーンと唯ゆい一いつ比ひ肩けんし得る世界最強のテロリスト集団『朱の黄昏』のメンバーとの激げき闘とうと、超高次生命体が発した強力な精神波。
　両者から受けたダメージは、暁月の身体に確実に蓄ちく積せきされている。
　──さらに。リスティ達は知らない事だが、夕方にも暁月は熾し烈れつな戦闘を行なっていた。
　久く保ぼ田た灰かい人とが組み上げた鍛たん錬れんプログラムで、若き日の父──凰沢剛ごう毅きと戦ったのだ。
　あの戦いのお陰かげで、暁月は新たに『領域ゾーン』へと入る術を会え得とくしたが、その代だい償しようとして体力と精神力の多くを消しよ耗うもうしていて。その時に失われた分の影響も少なからずある。
　だが、凰沢暁月は構わない。
　……ああ、こんなものは何の関係もねえ。
　他の敵と戦ったダメージがあった。体調が万全ではなかった。運が悪かった。
　言い訳など、しようとすれば幾いくらでもできる。
　しかし、そんなもので諦められるなら、始めからこの場所に立ってなどいない。
　強敵との連戦を行ない、コンディションは最低。運勢さえ最悪という状じよう況きようであろうとも。
　それでも己おのれの譲ゆずれぬ目的を達成してゆく者だけが、誰だれよりも先へ進む事ができるのだ。
「心配すんな。俺おれは負けねえよ。今までだってそうだったろ？」
「ええ……そうね」
　それでもリスティの表情は晴れなかった。
　そしてしばしの躊躇ためらいの後、彼女は己が抱いている不安を口にした。
「でもアカツキ……美兎ちゃんが操られていた時──あの娘ことアンタがした会話を、私は忘れてないんだからね」
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「────────」
　リスティは、こちらの言葉に反応して、暁月がスッと眼を細めたのを見た。
　自分が口にしたのは、あの優やさしい美兎に「絶対に許せない」と泣かせ、自分達と敵対までさせた原因。暁月が未来に選ぶかもしれない、最悪の選択肢だ。


『あの人はね──自分の目的を達成したら、ボク達を置いて一人で死ぬつもりなんだよ』


　あの時は、美兎を正気に戻もどすためにも、即そく座ざにその可能性を否定したが、
　……でも。
　リスティの心の奥おく底そこに、仄ほのかに湧き上がる不安があった。
　無論、そんな事はないとリスティも信じたい。
　──だが、凰沢暁月は女の子のためなら、平気で優しい嘘うそをつく。
　現に、暁月には『前科』があった。
　リスティ自身、前に暁月の嘘に守られた事があるのだ。
　かつて──アレイザードの勇者レオンが死んだ時。暁月は、復ふく讐しゆうに心を囚とらわれていたレオンの真実を隠かくし、自らレオンの死の責任を負った。
　レオンの勇者としての名めい誉よを守るために。
　そして両親を始めとする王族が死に、王都を放ほう棄きせざるを得ず、ただ一人残った王族としての責任に限界の精神状態だったリスティの心を守るために。
　そして魔王ガリウスを倒した後は、自分が新たな火種とならぬよう、勇者としての立場や、英えい雄ゆうとしての名誉を全て捨てて、この世界へと戻ったのだ。
　それだけではない。これまでに何度となく、暁月は自分の周囲のために、己を犠牲にしてきている。
　よって──暁月が自分の最大の目的を達した後、同じ事をする可能性はあるのだ。
　……それに。
　リスティ・シェルフィードはきちんと覚えている。
　思考を操られた美兎と会話をしていたあの時── 暁月は最後まで、その可能性を明確に否定しなかった。だから、
「今じゃなくて良いから、美兎ちゃんを助け出した後で良いから……私達の前でちゃんと否定して。そんな事ないって……全てが終わっても、一いつ緒しよに居てくれるって」
　願うようなこちらの言葉に、
「……ああ、解わかった」
　暁月は静かな笑みと共に頷うなずくと、ゆっくりとバベルタワーの入口へと歩き出した。
「………………」
　その背中を見ながら、リスティは思う。もしかしたら今、暁月が見せた頷きや笑え顔がおすら、彼の優しい嘘かもしれない可能性を心のどこかで感じながら。
　それでも今は──暁月の事を信じようと。
　だからリスティは、ゆっくりと暁月の後へと続いて歩き出し──そして見た。
　恐らく入口の扉とびらの鍵かぎは開いていた筈だ。否、たとえもし鍵が掛かっていても、穏おん便びんに入る事は幾らでもできただろう。
　──しかし。暁月は入口の扉の前で立ち止まると、錬環勁氣功を発動した。
　暁月の全身を駆け抜ぬけるように氣が巡めぐる。
　止める暇ひまもない。リスティの眼の前で、暁月は練り上げた氣を右の拳こぶしに集めて。
　そのまま入口の扉へと叩たたき付つけた。
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　轟ごう音おんと共に衝しよ撃うげきが駆け抜けた。
　繰り出した拳へと返る確かな手て応ごたえを感じながら、凰沢暁月は見る。
　眼の前にあるのは己が破は壊かいし、砕くだけ散ちったバベルタワーの入口だ。
　──本来なら。相手の城に少数で乗り込む時は、極ごく秘ひ裏りな潜せん入にゆうが望ましい。
　正面突破をするにしても、相手にこちらの現在位置を報しらせる必要はないのだ。
　だが、わざわざこうした事には理由がある。
　敵に見つかるリスクの回かい避ひよりも、優先すべき事。
　宣戦布告だ。
「よっしゃ、首を洗って待ってろよ」
　不敵な笑みと共に伝える。
　自分は今ここに居ると。これからお前の下へ行くと。
　だから──たとえ何があろうと、絶対に逃のがさないと。
　絶対不ふ可か避ひの未来を告げながら、凰沢暁月は巨大なバベルタワーへと足を踏み入れる。
　さあ、やっとこの時が来た。
「終わりにしようぜ──氷神京也」
[image: 画像]
[image: 画像]
コクーンだとか神だとか、もうそんな事はどうでも良い。
テメエのせいで女が泣いた──潰つぶす理由はそれで充分だ。
第１章《終わりなき戦い》
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　まるで白い闇やみだった。
　眼を閉じているというのに、凰おう沢さわ美み兎うの意識は今、淡あわい光の中にあって。
　宙を漂ただようような浮ふ遊ゆう感は、どこか微睡まどろみにも似た感覚を美兎に与あたえていた。
　……どうしてなんだろ。
　自分の中から、どんどん力が溢あふれてくる。
　それは不思議な感覚で。今ならば、どんな事でもできそうな気がした。
　だが──実際はそんな事はない。
　怖こわい位の力が自分の中にあるというのに、今の美兎は、何もできなかった。
　指を動かす事は勿もち論ろん、眼を開ける事すらできない。
　力が強まるのとは裏腹に、意識が徐じよ々じよに希き薄はくになってゆく。
　それでも美兎の意識がまだ消えずにいられるのは、大切な人達の存在を感じるからだ。
　今の美兎は、ＪＰＮバベルの敷しき地ち内ないの全すべてを知覚する事ができた。
　はっきりとは見えないが、感じる事ができる。暁あか月つきを始めとする、仲間達の存在を。
　彼かれらは今──戦っていた。
　……ボクのせいだ。
　どうしてこうなってしまったかは、思い出せない。
　だが美兎は、自分のせいで今、皆みんなを危険に晒さらしてしまっている事を理解していた。
　それを想おもうと、申し訳なさで胸が詰つまって。いっそ、このまま消えてしまいたくもなる。
　もし美兎がそれを望めば、すぐに自分の意識は消しよ滅うめつするだろう。
　溢れる力は今にも、美兎という存在を意識もろとも呑のみ込んでしまいそうだ。でも、
　……負けたくない……っ。
　皆が戦ってくれている。自分を助けるために戦ってくれているのだ。
　ならば自分も戦おう。たとえ指一つ動かせなくても、瞼まぶたさえ開けられなくても。
　歯を食いしばれ。しっかりと見ろ。皆は来る。必ず自分のところへ来てくれる。
　信じてる。
　だから自分も、自分にできる戦いをするのだ。このまま消えてなどやるものか。
　大好きな人と、大好きな親友達──彼らの死闘からも、絶対に眼めを逸そらさない。
　──そして、凰沢美兎は意識で視みた。
　ＪＰＮバベルを舞台に繰り広げられている、激しい死闘の数々を。
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　ティアナ・ランドハウゼンと氷ひ神かみ京きよ也うや。
　最下層エリアの巨きよ大だい空間を舞台にした二人の戦いは、ティアナの疾しつ走そうから始まった。
「──行くっすよ」
　爆ばく発はつ的てきな加速。一気に距きよ離りを詰めようとするティアナに対し、
「ふ……随ずい分ぶんと直情的なんだね」
　笑みと共に京也は、ティアナの真上──天てんじ井よう付近に魔ま法ほう陣じんを展開。
　と同時、無数の氷の礫つぶてがティアナへと降り注いだ。己へと迫せまってくる魔ま法ほう攻こう撃げきに対し、
「無む駄だな事を──」
　ティアナ・ランドハウゼンは呟つぶやくだけで、回避を行なわない。
　すると大量の氷の礫は、ティアナに当たると同時──霧む散さんするように弾はじけ飛とんだ。
「そんな普ふ通つうの元素系魔ま法ほうが、自分に通用するとでも思ってるんですか」
　ティアナが属する朱あけの黄たそ昏がれや、京也が属するコクーンのメンバーは、いずれも異世界へ二度以上渡わたっている。一回目の次元シフトで上位次元へと引き上げられた魂たましいが、限界を超こえた解放状態となる事で得られる特とく殊しゆ能力。その覚かく醒せいした力を、ティアナ達はさらなる高みへと引き上げられているのだ。
　それによって得られる恩おん恵けいは、まず基き礎そ的てきな魔法能力の向上。
　そして、固有の概がい念ねん能力に覚醒可能な状態になる事が挙げられる。
　──だが。
　異世界へ二度以上赴おもむいた者は、さらにもう一つ、新たな力への覚醒が可能になっていた。
　魂をさらなる高みへと引き上げられた者は、高位次元体へと近付いた存在である。
　よって修練次し第だいで、展開する事が可能となるのだ。
　火、水、土、風など、比ひ較かく的てき下位の精せい霊れいの力を借りて発動する元素系魔法。
　それらに対する無効化シールド──絶対障しよ壁うへきが。
　よって、たとえそれがＪＰＮバベル最強の京也の魔法であろうとも、ティアナに対しては足止めの牽けん制せいにもならない。
　だからティアナは行った。そのまま京也との距離を詰め、左の拳を繰り出す。
　空気を穿うがつ音と共に高速で放たれたティアナの拳打に対し、
「おっと」
　京也は横へ跳とんでこれを回避。
　しかし、ティアナは逃にがさない。後を追うように地面を蹴けると、拳撃と蹴撃を織り交ぜた連撃へと繋つなげてゆく。そのまま壁かべ際ぎわへと追い詰めると、
「はあああぁぁぁぁぁぁぁ────っ！」
　京也の顔面に、渾こん身しんの力を込めた一いち撃げきを叩き込む。
　しかし。力を込める事で生じる僅わずかなタイムロスが、京也に紙かみ一ひと重えでの回避を許した。ティアナの拳は、そのまま京也が立っていた場所の後ろ──岩がん壁ぺきへと吸い込まれ、
　ゴッッッバアアァァァァァァァァァァァァ──ン!!

　壁かべに突つき立てられたティアナの拳を中心に、巨大なクレーターが穿たれ──そこからさらに衝撃が駆け抜けて。
　重い炸さく裂れつ音おんと共に、岩壁全体が奥おく行ゆき数ｍ程ほど吹ふき飛んだ。
　空間の広さが、それまでより明らかに広くなる。そして、
「………………」
　無言でティアナが振り返ると、
「怖いな……鬼おに塚づか君との関係をおままごとと言った事が、そんなに君の気に障さわったとは意外だったよ。当たっていたら、それこそ頭が消し飛んでいてもおかしくない──」
　視線の先には余よ裕ゆうの笑えみを浮うかべた京也が佇たたずんでおり、
「──まあ、当たったらの話だけどね」
「心配は要らないっすよ」
　とティアナ。握にぎった右手を胸の前に掲かかげると、
「自分は必ず、貴方あなたにこの拳をブチ込みますんで──ええ、跡あと形かたもなくなる位に」
　そう言って、再び一気に前へ出た。
　直ちよ撃くげきが一発決まれば即そく決着が付く攻こう撃げきの連打。
　だが。そんなティアナの攻撃を、京也は笑みと共に捌さばいてゆく。
　……成なる程ほど、単なる魔法タイプって訳じゃなさそうですね。
　ティアナは京也に対する認にん識しきを改めた。初手に元素系魔法などを使用してきたため、てっきり肉にく弾だん戦せんは不得手なのかと思っていたが、どうやらそんな事はないらしい。
　……まあ当然っすね。
　自分達のように異世界へ二度以上行き、新たな力に目覚めている者同士の戦いでは、決め手となるのは固有の概念能力である。
　──ただし、それは切り札だ。
　高次元の実力者同士の戦いであればある程、乱発をすれば相手にどのような能力かを見破られ、対処法を練られる危険性が高くなる。それこそ、もし一度見せた敵に逃げられでもすれば、研究されて対処法などを編み出されかねない。
　だから概念能力を使用するなら、相手に読まれないようにして使うか、一度見せた相手は必ず倒たおす必要があるのだ。大切なのは使用するタイミング。
　そして。通常の魔法が通じない以上、必然的に重要となってくるのである。
　直接相手にダメージを与えられる戦せん闘とう方法──「肉弾戦」と「武器戦闘」の二つが。
「………………」
　攻撃の手を休めずに、ティアナは戦せん況きようを分ぶん析せきした。
　……スピードは自分が上みたいですが……。
　それでも直撃を当てられないという事は、京也の反応と対応が、こちらの攻撃速度を上回っているという事だ。ならば、とティアナは、敢あえて連撃の中に空から振ぶりを一発入れた。
　肩かたから回すようにして繰り出した振り下ろしの拳は、京也の手前の地面を破壊する。
「へえ──」
　衝撃の轟音と京也の微びし笑ようは同時だった。
　宙へと飛び散る、大小様々な岩石。一緒に舞まい上あがった砂すな埃ぼこりをブラインドに利用し、ティアナは宙を舞う岩石の中から、手て頃ごろな一つを横蹴げりで京也へ射出する。
　大きさはティアナと同程度。目め隠かくし越ごしの攻撃だ。
　──その際、狙ねらいを京也の身体の正中線から僅かに左にずらした。
　それは相手の回避を誘ゆう導どうする布石。
　向こうの眼には、砂すな煙けむりを突き破やぶってティアナが突っ込んで来たように見える筈はず。
　そして──案の定、京也はティアナから見て右側へ跳んだ。
　だがその時。
　京也が跳んだ先で、ティアナは既すでに飛び蹴りのモーションへと入っている。
　こちらの狙いに気が付いた京也に、
「──遅おそいっすよ」
　冷れい酷こくに告げると同時。
　ズドン！　という重い打だ撃げき音おんと共に、ティアナの足が直撃の感かん触しよくを得た。
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　ティアナが狙ったのは京也の側頭部。相手の脳を揺ゆらし、意識を断ち切る蹴撃だ。
　タイミングも威いり力よくも申し分のない一撃。
　普通の人間なら首から上が丸ごと吹ふき飛んでもおかしくない。
　だが──そんな攻撃にも拘かかわらず、京也が倒れる事はなかった。
　ティアナは見る。自分が繰り出した蹴撃を、京也の片かた腕うでが防いでいるのを。
　そして次の瞬しゆ間んかん、
「────っ？」
　不意に確信レベルの嫌いやな予感が走り、ティアナはとっさに両りよ腕ううでを交差して顔を防ぼう御ぎよした。
　と同時、ティアナの顔の前で激しい爆ばく発はつが生じた。
「くっ──！」
　宙を吹っ飛びながら、ティアナは俄にわかに混乱を覚える。
　……今のは、爆ばく炎えん魔ま法ほう……っ？
　狙いは理解できる。魔法を直接当てれば、絶対障壁に阻はばまれてしまう。
　しかし魔法を自然現象へと転化する間接攻撃ならば、絶対障壁でも無効化はできない。
　だから向こうは、その穴を突いてこちらへ攻撃を通したのだ。
　あと少しでも防御が遅おくれれば、爆発の閃せん光こうがティアナの眼を焼き、超ちよ高うこ温うおんの熱風によって頭部全体がダメージを受けていただろう。
　よって京也がした今の不意打ちは、有効な攻撃手段の一つで。
　それだけならば、別段驚おどろくに値あたいしない。だが、
　……問題なのは。
　ティアナは体勢を整え、地面を滑すべるようにして着地した。
　まさかという思いと共に見れば、お気に入りの服の袖そでが焼やけ焦こげていた。
　──間ま違ちがいない。京也は今、炎ほのお系の魔法を使用したのだ。
　それも、目め眩くらましなどという生易しいレベルではない。
　炎系の鬼塚など比べ物にならないような威力で。すると、
「各国のバベル担当のコクーンが最初にする仕事は、その国に合った偽ぎ名めい──というか、コードネームみたいなものを決める事なんだけどね」
　こちらの混乱を見み透すかしたように京也が語り始める。
「名前に氷の字が入り、氷の魔法を好んで使っているから誰だれもが君のように勘かん違ちがいしてくれるんだ。僕ぼくが水系統──それも氷雪魔法しか使えないと。でも、日本語というのは面おも白しろいものでね。読み方は同じでも、複数の意味を持つ事ができるんだよ」
　たとえば、
「僕の『ヒカミ』という姓せいが、『氷神』と『火神』の二重意になるみたいにね」
「………………」
　種明かしを告げてきた京也に対し、ティアナは無言を返した。
　苗みよ字うじに言葉遊びを含ふくませる事は、どうとでも可能な話だ。
　だが──対極にある系統の元素系魔法を使いこなすとなると、そうはいかない。
　火と水、風と土、光と闇。対極の精霊は反発し、互たがいの力を打ち消し合う関係にある。
　よって一方を極きわめれば、必然的にもう一方の力は弱まってゆくのだ。
　異世界の住人の中には、直接精霊と特別な契けい約やくをするなどして、複数の系統を使用可能な者は居るが、それはあくまで環かん境きようや才能などが揃そろった極ごく稀まれなケースだ。
　自分達たちのように、この世界の人間が極められる系統は、基本的に一つだけ。
　それでも氷神京也が、対極にある火と水の両系統を使いこなせているという事は。
　氷神京也は異世界の住人か、
　……もしくは、これがこの人の概念能力って事っすね。
　異世界へ二度行く事で覚醒可能となる固有の特殊能力は、通常の原理原則を超ちよ越うえつする事ができる。京也が覚醒した概念能力が、対極の二系統の魔法を極めるというものだったとしたら、全ての説明はつく。
　無論──これはあくまでその概念能力の一いつ端たんに過ぎないだろう。絶対障壁で防げるような通常魔法を二系統使えた所で、不意打ち程度にしか利用できないからだ。だが、
「成る程……そういう事っすか」
　納なつ得とくの言葉を口にしながら、ティアナは決断する。
　京也が概念能力を使用してきた以上、こちらも応じるべきだろうと。
　近接戦闘のスキルはこちらが上だが、
　……やはりネックになっているのは、リーチの差でしょうね。
　それが京也に対応の猶ゆう予よを与えてしまっているという訳だ。すると、
「おや……ひょっとして、この程度で手て詰づまりかな？」
「──まさか」
　京也に負けぬ冷れい笑しようをティアナは浮かべて、
「これから始めるんですよ……」
　スッと意識を集中すると、呼応するように特殊な魔法陣が展開。全身が眩まばゆい光の粒りゆ子うしに包まれ──次の瞬間にはもう、ティアナは戦闘衣服へと切り替かわっていた。
　そして水平に突き出した右手に、ティアナ・ランドハウゼンの武器が具現化される。
　それは、身みの丈たけを上回るサイズの巨大な破は砕さい斧おのだ。しかし、
「良いのかい？　中々攻撃が当たらない状じよう況きようで、そんな重そうな武器に頼たよって」
　京也が嘲あざ笑わらうように告げてくる。だから、
「ええ。良いんすよ」
　とティアナは笑った。
「だって──」
　そう言って、ティアナが京也へ向かって左手をかざした──その途と端たん。
「っ──？」
　初めて京也が驚きに息を呑んだ。その時にはもう、その身体は宙を飛んでいる。
　己おのれの意志に反して──まるでティアナへと引き寄せられるように。
「さあ、避さけられるものならどうぞ──まあ無理だと思いますが」
　とティアナは告げて、そのまま京也を己の間合いの中まで引き寄せる。
「────っ」
　回避が不可能な事を悟さとったのだろう。
　せめてもの抵てい抗こうか、京也がとっさに氷の防護障しよ壁うへきを展開するが、ティアナは構わない。
　ただ全力で、横薙なぎに破砕斧を振ふりぬいた。
「──────」
　ティアナの一撃は、氷の防ぼう壁へきを砕くだき──その先にいた京也へと直撃。
　瞬まばたき一つする間に岩壁へと叩たたきつけられ、磔はりつけのようにめり込んだ京也に、
「──おっと、いけません」
　ティアナは思い出したように再び手の平をかざした。
　すると再び京也が、ティアナへと吸い寄せられる。
「自分で言ってて忘れるところでした」
　うっかりです、とティアナ。
「跡形もなくなる位に、拳こぶしをブチ込むって話でしたね」
　宙を飛んで来る京也に対し、ぐるりと右の肩を回して。
　ティアナ・ランドハウゼンは、今度こそ右の拳を京也へとブチ込んだ。
　岩壁を吹き飛ばした時と同じ威力で。
　京也の身体は、破砕斧による一撃で突っ込んだ場所へ寸分違たがわず激げき突とつした。
　一度目の激突で脆もろくなっていた岩がん盤ばんは、その衝しよ撃うげきを受け止めきれず、岩壁が崩ほう落らく。
　地面へと倒れた京也へ、轟ごう音おんと共に巨大な瓦が礫れきの塊かたまりが降り注いだ。


４


　天高くそびえるバベルタワー。
　その最も空に近いフロアが、轟音と共に振しん動どうした。
　爆発の衝撃で吹き飛んだのは、生徒会室の壁へき面めんだ。
　と同時、中から一つの人ひと影かげが飛び出してきた。
　それは戦闘衣服を身に纏まとい、両手に半月刀を持った少女。
　七なな瀬せは遥るかだ。
「──何な故ぜですの!?」
　高速移動を行ないながら、遥は問とい掛かけを放った。
　後ろからは、無数の炎の塊と土の槍やりが追ってくる。
　自らに魔法を使用し、最速の風となった遥は、広く長い廊ろう下かを縦じゆ横うお無うむ尽じんに飛ぶ事でこれを回かい避ひ。さらに避けきれないものに対しては、豪風を生み出して軌き道どうを逸らした。
　狙いが外れた炎と土の魔法が次々に、床ゆかや壁、天井へと着ちや弾くだんしてゆく。
　そして遥は宙で身体を捻ひねると、後方へと両手を突き出した。
　展開された無数の魔法陣が防護障壁となり、襲おそい来る魔法の追つい撃げきを弾はじき、
「何故かと訊きいていますのよ、二人共！」
　遥は連続で、空気の圧縮弾だんを解き放つ。
　それは舞い上がる爆炎を吹き飛ばし、その先にいる敵へと一直線に飛んでゆく。
　直後。低い衝しよ撃うげ音きおんが、重なるようにして廊下に響ひびき渡った。
　鉛なまりよりも硬かたく重い状態まで空気を圧縮した疾しつ風ぷう砲ほうだ。
　大たい抵ていの相手なら、これで無力化できる。
　──だが、遥は表情を厳しくした。遥の魔法は、敵に届いていなかったからだ。
　当たる直前、床からせり出した土の防ぼう護ご壁へきがこちらの魔法を遮さえぎっていた。
　そして。役目を終えた防護壁が、静かに崩くずれ落おちて。
　その向こうから、二つの人影が現れる。
　遥のよく知る親友──上うえ崎さき遼りよ平うへいと哀あい原はら美み奈な巳みの二人が。
　こちらと同じく、既にＡＤで武器と戦闘衣服を具現化している遼平と美奈巳へ、遥は再び問い掛ける。
「貴方あなた達たち……どうして氷神会長の味方を？　あの人が今、何をしようとしているのか知らないんですの？」
　すると
「知ってるよ──そんなものはとっくに」
　苦くし笑ようを含んだ声で、遼平は言った。
「それなら！」
「……それなら、何？」
　思わず目を剥むいた遥に、美奈巳が静かに訊いてくる。いつもの口調で、
「京也は私達の仲間……私達は、京也の力になるために集まった。協力するのは当然」
「当然？　過あやまちを犯おかしていると解わかっていながら、力を貸す事が当然だとでも？」
　遥は非難の声を上げた。だが、遼平が静かな口調で告げてくる。
「別に、京也が間違っているとは限らないだろ」
　と遼平。
「アイツが今やろうとしているのは、コクーンの掲げる目標を一人で成し遂とげようってだけだ。確かにそれはコクーンの利益に反しているかもしれない。だが、それがイコール間違っているって事にはならないだろ。コクーンは確かに今のこの世界の管理者だが、だからといって連中が絶対正義って訳でもないんだから」
「私達はコクーンに仕えていたんじゃない。京也が生徒会長をやり、学生の立場に立って運営する。だからこそＪＰＮバベルは、これまで他のバベルにはできない学生へのケアができてきた。その手助けのために、私達は生徒会へ集まった筈」
「詭き弁べんですわね……！」
　と一歩も引かずに遥。
「確かに、これまではそうだったかもしれない……ですがこんな真ま似ね、他のコクーンが許す訳がありませんわ。今の会長は、己の野望のために、ＪＰＮバベルとこの特別自治区を、無用な危険に巻き込んでいますのよ？」
「どうして無用だと言い切れるんだよ、お前は……」
　遼平が逆に問う口調で、
「今の世界は、管理者のコクーンと朱の黄昏みたいなテロリストが争あらそってる。現状は犠ぎ牲せいが出ているんだ。じゃあ、コクーンが朱の黄昏を蹴け散ちらしたら、それで世界が平和になると言い切れるか？　ないだろ、そんな保証は。どうせすぐに別のテロリストが出てくる。方針を巡めぐって、コクーン同士が衝しよ突うとつするかもしれない。何をするにも、何もしなくても、リスクってのは生じるものなんだ。だったら、選ぶしかないだろ」
「貴方達は……会長の選んだ道が、最も良い選せん択たく肢しだって言うんですの？」
　厳しい視線で訊たずねる遥に、美奈巳は「そう」と頷うなずいて、
「京也はコクーンや朱の黄昏を超こえる力を手に入れる事で、自分が抑よく止しり力よくとしての第三勢力になり、世界に安定をもたらすつもり。それで少なくとも、今出ている犠牲を減らす事はできる」
「そんな都合の良い理り屈くつを……っ」
　と遥。
「大きすぎる力は抑止力ではなく、ただの脅きよ威ういですわ。会長がやろうとしているのは、コクーンや朱の黄昏の上に立つ事。そんなものは第三勢力でも何でもない。ただの独裁でしょうに！」
　しかし、
「かもな……だが何の問題がある？」
「今の世界だって、ほとんどコクーンの独裁のようなもの」
　遼平と美奈巳は平然と告げる。
「そうしたコクーンに対する不満があるからこそ、朱の黄昏が生まれ、今も世界各地でテロが消えないんだ。だったら新しい政治体系が──支配体系が必要だろ」
　大体、と遼平。
「先刻から俺おれ達たちが間違っていると決め付けているが、お前だって凰沢に付いて行くって決めたんだろ。京也の話じゃ、アイツもコクーンと朱の黄昏を止めようとしているらしいじゃないか。しかもそのやり方は、恐おそらく京也よりもずっと強ごう引いんで乱暴だ。そんな凰沢に付いて行くと決めたお前が、何で俺達を間違っているなんて言えるんだよ」
「それは……」
　遥は思わず言葉に詰つまった。
　確かに暁月がやろうとしている事は、今のこの世界への反逆だ。そのためには、コクーンと朱の黄昏が最大の障害で。それは京也と変わらない。
　そして遼平の言うように、暁月のやり方の方が犠牲が多く出る可能性はある。
　無論そんな事は、遥も理解していた。だが、それでも暁月に付いて行く事を選んだのだ。
　遼平の言っている事は、きっと間違ってはいないのだろう。
　暁月を選んだ自分と、京也を選んだ遼平と美奈巳。
　どちらか一方が完全に正しい訳でも、間違っている訳でもなくて。
　ただ単に、それぞれの道を選んでしまっただけなのだ。
　……でも。
　京也は己の野望のために、美兎を利用している。それも彼かの女じよの人格を無視して。
　だから眼めの前の二人が、そんな京也を選んだ事が感情として許せなくて。
　認めたくなかったのだ。親友である二人だからこそ、余計に。すると、
「──えっ!?」
　気が付けば、遥は足首まで床に飲み込まれていた。美奈巳の魔ま法ほうだ。
　遥が感情を葛かつ藤とうさせていたのは、ほんの僅わずかな間だった。
　だが、たとえ一いつ瞬しゆんでも隙すきは隙である。それを、遼平と美奈巳は見み逃のがさなかったのだ。
　何とか逃のがれようとするが、床は遥の足を捕とらえたままビクともしない。
「残念だよ、本当に……」
　と嘆たん息そくしながら遼平。
「凰沢に付いて行くと決めたお前を、京也は始末するつもりだった。だから俺達は、お前に最後のチャンスを上げて欲ほしいって頼たのんだんだぜ。わざわざ美奈巳に、死体の人形まで用意させてな」
　その言葉に、遥は数時間前、京也と対たい峙じした時の事を思い出す。
『二人から言われてしまったよ……「どうか考え直してくれ」と』
『僕としてはこんな真似はしたくなかったけど、どうしても二人が譲ゆずらなくてね』
　その言葉の本当の意味を、遥はようやく理解する。
　あれは、二人が京也の過ちを正そうとして詰め寄ったのではなく。
　遥を殺す事を決めた京也を、必死に説得してくれていたのだと。だが、
「貴方達を殺すような会長に、私が再び忠誠を誓ちかうなどと本気で思ったんですの？」
　遥は遼平と美奈巳を睨にらみ据すえた。
　二人が遥にさせようとした事は、自分達の友情を否定する事に他ほかならない。
　すると遼平は肩を竦すくめて、
「一度は裏切ったんだ。もう一度信しん頼らいを得るには、ハードルが上がるのは当然だろ」
「それに……私達はできる」
　と美奈巳が言葉を続ける。
「京也の理想のために、自分を犠牲にする事も──遥を犠牲にする事も」
　そして二人は遥に対して片手をかざした。
　魔ま法ほう陣じんが展開され、二人の手に魔まり力よくの輝かがやきが集まってゆく。
　……このままでは……っ。
　遥は焦しよ燥うそうを得ながら、自らもまた必死に意識を集中する。
　防御目的に絞しぼった障壁の発動を待機させつつ、同時に飛行魔法も準備。
　こちらを狙う二人の魔法を、障壁で手前の下方向へ逸そらして床を破は壊かいさせ、足が自由になると同時に飛行魔法を発動して高速離り脱だつという、一瞬のチャンスに賭かけた回避を狙う。
　とはいえ、成功する可能性は低い。
　遥の防護障壁で二人の魔法を防ぎきれる保証はないし、たとえ衝撃を床に逸らしても、美奈巳が床を耐熱や耐衝しよ撃うげき性の高い材質に変化させていたらそれまでだ。
　……でも。
　遥は思う。他に方法がないなら、これに賭けるしかないと。
　たとえどれだけ絶望的な状況だろうと、諦あきらめる事だけはしない。
　足あ掻がく。
　そして──今まさに遼平と美奈巳の魔法が発動しようとした瞬間。
　その場に居た誰もが、想像さえしなかった事態が起きた。
　突とつ如じよ、凄すさまじい轟音と衝撃と共に、遥達たちが居る辺りの床が砕けて崩落したのだ。
『────っ!?』
　驚きよ愕うがくしながらも、とっさに三人共が体勢を整えて下のフロアに着地する。
　遥は慌あわてて背後に跳とんで距きよ離りを取りながら、
「まさか……」
　強引かつ乱暴な真似だが、間違いない。これは自分を助けるために行なわれたものだ。
　その大だい胆たん不ふ敵てきなやり方に、遥の脳のう裏りに自分が付いて行くと決めた青年が浮うかぶ。
　──しかし、その場に響いたのは暁月の声ではなかった。
「期待させちまったなら悪いが──生あい憎にくとアッキーじゃないぜ」
　それは軽く、どこか気の抜ぬけたような青年の声だ。
　その声の主を遥は知っていた。だから背後を振り返る。
　自らを落ちこぼれと呼ぶ、クセ者の青年を。
「礼を言いますわ海かい堂どう元もと春はる……でも、どうして貴方あなたが？」
　何故ここに居て、そして自分を助けてくれたのか。
　こちらの問い掛けに、海堂は困ったように苦笑しながら、
「たまたまだよ。本当はこんな面めん倒どうな場所からは即そつ刻こくおさらばしたかったんだが、ちょっと野や暮ぼ用ようがあってな。内うち輪わ揉もめに首を突っ込むつもりはなかったんだが、アンタを見殺しにすると、後でアッキーが怖こえぇからよ」
　すると、
「『黄昏』の海堂か……また厄やつ介かいな奴やつが来ちまったなあ」
　と、遼平がやれやれと言って、
「まあ仕方ないか。アイツは俺おれが相手をする。美奈巳、お前は遥だ」
「解った」
　そして、二人はそれぞれの武器を手にこちらへと向かってくる。
「あらら。嫌いやだね、すっかりやる気だぜあの二人」
[image: 画像]
　と海堂。
「で？　副会長はどうするよ？　先刻までは、まだ戦うのを迷ってたみたいだけどよ」
「……そんな事、決まっていますわ」
　揺ゆるぎない瞳ひとみで遥は告げる。
「私はもう副会長ではありませんわ。氷神会長ではなく、凰沢暁月が目指す世界を──同じ未来を彼かれや美兎達たちと一いつ緒しよに見み据すえて、その実現を目指すと決めましたから」
　だから、たとえ相手が親友だろうと。
「それだけは私、譲る訳にはいきませんの」
　そう言って、自らもまた半月刀を手に構えて。
　七瀬遥は前へ出た。
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　暁月と共にバベルタワーへ足を踏ふみ入いれたリスティは、手て荒あらい歓かん迎げいを受けていた。
　サイクロプスやミノタウロスから、ガーゴイルに果てはケルベロスまで。
　無数の魔まじ獣ゆう達たちによって行く手を遮られ、襲い掛かられたからだ。
　恐らくこれが、遥の言っていたセキュリティプログラム【守ガー護デイ獣アンシステム】なのだろう。
「くっ……！」
　飛とび掛かかってくるケルベロスの牙きばを避けたリスティは、横から魔まり力よく杖づえを叩き込んだ。
　バベル内にある、物理的なダメージを精神ダメージへと転化する特とく殊しゆ結界を応用しているため、本来であれば守護獣には物理・魔法など、あらゆる攻こう撃げきが効かない。だが、
『────』
　リスティの攻撃を受けて床に転がったケルベロスは、明らかに動きが鈍にぶくなった。
　こちらの打だ撃げきが効いているのだ。
　……これなら、何とか……っ！
　リスティは確かな手て応ごたえと共に、握にぎり締しめている魔力杖を見た。
　手元から先せん端たんまでを覆おおう、仄ほのかな青白いオーラ。
　守護獣への有効な攻撃を可能にしたその輝きは、しかしリスティによるものではない。
　では誰だれか──その答えを、リスティは己の視界の端はしに見た。
「オラァ！　どうしたどうした！　これじゃあ温ぬるすぎて相手にならねえぞ！」
　挑ちよ発うは的つてきな声が響き渡わたる。二倍以上の背せ丈たけがあるサイクロプスやミノタウロスを相手に、暁月は繰くり出した拳撃と蹴撃によって次々に倒たおし、光の粒子へと変えていっていた。
　その拳と脚あしは、リスティの魔力杖と同じ青白い光を帯びている。
　錬環勁氣功による氣の輝きだ。
　魔法や単なる物理攻撃とは根本と根源を異にする氣は、守護獣に対しても有効だった。
　そして錬環勁氣功を会え得とくした暁月は、自らの体内で練った氣を物質に通す事もできる。
　だから、守護獣に氣が有効だと解ると、暁月の判断は迅じん速そくだった。すぐにこちらの魔力杖にも氣を通し、リスティも戦えるようにしてくれたのだ。
　流石さすがに暁月のように一いち撃げきで倒す事はできないが、
「──それでも！」
　リスティは気合の声と共に、魔力杖による攻撃を重ねていって。
　三撃目をヒットさせたところで、ケルベロスを消しよ滅うめつさせる事に成功すると、足を止める事なく今度は近くに居たガーゴイルへと向かってゆく。
　敵の数が膨ぼう大だいとはいえ、一度に襲い掛かって来られる数は限られている。
　リスティは風の魔法で、暁月は体捌さばきとフットワークで敵の攻撃を回避しながら、一体ずつ確実に守護獣を倒していった。
　そして。敵を半数まで減らしたところで、狙ねらい通りのチャンスが訪おとずれた。リスティと暁月は、戦せん闘とうを行ないながら、それぞれが敵を引きつけ、守護獣達を誘ゆう導どうしていたのだ。
　直線上へと並ぶように。だから、
「──アカツキ！」
「おうよ、任せな！」
　こちらの呼び掛けに、暁月は黒の魔ま剣けん──レーヴァテインを具現化。
　腰こし溜ために構え、剣けん身に練り上げた氣を集めると、
「おらぁぁぁぁぁぁっ！」
　レーヴァテインを一気に振りぬいた。
　解き放たれた氣の奔ほん流りゆうは衝しよ撃うげ波きはとなり、残っていた守護獣を一気に呑のみ込んで。
　激しい爆ばく音おんと共に、長い廊下の彼方かなたへ全すべてを吹ふき飛ばした。
　遠くで、守護獣が消滅した際に生じる光の粒りゆ子うしが大量に舞まい上あがっているのを見ながら、
「っしゃ、片付いたな。とっとと先へ進むとしようぜ」
「ええ……」
　勝利の余よ韻いんに浸ひたっている時間はない。
　自分達たちは、一刻も早く美兎を助け出さなくてはならないのだから。
　巨きよ大だいなバベルタワー。しかし歩を進める暁月に、迷いは見られなかった。
　美兎の氣を知っている暁月は、その反応を感じられるからだ。
　だが。乗り込んだエレベーターが上じよう昇しようを開始すると、リスティは表情を硬いものにした。
　そして、そっと隣となりに立つ暁月を見る。
「……………………」
　余よ裕ゆうのある態度に不敵な表情。リスティのよく知る、いつもの暁月だ。
　表面上は、ダメージがないように見える。
　しかし──そんな筈はずはないのだ。
　先さき程ほどの暁月と海堂との戦いを、リスティは千ち影かげや葛くず葉はと共に目まの当あたりにしていた。
　海堂が作り出した結界のせいで暁月に加勢する事はできなかったが、たとえもし結界がなかったとしても、あれはリスティ達がおいそれと手出しできるような戦いではなかった。
　互ご角かくかそれ以上の実力の相手だ。暁月が受けたダメージは計り知れない。錬環勁氣功で自己治ち癒ゆり力よくを上げているのだろうが、とてもじゃないが回復しきれるとは思えなかった。
　……それに。
　気のせいかもしれないが、夕方に家へ帰って来た時点で、暁月は既すでにどこか消しよ耗うもうしていたようにも思える。スレイプニルのメンテナンスに行っていたという話だったが、その途と中ちゆうで何らかの戦闘に巻き込まれていたのかもしれない。
　……だとしたら。
　今の暁月は最も早はや、限界に近い可能性がある。
　──リスティは、氷神京也という青年を直接は知らない。コクーンという存在も、解っているのはこの世界の管理者であり、暁月と何らかの因いん縁ねんがあるという事だけだ。
　だが遥の話では、間ま違ちがいなく暁月よりも上の実力の持ち主という話だった。
　その京也が、超ちよ高うこ次うじ生命体としての美兎の力まで得ているかもしれないのだ。
　今の状態の暁月を、そんな強敵と戦わせては余りにも分が悪すぎる。
「………………」
　リスティは思う。せめて、彼を万ばん全ぜんのコンディションにする方法はないものかと。
　……今ここに、ルーが居てくれたら……。
　アレイザードで共に戦ってくれた、かけがえのない仲間の一人。ハイエルフのルーティエ・トルムは、回復や補助系の魔法を得意としていた。
　彼女が居れば、暁月を回復させられたかもしれない。すると、
　……そういえば、前に……。
　ふと、リスティは一つの可能性を思い出した。それは、かつて魔ま王おうガリウスを倒すため、暁月達と共にアレイザードの世界中を旅していた頃ころ、ルーティエから聞いた話だ。
　……そうよ、もしかしたら……。
　この方法なら、自分でも暁月を回復させられるかもしれない。そう思った瞬しゆ間んかん、
「ひぁんっ!?」
　リスティは思わず甘あまい声を上げた。
　スカートを捲まくり上げるようにして、突とつ然ぜん尻しりを撫なでられたのだ。
　しかも、一番敏びん感かんな場所を的確にピンポイントで。
「い、いきなり何してくれてるのよ、アンタはっ！」
　密室のエレベーターの中に二人きり。犯人は決まりきっている。
　顔を真っ赤にして問い詰めるリスティに、
「いや、お前があんまり思い詰めた顔してるから、緊きん張ちようを解してやろうと思ってな」
　まるで悪びれる事なく、暁月はしれっと言い放つ。
「女ってのは大たい抵てい、いきなり胸か尻しりを触さわってやると、ビックリして緊張が解けるからよ」
「緊張を和やわらげるだけなら、もっと良い方法が他に幾いくらでも……あっ、こら何を」
　説教の途中で、強引に腰こしを抱だかれて引き寄せられた。
　暁月は腕うでに優やさしく力を込めて、こちらの抵てい抗こうを奪うばいながら、
「んな心配そうな顔すんな。大だい丈じよ夫うぶだ」
　軽い口調で告げられた言葉。だが、そこには確かな想おもいと重みが込められていて、
「……うん」
　リスティは、ただ頷く事しかできない。
　自らもまた暁月へと身を寄せ、そっと眼を伏ふせながら、
「早く助けてあげましょうね、美兎ちゃんの事……」
　だって、
「あの娘こも今、きっと必死に戦っているだろうから」
「ああ……」
　頷きの声と共に、こちらの腰を抱く力が強くなって。
　信しん頼らいの無言が、エレベーター内を満たした時だった。
「…………？」
　リスティはふと、暁月の腕うで越ごしに見える外の風景に違い和わ感かんを覚えた。
　ガラス張りのシャフトを上昇するエレベーター。
　ゆっくりと近づいてゆく夜空に、一つの影が浮かんでいた。
　その影が、急速に広がってゆく。否──影は広がってはいなかった。
　大きくなっていたのだ。
「あれは……」
　こちらの様子に気付いた暁月もまた、外へと視線を移して、
「成なる程ほど……そう来やがったか」
　呟つぶやくように言った時。リスティはようやく、その影の正体を理解した。
　漆しつ黒こくのドラゴンだった。
　だが──それが解わかった時にはもう、ドラゴンの巨きよ体たいはすぐ目前まで迫せまっていて、
「────っ！」
　リスティがとっさに、意識を集中して防護障しよ壁うへきを展開したのと同時。
　二人が乗るエレベーターへ、漆黒のドラゴンが突っ込んできた。
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　激しい衝しよ撃うげきに巻き込まれながら、リスティ・シェルフィードは驚おどろきを得た。
　ドラゴンの突とつ撃げきを受けたリスティと暁月は今、防護障壁で直ちよ撃くげきこそ避さけられたものの、その巨体に押おしやられるようにして背後──建物の中央側へと強制突とつ入にゆうさせられている。
　眼前にはとっさに展開した防護障壁。その向こうには、獰どう猛もうなドラゴンの顔があった。
　だがリスティの驚きは、ドラゴンを使用した敵の奇きし襲ゆうに対してではない。
　──エレベーターを使用するのだ。当然ながら待まち伏ぶせについても想定はしていた。
　だから、いざとなればエレベーターの床ゆかか天てん井じようを破壊して、シャフト内へ移動するか、扉とびらを破壊してフロアに逃にげる事も考えていた。
　だが、たとえ上下に逃げた所で、ドラゴンは突っ込んでくる角度を変えてこちらと高さを合わせてきただろう。また、たとえ扉を破壊してフロアの方へ逃げた所で、あんな質量にあの速度で突っ込まれては、何の意味もない。
　だからリスティは、防護障壁と展開したのだ。
　その判断は、決して間違ってはいなかったと思う。
　しかし。暁月が行なった即そく座ざの対応は、リスティの想像を超こえていた。
　ドラゴンの巨体に突っ込まれ、背後へ──建物の内部へと飛ばされているというのに。
　暁月のとっさの機転によって、背中に一いつ切さいのダメージを受けずに済んでいるのだ。
　──本当ならば、リスティ達の背後には幾いく重えにも壁かべがあった。
　最初にエレベーターの扉があり、その先にはフロア内の施し設せつの壁が何重にもあった。
　それだけではない。そうした施設の中には、様々な設備がある。
　よってドラゴンの突撃による正面からのダメージは防げても、そういった障害物へそのまま突っ込んでいたら、多大なダメージを受け──最悪圧死していたかもしれない。
　しかも漆黒のドラゴンは、鋭えい角かくにエレベーターへと突っ込んできていた。
　そのため壁よりも頑がん丈じような作りの床までもが、リスティ達を押し潰つぶす障害となる筈だった。
　だが、そうはならなかった。
　……信じられない……あの一瞬で。
　リスティは背後へと飛ばされながら、驚愕の眼まな差ざしで隣の暁月を見た。
　あの激げき突とつの瞬間──暁月は一瞬で錬環勁氣功を発動すると、ドラゴンが突っ込んで来るのと全く同じ方向と角度で、全力の右の拳こぶしを放っていたのだ。
　それも打撃と同時に、繰り出した拳から一いつ斉せいに氣も放出していて。
　ドラゴンが突っ込んだ先にある、あらゆる障害物が吹き飛んでいた。
　勿もち論ろん──向かってくるドラゴンに対して攻撃を放つという選せん択たく肢しもあった。
　だが、もしそれで倒せなければやはり自分達は押し潰されていただろう。それでも暁月の性格なら、正面から激突に賭けそうなものだが、それを敢あえてしなかったのは、
　……自分一人じゃなく、私も一緒に居たから……。
　成功するか解らない賭けに、リスティを巻き込むまいとしたのだ。そして、
「この先に広い空間がある！　下へ飛んで回りこんで、一いつ旦たんやり過ごすぞ！」
「りょ、了りよ解うかい！」
　慌てて頷うなずきを返すと同時、暁月が言った通りの巨大な空間へと入った。
「──今だ！」
　暁月の合図で、どうにか下へ逃れると、漆黒のドラゴンはそのまま床へ──下のフロアへと突っ込んでいき、
　ズゥゥゥゥゥゥゥゥゥン！　という重い衝しよ撃うげ音きおんと共に、空間が振しん動どうした。恐おそらく、こちらを逃したドラゴンが軌き道どうを変へん更こうしようとして、何層か下の床に激突したのだろう。
「危ないところだったわね……」
　二人同時に床へ降り立つと、人ひと心ごこ地ちついたとばかりに、リスティは大きく息を吐はいた。
「まあな……まさかドラゴンが特とつ攻こうを仕し掛かけてくるなんてな」
　と、右の肩かたを回しながら暁月。
　対するリスティは、天井──自分達が入ってきた巨大な穴と一緒に、今いる広い空間を見み渡わたした。
「ここは……ひょっとしてコロシアム？」
「ああ。このＪＰＮバベルで最も大きい大闘技場だ。俺も入ったのは初めてだけどな」
「それで、よく正確な位置が解ったわね……」
　感かん嘆たんの声を漏もらすこちらに、暁月は笑いながら、
「いざという時のために、このＪＰＮバベルの内部構造については可能な限り把は握あくしておいたからな。後は、あのドラゴンが突っ込んで来た時の角度とエレベーターの階数表示を併あわせれば、ここを通過する事を割り出すのはそんなに難しい事じゃねえよ。何せ、見ての通り無む駄だに広い空間だからな」
　そこでふっと表情を切きり替かえて、
「──それより、そろそろ準備しろよ」
「ええ、そうね……」
　リスティもまた表情を真しん剣けんなものにした。
　と同時、大闘技場の床が振動する。
　当然だ。自分達はあくまでやり過ごしただけ。あのドラゴンを倒した訳ではない。
　それから二度、三度と数を重ねる毎ごとに揺れは大きくなっていき、
　五度目で、ゴッッバァァァァァァァン！　という轟ごう音おんと共に。
　離はなれた場所の床が、下から勢いよく突つき破やぶられた。
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　そして──再び暁月とリスティの前に、漆黒のドラゴンが姿を現した。
　改めてその姿を目の当たりにした暁月は、
「……やっぱりな」
　その姿に、先程得ていた印象を確信に変える。
　すると、隣のリスティも気付いたのだろう。
「このドラゴン、まさか……」
　と眉まゆ根ねを寄せて呟いた。
　そう──色やサイズは大きく異なるものの、どことなく似ているのだ。
　アレイザードの邪じや竜りゆうザッハークに。だから暁月は「ああ」と頷いて、
「例のフィルなんたらとかいう勇者野や郎ろうが、こっちでザッハークに変化した時のデータはしっかりと取られていたからな。大方そいつを利用したんだろうぜ」
　何せ、
　……久く保ぼ田たのオッサンの鍛たん錬れんプログラムにも、しっかり登録されていたしな。
　とはいえ、久保田までが敵に回っている可能性は低いだろうと暁月は推測する。
　久保田は、バベルが誇ほこる博士という話だった。
　愛あい想そうこそ欠けるものの、己おのれの仕事に誇りを持つ職人気質かたぎな男だ。
　コクーンを裏切るような真ま似ねをした京也に付くとは考え難にくい。
　恐らく京也がデータを提出させたか、プログラムに組み込ませるかさせたのだろう。
　無論、個人的に久保田が京也と繋つながっている可能性は否定できないが、
　……まあ、その時は仕方ねえよな。
　久保田のような男は嫌きらいではないが、立たち塞ふさがるなら仕方がない。
「──誰であろうと、敵は潰すぜ」
　暁月はレーヴァテインを具現化しながら、眼めの前のドラゴンを見据えた。
　大きさはおよそ十ｍ、元の半分程度のサイズだ。恐らく、屋内で動きやすくするために、敢えて小さくしているのだろう。またリスティが張った防護障壁が消えなかったという事は、高次生命体の絶対障しよ壁うへきまでは再現できていないようだ。もしあれまで再現できていたとしたら、触ふれただけでリスティの障壁は霧む散さんしていた筈だ。暁月が飛ばされる側に攻撃を放って穴を開けたのは、その可能性までをも考こう慮りよしての事だった。
　よって、そこまでは良い。
「残る問題は……」
　元のものから色やサイズを変えたのだ。
　フィルが変化したザッハークを基に作られたとしても、プログラムである以上、パラメータは自由に設定できる。ならば、強さも同じにしておく必要はない。
「まあ……十中八九、あの時より強いだろうな」
　だが、凰沢暁月は笑う。自分はそれすらも構わないと。何な故ぜなら、
「あの時よりも強いのは──こっちだって同じ事だぜ」
　そう言って、暁月は錬環勁氣功を発動した。
　呼応するように、レーヴァテインが第二形態へと変化する。
　これは、かつてフィル＝ザッハークと戦った時にまだ自在に操あやつれなかった力だ。
　そしてもう一つ──あの時の暁月にはない力があった。それは、
「──そういえば、アンタと一いつ緒しよに戦うのって久しぶりね」
　どこか感かん慨がいを含ふくんだ声と共に、暁月の隣に一人の少女が立った。
　リスティ・シェルフィード。
　かつてアレイザードを旅しながら、共に戦い続けた仲間が今回は居るのだ。
　そこに連れん携けいの不安は微み塵じんもない。
　……まあ、一対一でやってみたい気もするが。
　これはまだ前座だ。京也と戦う前に、これ以上余計な体力の消耗は避けるべきだろう。
　それに待たせている少女も居るのだ。寄り道をしている時間もない。
　一気に決める。
「絶対障壁はないみたいだが、先刻の守護獣システムと同じで魔ま法ほうが通じない可能性がある。俺おれが前に出るから、そっちは合わせてくれ」
「解ったわ……任せて」
　それだけのやり取りで、全てが通じて、
「それじゃ──行くぜ！」
　凰沢暁月は、漆黒のドラゴン目め掛がけて一気に駆かけ出した。
　と同時、暁月を追おい越こすようにして無数の炎ほのおの塊かたまりが飛んでゆく。
　それはドラゴンの顔面へ当たり、しかし暁月の予想通りに障壁に阻はばまれる。
　──だが、それで構わなかった。
　障壁と激突した炎は、爆ばく煙えんを巻き起こした。それはドラゴンの視界を奪う目め隠かくし。
　向こうが前まえ脚あしを振ふり抜ぬいて煙を裂さいた時には、暁月は既に懐ふところへと入っていた。
　暁月は身体を大きく沈しずみこませた反動で床を蹴けり、真下から斬きり上げを叩たたき込む。
　やはり、フィル＝ザッハークよりも強化されているのだろう。
　一撃で両断までは至らない。だが、漆黒の身体に深い斬り傷が縦に走る。
『──────』
　呻うめくような叫さけび声ごえを上げながら、逆の前脚が暁月へと放たれた。
　曲線を描えがく軌道で、鋭するどい爪つめが暁月に迫り、
「っと！」
　暁月は縦に身体を回転させると、ドラゴンの腕を蹴けってさらに上へと跳ちよ躍うやく。そして、
「リスティ！」
　名前を呼ぶのと全く同じ、まるで計ったようなタイミングで、リスティの風の魔法が発動した。生み出されたのは風の塊。
　遥が得意とする、空気を圧縮したものではなく、風を圧縮して一点に押し留とどめたものだ。
　ただし──それはドラゴンへの攻こう撃げきでも、目隠しなどの囮おとりでもなかった。
　リスティが生み出した風の塊は、暁月の真上に発生していた。
　すると暁月は、宙でくるりと反転し、その風の塊を足場にして蹴った。
　ドン！　という炸さく裂れつ音おんと共に風が弾はじけ、まるで大たい砲ほうで打ち出したかのように、暁月を急速降下させて、
「喰らいやがれえぇぇぇぇぇっ！」
　疾しつ風ぷうの速度で、暁月はレーヴァテインを振り下ろした。
　その斬撃は、ドラゴンの頭へと吸い込まれると、音もなく斬り裂いて。
　そのまま巨大な身体もろとも両断する。
　──筈だった。
　だが、ドラゴンの胸辺りまでを斬り裂いた時だ。
　暁月の視界の外から、黒い影が突っ込んで来たのは。
「何っ!?」
　短い声を上げた瞬間。
　暁月は、横からの衝撃によって吹ふっ飛とばされていた。
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「──アカツキっ！」
　リスティ・シェルフィードの口から、悲鳴にも似た声が発せられた。
　暁月が、横からの不意打ちによって吹っ飛ばされる光景を目の当たりにしたからだ。
　それは突とつ然ぜんの出来事で、とても危険を報しらせる暇ひまはなかった。
　それでもリスティの瞳ひとみは、その瞬間を目もく撃げきしていた。
　いきなり二体目のドラゴンが、虚こ空くうから出現したのだ。
　そして、暁月もろとも大闘技場の壁へ突っ込んだのである。
「アカツキっ！」
　暁月の無事は確かく認にんできない。暁月も、二体目のドラゴンも、衝撃で舞まい上あがった砂すな埃ぼこりに呑のみ込まれていた。
　それでもリスティは急ぎ、そちらへ駆けつけようとして──しかしできなかった。
「────っ!?」
　リスティの行く手を遮さえぎるようにして現れたのだ。
　三体目のドラゴンが。
　──そして、それだけではなかった。
　大闘技場の天井付近に、四体目のドラゴンが出現した。
　さらに、暁月が途中まで斬り裂いたドラゴンまでもが、傷を修復して動き出して。
　暁月の渾こん身しんの一いち撃げきでも倒たおせないドラゴンが四体──それは正に、絶望的な状じよう況きようだった。
　だが、
「…………退きなさい」
　リスティは低い声で、まるで怯ひるむ事なく眼の前のドラゴンへと言い放った。
　獰猛な唸うなり声に威い嚇かくされるが、構わない。
　己の危機的状況よりも重要な事があったからだ。だから、
「邪じや魔まよ！　そこを退きなさいっ！」
　そう叫ぶと同時、リスティは風の魔法を発動させた。
　眼の前に立ち塞がる三体目のドラゴン──その足あし下もとに、先さき程ほどよりも大きな風の塊を叩きつける。勢い良く吹き上げられたのは、魔法による風ではなくそこにあった空気だ。
　それはドラゴンの障壁を無視して、その巨体を宙へと飛ばす。
「────っ！」
　そして自分自身に風の飛行魔法を使用すると、リスティはまだ砂埃が収まらない壁かべ際ぎわへと即座に移動。一秒でも早く暁月の無事を確認しようと、新たな魔法で豪風を生み出し、砂埃を吹き飛ばそうと試みる。
　しかし──リスティの魔法の風が、砂埃を吹き飛ばす事はできなかった。
　暁月へと突っ込んだ二体目のドラゴンが、砂埃を突き破って出現。
　リスティの風を障壁で打ち消し、そのまま鋭い牙きばで襲おそい掛かかって来たのだ。
　その攻撃は、最優先で想定しておかなければいけないリスクだった。
　だが突然の事態に、リスティは暁月の無事の確認を一番に考えてしまって。
　とっさに対応しようとするが、遅おそすぎた。
「っ──！」
　防護障壁はおろか、回かい避ひすらできないリスティへとドラゴンの顎あごが迫り、
「──調子に乗ってんじゃねええええぇぇぇぇぇっ！」
　先程の不意打ちのお返しか。今度は暁月の飛び蹴りがドラゴンの横よこっ面つらに炸さく裂れつした。
　十ｍもの巨体が、宙を滑すべるようにして吹っ飛ぶ。
　暁月は無事だった。リスティの表情が安あん堵どへ変わろうとし、
「っ……アカツキ、その傷っ！」
　しかし即座に息を呑み、呼び掛けは余よ裕ゆうを欠いたものになった。
　暁月の額の端はしから、赤い鮮せん血けつが滴したたっているのを見たからだ。
　しかし、暁月はフンと鼻を鳴らすと、
「何て事はねえよ……こんなもん、すぐに止まるさ」
　そう言って、レーヴァテインを片手に前へと向かって歩き出す。だから、
「っ……！」
　リスティはとっさに上げそうになった声を、辛かろうじて飲み込んだ。
　本当は言いたかった。無む茶ちやだと。せめてここは引くべきだと。
　あの海堂元春と戦い、さらには美兎の精神波まで浴びて。そして、このドラゴンの不意打ちまで受けたのだ。どれ程のダメージがあるかは明白ではないか。
　体力だって、もうかなり消しよ耗うもうしている。いつ限界が来たっておかしくない。
　……でも。
　解っている。それでも、凰沢暁月という男は止まらないと。
　前だけを向いて、全すべての障害と正面からぶつかり、その上で駆け抜ける男だと。
　アレイザードで一緒に戦った時も、ずっとそうだったのだから。
　だから。
　リスティ・シェルフィードは、己の為なすべき事を理解していた。
　ＡＤに意識を集中させ、魔力杖を具現化すると、暁月の背中を追って歩き出す。
　対する四体のドラゴン達たちも、こちらへ向かって戦せん闘とう態勢を取って。
　そして次の瞬しゆ間んかん──人と魔まじ獣ゆうの王との死し闘とうが始まった。
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　漆黒のドラゴンが、バベルタワーへ突っ込んだ瞬間を見ていた少女達が居た。
　暁月に回復を優先するように言われ、逃とう走そうルートの確保を頼たのまれていた二人。
　桐どう元もと葛葉と五い泉ずみ千影だ。
「────っ！」
　衝撃の凄すさまじさを物語る白はく煙えん。
　それを目にした二人は表情を険しいものにして、俄にわかに判断を迷わせた。
　あの場所は、エレベーターがある辺りだ。
　恐らく今のは、暁月達を狙ねらった敵の攻撃なのだろう。一いつし瞬ゆん見た限りでは、色こそ違ちがうものの、先日のランキング戦で戦ったザッハークとどことなく姿が似ていた。
　普ふ通つうに考えれば氷神京也の仕し業わざなのだろうが、海堂の例もある。新手の朱の黄昏の仕業という可能性も否定できない。
　暁月は強い。リスティもだ。
　だからここは、二人を信じて動かないのが正しい選せん択たくだと、理性では解わかっている。
　だが感情は、どうしようもなく逆を想おもってしまって、
「……っ、葛葉っ！」
「解ってる……でも」
　堪たえきれないような声を上げてこちらを見た千影に、葛葉は唇くちびるを噛かみ締しめて応こたえる。
　千影の気持ちは理解できる。葛葉もまた同じ想いだったからだ。
　行きたい。暁月達の下へと駆け付けたい。今の自分達でも、何かの役には立つ筈はずで。
　今すぐにでも駆け出したい気持ちが、どうしようもなく湧わき上がる。しかし、
「駄だ目めよ……私達は、凰沢君に任された役目があるわ」
　そして、自分達はそれを引き受けたのだ。動くべきではない。
　だから。身を引き裂かれる思いで、二人が留まる事を決めた時だった。
　葛葉と千影は、遠くの空から甲かん高だかい鳴動音のようなものが近づいて来るのを聞いた。
「これは……？」
　思わず上を振り仰あおいだのと同時、夜空を超ちようスピードの黒い影が突っ切った。
　ドラゴンではなかった。その正体を、葛葉と千影は辛うじて視し認にんする。
「戦せん闘とう機き……？　そんな──」
　呆ぼう然ぜんにも似た千影の声を、葛葉は聞いた。
　千影が驚おどろくのも無理はなかった。バベルや《保安隊ピースアイ》には戦闘ヘリこそ配備されているが、戦闘機はこの特別自治区に存在しないからだ。
　──この特別自治区の防空は、普ふ段だんはバベルの防衛システムが兼けん任にんしている。
　超ちよう高こう層そうのバベルタワーは、この人工島全域に加え、周辺海域までをもカバー可能で。
　特別自治区の空を外敵から守るために、軍用機は必要ないのである。
　ただ──今はシステムの一いつ斉せい更こう新しんのため、普段の防衛システムは働いていないだけで。
　しかし、だとしたら京也の暴走にここまで早く対応して動ける空軍を持っているのは、
「まさか、日本政府が軍事行動を……？」
　信じられないような口調で呟つぶやいた葛葉は、
「────っ？」
　しかし次の瞬間、弾かれたような動きと共に地面へ片手を付いた。
　途と端たんに葛葉と千影を守るように、硬こう質しつの岩がん壁ぺきが大地からせり出して。
　直後──連続した銃じゆ声うせいと共に、無数の銃じゆ弾うだんが岩壁へと叩き込まれた。
　千影は、葛葉が作り出した岩壁に背中を預けながら、
「うわ……このタイミングで通常兵器による襲しゆ撃うげきか。となると、これも保安隊の仕業じゃなさそうだね」
「ええ。恐らく、保安隊は動かないように氷神京也が命令を下している筈よ。たとえ彼かれが裏切っていると解っても、その命令に背そむく権利や度胸は保安隊にはないわ」
　だから、と葛葉。
「間ま違ちがいなく日本政府が動いている……多分、極ごく秘ひ裏りに人工島のどこからか海兵隊を上陸させたのよ」
「……って事は、日本が氷神京也に付いた？」
「いいえ、その可能性は低いと思う。凰沢君が遥から聞いた話だと、今の氷神京也は他のコクーンを裏切って動いている……もし彼に味方するような真似をしたら、他のコクーンはおろか、世界中まで敵に回してしまいかねないもの」
「となると、狙いはあたし達じゃなく──」
「──氷神京也でしょうね。彼が暴走した事で、日本はＪＰＮバベルという後うしろ盾だてを失った形になるわ。日本としては、早めに裏切り者への敵対意思を表明して、他のコクーンへの点数稼かせぎをしておきたい所でしょうし」
「とはいえ、直接乗り込んでくるってのは、ちょっと穏おだやかじゃないね……」
　と千影。
「特別自治区はコクーンが管理しているんだ。しかも裏切ったとはいえ、相手はコクーンの一人なんだよ？　悪いけど、今の状況は日本政府が手に負える範はん囲いを超こえている。敵対意思の表明だけなら、公式声明の発表だけして、事態の収しゆう拾しゆうはコクーンに任せるのが筋だろうに」
「ええ……もしかしたら、他にも何か事情があるのかもしれないわね」
　千影の言葉に、葛葉は首しゆ肯こうする。
「それこそ──日本政府が、ここまでしなければいけないような何かが」
　それが一体何かまでは、自分達に推おし量はかる事はできないが、
「……さて、どうしたものかね？」
　と困ったように千影。
「暁月からは、逃走ルートを確保しておくように言われていたけど……」
「なるべくなら、日本軍との交戦は避さけたいわね……氷神京也に味方していると思われるのは避けたいわ。私達まで、世界の裏切り者にされてしまいかねないもの」
　葛葉は冷静に状況を判断しながら、
「たとえこちらにその意思はなくても、相手がこちらの理り屈くつに耳を貸さなければそれまで──向こうに、私達を一方的な悪役にする事ができるような状況にはしたくない」
「そうじゃなくても、世界のために氷神京也と戦おうとした勇ゆう敢かんな日本の邪魔をした……とかなると、後々あたし達の立場は厳しいものになっちゃうだろうしね」
　と苦くし笑ようしつつ千影。
「まあ──暁月は案外、世界を敵に回しても構わないって考えていそうだけどね」
「そうね……」
　と、葛葉も微び苦くし笑ようを浮うかべながら、
「でも……やっぱり避けるべきよ。私達がこれからしようとしている事は、何も間違っている訳ではないのだから。何より、凰沢君や他の皆みんなの足を引っ張りたくない……ここで私や貴女あなたが戦ったせいで、世界を敵に回すしかないなんて状況にはしたくないでしょう？」
「……だね」
　と千影は頷うなずいた。
「そうすると、穏おん便びんに撤てつ退たいして貰もらうか、傷つけずに無力化したいところだけど」
「貴女の方でどうにかできない？　肺を通さなくても酸素を吸収できる、水の魔法があったわよね。アレイザードの決戦の時に使っていた」
「酸素濃のう度どを上げて意識障害って方が楽だけど、バカスカ撃うちまくってる向こうへそんな真似したら、引火して爆ばく発はつしちゃうし……やっぱりそれが一番かな」
　やれやれと千影が言った時だった。ふと銃声が止やんだのは。
「……おや？　まさか諦あきらめてくれたりとか……」
　千影が岩壁の陰から向こうの様子を窺うかがい、
「？　連中、何でマスクなんか……──っ!?」
　息を呑むと同時、それが来た。
　葛葉が作り出した岩壁の上を越え、降ふって来たのはグレネードのガス弾だんだ。
　風系の魔法なら難なく吹き飛ばせるが、生あい憎にくと葛葉は土系統、千影は水系統である。
　だが、
「葛葉、こっちっ！」
　千影の判断は、それでも迅じん速そくかつ正しいものだった。
　ちょうど話に出たばかりの「溺おぼれない水の魔法」を、球状にして展開。
　自分達をすっぽりと覆おおい、ガスに対する防ぼう壁へきとして代用したのだ。
　恐おそらくは催さい涙るいガスだろうが、致ち死し性せいのものだった可能性も否定できない。
　とっさの判断としては、他に選せん択たく肢しはなかった。だが、
『くそっ……視界が』
　呼吸が可能な水の中で、千影は苦い表情で吐はき捨すてる。ガスの影えい響きようこそ受けずに済んだものの、二人の周囲にはガスが充じゆ満うまんし、完全に視界を奪うばわれていた。
『ここまでやるのか……どうやら手段を選ぶつもりはないみたいだね』
　無論、千影の防壁は通常兵器でどうにかできるものではない。
　だが何も見えないこの状況では、敵の進しん撃げきを許してしまう。
　葛葉の魔法で、侵しん入にゆうできないような高さの壁かべを作る事ができれば話は早いのだが、
　……私の魔法が、千影の魔法に干かん渉しようしてしまったら……。
　もしそれで千影の防ぼう護ご壁へきを壊こわしでもしたら、たちまち自分達はガスの餌え食じきだ。
『…………っ』
　葛葉は悔くやしそうに唇を噛む。
　暁月にこの場を任されたというのに、このままでは──そう思った瞬間だった。
　水中に居ながら、轟ごうという風の音を葛葉は聞いた。
　それは横からの衝しよ撃うげ波きは。桐元葛葉は見る。
　周囲を充満していたガスもろとも、日本軍の海兵隊員達が吹っ飛ぶ光景を。
『一体誰だれが……』
　思わず衝撃波が来た方向を見ると、一人の男がゆっくりとした歩みでやって来る。
　不ふ機き嫌げんそうな顔をした巨きよ漢かんの男性だった。暁月より一回り高く、二回りがっしりとした巨きよ躯くを作業着に包つつみ、手には見た事もないような巨きよ大だいな豪ごう槍そう。
　その男性の名を、葛葉も千影も知っていた。
　否、恐らくこのＪＰＮバベルで彼の名を知らない者はいないだろう。
　暁月以上の有名人──それこそコクーンである京也と並ぶ知名度を持つ博士。
　バベルの最重要人物の一人、久保田灰かい人との顔と名は。そして、
「……大だい丈じよ夫うぶか」
　こちらのすぐ傍そばへとやって来た久保田は、むっつりとした顔でそれだけを問うてきた。
「え、ええ……助かりました久保田博士」
　マスクをしていない久保田に、ガスの脅きよ威ういがなくなったと判断した千影は、水の防護壁を解いて、助けて貰った礼を口にする。すると、
「そうか……」
　久保田はそれだけを言うと、不機嫌そうな顔で夜空を見上げた。
　一体何を──そう葛葉が思った瞬間だ。
「────」
　久保田が、無言のまま豪槍を一いつ閃せんした。
　と同時、遠くの夜空に爆炎が生じ、辺りに轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。
「な──!?」
　葛葉は驚きよ愕うがくを露あらわにする。一瞬何が起きたか解らなかったが、
　……間違いない、この人……。
　たった今──久保田は、超ちよう音おん速そくで空を飛んでいた日本空軍の戦闘機を両断した。
　地上のこの場所から、槍やりで斬ったのだ。
「信じられない……」
　呆然と言う千影に、しかし久保田は表情を変える事なく、
「──まだだ」
　と短く告げてくる。その言葉の意味を、葛葉と千影はすぐに理解した。
　先程とは別の方角からは、新手の海兵隊の部隊が。
　そして遠くの空からは、何機もの武装ヘリらしき機き影えいがこちらへ向かって飛来していた。
　すると、
「おやっさーん、団体さんが来たっスよー」
　久保田の助手だろうか、同じく作業着の青年がやって来る。
　肩かたには、巨大なクーラーボックスのようなケースを下げていた。
「見えている。向こうの地上部隊は任せるぞ──俺おれは、空のヘリ共を片付ける」
「了解っス。いや～、腕うでが鳴るっスね」
　当然のように、迎げい撃げきをしようとする二人に、
「ちょ、ちょっと……」
　と、千影が困こん惑わくの声を上げた。しかし、
「……解っているな？」
「勿もち論ろんっス、おやっさん」
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　久保田と助手は構わずに、
「よりにもよって、ウチら技術屋のシマに近代兵器なんかで上等切ってくる連中は──誰であろうと叩たたき殺します」
　ニヤっと笑うと、助手は肩から下げていたケースを地面に置き、中に入っていた装置を取り出した。幾いくつかのパーツに分ぶん割かつされていたそれらを繋つなぎ合あわせると、複雑な形状と構造をした機きか関んじ銃ゆうのような装置が組み上がる。
　しかし助手は弾だん丸がんを用意せず、そのまま装置を肩から下げた。
　サイドにあるツマミをカチカチと回し、照準を覗のぞき込みながら、
「さあ──叩き殺してやるッスよ」
　そう言うと同時、助手は躊ちゆ躇うちよなく引き金を引いた。
　装置から発射されたのは、銃弾ではなく細く赤い光。
　レーザーだ。それは、こちらへ向かって来ようとしていた敵の足下の地面に命中するや、激しい爆発を巻き起こす。またも吹き飛ぶ海兵隊員達を確認すると、
「それじゃあ、おやっさん。自分は連中をブッチめてきますんで」
　楽しそうに言うなり、助手はまだ爆ばく煙えんが上っている方へと駆かけてゆく。そして、
「………………」
　久保田もまた、戦闘ヘリが飛んでくる南の方角へと歩き出そうとして、
「──待って下さい」
　そんな久保田を、小さな葛葉が呼び止めた。無言でこちらを見下ろしてくる巨漢に、
「久保田博士……一つだけ聞かせて下さい」
　桐元葛葉は問い掛ける。
「貴方あなたなら、今のＪＰＮバベルの状況はご存知の筈です。それでも今、この場に居る」
　ならば、
「貴方あなた達たちは──氷神京也の味方なんですか？」
　それは確かく認にん。眼めの前の男が、自分達の敵かどうかの問い掛けだ。
　久保田はバベルが誇ほこる研究者だ。だが、それはＪＰＮバベルに限定された話ではない。
　ＡＤや肉体ダメージを精神ダメージへと転化する特とく殊しゆ結界は、各国のバベルでも使用されている。言わば、全バベルの基き礎そシステムを設計した存在なのだ。
　よって普通に考えれば、久保田は異世界の技術を管理するコクーンが抱かかえる研究者で。
　コクーンを裏切った京也の味方であるとは考え難にくい。
　──だが、可能性がゼロとも言い切れない。
　勿論、危ない所を助けて貰った事は感謝している。
　だが、もし久保田が京也の味方だというなら、
　……その時は。
　ギュッと拳こぶしを握にぎって見上げる葛葉に、やがて久保田は答えを返した。
「いいや……俺は氷神の味方ではない。とはいえ、凰沢暁月の味方でもないがな」
　だから、と久保田。
「お前達の邪じや魔まをするつもりはない──無論これ以上手を貸す気もな。俺が許せないのは、日本軍の連中のような部外者が、勝手な真ま似ねをする事だ」
「だから、先刻はあたし達を助けてくれたって訳だね……」
　納なつ得とくいったとばかりに言う千影に、
「──では、もう良いな」
　ぶっきらぼうに言い放ち、歩き出そうとした久保田に、
「いいえ──まだです」
　しかし、葛葉は呼び止めた。
「もし貴方達が氷神京也の味方でないならば──お伝えすべき話があります」
　そして、桐元葛葉は告げる。
　凰沢暁月がリスティと共にバベルタワーへ向かう前、自分に耳打ちをした言葉を。
第２章《揺ゆるぎない決意で》
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『番有引力オーダードロー』
　それが、朱あけの黄たそ昏がれのメンバーの一員であるティアナが有する、固有の概がい念ねん能力だった。
　──直接触ふれた対象を認にん識しき記き憶おくし、引き寄せる。
　それだけでは一見、何て事のない能力だが、この『番有引力オーダードロー』は戦闘時に使用する事で、非常に高い応用性を発揮する事が可能だった。
　対象への引力の強さは、限界こそあるもののゼロからＭＡＸまで調整可能。引き寄せている途とち中ゆうでのキャンセルも自由に行なえる。これは単に触れた相手を引き寄せるだけでなく、相手の動きを好きなタイミングで崩くずす事ができるという事だ。
　認識記憶をするかどうかも自由に選択でき、記憶する数も一つではなく複数可能。記憶の消去も、好きなタイミングで行なえる。
　ただし記憶する数が増えるとその分、一つの対象への引力のＭＡＸが弱まってしまう。
　また沢たく山さんの認識記憶を抱える事で、多くの選択肢を意識せざるを得ず、却かえって思考が散さん漫まんになってしまうというデメリットもある。
　だがティアナは能力の使用を繰くり返かえし、戦せん闘とう時に記憶する数は三～五つ程度が自分にとってのベストだと導き出していた。
　だから──京きよ也うやとの戦闘が始まってすぐ、ティアナは京也を認識記憶したのである。
　チャンスは何度かあった。直ちよ撃くげきこそできなかったものの、京也は何度かこちらの攻こう撃げきを受け流していたからだ。
　そして、こちらの能力が初見の京也にとっさの回かい避ひができる筈もなく。
　そのまま強ごう引いんに引き寄せ、攻撃をブチ込む事に成功したのである。
「……死んだみたいですね」
　自分の左手から、京也を下した敷じきにした瓦が礫れきの山に視線を移しながらティアナは呟いた。
『番有引力オーダードロー』の認識記憶から、京也の記憶が消えている。
　ティアナが消した訳ではない。記憶した対象が生物だった場合、相手が生命活動を止めると、対象が変わったと認にん識しきされ、自然に記憶から削さく除じよされるのである。
「──なら、今度こそ完全に任務完かん了りようっすね」
　フェニックス細さい胞ぼうを手に入れ、コクーンの氷ひ神かみ京也を倒たおしたのだ。
　仲間のめめこからは、京也の暴走を知った他のコクーンや、日本政府までもが動いているという情報が携けい帯たいに届いていた。
　状じよう況きようは面めん倒どうな方向へ陥おちいりつつある。これ以上、ここに留とどまる理由はないだろう。
　あるとすれば。
「………………」
　ティアナはふと、視線をとある方向へと向けた。
　視線の先に居るのは、この場所へ自分と共にやってきた物好きな青年。
　意識を失い、倒れたままの鬼おに塚づか剣けん哉やだった。
　──鬼塚を気絶させたのは、他ほかならぬティアナである。
　鬼塚がこちらの邪魔をしようとしたからだ──感情任せの安い正義感を振ふりかざして。
　別にティアナが、意図的に巻き込んだ訳ではない。
　来ない方が良いと忠告したこちらを無視して、それでも勝手に付いて来たのは鬼塚だ。
　……だけど。
　やろうと思えば撒まく事はできたのに、付いて来させたのはティアナだった。
　それは思い入れのせいだろうか、とティアナは思う。
　ひょんな事から鬼塚の部屋に居いそ候うろうする事になり、短いながらも共に過ごした事で、自分は彼に対して温かな感情を得ていた。
　それは事実で。心のどこかで期待していたのかもしれない。
　彼が自分の正体を知って。どんな人間なのかも知って。
　それでも……ひょっとしたら、変わらずに接してくれるのではないかと。
　──だが、それは有り得ない話なのだ。
　鬼塚は異世界帰りの青年とはいえ、この特別自治区ではあくまで一いつ般ぱん人じん。
　そしてティアナは、この世界のどこに居ようと変わる事のないテロリストで。
　だから、鬼塚が自分を止めようとした時、「ああ、やっぱり」と思った。
　たとえ顔を合わせていても、自分達たちの間には深くて大きい溝みぞがある。
　同じ場所に居ても、自分と鬼塚は違ちがう世界に生きているのだと。だが。
「………………」
　それでもティアナは、鬼塚から視線を外せずにいた。
　鬼塚は死んではいない。気絶しているだけだ。いずれ意識を取とり戻もどすだろう。
　このまま放っておいても助かる筈はずだ。
　……でも。
　こちらを何とか止めようと粘ねばったため、自分はこっぴどく鬼塚を痛めつけた。
　よって、もしかしたら意識が戻っても、自力で外へは出られないかもしれない。
　そして救助がここへ来ない可能性もある。また自分と京也の戦闘で、この最下層エリアの巨大空間の地じ盤ばんは緩ゆるんでしまっているため、天てん井じようが崩ほう落らくしないとも限らない。
「だったら……」
　とティアナは呟つぶやく。せめて、外にまでは運んであげるべきだろうかと。
　そう思い、鬼塚の方へ一歩足を動かした。
　──それが、ティアナの命を救った。
　突とつ如じよ、背後から光の奔ほん流りゆうがティアナを襲おそったのだ。
「────っ？」
　とっさに身を捻ひねり、ティアナはどうにか回避に成功する。
　光の束はティアナの横を掠かすめるように抜ぬけ、そのまま壁へと激げき突とつし、
「な…………」
　その結果を目にしたティアナは、思わず絶句した。
　壁が消しよ滅うめつしていたからだ。一いつ切さいの音もなく。光の束の同じ太さに穴が開いていた。
　まるでトンネル。どれだけ先まで消滅したかは、暗いフロアのため確認できない。
　さらに──光の奔流が貫つらぬいていたものは他にもあった。
　ティアナ自身は辛かろうじて回避できたが、代わりにその手に握っていた破は砕さい斧おのの、柄えの途中から先がなくなっていた。巨大な斧頭まで、跡あと形かたもなく。そして、
「──おや、避けられてしまったね」
　ふと、冷たい笑えみを含ふくんだ声がした。同時に、聞こえてくる足音。
「………………」
　ティアナが振り返ると、壁と同じく穴が開いた瓦礫の山の中から京也が姿を現した。
　その姿は、既すでにＪＰＮバベルの制服から白と青を基調とした戦闘衣服へと変化している。
　……今のが。
　ティアナ・ランドハウゼンは確信する。
　やはり炎ほのおと水の両系統を使えるだけではない。京也が今、自分に対して放った光の奔流こそが、彼かれの概念能力なのだろうと。
　恐るべき威いり力よく。あんなものの直撃を喰くらえば、ひとたまりもない。
　……でも。
　それよりも気になる問題がティアナにはあった。
　先さき程ほど叩たたき込んだ破砕斧や拳には、確かな手て応ごたえがあった。
　それなのに、京也は平然としている。否──それ以上に問題な事は。
　京也は生きているのに、何な故ぜ自分の『番有引力オーダードロー』の認識記憶から京也が消えたのだろう。
　絶対障しよ壁うへきで防げる下位の元素系魔ま法ほうとは訳が違う。
　概念能力は、朱の黄昏やコクーンのメンバーが得た究極の力だ。
　力の優ゆう劣れつや相あい性しようは存在するにしても、それを無効化する事など、あの最強の女団長セシル・エンドハートでも不可能だというのに。
　……もしあるとしたら。
　ティアナは一つの仮説に思い至る。
　それは、先さき程ほどのこちらの攻撃の後──京也が一度死んでいたという可能性だ。
　無論、こちらの破砕斧や拳が効いた訳ではない。
　特殊な訓練に訓練を重ね、超ちよ人うじんの領域に達した者の中には、自律神経すら自在に操あやつり、心臓の鼓こ動どうを一時的に止める事ができる者もいるという。
　そして、生きているものに直接作用できる概念能力には、ティアナの『番有引力オーダードロー』のように対象が死ぬ事で効果が解けるものがあるのだ。己おのれを一時的に仮死状態へする事ができれば、それは一部の概念能力に対して有効な対応手段となり得る。
　もし京也にそれが可能だとしたら、認識記憶が消えた事への一応の説明は付くが、
「……まあ良いっすよ、どうでも」
　柄だけになった破砕斧を投げ捨て、ティアナはふっと笑った。
　京也は死んでいなかった。ならば今度こそ確実に殺してやるだけだ。
　だから行った。一気に京也との距きよ離りを詰つめ、徒と手しゆ空くう拳けんでの攻撃を行なう。すると、
「勇ゆう敢かんだね……こちらの能力の威力は見ただろうに、接近戦を仕し掛かけてくるとは」
　ティアナの攻撃を避さけながら、京也が余よ裕ゆうの笑みと共に告げてくる。
「それとも死ぬ事が怖こわくないのかな？」
「別に。あれだけの威力っすからね。そう簡単に発動できるとは思えません。先程は背を向けていたので確認できませんでしたが、予備動作や意識を集中する溜ための時間、回数制限などが確実に存在する筈ですし──」
　それに、とティアナ。
「──この暗い場所なら、光の兆候で放つタイミングは解わかりますんで」
「成なる程ほど……概念能力を使用した戦いに慣れているんだね」
　洞どう察さつ力りよくも中々のようだ、と京也。
「だが、制限があるのは君の能力も同じ事だよ。恐おそらく君の能力は、対象に触れなくては発動できない。だからこそ、こうしてもう一度近接戦闘を仕掛けて来ているんだろうからね……」
　やはり見み抜ぬかれている。だが、
「だから、どうだって言うんすか」
　とティアナは笑った。
　概念能力を使用する者同士。一度相手の力を見れば、それなりの推測は立てられる。
　条件は同じ。ここからは互たがいの能力をどこで発動させるか──そのタイミングと駆け引ひきが重要になってくる。
　……だったら。
　有利なのは自分だ、とティアナは判断する。
　肉にく弾だん戦せんのスキルは自分の方が京也よりも上。
　よって、もし京也が自身の概念能力を発動しようとしたら、間ま違ちがいなくその瞬しゆ間んかんが隙すきになり、ティアナは確実に攻撃を入れられるだろう。
　そして。たとえ京也がそうした隙を見せなくても──直撃は無理でも、触れるだけなら充じゆう分ぶん可能なのだ。だからティアナは、連撃の中にフェイントを織り交ぜ、
「──いただきです」
　京也の腕に触れる事に成功。と同時、距離を取るように後ろへと飛び退すさる。
　これで準備は整った。
　……まずは体勢を崩し、距離を詰めて一気に……。
　後は発動するタイミングだ。その機会を窺うかがうこちらに対し、
「悪いがそうはさせないよ」
　そう言って京也が魔ま法ほう陣じんを展開した瞬間、サッカーボール程の大きさの氷ひよ塊うかいが、高速でティアナへと発射された。
「今いま更さら、元素系魔法など……」
　そんなものは、牽けん制せいにもならない悪わる足あ掻がきだ。
　回避して少しでも体勢を崩すのも勿もつ体たいない。
　だからティアナは、そのまま己の絶対障壁に打ち消すのを任せた。だが、
「がっ──!?」
　次の瞬間、ティアナは激しい衝しよ撃うげきと痛みを得ていた。
　京也が放った氷塊が、まるで絶対障壁など存在しないかのようにティアナの胴どうに直撃したのだ。そのまま吹ふっ飛とばされ、ティアナは背中から壁かべに激突した。
「ぐ……、は……っ！」
　たまらずティアナが吐はき出だした息に、赤いものが混じる。
　折れた。間違いなく肋ろつ骨こつが数本。吐と血けつしたという事は、恐らく内臓も痛めた筈だ。
　だが──そうした己の状じよう況きよ分うぶ析んせきよりも先に、ティアナは疑問を得ていた。
　呻うめくようにして呟く。
「っ……どうして……」
　何故こちらの絶対障壁を、京也の元素系魔法は無効化できたのか。
　その答えは、すぐに正面から来た。
「──僕ぼくが何の勝算もなしに、ここまでの事を仕出かすと思っていたのかい？」
　ティアナが顔を上げると、京也は冷たい笑みを湛たたえながら、
「たった一人で他のコクーンや、朱の黄昏を敵に回さなくてはいけないんだ。君達を超ちよう越えつし、神へと至る準備はもうできているんだよ」
　そう言うと同時、京也の身体が淡あわく金色に輝かがやき始める。
「その光……」
　ティアナ・ランドハウゼンはその輝きを知っていた。
　それは、高次生命体が力を発動した際に放つ光と同じで、
　……そういう……事っすか……。
　リスクを冒おかしてまで手に入れたフェニックス細胞を、京也がオモチャと言っていた理由が解った。京也は概念能力の他に、さらに強力な切り札を持っていたのだ。
　セシルから忠告はされていたが、どうやら自分は退ひき時どきを見誤ったらしい。
　だが、後こう悔かいした時には遅おそすぎた。
「──終わりだよ」
　こちらへと京也が手をかざし──次の瞬間、爆ばく発はつが生じた。
　──だが、炎に包まれたのはティアナではなかった。
　京也だ。
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　京也が爆炎に包まれるのと同時に、ゆらりと立ち上がった者がいた。
　野の良ら犬いぬのように瞳ひとみをギラつかせた青年。
　ティアナを止めようとして、返り討うちに遭あっていた鬼塚剣哉だ。
　──鬼塚が意識を取り戻したのは、僅わずか数十秒前の事だった。
　眼を覚まし、全身に走る激痛を堪こらえながら顔を上げると、ティアナが京也によって追い詰められていて。
　それだけで鬼塚は、大よその状況を理解。即そく座ざに、己が取るべき行動を定めていた。
　その結果が、今の京也に対する攻撃である。
　ただし直接では京也の絶対障壁に弾はじかれてしまうため、狙ねらったのは別のポイント。
　京也が生み出していた炎系魔法へぶつけ、誘ゆう爆ばくを巻き起こさせたのだ。
「ハァ……ハァ……っ」
　鬼塚の呼吸は荒あらいものになっていた。
　素す手でで易やす々やすとコンクリートを破は壊かいするティアナの拳──それを何度となく浴びた鬼塚の身体は、少しでも気を抜けば意識を手放してしまいそうで。
　それでも鬼塚は歯を食くい縛しばり、全身に力を込めて意識を保った。
　やるべき事があったからだ。だから、
「今だ！　逃にげろ、ティアナ・ランドハウゼン！」
　鬼塚剣哉は声を振り絞しぼる。
　自分の攻撃で京也を倒せるとは、鬼塚は思っていない。
　……あんな化け物、俺おれがどうにかできる相手じゃねえ……っ。
　しかし、僅かな隙ならば──猶ゆう予よならば作る事ができる。
　普ふ通つうの人間ではまず逃げられない。鬼塚には無理だろう。
　だが。ティアナならば、逃げる事は充分に可能な筈だ。
　──鬼塚は、ティアナが田た中なかやフィルに対してした事を正しいとは思わない。
　彼かの女じよの事を止めたいと思った。だから立ち向かったのだ。
　……けどよ。
　それでも。鬼塚剣哉は、ティアナ・ランドハウゼンを死なせない。死なせたくない。
　優やさしい笑え顔がおで、自分を変えてくれた少女を。
　決して失わせはしない。
　──ところが。
　ここで、鬼塚の予想していない事態が起きた。
　この隙にすぐに逃げるか、もしくは京也への反はん撃げきに移るとばかり思っていたティアナが、
「ケン……ちゃん……？」
　呆ぼう然ぜんとこちらを見ていた。
　まるで──鬼塚が自分を助けた事が信じられないかのように。だから、
「馬っ鹿野郎……何やってやがる！」
　鬼塚は、ティアナへ向かって駆かけ出した。
　……クソがっ、間に合いやがれ！
　ボロボロの身体で、それでも祈いのるような気持ちで全力疾しつ走そうを行なう。しかし、
「──悪いが逃がさないよ」
　そんな鬼塚を嘲あざ笑わらうかのように、冷たい声がした。
　と同時、燃え上がっていた炎が圧縮され、真しん紅くの球体へと変わる。
　宙へと差し出された京也の手の上で。そして、
「少しばかり遅かったね──」
　京也がティアナへ巨きよ大だいな炎球を放つのと、
「くそおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」
　鬼塚がティアナへと跳とんだのは全くの同じタイミングで。
　次の瞬間。最下層エリアを揺るがす、激しい爆発が巻き起こった。
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　──氷神京也の暴走に乗じて、フェニックス細胞が存在していた痕こん跡せきを完全に消し去る。
　それが、コクーンを裏切っていた日本が生き残る唯ゆい一いつの選せん択たく肢しだった。
　総理大臣の篠しの川かわ慎しん哉やが、特別自治区の人工島へと軍を送る決定をしてから数時間後。
　深夜の総理官かん邸ていは現在、重苦しい空気に包まれている。
　その発生源は、篠川と関係閣かく僚りようが集まっている閣議室だ。
『ファントム01に続き、ファントム02、03の反応もロスト。恐らく地上からの攻撃により撃げき墜ついされたものと思われます……パイロットとの通信は、いずれも途と絶ぜつの状態です』
「最さい新しん鋭えいのステルス戦せん闘とう機き小隊が、こうも容易たやすく全ぜん滅めつさせられるとは……っ」
　統合本部からのリアルタイムの報告に、防衛大臣が憎にく々にくしげに臍ほぞを噬かんだ。
　ＪＰＮバベルの制圧のためにスクランブルを掛かけてまで出動させたこの新型ステルス戦闘機は、防衛大臣の肝きも煎いりで配備されたものだった。日本の国防の一いち翼よくを担になうに足ると信じて、長きに亘わたる研究と開発によって生み出された機体だ。
　長年の努力の結けつ晶しようを無残に破壊された防衛大臣は、激しい怒いかりに顔を赤くして、
「統合幕ばくり僚よう長ちよう！　戦闘ヘリと地上部隊の方はどうなっている？」
『はっ。戦闘ヘリについては、五機出した内、三機が撃墜。残る二機による攻撃を続けておりますが、未いまだにＪＰＮバベルの敷しき地ち内ないの敵勢力の排はい除じよには至っておりません……』
　モニターの向こうの統合幕僚長が、苦い表情で現状の報告を行なう。
『……地上部隊も、一度はガスによる敵の無力化を試みましたが、残念ながら失敗に終わりました。そこで、一気に数的優位での制圧を狙って、第二小隊と第三小隊を突とつ入にゆうさせたのですが、同じく敷地内で足止めを受けている状態です。第三小隊の報告によると、既に第二小隊は壊かい滅めつさせられ──少々お待ち下さい』
　現場の新たな情報が入ったのだろう。統合幕僚長はしばし部下からの報告に耳を傾かたむけ、
『……たった今、残る二機の戦せん闘とうヘリが撃墜されたとの報告が入りました。敵と交戦していた地上の二個小隊も制圧された模様です』
「何だと……まさか敵の援えん軍ぐんか？」
『いえ──あちらは最後まで四名のままだったようです。恐らく、バベルの中でも特に戦力が高い者達であると思われます』
「くっ……化け物共め！」
　握にぎった拳こぶしを机に叩たたき付つけた防衛大臣に、
「気持ちは解るが、少し言葉に気を付けたまえ大臣」
　と、こちらは冷静な口調で篠川。
「異世界に召しよ喚うかんされた事で特別自治区に居て、今は我々の障害となっているとはいえ、彼らのほとんどは日本国こく籍せきを持った我わが国くにの国民だ」
「っ……失礼しました。ですが総理、このままでは──」
　激しい焦しよ燥うそうを露あらわにする防衛大臣に、
「解っている……統合幕僚長、君の意見を聞かせて欲ほしいのだが」
　篠川は、壁の巨大モニターに視線を移して、
「戦闘機は別として、戦闘ヘリと地上部隊については、投入した戦力は全体の三割程との事だったな」
『はい総理。現在は、海兵隊の第四～第六小隊をＪＰＮバベルの外に展開し、敷地内の状じよう況きようを探さぐらせています』
「では、待機させている残りの全戦力を投入して、本作戦を成功させられる可能性は？」
『……………………』
　篠川の問い掛けに、統合幕僚長はしばし沈ちん黙もくした。そして、
『……残存戦力を投入しても、作戦の遂すい行こうは極きわめて難しいと思われます。ご期待に添そえずお恥はずかしい限りですが……地上部隊の装備では、とても渡り合う事ができません。こちらの数的優位を利用して、消しよ耗うも戦うせんへ切きり替かえれば或あるいは──とは思いますが』
「──いや、残念ながらそれはできない」
　と篠川は首を振ふった。何故なら、
「ヨーロッパの外務次官から連れん絡らくが入っている。つい先程、ＥＵ連合との交こう渉しようを終えたコクーンのミハエル・アークウッドとレティア・クライシスが、ヒースロー空港へ向かったそうだ。君も知っているだろう……連中の航空機なら、我が国まで二時間と掛からない」
　それは、この世界でコクーンが絶対の存在である事の理由の一つだった。
　地球の空は、既に異世界の技術を司つかさどるコクーンによって掌しよ握うあくされているのだ。
　しかし、篠川慎哉は思う。だからといって、諦あきらめる訳には断じていかないと。
「ならば──」
　だから告げる。それは最後の手段だ。
「幕僚長……例の原子力潜せん水すい艦かんは今どこに居る？」
『太平洋沖おき、百キロの地点の深海で待機中です』
「クラスター型核かくミサイルの発射準備は整っているな？」
『……はい総理』
　そこで統合幕僚長は、声を重いものにした。
『ご命令とあれば──いつでも発射できます』
　それは。その結果、特別自治区がどうなるかを誰だれよりも知っているからだろう。
　連れん鎖さの核かく爆ばく発はつは、特別自治区の人工島もろともＪＰＮバベルを消滅させる。
　どこか悲ひ壮そう感かんすら漂ただよう幕僚長の表情に、それでも篠川は決断する。
「特別自治区に上陸している、全兵をすぐに退たい却きやくさせてくれ」
「──総理っ！」
　脇わきに控ひかえていた秘書官が悲鳴のような声を上げるが、
「時間がないんだ……他に方法はない」
　篠川慎哉は淡たん々たんと告げる。
　これが日本を守るための、自分の決断と覚かく悟ごだと。
「兵達たちが揚よう陸りく艇ていで安全海域まで退たい避ひし次し第だい──クラスター型核ミサイルを発射する」
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　ＪＰＮバベルの最上層エリアに、連続して鳴なり響ひびく音があった。
　薄うす闇やみの中で火花を散らしながら、不規則なリズムを刻むのは、硬かたい芯しんのある金属音だ。
　互いに一歩も譲ゆずる事なくぶつかり合うのは、半月刀とモーニングスター。
　七なな瀬せは遥るかと哀あい原はら美み奈な巳みである。
　遥が窮きゆ地うちに陥おちいっていた所を海かい堂どうが助け、二対二の戦闘が再開してから、短くない時間が経過している。既すでに周囲の壁はそのほとんどが吹き飛び、最も早はやフロアそのものが広大な戦闘空間と化していた。
　それでも、彼らの戦いは終わらない。
「はああああぁぁぁぁぁぁぁっ！」
　風の魔法による高速飛行を行ない、遥は一気に前へ出る。
　対する美奈巳は、こちらを迎げい撃げきする動きを取った。うなりを上げて迫せまってくるモーニングスターの巨大鉄球。遥は両手の半月刀のクロス斬ぎりを繰くり出して鉄球を弾くと、近きん距きよ離りから美奈巳へ風の魔法を解き放った。
　烈れつ風ぷうの衝しよ撃うげ波きはが束になり、美奈巳へ向かって殺さつ到とうする。しかし、
「──────」
　美奈巳が無言で生み出した土の防ぼう御ぎよ壁へきが、その全すべてを遮さえぎり受け流す。
　だが、防がれる事は想定内だ。だから、
「私の風はまだ生きていますわよ」
　美奈巳を避けるように左右へ流れた衝撃波に遥は干かん渉しよう。無数の風の弾だん丸がんに作り替え、あらゆる方向から美奈巳を狙う。
　美奈巳の周囲の空間を埋うめ尽つくす、風のショットガン。
　回かい避ひは不可能。
　しかし──遥の魔ま法ほうが美奈巳へ届く事はなかった。
　美奈巳を覆おおうように床ゆかがドーム状になり、風の弾丸を防いだのだ。
　そして次の瞬間、攻こう守しゆが入れ替わる。
「──っ!?」
　遥はとっさに足あし下もとへ小さな竜たつ巻まきを叩き付けた。反動を利用した急速上じよう昇しようだ。
　と同時、床から無数の土の錐きりが出現した。
　あと少し反応が遅おくれていたら串くし刺ざしだった。遥の頬ほおを冷たい汗あせが伝う。
　──だが、安心するのは早かった。
　床に生えていた土の錐が、一いつ斉せいに遥へ向かって発射されたのだ。
「くっ──！」
　遥は咄とつ嗟さに飛行魔法を発動、射線からの退避を行なった。しかし土の錐は軌き道どうを曲げ、遥を追って飛んでくる。
「っ……ならば！」
　遥は飛行しながら上体を反転し、ギリギリまで引き付けると、衝撃波を叩きつけて土の錐を弾はじき飛ばした。
　だが、粉々に砕くだけ散ちった土は、煙えん幕まくのように遥の視界を奪うばって。
　美奈巳の姿を見失う。しまった──そう思った時にはもう遅かった。
　ズドンと空気が振しん動どうした音を聞いた遥は、反射的に半月刀を交差させて障しよ壁うへきを展開。
　ギリギリで防ぼう御ぎよ態勢を取った所へ、巨大な砲ほう弾だんが叩き込まれた。
　土を固めているとはいえ、美奈巳の魔法によって硬こう度ども重さも鉄以上だ。
　防ぎ切れない。
　しかし、遥は回避を選ばなかった。代わりに半月刀に魔法の属性を付加する。通したのは風ではなく雷かみなりだ。それは半月刀に超ちよ電うで磁んじ振しん動どうを施ほどこし、全てを斬り裂さく刃やいばへと変える。
「せええええぇぇぇぇいっ！」
　遥は両の手を振りぬくように一いつ閃せん。巨大な砲弾は四つに分かたれ、遥の横を通り過ぎ、そのまま背後の床へと着ちや弾くだん。轟ごう音おんと共に砂すな煙けむりを巻き上げた。
「ハァ……ハァ……っ！」
　荒い息を吐きながら、遥は睨にらむように正面を見る。
　視線の先には、静かな顔で佇たたずむ美奈巳が居た。
　……おかしいですわ。
　一いつ切さいの逡しゆん巡じゆんを許さぬ戦闘の中に身を置きながら、七瀬遥は疑問する。
　遥が今相手をしているのは、親友の少女。苦楽を共にしてきた生徒会メンバーの一員。
　哀原美奈巳だ。
　異世界から帰き還かんした、特とく殊しゆ能力を持つ少年少女の教育機関として存在するバベル。
　担当コクーンの氷神京也が生徒会長を務めるこのＪＰＮバベルにおいては、京也が属する高等部生徒会こそが最強である必要があった。
　美奈巳は、その一角を担っていたのだ。共にランキング戦へ出た事もある。
　彼女の強さは、遥もよく知っていた。しかし、
　……一体、いつの間にこんな……っ。
　自分の知る美奈巳は、ここまでの実力はなかった。少なくとも、つい先日のランキング戦まではこちらと互ご角かくだった筈はずだ。
　しかし今、明らかに美奈巳は遥を圧あつ倒とうしていた。まるで別人のような強さで。
　火・水・土・風──これらは、元素系魔法における最もベーシックな四大属性だ。
　それぞれの差はあくまで特性であり、火と水が、土と風が対極の属性ではあるものの、強さそのものに優ゆう劣れつはない。
　モノを言うのは使用者の精神力や集中力など、個人の研けん鑽さんと才能なのである。
　そして。暁あか月つき達と共にアレイザードを訪おとずれた事で、遥は飛ひ躍やく的てきな成長を遂とげていた。
　それこそ、これまでの美奈巳が相手なら余よ裕ゆうで倒す事ができていた筈だ。
　そんなこちらの動どう揺ようを見み透すかしたように、
「抵てい抗こうは無む駄だ……今の遥では私に勝てない」
　美奈巳が抑よく揚ようのない声で告げてくる。
「凰おう沢さわ美み兎うとリンクしているのは京也だけど、私達もここに来る前に直接彼女に触ふれているから」
「美兎に？　あの娘こに触れたからって、どうしてそんな……」
　疑問を挟はさんだ遥に、
「彼女は単なる異世界の住人じゃない。あれは高次生命体……それも凄すさまじい力を持った超ちよ高うこ位ういの」
　だから、と美奈巳。
「彼女の力を利用すれば、魂たましいをより上位次元へと引き上げる事は造作もない──それこそ遥や京也のように、異世界へ二度行かなくても」
「美兎が……超ちよ高うこ次うじ生命体……」
　美奈巳が口にした説明に、遥はようやく理解する。
　一体何な故ぜ、京也が美兎を欲ほつしたのか──その理由を。
　……そういう事だったんですのね。
　京也は美兎を使って、理想郷を作ると言っていた。
　だから美兎には何かあるのだろうと思っていたが、まさかそういう事だったとは。
　普ふ段だんの美兎にそんな力があるとは思えないが、もし美奈巳が言ったように美兎が超高次生命体ならば、彼女の力を利用すればコクーンや朱の黄昏を超ちよ越うえつする力を手に入れる事ができるかもしれない。
　……凰沢暁月は、この事を知っていたんですの……？
　だから彼かれは、美兎を傍そばに置いていたのだろうか。彼女の力を利用して、コクーンや朱の黄昏を止められるように。
　そうした推測を頭の中で思おもい浮うかべていた遥は、やがてふっと苦くし笑ようを浮かべた。
　……有り得ませんわね、そんな事。
　考えるまでもなかった。
　共に過ごした時間は短くても、七瀬遥は凰沢暁月という青年を知っている。
　異世界アレイザードで彼がどのように過ごし、何を成し遂げてきたのかも。
　一いつ端たんとはいえ、遥もその現場に居合わせ、暁月を見届けてきたのだから。
　そう──暁月ならきっと、たとえ美兎の正体が何であろうと、それで彼女との接し方を変える事はない。それだけは確信できる。
　暁月が大切にする事は、きっと美兎が美兎である事だけで。恐おそらく美兎の正体が超高次生命体などという事は、暁月にとっては些さ細さいな問題に違ちがいない。そして、
「それは、私にとってもですわ……」
　まるで当然の事を確かく認にんするように、遥は笑えみと共に呟つぶやく。
　美兎が何者だろうと、そんな事は関係ない。
　自分は美兎を守ると決めた。彼女やリスティ達と一いつ緒しよに、暁月を支えてゆくと決めた。
　だから──美兎を傷つけ、彼女を利用している者を許す訳にはいかない。
　負けられない。すると、
「……まだやるつもり？」
　こちらの表情を見た美奈巳が、怪け訝げんそうな眼めを向けてきた。だから、
「ええ勿もち論ろん……」
　七瀬遥は笑う。毅き然ぜんと胸を張って、誇ほこらしげに。
「他の皆みんなだって戦っていますわ。ここで私だけ諦める訳にはいきませんわよ」
　そして遥は、再び美奈巳と対たい峙じする。
　すると視界の片かた隅すみ──離はなれた場所では、もう一つの戦いが続いていた。
　自分達と同じか、それ以上の激げき闘とう。
　海堂元もと春はると上うえ崎さき遼りよ平うへいの戦いだ。
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「あー参ったな……」
　激しい戦いの中に身を置きながら、海堂元春はやれやれと呟いた。
　気の抜ぬけた口調とは裏腹に、戦闘自体は開始から一切気の抜けない状態が続いている。
　眼の前の相手が──上崎遼平がそれを許してくれないのだ。
「いい加減、諦めたらどうだ？」
　ＡＤで具現化した青せい竜りゆ刀うとうをこちらへ向かって振るいながら、遼平が告げてくる。
　その刀身は魔法によって炎ほのおの属性を付加され、紅ぐ蓮れんの赤に染まっていた。
　そこにあるだけで大気を灼やく超ちよ高うこ温うおん。
　よって斬撃を繰り出せば、剣けんの軌道に沿って激しい炎が生じて、
「っと、危ねっ」
　そのため海堂は紙かみ一ひと重えではなく、大きく距きよ離りを取った回避を余よ儀ぎなくされていた。
　属性を負ふ荷かされた武器自体は魔法ではないため、高次の防護障壁でも打ち消せない。
　大きく背後へ跳び退すさった海堂は、宙で右の手を振り抜いた。
　具現化した鎖くさりで、横から遼平を薙なぎ払はらおうとするが、
「──何度やっても無駄だ」
　断言の口調と共に、遼平は青竜刀の斬撃でこれに対応。
　すると、キンという甲かん高だかい音が響いた。超高温の青竜刀が、海堂の鎖を断たち切ったのだ。
「ああっ、酷ひでえっ！　また斬りやがった！」
「酷ひどいも何も、具現化した武器なんだから、長さはお前が自由に変へん更こうできるだろ」
　こちらが上げた非難の声に、呆あきれたように遼平が言う。
「現にお前、先刻から再生しまくってるだろうが」
「気分だよ気分！　自じ慢まんの鎖、豆とう腐ふみたいにスパスパ斬られたらヘコむだろうがよ！」
「よく言うぜ……そいつはただの鉄の鎖だろうが」
　と、見透かしたように遼平。
「使っていいんだぜ、お前の概がい念ねん能力……『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』だったか？」
「参ったね……どこまで筒つつ抜ぬけなんだよ」
　海堂は思わず嘆たん息そくする。恐らくは、超高次生命体としての美兎が関係しているのだろう。
　彼かの女じよの力を京也が利用しているとしたら、このＪＰＮバベルで起こっている全てを向こうに把は握あくされている可能性がある。
　そんな状況で、こちらの手の内を晒さらすような真ま似ねはなるべく避さけておきたい。
　……それに。
　超高次生命体としての美兎の精神波を浴びたせいだろうか。
　海堂はあれから『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』が上う手まく発動できずにいた。
　概念能力は、通常の魔法より高位次元とのチャンネルを開く事で発動する技だ。それがさらに高位の存在である美兎の攻こう撃げきによって、一時的に何らかの干渉を受けてしまっているのかもしれない。
　そして。恐らく遼平は、そんな海堂の思おも惑わくや状態を読んでいた。
　……厄やつ介かいな相手だぜ、全くよ……。
　海堂は改めて遼平を見た。ランキング戦で暁月と戦っていた時とは、まるで別人のように強くなっている。それは美兎の力の影えい響きようによる恩おん恵けいもあるのだろうが、
　……それだけじゃないよな。
　前から遼平には、どこか自分と似た空気を感じていた。
　京也は会長やコクーンという役職上、遥はその性格上、ＪＰＮバベルの中では取り分け目立つ存在だ。特に風紀委員も兼けん任にんしていた遥は、目立つ事でより生徒会としての権けん威いを示す事ができる存在だ。
　だから遼平は、どこかやる気がないように装よそおいながら、美奈巳と共に影かげに徹てつしてきた。
　書記が副会長より前に出るのは、生徒会という組織の運営を考えても相応ふさわしくない。
　しかしその実力は、単純な戦せん闘とう力りよくからとっさの判断力、思考の駆かけ引ひきなど、あらゆる面で遥よりも上だろう。
　それに遼平は、実力が上の相手との戦い方を心得ていた。
　現に今、こうしてこちらと渡り合っているのが何よりの証しよ拠うこだ。
　こういう相手に気を抜けば、間ま違ちがいなく足下をすくわれる。
　だから、微み塵じんも油断ができないのだ。すると、
「残念だったな。本来の実力でいえば、間違いなくお前の勝ちだろうに」
　最早、青竜刀の刀身を燃え上がらせながら遼平が言う。
「動きが鈍にぶいぜ……まあ凰沢とあそこまで激しくやりあったんだ、無理もないがな」
「そう思うなら、ちょっとは手加減してくれよ」
「するかよ。お前みたいなタイプの奴やつは、少しでも隙すきを見せたらアウトだ。大体、先刻から防戦一方に回っているのも、こっちの油断を誘さそうためのフリだろうが」
　完全に読まれていた。海堂は嫌いやそうな顔をして、
「お前……性格悪いって言われないかよ？」
「いいや。お前と同じで、普段は猫ねこ被かぶってるからな。だから、お前みたいな奴が考える事は解わかっているつもりだぜ。自分はなるべく動かずに、他人を動かしてどれだけ状況を面おも白しろくできるか……それを楽しむタイプだ、お前は」
　でも、と遼平。
「それにしては、自慢の概念能力も下手に使えないこの状況で、逃にげずにまだこのＪＰＮバベルに残ってるんだよな……何でだ？　凰沢への義理立てか？」
「まさか。こちとら、いっつも便利に利用されてばかりなんだ。アッキーに立てなきゃならねえ義理なんざねえよ」
　と海堂。眉まゆ根ねを寄せて、
「大体アイツ、俺おれがちょっと『副会長が、アッキーより氷神京也を選んで、余計な事をあれこれ言われると厄介だなー』とか思ってたら、『手ェ出したら殺す』とか脅おどしてくるんだぜ？　酷くないかよ？」
「そうか？　でも、いざという時は遥を始末しようと思ってたんだろ？」
「まあそうだけど」
　さらりと言い放つ海堂に、遼平は「即そく答とうかよ」と呆れたように苦笑して、
「でも……その割に、先刻は遥を助けたよな。遥を見殺しにして、戦せん闘とうが終わってからこっちの隙を突ついた方が、俺おれ達たちを倒しやすかったろうに」
「言っただろ。そんな真似がバレたら、後でアッキーが怖こわすぎるってよ」
　何せ、
「氷神が手に入れたあの娘は、今はこのＪＰＮバベルの全てを把握しているんだ。アッキーが助け出した後に、告げ口されたらマズいだろうよ」
「その口くち振ぶりなら、今の状況が解っていないとは思えないが……」
　遼平はやれやれと、
「まさかお前、凰沢が京也に勝てるとでも思っているのか？」
「まあ無理かもな……今のままじゃ」
　と海堂。
「とはいえ、このまま氷神に好き勝手されたら、そっちの方が後で面めん倒どうな事になりそうなんでな。だったら、ここで倒しておいた方が良いと思ってよ」
　だが、そのためには先にやっておくべき事があった。
　だから海堂元春は告げる。自分が今、この場にいる理由を。
「アッキーがこのＪＰＮバベルへ来た時──いや正確にはその前か。ここの職員が、何者かにやられてただろ。あれは俺の仕業じゃない。かといって氷神も今、そんな所にまで手が回るとは思えない。だが、かなりの実力者じゃないと、あんな真似は不可能だ。だとしたら、お前らしかいねえだろうよ……氷神に味方している伏ふく兵へいなんて」
　笑う。
「氷神を倒すためには、まずはそういう厄介な伏兵は先に潰つぶしておかないとよ」
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「まるで、俺達を倒せば京也に勝てるみたいな物言いだな」
　遼平は、海堂に現在の状じよう況きようを告げる。
「凰沢の妹の力は本物だ。京也はもう、誰だれにも到とう達たつできない領域に入りつつある。そんなあいつを、一体誰が倒せるって言うんだ。先に侵しん入にゆうしていたお前のお仲間のお嬢じようちゃんなら、もう京也が始末に向かっている」
　それに、
「凰沢なら今いま頃ごろ、こないだの高次生命体のドラゴンのデータを基に、数倍の強さで作ったプログラムを相手にしている筈だ。下手すりゃ、京也の所にすら辿たどり着つけないと思うぜ」
「そうなったらその時だ……いざとなったら俺がやるしよ」
　肩かたを竦すくめて苦笑する海堂に、遼平はハッと笑う。
「……お前が？　無理だろ、俺すら倒せない今のお前には」
「そうか？　それなら、無理かどうか見せてやるよ」
　と言った瞬しゆ間んかん、海堂の姿が掻かき消えた。
「──っ！」
　とっさに遼平は、青竜刀を床へ突き立てた。
　轟音と共に、遼平を中心に放射状に走った床の亀き裂れつから激しい炎が噴ふき出す。
　攻撃と防御を同時に行なう一いち撃げき。
　炎は熱波の上昇気流を生む。宙に逃のがれる事はできない。
　退たい避ひできる場所は一つ。だから、
「そこだ！」
　その場所──炎の熱を受けない自身の真上へ、遼平は青竜刀を突き出した。
　炎が巨きよ大だいな渦うずとなり、遼平の真上の空間を焼き尽くす。
　その筈だった。しかし、
「何っ!?」
　ブゥンという短い風切り音と共に、遼平の炎が薙ぎ払われた。
　それが、海堂が高速で振ふった鎖によるものだと理解した時には、遼平は横からの衝しよ撃うげきで吹ふっ飛とばされていて、
「ガハっ──くっ！」
　重く鈍い痛みが、脇わき腹ばらから全身へと広がる。
　それでもどうにか体勢を立て直し、足から着地しようとして、
「──悪いがさせねえよ」
　低い声と共に、今度は真下からの衝撃が遼平を宙へと飛ばした。
　激痛に顔を顰しかめながら真下を見るが、海堂の姿を確認する事ができない。
「だったら！」
　とっさに遼平は意識を集中。全方位へと炎を炸さく裂れつさせた。
　魔法による炎だ。防いだり、弾はじいたりされた箇か所しよがあれば、そこに海堂が居る。
　そして遼平の目もく論ろ見み通り、魔法の炎が掻き消えた場所があった。五時の方向だ。
　そこへ、障壁では防げない青竜刀による斬撃の炎を叩たたき込もうとして、
「な──っ？」
　しかし遼平が剣を振るうより先──否、反応するより先に、その場所と遼平との間を結ぶ直線上の炎が全すべて吹き飛んだ。
　と同時、遼平の胴どうへと不可視の連続攻撃が叩き込まれる。
「このっ……おおおおおおおおおぉぉぉっ！」
　強ごう引いんに青竜刀を正面へ一閃するが、手て応ごたえはなかった。
　避けられたのだ。
　……まさか、これは……っ!?

　遼平の思考が、一つの可能性に到達したのと同時。
「──正解だ」
　己おのれの背後──上から笑みを含ふくんだ声を遼平は聞いて。
「『領域ゾーン』ってのは、何もアッキーの専売特許って訳じゃねえんだよ」
　そして次の瞬間にはもう、床ゆかへと叩きつけられて意識を失っていた。
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　その瞬間を見ていた者達たちがいた。
　それは自分達も戦っていた二人の少女──七瀬遥と哀原美奈巳だ。しかし、
「遼平……」
　仲間が倒された美奈巳と、
「──っ！」
　遼平もまた倒すべき敵として認にん識しきしていた遥とでは、正逆の反応が生じて。
　その差が、拮きつ抗こうしていた戦いの勝敗を分けた。
　……貴方あなたの技わざ、借りますわよ美兎。
　そう心の中で呼よび掛かけると同時、遥は自らの身体に雷らい撃げき魔ま法ほうを落とした。
「くっ……！」
　全身を駆け巡めぐる激痛に耐たえながら、遥は電流を一気に増ぞう幅ふくする。
　──ザッハークとの戦いの際、美兎はここから雷かみなりを剣へと形状化させた。
　だがあの技は、ぶっつけで出来るような単純なものではない。
　それは遥も理解していた。だが、
「────？」
　美奈巳がこちらへ意識を戻もどすと同時、遥は飛行魔ま法ほうを発動。
　そのまま一いつ瞬しゆんで美奈巳へと肉にく薄はくし、
「終わりですわ」
　そう告げると同時──全身に雷を帯びた状態で、美奈巳の身体を抱だき締しめた。
　スパーク音が炸裂する。
「っ──ああぁぁ!?」
　遥の腕うでの中で、美奈巳が短い悲鳴と共にビクンと大きく身体を仰のけ反ぞらせた。
　そして、そのまま動かなくなる。気を失ったのだ。
「…………ふう」
　どうにか拾った勝利に、遥は大きく嘆息を一つ。
　そのまま美奈巳を床へ寝ねかせると、
「──おっ、そっちも勝ったのかよ？」
　呑のん気きな声と共に、海堂がやって来た。だから、
「ええ……貴方のお陰かげで。どうにかでしたけれど」
　遥は海堂へと向き直り、
「お礼を申し上げますわ、海堂元春。残念ながら私だけでは、とてもじゃないですけどこの二人には勝てなかったでしょうから」
「なーに、礼とかはいいからよ」
　と海堂は笑って、
「その代わり、アッキーにはちゃんと言ってくれ。アンタの危ないところを、この俺が素す敵てきに助けたってよ」
「勿論しっかりと伝えますわ」
　と遥は頷うなずき、そしてジト眼で、
「それに──もし私が凰沢暁月ではなく、氷神会長に付いていたら殺すつもりだった事は、黙だまっておいてあげますわ」
「……………………」
「……………………」
「あれ……ひょっとして、聞こえてたかよ？」
「ええ。私、自分の話題には敏びん感かんな方なんですの」
　途と端たんに「いやあれは」と言い訳を始める海堂を無視して、遥は上を見上げた。
　周囲と同じくボロボロになり、一部が崩ほう落らくした天てん井じようから見える最上階フロアを。
　……この状態では、もう生徒会室の端たん末まつは使えませんわね。
　暁月達のために、今の遥ができる最大の支し援えん。
　それは【守護獣システム】に代表されるセキュリティプログラムの無効化と、ＪＰＮバベルの基き礎そシステムの停止だった。
　しかし、それは失敗に終わった。遼平と美奈巳の襲しゆ撃うげきを受ける前の操作で、恐らく【守護獣システム】は機能不全にできただろうが、他のプログラムは起動したままだろう。
「ならば、他に私にできるバックアップは……」
　と考え始めた遥に、
「──アッキーの助けになりたいのなら、加勢に行った方が良いと思うぜ」
　海堂が助言をしてくる。
「こないだのランキング戦で、高次生命体のドラゴンが出ただろ？　書記の話じゃ今、アッキーと例の女王様は、あのドラゴンのプログラムと戦っているらしい。しかも、どうやらパラメーターをいじって強さを上げているらしいからな。俺との戦闘でのダメージもあるし──下手すると危ないと思うぜ？」
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　ザッハーク。
　それはアレイザードという世界にその名を轟とどろかせていた高次生命体であり、邪じや竜りゆうである。
　魔まじ獣ゆうの巣そう窟くつブラックマウンテン。
　その島の主として君臨していたのが、ザッハークだった。
　かつて──リスティは、そんなザッハークと一度だけ戦った事がある。
　暁月やゼクス、ルーティエら仲間達と共に魔ま王おうガリウスを倒たおす旅の途とち中ゆうで、腕うで試だめしに行ったきり戻ってこない冒ぼう険けん者しや達たちの捜そう索さくを依い頼らいされ、ブラックマウンテンを訪おとずれたのだ。
　目的はあくまで行方ゆくえ不明者の捜索。よってザッハークとは遭そう遇ぐうこそしたものの、戦闘はすぐに打ち切って撤てつ退たいした。それでもドラゴンという種族である事に加え、神に近い存在とされる高次生命体でもあるその力を、身を以もって知る羽目になった。
　──その後。
　フィル・バーネットがそのザッハークとの契けい約やくを交かわし、こちらの世界で暁月と戦ったと聞かされた。その時は、人間であるフィルを触しよ媒くばいにしていたためか、本来の力の半分程度しかなかったというが、
　……どうやら今回は違ちがうみたいね。
　リスティは、漆しつ黒こくのドラゴンの猛もう攻こうを回かい避ひしながら、その強さを推おし量はかる。
　広大な空間を誇ほこるＪＰＮバベルの大闘技場。
　リスティが眼めの前にしているのは、ザッハークを基にしたプログラムというものらしい。
　大きさは元の半分程度。色も漆黒と、ザッハーク本来のものとは異なっている。
　高次生命体が持つ絶対障しよ壁うへきもない。
　だが──遥の言っていたセキュリティプログラム【守護獣システム】と同じで、魔法はおろか通常の物理攻撃も効かなかった。
　魔力杖に暁月の氣を通して貰もらってはいるものの、エントランス近辺で相手にしたケルベロスなどとはサイズも強さも全く異なる相手だ。
　既すでに何度か向こうの攻撃を掻かい潜くぐって打だ撃げきを試みたのだが、ダメージを与あたえる事はできなかった。巨大なサイズに加え、身体はまるで厚い装そう甲こうのようで、衝撃を通さないのだ。
　錬環勁氣功を操あやつる暁月ならば話は別だろうが、少なくともリスティの腕わん力りよくでは、どうにかできるようなものではなかった。
　だが。それ以上に問題だったのが、
「くっ……！」
　リスティは、横薙ぎで迫せまる漆黒のドラゴンの爪つめを後方へ跳とぶ事で回避した。
　紙一重で避ける事は許されない。風圧に巻き込まれるからだ。
　……この圧力は……っ。
　自分を追って次々に繰くり出される攻撃を避ける度、リスティは何度となく肝きもを冷やす。
　サイズこそ小さいものの、その身体能力は恐おそらく本来のザッハークと同レベルで。
　あんなものの直ちよ撃くげきを喰くらっては、自分などひとたまりもない。一撃でアウトだ。
　そのため風の飛行魔法を常に展開し、宙を飛ぶのではなく高速移動のためにそれを使用。
　勝利のための一瞬の機会を窺うかがって、終始劣れつ勢せいを強しいられながらも何とか漆黒のドラゴンと渡わたり合あってゆく。
　厳しい戦い。
　だが──傍そばで戦っている暁月に助けを求める事はできない。何な故ぜなら、
　……当然よ。
　リスティは一瞬だけ、視界の端はしに映った暁月へと意識を向けた。
　戦っていた。それも、リスティよりもさらに厳しい状況に身を置きながら。
　この大闘技場に現れた漆黒のドラゴンは全部で四体。
　リスティが相手をしているのは、その内の一体だけ。
　残りの三体は、暁月がたった一人で引き受けているのである。そして、
「おおおおおおおおおおおおおおおおぉぉぉぉぉぉっ！」
　気合の咆ほう哮こうと共に、三体のドラゴンの攻撃を掻い潜って、暁月が駆け抜ぬけた。
　擦すれ違い様に繰り出した黒の魔ま剣けんの斬撃は、最さい後こう尾びに居た三体目を真っ二つに斬きり裂さく。
　光の粒りゆ子うしとなって消えてゆく一体に、しかし暁月は構う事なく振り返ると、
「っしゃあ！　オラ次ィ！」
　不敵な表情で叫さけぶと、そのまま残りの二体へと突っ込んでゆく。
　だから──自分も負けてはいられない。
　……何せ。
　眼の前の漆黒のドラゴン達には、明らかに制約が課せられていた。
　屋内での戦闘を考こう慮りよされているのか、ドラゴンとの戦闘において最も警けい戒かいすべきブレスを使用してくる事がなかったからだ。
　……不幸中の幸いね。
　あんなものを建物の中で吐はき出せば、下手をすればこのバベルタワーそのものが傾かたむきかねない。そんな事態は、氷神京也としても避さけたい所なのだろう。
　──無論、ブレスが使えなくても目の前のドラゴンの脅きよ威ういは微塵も衰おとろえない。
　こちらの魔法は防ぐのに、あちらは魔ま法ほう陣じんを幾いく重えにも展開させ、熱光線を放ってきたりもする。だがそれでも、ブレスを使用しないという制約は、リスティと暁月が勝機を見み出いだす可能性を上げてくれるもので、
「──絶対に負けてやるもんですか」
　自分が暁月に付いてきたのは、足手まといになるためではないのだ。
　リスティは意識を集中し、生み出した風を極限まで圧縮。
　ドラゴンの頭部へと目め掛がけ、高速で一気に解き放った。
　空中の大気を貫つらぬくようにして、リスティの風の魔法がドラゴンへ向かう。
　──直接の魔ま法ほう攻こう撃げきは通じない。ならば、一体どうするか。
　リスティはドラゴンに当たる直前で、圧縮した風の破は裂れつを行なった。
　生じたのは、大気を揺ゆるがす重い振しん動どう音おんを伴ともなう衝しよ撃うげ波きは。
　それをドラゴンの側頭部──耳元へと叩き込んだ。
　頭部を揺らされた漆黒のドラゴンは、僅わずかにたたらを踏ふみ、
『──────』
　そのままぐらりと巨きよ体たいをよろめかせ、床にズシンと片かた膝ひざを付いた。
　リスティの狙ねらい通りに。
　──脊せき椎つい動物の内ない耳じには、とある器官が存在する。
　平へい衡こう感覚を司つかさどる三半規管だ。さらに耳は、脳へも通じている場所で。
　激しい衝撃を受ければ、たとえドラゴンであろうと一時的な影えい響きようは避けられない。
　……今っ！
　見出した勝機に、リスティは行った。
　一気にドラゴンとの距きよ離りを詰つめ、そのまま飛行魔法で顔の高さまで上じよう昇しよう。
　両の手で柄えを握にぎり締め、魔力杖を突きの体勢で叩き込もうとし──しかし、ドラゴンが反射的な動きで、リスティの接近を拒こばむように両の手を振るった。
　狙いも定かではない無造作な攻こう撃げきは、逆に虚きよを突くタイミングで繰り出され、
「────っ!?」
　リスティは思わず息を呑のんだ。
　右下から振り上げるように迫る鋭するどい爪の攻撃が、直撃の軌き道どうで迫ってくる。
　当たれば即そく死しは避けられない。だが、
「っ……──はああああぁぁぁぁぁぁぁっ！」
　リスティは回避も、退避も選ばなかった。
　意を決し、迷う事なく前へ──加速を選んだ。
　己の背後に、風の魔法を重ねるようにして展開。
　連れん鎖さ干かん渉しようを爆ばく発はつ的てきな推進力に変えて、リスティはドラゴンの頭部へと飛ひし翔よう。
　そのまま魔力杖の先を、鋭い牙きばの隙すき間ま──口の中へと突き入れるようにして叩き込んだ。
　そして、
　ガキィィィィィィン！
　芯しんのある甲かん高だかい音が響ひびき渡る。
　ドラゴンが、リスティの魔力杖を牙で噛かむようにして受け止めたのだ。
　至し近きん距きよ離りで生まれる、刹せつ那なの滞たい空くう静止。先に動いたのはドラゴンだった。
　ギロリと眼前のリスティを睨にらむと、繰り出されたのは真上から振り下ろす軌道の右の爪。
　だが。その鋭い爪がリスティを斬り裂くより先に、
「──ハァァァっ！」
　リスティは魔力杖に宿っていた暁月の氣と、溜ためていた自身の魔まり力よくを一気に解放する。
　それは魔法を発動させるのではなく、激しい衝撃波を生んで。ドラゴンの口こう腔こう内で膨ふくれ上がった破は壊かいの波動が──轟ごう音おんと共に巨大な頭部を吹き飛ばした。
「やった……っ！」
　光の粒子となって消えてゆく漆黒のドラゴンに、リスティは確かな勝利の実感を得た。
　──その消えゆくドラゴンの向こう側から、別のドラゴンが来るまでは。
「っ──!?」
　暁月が相手をしていた二体の内の一体だろう。
　仲間の一体が倒された事で、暁月からリスティへと狙いを変えたのだ。
　息を呑んだ時にはもう遅おそかった。
　鋭い牙を持った口が、こちらを噛み殺すように迫り、


「テメエの相手は俺おれだああああああああぁぁぁぁぁっ！」


　弾だん丸がんのような勢いで真上から降ふって来た暁月が、ドラゴンの頭に黒の魔剣を突つき立てた。
　そして頭から顎あごを貫かん通つうする形で突き刺ささった黒の魔剣を、背せ負おうように持もち替かえ、
「おおおぉぉるああああああああぁぁぁぁぁぁっ！」
　暁月は強引に振りぬいた。
　長く厚い剣身は、ドラゴンの顎から鼻──そして眉み間けんを斬り裂いて、
「そして──これで終わりだあぁぁぁぁぁぁっ！」
　暁月は黒の魔剣を振り下ろす途中で、柄を握っていた両手をわざと離はなした。
　黒の魔剣は、矢よりも早く残る一体のドラゴンへと射出されて。
　暁月の氣がたっぷりと通った魔剣は、そのままドラゴンの腹部を音もなく貫き、大闘技場の天井へと突き刺さった。
　──それが、この大闘技場を舞ぶ台たいにした戦せん闘とうの終わり。
　暁月に頭部を斬り裂かれたドラゴンと、腹部を黒の魔剣で貫通されたドラゴンが、二体同時に光の粒子となって消えていった。
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「凄すごい……」
　呆ぼう然ぜんと感かん嘆たんとが入り混じった声で、リスティは呟つぶやいた。
　自分も以前よりは強くなっているとは思うが、暁月は間ま違ちがいなくそれ以上だ。
　宙を滑すべるようにして床へ降り立つと、同じく着地した暁月が、
「ったく……プログラムの分際で、手間取らせやがって──」
　吐き捨てるように言った瞬しゆ間んかん。ぐらりと、その身体が横へ傾いた。
「──アカツキっ!?」
　リスティが慌あわてて駆かけ寄より支えようとするも、暁月はそのまま床に片膝を付いてしまう。
　それでも、
「大だい丈じよ夫うぶだ……ちょっとフラついただけだからよ……っ」
　こちらの肩かたに手を置き、暁月は立ち上がろうとした。
　その手にはもう、力がほとんど入っていなくて。だから、
「何言ってるのよ、こんなフラフラの状態で！　これ以上は無理よアカツキっ！」
　言い聞かせる口調で、リスティは暁月を押おし留とどめるようにして座すわらせる。だが、
「────っ」
　リスティはそれ以上、何かを言うことはできなかった。
　互たがいの息が届きそうな距離で、真っ向から見み据すえられたからだ。
　こちらを見る暁月の瞳ひとみは真しん剣けんで──そして、
「…………悪いが行くぜ」
　それでも行こうとする暁月に、リスティは思わず胸を切なくした。
　──これ程ほどのダメージを負ってもなお、暁月は美兎の下へと向かおうとしていて。
　それを心のどこかで羨うらやましいと感じながら、リスティは改めて自分の感情を再確かく認にんする。
　……私。
　こうやって、誰だれかのために前だけを向いて進もうとする暁月の事が。
　リスティ・シェルフィードは──どうしようもなく好きなのだと。
　だから。もうそれ以上、リスティは迷わなかった。他に方法はないと確信しながら、
「聞いてアカツキ……」
　その漆黒の瞳を覗のぞき込み、告げる。
「我わが侭ままを言ってここまで付いて来させて貰ったんだもの……美兎ちゃんを助け出すまで、最後まで一いつ緒しよに行きたいけれど、今の私の状態だと、多分これ以上戦闘では役に立てないと思う……」
　この先──自分達を待ち受けているのは、ただの敵ではない。
　美兎の超ちよ高うこ次うじ生命体としての力を得ているであろう氷神京也だ。
　そんな京也との戦いの舞台に、今の自分が行っても暁月の役に立てるとは思えない。
　──最悪、人ひと質じちにされて暁月の足を引っ張ってしまうのがオチだ。
　でも、とリスティ。
「それでも私は、今のアンタの役になら立てると思う……ううん、役に立ってみせる」
「お前、何を言って……」
　気き迫はくを溢あふれさせたこちらの決意に、眉まゆを顰ひそめる暁月に、
「前に、ルーから聞いた事があるのよ──」
　リスティは、エレベーターの中で思い出した己おのれの記き憶おくを再び呼び戻す。
　──それは、ガリウスを倒すためにリスティや暁月らがアレイザードを旅していた頃ころ。
　敵の大軍によって自分達たちのパーティーは、暁月とルーティエ、リスティとゼクスの二手に分断されてしまった事があった。
　特に暁月とルーティは完全に孤こ立りつした状態に追い込まれ、さらに連戦が続いていたところへ消しよ耗うも戦うせんまで仕し掛かけられ、暁月達は完全に窮きゆ地うちへと追い込まれてしまった。
　後に、暁月がルーティエを背負って敵軍を突とつ破ぱし、どうにか合流を果たしたのだが、状態を心配するリスティに、ルーティエは「心配ない」と言って。
　そして、教えてくれたのだ。それが、


「──アンタの錬環勁氣功は、やろうと思えば他の人間の氣を自分の体内に取り込んで、自分のものにする事もできるのよね？」


　リスティがした問とい掛かけに、暁月は後ろ頭を掻きながら、
「まあ……やれる事はやれるけどよ」
　と、気乗りしないと言わんばかりの表情で、
「だが、あの時のあれは他に方法がなかったからで──」
　そんな暁月の言葉を、リスティは首を振ふって遮さえぎった。
「今もそうよ……他に方法なんてないわ。アカツキ、アンタだって本当は解わかっているんでしょう？」
「……………………」
　こちらの言葉に、暁月は無言を返してきた。
　──錬環勁氣功は、体内の氣を自在に操る技わざなのだ。
　自分の状態は、暁月が一番よく理解しているだろう。
　それでも暁月が立ち止まる事はないだろうし、リスティも立ち止まって欲ほしくはない。
　だから渡すのではなく。
　託たくす。
「お願いよ、アカツキ。私の氣を──想おもいを、最後まで一緒に連れて行って。きっと貴方あなたの役に立つから」
　どうか、
「私にも、美兎ちゃんを助けさせて……」
「──────」
　願うように告げたリスティに、暁月はしばし無言だった。だがやがて、
「……解った。そこまで言うなら、お前の想いは俺が貰う。俺が全部持って行くよ」
　そう言うと同時、暁月はこちらを抱だき寄せてきて、
「──ルーからやり方は聞いてるか？」
「うん……」
　静かに頷うなずくと、暁月はゆっくりとリスティから身体を離した。
　一度抱だき寄せられたリスティは、暁月の太ふと股ももの上に座る状態になっていて。
　向かい合う体勢のこちらへ、暁月がそっと手を伸のばした。
　黒のインナーの前を肌蹴させられ、
「……ん」
　胸が露ろし出ゆつさせられた事に、リスティは恥はずかしさを得て頬ほおを赤くする。そして、
「力を抜けよ──」
　耳元へ囁ささやくように言われ、腰こしを抱かれた──その瞬間。
「あっ……!?」
　全身に甘あまい痺しびれが走り、リスティはピクンと躰からだを震ふるわせた。
　錬環勁氣功によって、体内の氣を操られたのだ。
　躰の中に生まれた熱。それが、ゆっくりと一箇か所しよに集まってゆくのをリスティは感じた。
　すると、
　……胸の奥おくが……っ。
　甘く切ない感覚の奔ほん流りゆうに、胸の奥が疼うずくような熱を持つ。
　心臓の他にもう一つ、脈動する何かがそこにはあって、
「んっ……ふ……ぅ……」
　リスティの口から甘い声が漏もれ始める。
　体内の氣が一箇所に──心臓へと集められているのだ。
　鼓こ動どうの度に氣がさらに凝ぎよう縮しゆくされ、それによりリスティが得ている快楽もまた増ぞう幅ふくして。
　声を堪こらえるように唇くちびるを噛んでいると、
　……あ、私……。
　ふとリスティは、自分の胸──その先せん端たんが張はり詰め敏びん感かんになっているのを見た。
　それは快楽を得ている女の反応だ。
　こちらの腰を抱いた状態の暁月は、そんなリスティの全すべてを見ていて。
　湧わき上がる羞しゆ恥うちとそれ以上の快楽に、リスティは声と表情を切ないものにする。
　……でも。
　リスティは、暁月の行こう為いを拒まなかった。
　ルーティエにできた事が、自分にできない筈はずはない。
　暁月への想いでは、決して彼かの女じよに負けてはいないのだから。
　やがて、リスティの瞳が完全に快楽に濡ぬれた頃、
「──そろそろだな」
　リスティの準備が整った事を暁月が報しらせた。
　そしてリスティの胸の中央へ、暁月の唇が寄せられていって、
「あ……ああっ、んっ……んぅ……っ」
　最も早はや暁月の吐と息いきだけで、どうしようもなく感じる己をリスティは自覚した。
　──この後。自分が暁月に何をされ、その結果どうなるかをリスティは理解している。
　だから──暁月の首の後ろに、リスティは自分の両手を回した。
　自分から暁月を受け入れるように。そして、
「──行くぜ」
　優やさしい声で告げられると、リスティの胸の中央に暁月の唇が触ふれて。
　次の瞬間。リスティの視界が真っ白に染まった。
「あ──」
　極限の感覚が生むホワイトアウト。
　それはリスティの感覚に、ほんの刹那の空白を生んで。
　反射的に躰を僅かに弛し緩かんさせた瞬間。
　想像を遥かに超こえた快楽の奔流が湧き上がり、まず胸から、次に全身から吹ふき出した。
「──────」
　浮ふ遊ゆう感など生なま温ぬるい。どこまでも飛んでしまいそうな絶頂感に、リスティはとっさに、支えを求めるように暁月の頭を掻かき抱いだいて。
　激しく胸をわななかせ、リスティ・シェルフィードは甘い嬌きよ声うせいを上げる。上げ続ける。
　すると、
　……あ。
　声と共に、リスティは己の躰の中から力が抜けてゆくのを感じた。
　リスティの氣が、暁月の中へ入っていっているのだ。
　そして──酸素を全て吐き出し終えると、リスティの躰から完全に力が抜け切った。
　しかし、凄すさまじい快楽だけは消えずに残ったままで。
　絶頂が収まらず、呼吸が上う手まくできない。
　──その時だった。そんなリスティの口を優しく塞ふさぐものがあったのは。
　リスティの唇は、その感かん触しよくを知っていた。
　……アカツキ……。
　視界を真っ白に染めたままの状態で、それでも解る。
　確信する。自分の唇が今感じているのは、暁月の唇なのだと。
　それは、リスティの意識を奪うばう優しいキスで。
　優しい温ぬくもりを置おき土産みやげにされ、リスティの意識はゆっくりと闇やみへと落ちてゆく。
　だから、
　……負けないでね。美兎ちゃんの事、絶対に助け出して……。
　リスティ・シェルフィードは思う。どうか暁月に伝わるようにと。
　感情と共に、閉じた瞳の端から涙なみだを溢れさせながら、
　……大好きだよ……。
　最後にそれだけを想い──暁月がくれる幸せな酸欠の中、静かに意識を失った。
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　大闘技場へ駆け付けた七瀬遥の眼めに、飛び込んで来た光景があった。
　それは壮そう絶ぜつな戦闘を思わせる破は壊かい痕あとだ。床ゆかも壁かべも天てん井じようも、全てが無残な状態で。
　見れば、誰もが否いや応おうなしに確信を覚えずにはいられない──それ程の惨さん状じよう。だから、
「──凰沢暁月っ！」
　遥は反射的にその名を呼んでいた。
　とっさに叫さけんでしまったのは、相手の無事を信じたかったからだ。
　大闘技場の中は既すでに静せい寂じやくが満ちていた。ここであった戦闘は既に終わっていて。
　自分の声が広い空間に響くのを聞きながら、遥は急ぎ視線を巡めぐらせた。
　すると、その身を案じた青年の後ろ姿を右の壁かべ際ぎわに発見する事ができて、
「凰沢暁月……！」
　だから遥は己の存在を報せるようにもう一度名を呼ぶと、暁月の下へと駆け寄る。
　無事だった。遥がホッと安あん堵どを得たのは、しかし一いつ瞬しゆんの事だった。片膝を付いている暁月の向こう──広い肩かた越ごしに、床に倒たおれた状態のリスティを見たからだ。
「そんな……っ、リスティっ!?」
　思わず悲ひ壮そうな声を上げる遥に、
「心配ねえよ……眠ねむっているだけだ」
　暁月は床に寝ねかせたリスティの頬に掛かっていた髪かみを、そっと指で払はらった。
　見れば確かに、リスティの胸は穏おだやかに上下していて、
「良かった……」
　今度こそ遥は胸を撫なで下ろした。
　──その時だった。
　こちらへ背を向けている状態の暁月に、僅かな違い和わ感かんを覚えたのは。
　……これは……。
　遥は無意識に息を呑んだ。暁月の背から、眼に見えぬ何かが確かに立ち昇のぼっている。
　そして暁月は自分の戦闘衣服の上着をリスティに掛けてやると、ゆらりと立ち上がってこちらへ振り返り、
「ったく──やっぱ来ちまったのか」
　そこにあったのは、いつもの暁月の表情だった。
　投げ掛けられたのは、遥が来る事をどこか確信していた言葉で。だから、
「ええ、来ましたわ……」
　七瀬遥は、胸を張ってそう応こたえた。そして暁月の瞳を真っ向から見据える。
　ただ泣いているだけじゃない。自分は貴方と共に戦う仲間なのだと。
「しかし……その様子じゃ、そっちも誰かと闘り合ったみたいだな」
　こちらの戦せん闘とう服ふくの汚よごれから、大方の察しを付けたのだろう。
　暁月の問い掛けに、遥は「ええ」と頷いて──そして告げた。
　遼平と美奈巳が生きていて、二人が京也の味方に付いていた事を。
　そして、そんな二人との戦闘に、海堂の助けもあってどうにか勝利できた事を。
　遼平と美奈巳が生きていたと聞いても、暁月は特に驚おどろかなかった。それでも、
「へえ……海堂の奴やつがな」
　海堂が遥を助けた事についてだけは、少しばかり意外そうにしていた。
「で？　アイツは今どうしてる？」
「気絶した遼平と美奈巳を拘こう束そくした後、恐おそらく貴方がこの大闘技場に居ると私に教えると、どこかへ姿を消しましたわ……」
「──逃にげたのか？」
「いいえ、多分それはないと思いますわ……『野や暮ぼ用ようがある』と言ってましたから」
「ふーん、『野暮用』ね……」
「何か思い当たる事でもあるんですの？」
「まあな……でも取とり敢あえず今は放っておいても大丈夫だろ」
　それより、と暁月。
「お前の方こそ平気なのか？」
「？　見ての通り、私なら別に──」
「──怪け我がの話じゃねえよ」
　キョトンとする遥に、暁月は言った。
「ダチだったんだろ、上崎と哀原はよ……そんな二人と闘たたかって、仲間思いで人一倍責任感の強いお前が、平気な訳ねえだろうが」
「それは……あっ」
　気付かれないようにしていた心の内を見み透すかされ、思わず遥が言葉を濁にごすと、頭の後ろに手を回された。そして、少し強ごう引いんに抱き寄せられる。
「風ふ呂ろの中で教えてやっただろ……俺の前で無理する必要はねえよ」
　優しく囁くような暁月の声に、遥は理解する。
　暁月に全てを晒さらした自分にはもう、隠かくし事ごとなどできないのだと。だから、
「……御ご免めんなさい」
　暁月の腕うでに抱かれながら、遥はそっと瞳を閉じた。
　厚い胸むな板いたに手を置き、己の身を任せるように頬を寄せる。
　──暁月の言うように、遼平や美奈巳が敵となったショックは大きかった。
　それでも我が慢まんできたのは、考えないようにしていたからだ。
　今はそれどころではないからと、自分の辛つらさを抑え込み、苦しさから眼を逸そらした。
　だけど。そんな遥の苦しみを、暁月は見み逃のがさなかった。気が付いてくれたのだ。
　自分は暁月に大事にされている──それもこんな時まで。
　……良かった。
　七瀬遥は思う。自分が命を、生しよ涯うがいを賭かけると決めた相手が、この人で本当に良かったと。
　凰沢暁月を好きになって良かったと。
　暁月や他の皆みんなと共に生きてゆく事を決めた──己の決断は間違っていなかったと。
　だから、
「もう大丈夫ですわ……」
　遥はそっと顔を上げる。その言葉に嘘うそはなかった。
　無論、まだ遼平と美奈巳の事は吹っ切れていない。
　長い間共に過ごしてきた親友達の事だ。そう簡単に割り切る事など不可能で。
　それでも遥は思う。自分は大丈夫だと。
　自分には暁月が居る。彼かれが自分を想ってくれている。
　それだけで──七瀬遥は戦えるから。
「……これからどうしますの？」
　と、暁月の腕の中で遥。
「恐らく氷神会長は今、最下層エリアに居ますわ。可能なら美兎の居場所まで突つき止とめたかったのですが、途とち中ゆうで遼平と美奈巳に端たん末まつを破は壊かいされてしまって……御免なさい、少しでも貴方のバックアップができればと思っていましたのに」
「構わねえさ……アイツの居場所なら、俺おれの方で見つけるからよ」
　それに、と暁月。
「心配しねえでも、氷神の野や郎ろうとはすぐに会えるさ」
　何な故ぜなら、
「ここまで来て、俺と野郎がぶつからないなんて事は絶対にありえねえからな」
「……ええ、そうですわね」
　頷きを返した遥の頬に、暁月は手で触れながら、
「だから遥──お前に任せたい事がある」
「何なりと」
　そのために自分は存在している。そのために今、ここに居るのだから。
「俺はこのまま先に進む。お前はリスティを守ってやってくれ。セキュリティプログラムはひとまず大人しくなったが、まだ完全に死んだ訳でもないだろうからな」
「解りましたわ……」
　本音を言えば一緒に行きたい。
　だが暁月と京也の戦いには、恐らく自分は足手まといになる。
　それに、リスティをこのまま放っておく訳にはいかない。危険はまだあるのだ。
　だから──きっとこれが最良の判断。
　そう自分に言い聞かせ、遥は暁月から一歩を離はなれた。
「凰沢暁月──どうか御ご武ぶ運うんを」
「ああ」
　暁月はニッと笑うと、大闘技場の出口へと向かって歩き出した。
　今の遥は、その背中を黙だまって見送る事しかできない。
　……それでも。
　七瀬遥は拳こぶしを硬かたく握にぎり締しめた。
　決意する。今はまだ無理で、彼の背中は遠いけど。
　いつか自分は、きっとその距きよ離りを埋うめ、そして彼の隣となりに行ってみせると。
　美兎やリスティ、千ち影かげや葛くず葉は──皆と一緒に。
第３章《バベルの光》
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　熱。
　己以外の温もりを感じ、ティアナ・ランドハウゼンは意識を覚かく醒せいさせた。
　すると、
「っ……！」
　すぐに激しい痛みが全身を襲おそい、しかしそれがティアナの思考を一瞬でクリアにした。
　自分が今どこに居て、何をしていたのかを思い出す。
　京きよ也うやとの戦いから、劣れつ勢せいに追い込まれ──そして、
「──ケンちゃんっ!?」
　とっさに身体を起こそうとしたティアナは、そこでようやく己の上に覆おおい被かぶさっているものに気が付いた。
　京也の爆ばく炎えん魔ま法ほうと、爆ばく発はつの衝しよ撃うげきで崩くずれた瓦が礫れきからティアナを守るようにして。
　鬼おに塚づか剣けん哉やがそこに居た。
「ケン……ちゃん……？」
　ティアナの呆ぼう然ぜんとした呼よび掛かけに、しかし眼の前の鬼塚は応えない。
　その理由をティアナは知った。
　爆発によるダメージか、瓦礫が傷つけたのか──鬼塚の胴どうは、激しく出血していて。
　ティアナ・ランドハウゼンは理解する。
　自分が感じていた温もりは、鬼塚のおびただしい出血だったのだと。
「そんな……」
　鬼塚にはまだ息があった。だがこのままでは、あと十分も保たないだろう。そこへ、
「いや──驚いたよ」
　ティアナへと投げ掛けられた声があった。
　それが誰だれか、考えるまでもない。氷ひ神かみ京也は、こちらを見ながら感心したように、
「それ程ほど手加減をしたつもりはなかったんだけど、まさかあの魔ま法ほうから君を守るとは……本当に優ゆう秀しゆうだったのかもしれないね、鬼塚君は」
　過去形の賞賛。それは鬼塚の死が、最も早はや避さけられない事を京也も解っているからだ。
　本来なら激しく怒おこるべき発言。だがそんな京也の言葉に、ティアナは反応を示さなかった。聞いていなかったからだ。
　鬼塚がこうなったのは、京也のせいではない。
　……自分の、せい……。
　この場所へ鬼塚を連れて来てしまったのはティアナであり、さらにはフェニックス細さい胞ぼうを手に入れた後、撤てつ退たいせずに京也と戦う事を選んだのもティアナだ。
　自責の念が、ティアナの心を激しく襲う。すると、
「……やれやれ、本当にらしくないね」
　京也は軽く嘆たん息そくしながら、
「仮にも朱あけの黄たそ昏がれの団員が、自分のせいで人が死ぬ程度で、そんなにショックを受けるとは……悪い事をしたかな」
　しかし次に京也が口にした言葉は、ティアナの耳に届くものだった。


「まさか──君にとって、そこまで鬼塚君がお気に入りのオモチャだったなんてね」


　その発言に、
「────っ」
　思わずティアナは反応した。一気に怒いかりが膨ふくれ上あがる。
　──思い出した。
　そうだ。自分は鬼塚をオモチャ扱あつかいされ、彼との関係をままごとと揶や揄ゆされた。
　それだけは許せなくて、だからティアナは京也と戦う事を決めたのだ。
　そして京也が改めて口にした発言は、再びティアナに戦意を蘇よみがえらせる。
　身体の奥おく底そこから膨れ上がるのは殺意。
「………………」
　ティアナは己おのれの『番有引力オーダードロー』の認にん識しき記き憶おくを確かく認にんした。
　現在記き憶おくしているのは全部で五つ。その中には、京也の記憶もきちんと残っている。
　自分はまだ戦える。だから。
「────っ！」
　ティアナ・ランドハウゼンは、己の拳を叩たたき付けた。
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　ティアナが拳を振ふり下おろしたのは、彼女の足あし下もとに対してだった。
　そして次の瞬しゆ間んかん──衝撃と共に、辺り一体を砂すな煙けむりが包つつみ込んだ。
　視界を奪われる形になった京也は、
「そう来るとはね……」
　苦くし笑ようを一つ零こぼすと、スッと横に右手を振った。
　それだけで、周囲を覆っていた砂煙が一気に吹き飛んだ。
　そして。京也の視線が再び正面を捉とらえた時──そこにティアナの姿はなかった。
　倒れていた鬼塚もだ。
　周囲の二人の気配はない。恐らく今の一瞬の隙すきに、ティアナが背せ負おって逃げたのだろう。
「……思ったよりも冷静だったね」
　どうやら挑ちよ発うはつは失敗してしまったらしい。
「やはり、慣れない事はするものじゃないな……」
　──あの時。
　鬼塚の攻こう撃げきを受けた後、京也がティアナへ使用したのは普ふ通つうの爆炎魔法だった。
　無論、ティアナの絶対障しよ壁うへきを破れるように美み兎うの超ちよ高うこ次うじ生命体の力を利用したが、もしあそこで京也の概がい念ねん能力──『対極消滅ダブルデリート』を使用していたら、それで決着は付いていた。
　瓦礫の山と岩がん壁ぺき、そしてティアナの破は砕さい斧おのを消しよ滅うめつさせたあの光の奔ほん流りゆうは、炎と水という対極の系統を使用できる京也の概念能力だった。
　対極の魔法を掛け合わせた対消しよ滅うめつが生み出すのは、全すべてを無に帰す魔まり力よくの光子だ。
　それを解き放てば、触れた物質は何であろうと消し去る事が可能となる。
　たとえそれが、コクーン最強のミハエル・アークウッドであろうとも。
　だから、あそこで『対極消滅ダブルデリート』を使用すれば、ティアナなど容易に消し去れた。
　──それを敢えてしなかったのは、美兎から流れてくる超高次生命体の力を、実戦で使ってみたかったからだ。
　そのため、わざとティアナには止めを刺ささず、鬼塚を利用して挑発までしたのだが、
　……さて、どうしようかな。
　京也としては、もう少し『この力』を試ためしてみたい所だった。美兎とのリンクが進んでいる今の自分ならば、ＪＰＮバベルの内外の状じよう況きようを手に取るように把は握あくできる。
　──現に。京也はティアナとの戦せん闘とうの最中に、遼りよ平うへいと美み奈な巳みが敗れた事を悟さとっていた。
　よってその気になれば、ティアナへ追い付く事は容易で。
　ティアナの位置を探さぐろうと、京也は意識を集中し、
「おや……」
　ふと京也は、美兎の下へと向かう存在に感付いた。
　自らの存在を隠す事のない大だい胆たんなオーラ。その気配が誰のものかを、京也は知っている。
　だから笑う。美兎への接近を許しながらも、楽しそうに。
「やっと来たんだね、凰おう沢さわ君……」
　これでティアナを追う必要はなくなった。
　京也としては、別にどちらでも良かったからだ。
　今のこの力を試ためすなら、それがティアナだろうと暁あか月つきだろうと構わない。
　簡単に壊こわれないでくれれば、相手は誰でも良いのだから。
　よって京也は、狙ねらいをティアナから暁月へと変へん更こう。
　そのまま歩き出そうとして、
「おっと──そういえば、あっちもそろそろかな」
　ふと思い出したように京也は言った。
　──このＪＰＮバベルの制圧を試みていた日本軍。
　そんな彼らが敷しき地ち内ないはおろか、特別自治区からも撤退を始めている。
　その状況を、京也はとっくに気が付いていた。そして、彼らの狙いが何なのかも。
　だから、
「生あい憎にくだけど、役者はもう揃そろっている。そろそろ舞ぶ台たいから下りて、後は観客として見守って貰もらうよ──自分達たちの運命をね」
　懐ふところから小型の携けい帯たい端たん末まつを取り出すと、京也はゆったりとした手付きで操作を行なう。
　表示される最終承しよ認うにんに、親指でＹＥＳの表示に触ふれると、指し紋もんと静じよう脈みやく、ＤＮＡパターンに加え、魔力パターンまでもが認にん識しきされて。
　次の瞬間、京也の足下──バベルシステムの出力が一気に上じよう昇しようを始めた。
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　ティアナ・ランドハウゼンは暗い通路を駆かけていた。
　地面を蹴ける度に、全身に鈍にぶい痛みが走る。
　氷神京也の攻撃によって折れた肋ろつ骨こつが、疾しつ走そうによって悲鳴を上げているのだ。
「…………っ」
　それでも、歯を食くい縛しばって走るティアナの速度は微み塵じんも緩ゆるまない。
　多くの激げき闘とうを潜くぐり抜ぬけてきたティアナには、痛みに対する強固な耐たい性せいがある。
　この程度のダメージならば、まだ深刻な支障が出る事はない。
　ティアナは思う。京也との戦いを続けようと思えば、続行は可能だっただろうと。
　……でも。
　しかしティアナは戦闘を止め、逃とう走そうする事を選んだ。
　その理由は、ティアナ・ランドハウゼンの背中にあった。
　鬼塚剣哉。
「──────」
　ティアナに背負われている鬼塚の意識はない。
　今の鬼塚は、瀕ひん死しの重傷を負っているのだ。
　あのままティアナが激情に任せて京也との戦闘を続けていれば、その決着が付く前に鬼塚は死んでしまっていただろう。
　それだけは避さけたくて、戦う事よりも逃げる事を選んだ。
　だからティアナは今、こうして暗い通路を駆けている。しかし、
「──っ!?　いけない、体温が……っ!?」
　とうとう背中の鬼塚から体温が失われ始めた事に、ティアナはその場で足を止めた。
　現在位置はまだ下層フロアだ。
　いざという時に逃げ場のないエレベーターは使えない以上、出口まで駆け上るしかない。
　……ですが。
　それでは、まだしばらく時間が掛かってしまう。
　否──それ以上に。
　問題なのは、たとえ出口まで辿たどり着つけたところで、鬼塚を助ける手立てがない事だ。
　市街地の医いり療よう機関に運んでいる時間はないし、かといってＪＰＮバベルの敷地内にある医いり療よう塔とうという選せん択たく肢しも不可能だった。
　……入院患かん者じやも居るため、システムの一いつ斉せい更こう新しんとはいえ医療スタッフが全く居ないという事はないでしょうが……。
　忘れてはならない。このバベルは京也の城なのだ。
　医療塔に運びなどしたら、それこそ袋ふくろ小路こうじに陥おちいってしまいかねない。
　──だが、鬼塚は最も早はや一刻の猶ゆう予よもない状態で。
　だから。
　ティアナは背中の鬼塚を床ゆかへ下ろすと、通路の壁かべに寄より掛からせるようにして座すわらせた。
　そして懐から取り出したのは、筒つつ状じようのケースだ。
　蓋ふたを開けてケースを傾かたむけると、ティアナの手の中に転がり落ちてくるものがある。
　それは淡あわい燐りん光こうを放つ紅の結けつ晶しよ体うたい。ティアナがこのＪＰＮバベルを訪おとずれた理由。
　高次生命体の細さい胞ぼう片へん──フェニックス細胞だ。
　それは移植した者に、半不死ともいうべき超ちよう回かい復ふくを与あたえる。
「っ──」
　ティアナは二個あるフェニックス細胞を握りしめ、しばし逡しゆん巡じゆんした。
　セシルには、京也から奪だつ取しゆしてくるように命令されている。
　だがセシルの狙いは、京也がフェニックス細胞を利用できなくする事で。
　京也の手から失われれば、後はどうなろうと構わない筈はずだ。
　……けれど。
　そんな事よりも重大な問題があった。ティアナ・ランドハウゼンは思う。
　自分がやろうとしている事は、氷神京也がした事と変わらない残ざん酷こくな真ま似ねだと。
　しかも、可能性が限りなく低い賭けだ。フィルや田た中なかがフェニックス細胞の移植に成功したのは、恐おそらくあの二人が既すでに死んでいたからである。
　生きている人間は自己治ち癒ゆ能力があるし、何より人としての生命活動を行なっている。
　よって、生きたまま移植を行なおうとすれば、激しい拒きよ絶ぜつ反応を起こす可能性が高い。
　──そして。
　たとえもし、これで助かったとしても。
　鬼塚は普通の人間である事を捨てる事になる。
　そんな事になる位なら、いっそこのまま死なせてやるべきなのかもしれない。
　鬼塚に生きて欲ほしいというのは、ティアナの個人的な感情による我わが侭ままなのだから。
　だから、
「ケンちゃん……自分は……」
　ティアナは呟つぶやく様に言って──そして結論を出した。
　手の中のフェニックス細胞を握り潰つぶしたのだ。
　響ひびいたのはパキィィンという甲かん高だかい破は砕さい音。しかし結晶体は粉々にはならなかった。
　握り潰されたフェニックス細胞は、固体から液体へと状態を変化させていて。
　そしてティアナは、手の中にある紅の雫しずくを自らの口に含ふくんだ。
　……ごめんね、ケンちゃん。
　目め尻じりに涙なみだを浮うかべながら、ティアナは壁に寄り掛かって気絶している鬼塚へ身を寄せた。
　そして、優やさしく頬ほおに触れながら自らの瞳ひとみを閉じて。
「──────」
　ティアナ・ランドハウゼンは、己の唇くちびるを鬼塚剣哉の唇へそっと重ねた。
　たとえどれだけ可能性が低くても。鬼塚に残酷な運命を背負わせる事になるとしても。
[image: 画像]
　それでも──自分は鬼塚に生きて欲しいと。心の底から願いながら。
　ティアナは口移しで、液状のフェニックス細胞を飲ませた。
　鬼塚の体内に、紅の液体が入ってゆく。
　最後の一滴てきまで。そして、
「………………」
　やがてティアナは、ゆっくりと唇を離した。
　すると──程なくして鬼塚の身体が、淡い朱の輝かがやきを発し始める。
　フェニックス細胞が、鬼塚の体内で融ゆう合ごうしようとしているのだ。と同時、
「ぐ……ぅ……っ……ぉ」
　鬼塚が苦しそうな呻うめき声ごえを上げ始める。
　身体がフェニックス細胞を異物と認識し、拒絶反応を起こしているのだ。
　だからティアナは、鬼塚の身体をギュッと抱だき締めた。
　鬼塚の肉体は火傷やけどするような激しい熱を発し始めていたが、ティアナは構わない。
「傍そばに居るっすよ……だからケンちゃん、お願いどうか助かって」
　そして、
「無事にここを出られて、元気になったら──また自分を叱しかって下さいね」
　そう呟いた時だった。ティアナはふと、揺ゆれを感じた。
　低く重い稼か動どう音と共に走るのは、バベルタワーの底が蠢うごめいているかのような震しん動どうで。
「これは──」
　一体何が起こっているのかを理解し──ティアナ・ランドハウゼンは眼めを見開いた。
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『──総理。特別自治区からの、残存部隊の撤退が完かん了りようしました』
　モニターの向こう側から、統合幕ばくり僚よう長ちようが報告してくる。
『揚よう陸りく艇ていの安全海域への退たい避ひも確認──いつでも発射できます』
　対する篠しの川かわの反応は静かなものだった。この一時間程の間に、既に覚かく悟ごは決めてある。
　今いま更さら迷うことなど何もなかった。そして、
「……官かん房ぼう長ちよ官うかん」
　篠川の呼び掛けに、若い官房長官が「はい」と頷うなずいた。
「核かくミサイルの発射に伴ともなう新国連各国及および国際世論からの非難を避けるため、我わが国くにが氷神京也による、深刻な脅きよ迫うはくを受けていたという情報操作を行ないます。コクーンを裏切った氷神京也の立場は、強大な力を持ったテロリストと同じ。我が国は、眼の前の脅きよ威ういに対して対処する権利があります。脅迫の証しよ拠うこについては、内閣官かん房ぼう情報調査室など各情報機関が作成。既にコクーン本部へ通達を行ないました」
　後は、その脅迫の証拠を本物にしなければならない。
　そのためには、ＪＰＮバベルを跡あと形かたもなく吹ふき飛ばす必要がある。
　死人に口なし。相手に反論の言葉も証拠も許さず、こちらの主張だけを通すのだ。
「コクーン本部は何と言ってきている？」
「こちらの情報の真しん偽ぎを確認するため、軽けい挙きよ妄もう動どうは厳に慎つつしむようにと……しかし、氷神京也の行動の責任はコクーンにあります。たとえ後で何を言ってきても、我々が被ひ害がい者しやの立場を貫つらぬき通とおせば逃にげ切きれます」
　何な故ぜなら、
「氷神京也の──ＪＰＮバベルの暴走は、コクーンも表おも沙てざ汰たにする事は避けたい筈です。私達はフェニックス細胞を氷神京也に奪うばわれ窮きゆ地うちに追おい詰つめられてはいますが、同時にコクーンに対する交こう渉しようカードを手に入れたんですよ。我々が氷神の裏切りの事実を公表しない対価として、連中にはこちらの被害者の立場と軍事行動の正当性を保証して貰いましょう。氷神京也の裏切りにあってもなお、新たな特別自治区とバベルを受け入れると伝えれば、あちらもノーとは言いますまい」
「そう上う手まく事が運べば良いがな……」
　と篠川。
「しかし──他に方法がない以上、やるしかないのだろう」
「はい、全ては交こう渉しよ次うし第だいかと。下手にこの件が公になれば、困るのはコクーンの方です。同じようにバベルを抱かかえる新国連の各理事国に、自分達もいつ裏切られるかもしれない、と動どう揺ようを与える事になります。それどころか、コクーンの一人がテロリストのような真似をしていると解わかれば、コクーンやバベルという組織自体の信しん頼らい性せいが根幹から揺らぎ、世界への影えいき響よう力りよくを著いちじるしく失いかねない……その事は、連中が一番理解している筈です」
　強ごう引いんかつ乱暴この上ない手段。そして何よりも卑ひき怯ようだ。
　しかし他に方法はなかった。ならば──自分達はそれに縋すがるしかない。
　日本が生き残るために。そして、
「──────」
　篠川慎しん哉やは最後に、その場にいる閣かく僚りよ達うたちを見み渡わたした。
　確認する。異論を唱える者はいないかと。
　無言の篠川に対し、閣かく僚りようらもただ無言を返した。
　それは──日本という国として下す決断について、意見を一いつ致ちさせたという事だ。
　だから、
「……統合幕僚長、日本国総理大臣として命令する」
　篠川慎哉は厳おごそかに告げる。
「特別自治区へ、クラスター型核ミサイルを発射せよ」
　一息、
「目標──ＪＰＮバベル」
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　そして──その命令から数十秒後。
　太平洋沖おきの深海で待機していた原子力潜せん水すい艦かんから、一発のミサイルが発射された。
　ミサイルは高圧ガスを推進力にして垂直に浮ふじ上ようして。
　海面を突つき破やぶって宙へ浮くと同時に、第一段のロケットが点火。
　最強の科学兵器が、特とく殊しゆ能力が支配する特別自治区の人工島へと飛び立った。
『クラスター型核ミサイル、間もなく特別自治区の上空に到とう達たつ』
　統合本部のオペレーターの声が、スピーカーを通して総理官かん邸ていの閣議室に響く。
　間もなく訪れるのは、自分達の決断の結果で。
　閣僚の誰だれもが息を呑のみ、総理大臣の篠川もまた表情を静かなものにした。
　そして──運命のカウントダウンが始まる。
『内蔵子弾だんミサイルの分ぶん離り解放まで、十、九、八……』
　モニターに表示された地図上を、ミサイルのマーカーが飛んで行き、
『五、四、三、二、一──内蔵子弾の分離の成功を確認！』
　オペレーターの声と同時に、マーカーの表示が一気に分ぶん裂れつした。
　その瞬間だった。ミサイルのマーカーが一いつ瞬しゆんで消滅したのは。
「なっ……!?」
　固かた唾ずを呑んで見守っていた閣議室に、驚きよ愕うがくの声が上がる。
「報告をしろ幕僚長！　一体どうなった!?」
　モニターの向こうにいる統合本部でも、混乱は同じだった。それでも、
『は……はっ！』
　慌あわてたように統合幕僚長は、部下のオペレーターに状況の確認を急がせた。
　混乱と苛いら立だちが、閣議室に立ち込める。そして──程ほどなくして結論が出た。
『な、内蔵子弾の分離成功のタイミングで……全ての子弾が突とつ如じよ消しよ滅うめつしました。衛星によると、ＪＰＮバベルの頂上が激しく発光。ミサイルを呑みこんだ光の束は、太平洋の上空を南東へ抜けていきました。恐らく、何らかの強力な光学兵器によるものと──』
　そこまでを説明したところで、不意にオペレーターは言葉を切った。
　何故か。その理由を、篠川を始めとする総理官邸サイドも理解していた。
　クラスター型核ミサイルを発射した、太平洋の深海で待機中の原子力潜水艦。
　その反応が、消失したのだ。
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　その閃せん光こうの瞬間を、目もく撃げきしていた者達がいた。
　ＪＰＮバベルの敷地内から日本軍の地上部隊を撤てつ退たいさせ、合流していた者達。
　五い泉ずみ千ち影かげ、桐どう元もと葛くず葉は──それに久く保ぼ田たと、その助手の青年の四人だ。
「っ──何だい、今の……？」
　まだ眼がチカチカしている。千影が顔を顰しかめながらそう口にすると、隣となりの葛葉が、
「解らないわ……バベルタワーの頂上がいきなり光って」
　それが、短い間かん隔かくで二度続いたのだ。
　千影と葛葉は、現在は既に光が収まっているバベルタワーの天てつ辺ぺんを仰あおぎ見みた。
　すると、傍で厳いかつい表情を浮かべていた久保田が、低い声で呟いた。
　睨にらむようにバベルタワーを見み据すえて、
「あれを使ったのか──氷神」


７


「──氷神が『バベルの光』を使用した？」
　コクーン№Ⅰ、ミハエル・アークウッドがその報告を聞いたのは、日本へと向かう極ごく超ちよう音おん速そく航空機に乗り込んだタイミングだった。
　コクーンの支配権の拡大に関する新条約。
　その締てい結けつに最後まで慎しん重ちような姿勢を崩くずさなかったＥＵ連合に対し、ミハエルは一歩も譲ゆずる事なく合意させ、そのまま調印までを行なわせると、その足でこのヒースロー国際空港へと向かった。現在、ＪＰＮバベルを独断で完全自閉状態にし──恐らくは自分達を裏切ったであろう、氷神京也を取とり押おさえるために。
　ミハエルの問とい掛かけに対し、頷きを返したのは隣の座席のレティア・クライシスだ。
「間ま違ちがいないわ。本部のシステムが、ＪＰＮバベルでの発動を確かく認にんしたそうよ」
　レティアは平面タブレット端たん末まつを操作しながら、
「やはり日本は、相当追い詰められていたようね……勝手に動かないようにきちんと釘くぎを刺さしておいたのだけど、特別自治区に例のクラスター型核ミサイルを撃うち込んだみたい」
「その迎げい撃げきに、『バベルの光』を使ったという訳か」
「それと──発射した潜水艦への攻こう撃げきのためにもね」
　そう言って、レティアは機内の大型モニターに自分の端末の画面を表示させた。
　映し出されたのは、現在の太平洋のとあるポイント。
　監かん視し衛星が撮さつ影えいした、リアルタイムの動画映像だ。
「──────」
　その映像を見たミハエルは、スッと僅わずかに眼を細める。
　海に、巨きよ大だいな滝たきができていた。
　幅はばはゆうに六㎞超ちように亘わたって広がっており、底を見る事ができない。
　周囲の海水が濁だく流りゆうとなって、その場所へと流れ込んでいた。
　あの有名なナイアガラの滝たき幅はばが、最大の所で九〇〇ｍ。
　地球最大のイグアスの滝ですら、幅は四㎞しかないのだ。
　そう考えれば、どれだけとてつもない大きさか解るだろう。
「発射された『バベルの光』が、海水もろとも深海に居た潜水艦を蒸発させたのね……クラスター型核ミサイルの迎撃だけで考えたなら大おお袈げ裟さかもしれないけど、でもきっとそれだけじゃないでしょうね」
「ああ……恐らくは日本政府への牽けん制せいだろう」
　これでもう、日本はＪＰＮバベルへ手出しする術を失った。『バベルの光』は、虎とらの子の核ミサイルだけでなく、深海という安全地帯に居た潜水艦まで消しよ滅うめつさせたのだ。
　その威いり力よくは、日本政府の緊きんき急ゆう用核シェルターでも防ぐ事は不可能。
　それどころか、射程を考えれば日本全土を人ひと質じちに取られている状態と同じで。
　とてもじゃないが、もう一度試ためす勇気は日本政府にはないだろう。
　それは何も、死ぬ事を恐れているからではない。
　ミハエルは、日本の総理大臣である篠川慎哉という男を知っている。
　あの日和ひより見み的な国にしては、珍めずらしく気骨のある本物の政治家だ。
　恐らく彼かれは、自らの死を恐れるような事はしないだろう。
　最悪、日本の本土や国民に多少の犠ぎ牲せいが出る事も止やむ無しと考えている筈だ。
　……だが。
　自分とレティアが日本へ向かおうとしている情報は、既に日本側も掴つかんでいる筈。
　到とう着ちやくまでおよそ二時間。
　そんな差さし迫せまった現在の状じよう況きようで、もし篠川を始めとする日本政府の主要メンバーが一いつ斉せいに死亡するような事があれば──生まれる政治的空白は日本という国を殺すだろう。
　……だとしたら。
　この後日本が取るであろう行動について、ミハエルが確信にも似た予想をした時。
『間もなく離り陸りくします──シートベルトを』
　機内アナウンスが告げられた。
「機長……新成田は何と？」
　と、問い掛けの口調でレティア。
　特別自治区の人工島にも空港はあるが、あそこは京也の支配下にあるのだ。
　そのまま着陸しようとすれば、日本の核ミサイルと同じ運命を辿る事になるだろう。
　となると、日本の空港を使用するのが一番手っ取り早いのだが、
『やはり向こうの管制は、こちらの着陸を拒こばんでいます』
　レティアの問い掛けに、機長が答えを返した。
『建前はシステムトラブルと言っていますが──』
「まあ、そんな筈はないわよね」
　恐らく、他の空港への着陸を申しん請せいしても答えが変わる事はない。
　今の日本にできる事は悪わる足あ掻がきだけ。少しでも国家の延命を試みる事だけだ。
　それでもあの篠川という男なら、最後まで諦あきらめる事はしないだろうが、
「──時間稼かせぎに付き合う必要はない。離陸しろ」
　ミハエル・アークウッドは構わなかった。
　今、最も優先しなければいけないのは、日本政府ではない。氷神京也なのだから。
　揺るぎない声で告げる。
「着陸も減速も考えなくて良い──行くぞ」
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　遥はるかにリスティの事を任せてから十数分後。
　凰沢暁月は、全すべてが金色に輝く空間に足を踏ふみ入いれていた。
　──まるで、異世界の神しん殿でんの内部のような造りだった。
　どこまでも澄すみ切った室内の空気は、限りなく神聖。
　そして。部屋の中央にある祭さい壇だん──その上に一人の少女が居た。
　それは、周囲に複雑な幾き何か学がく模様の魔ま法ほう陣じんを幾いく重えにも展開し、何本もの赤い紐ひもによって宙に吊つり上あげられた状態の凰沢美兎だ。
　ようやくの再会。だから、
「待たせたな……迎むかえに来たぜ」
　暁月は美兎へと語り掛ける。お前を取り戻もどしに来たと。一いつ緒しよに帰ろうと。だが、
「……………………」
　暁月の声に、美兎は反応しなかった。拒絶の沈ちん黙もくではない。
　まるで深い眠ねむりに落ちているかのように、美兎は瞳を閉じたままでいて、
「──────」
　暁月はスッと眼を細めた。
　京也の狙ねらいは、間違いなく超ちよ高うこ次うじ生命体としての美兎の力を利用する事なのだろうが、
　……どうやら、もうかなりそのシステムに支配されちまってるみたいだな。
　室内を満たしている金色の光は、超高次生命体が放つ特有の輝きだ。
　部屋中に響く低い稼動音と、蠢くように幾何学模様を変化させ続ける魔法陣。
　恐らくあの赤い紐を通して、美兎の力を抽ちゆう出しゆつしているのだろう。
　となると、手っ取り早く問題の紐を切ってしまいたいところだが、
　……とはいえ。
　迂う闊かつな真ま似ねはできない。
　美兎が眠り続けているという事は、意識までもがシステムに組み込まれている可能性が高いからだ。下手をすれば、美兎の意識もろとも断たち切ってしまう可能性がある。
　──ではどうするか？
　美兎の力は今、恐らくとある対象へと送られている。
　よって、「元」や「途とち中ゆう」を断てない以上は、
「『送り先』を潰すしかねえだろうな、この場合はよ」
　フンと暁月は鼻を鳴らした──その時だった。
　背後から声がした。
「──驚おどろいたよ。まさか、こんなに早くこの場所へ辿たどり着つくなんて」
　それは暁月が知っている、冷たい笑えみを含んだ声こわ音ね。
「ここへは、ダミーの概がい念ねん防ぼう壁へきや隠かくしてある結界に気付かない限り、足を踏み入れる事はできない筈はずなんだが」
「………………」
　ゆっくりと振ふり返かえると、そこに佇たたずんでいたのは絶対零れい度どの瞳を持つ青年。
　暁月が初めて見る戦せん闘とう衣服をその身に纏まとった、氷神京也だ。そして、
「そうか……そういえば君は氣を操あやつる技わざに長たけているんだったね。防ぼう壁へきや結界ではなく、その先に居た彼かの女じよの氣の反応を追つい跡せきしたか──或あるいは彼女の意思が君を導いたのかな？」
　そう言って、ふと京也が無造作に右の手を上げた瞬しゆ間んかん。
　ズドン！　という重い音が室内に響ひびき渡った。
　それは暁月が繰くり出だした拳こぶしを、京也が受け止めた事で生じた衝しよ撃うげ音きおんだ。
　衝しよ撃うげきが大気を震ふるわし、生じる残ざん響きよう。
　顔面を狙った暁月の右のストレートを、しかし京也はあっさりと防いで、
「不意打ちとはらしくないな、凰沢君」
　そう言って、眼の前で苦くし笑ようを浮かべた。だから、
「不意打ちだ？　寝ね惚ぼけた事言ってんじゃねえよ……」
　ハッと笑いながら暁月は告げる。
　不敵な表情で、
「始まってるんだよ、とっくに──俺おれとお前の戦いは！」
　そして錬環勁氣功を発動し、己おのれの全身に氣を巡めぐらせて。
　凰沢暁月は、そのまま一気に氷神京也へと畳たたみ掛ける。
第４章《全てを超ちよ越うえつする者》
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　──あの人が来てくれた。
　凰おう沢さわ美み兎うは薄うすれゆく意識の狭はざ間まで、それでも己の想おもい人──暁あか月つきの存在を感じていた。
　消えかかっていた美兎の心に、熱にも似た感情が湧わき上がる。
　それは身も心も、魂たましいまでもが震えるような感動だ。
　……どうしよう……。
　嬉うれしかった。思わず泣いてしまいそうになる程に。
　暁月がどれだけの激げき闘とうを超こえて、ここまで来てくれたのかを美兎は知っている。
　……ううん。
　暁月だけではない。リスティも。遥はるかも。千ち影かげも。葛くず葉はも。
　誰もが傷付きながらも、戦い抜ぬいてくれて。だからこそ、暁月は今そこに居る。
　美兎のすぐ傍そばに。
『──────』
　身体の自由を奪われている美兎は、指先を動かす事はおろか、眼めを開く事もできない。
　それでも美兎は、暁月が戦っている事を確かに知覚できていた。
　相手は氷ひ神かみ京きよ也うやだ。
　……どうして忘れていたんだろう。
　凰沢美兎は今こそ思い出す。自分が何故、囚とらわれの状態にあるのかを。
　こちらの世界に来たばかりのリスティの存在が知られないよう、美兎は京也からの出頭命令に従って、遥と一緒にこのＪＰＮバベルへとやって来たのだ。
　そして京也に捕まった。彼の狙いは、他でもない美兎自身で。
　先さき程ほどまでは、それが何故かは解らなかった。
　思考を完全に操られ、考える事もできなかった。
　──だが、今は解る。
　それは美兎本人さえ知らなかった真実。
　……ボクの中に、こんな力が眠っていたなんて……。
　限りなく溢あふれてくる、次元を異にする凄すさまじい力の奔ほん流りゆう。
　それは、普ふ通つうの存在が得られるようなものでは断じてない。
　その絶大な力が今、京也へと流れていっているのだ。
　抱いだく想いは暁月へと向けられているのに。
　状況は、美兎の気持ちと裏腹なものになってしまっていた。
　美兎の意識は、恐おそらく力の封印かストッパーの役割を果たしていたのだろう。
　希き薄はくになってゆく意識と反比例するかのように、美兎の中の力は強まっていって。
　だけど。
　……負けるもんか……っ。
　今にも消えそうになる意識の中、それでも凰沢美兎は必死に抗う。
　これ以上、京也の好きにさせる訳にはいかない。
　そして、暁月はまだ戦っているのだ。
　だから美兎も戦う。己の中にある全てを賭として。
　たとえできる事は少なくても、最後の最後まで足あ掻がいてみせる。
　そう簡単に消えてなどやらない。
　こんな所で──自分だけ諦めてたまるものか。
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　神聖な空間を、激しい衝撃が殴打した。
　大気を震しん動どうさせて駆かけ抜けるのは、腹の底まで響くような破は裂れつ音だ。
　衝撃は一度ではなく、連続して発生していた。
　刻まれるリズムは常に不規則。発生する位置も目まぐるしく変化して。
　そんな中──一つだけ変わらない事があった。
　衝撃が生まれる中心には、常に二人の青年が存在しているのだ。
　凰沢暁月と氷神京也。
　絶え間なく生じる空間破裂は、二人の青年が繰り広げる激げき突とつによるものだった。
　──暁月が繰り出した拳を、京也が受け止めた。
　そんなファーストコンタクトを経て始まった二人の戦いは現在、高速移動の中で行なわれる近接戦闘へと移行している。
　攻撃は暁月が一方的に行なっていた。使用している武器は己の肉体のみ。
　錬環勁氣功によって繰り出す拳撃である。
　体内で練り上げた氣を巡らせ、連動させた全身の筋肉をカタパルトにして発射される暁月の左右の拳は、岩を砕くだき、鉄を破は壊かいし、空間をも打ち砕けるだけの威力と重さを充じゆ分うぶんに有していて。常人が直ちよ撃くげきをまともに喰くらえば、それこそ頭部が跡あと形かたもなく吹ふき飛とぶだろう。
　一いち撃げき必殺の連続。
　だが暁月が有利に戦闘を行なっているのかと言えば、その答えは否いなだった。
「──君の性格は僕ぼくもよく知っていたつもりだけど、それにしたって随ずい分ぶんと真っ直ぐ来るんだね」
　こちらの攻撃を回かい避ひし、時に受け流しながら京也が苦笑した。
　その言葉の意味と、自分の攻撃が避さけられている理由を、暁月は理解していた。
　それは当然といえば当然の事だった。
　何せ暁月は戦闘を始めてから、ずっと同じ場所だけを狙って攻撃を繰り出している。
　──顔だ。
　暁月は京也の顔面目め掛がけて、ひたすらに攻撃を繰り出していた。
　自分と同等かそれ以上の実力の相手に対し、その戦い方は愚行以外の何ものでもない。
　しかし、凰沢暁月は構わなかった。
　たとえどれだけ愚かであろうと、どれだけ見極きわめられようと、これだけは譲れない。
　何な故ぜなら、
「まずはその面に一発入れておかねえとな」
　フンと笑いながら、暁月は決して譲る事のできない己の意思を告げる。
　もしこれが、自分だけの戦いだったなら。暁月もここまで拘りはしなかっただろう。
　狙う場所を相手の動きに応じて常に変化させ、手だけではなく足も使用し、何なら黒の魔ま剣けんレーヴァテインを具現化させて攻撃を行なっていたに違ちがいない。
　だがこの戦いは最も早はや、暁月だけのものではなくなっていた。
　──凰沢暁月には、一つの美学がある。
　それは泣いてる女がいたら、自分の好きにして良い……というものだ。
　そして暁月は決めたのだ。自分が大切にしている少女達たちの涙なみだを止める事は勿もち論ろん。
　泣かせた原因を叩たたき潰つぶすと──己の拳を使って。
　だからそうする。
「成なる程ほど……こういう君の真っ直ぐさに、彼かの女じよ達たちは惹かれたのかな？」
　そんな暁月に対し、京也はずっと受けに回っていた。
「………………」
　攻撃の手を止めないまま暁月は思う。恐らく京也は確かめているのだろうと。
　暁月の力をではない。暁月を使って、京也は自身の強さと力を確かめているのだ。
　超高次生命体である美兎の力を得て、自分が今どれだけの存在となっているのかを。
　──これが、暁月が京也の顔面に一撃を入れる事に拘るもう一つの理由だ。
　最初の一撃を受け止められた時、交わした言葉が今の状況を意味している。
　暁月が「既すでに戦いが始まっている」と告げたのに対し。
　京也は暁月が繰り出した一撃を「不意打ち」と言った。
　それが意味するものは何か。
　決まっている。
　暁月はまだ、京也を戦いのスタートラインに立たせる事ができていないのだ。
　こちらに攻撃をして来ないのもそのせいだろう。
　要は遊ばれているのである。だが、
　……上等だ。
　舐められている状況にもかかわらず、暁月は意に介さなかった。
　京也は世界の管理者たるコクーンであり、暁月は言わば挑戦者の立場である。
　さらに今の京也は美兎の力まで得ているのだ。
　この状況はある意味、仕方のないものだろう。
　──だが。
　このまま最後まで行かせるつもりも、暁月にはない。
　遊びで終わりにできる程、美兎達たちが流した涙は安いものではないのだから。
　だから、
「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」
　気合の咆ほう哮こうと共に、暁月は己の肉体のギアをさらに上げた。
　速度だけでも、力だけでもない。その両方が加速度的に倍加してゆく。
　それは拳だけの単調な攻撃を、威力と手数で補うには充分なもので。
「……うん、これは中々」
　段々と京也が回避ではなく、受け流しと防ぼう御ぎよを行なうようになっていった。
　想いを乗せた暁月の拳が、徐じよ々じよに京也を追い詰つめていっているのだ。その中で、
「熱いね……あの真面目な七なな瀬せ君が、君に付く事を選んだ理由はこれかな？」
「──────」
　京也が発した少女の名に、暁月はスッと眼を細めた。
　問う。攻撃の手を休めずに、
「…………どうしてだ」
「ん？　何がだい？」
　訊き返してくる京也に、暁月はチラリと視線を宙で吊られている美兎へと移し、
「アンタの狙いがアイツなら、生徒会室で捕えた時点で目的は達していた筈だ」
　それなのに、
「どうしてわざわざ遥を殺そうとした？　アンタと遥の実力差は歴然。穏おん便びんに済ませる方法なんて、幾いくらでもあっただろう。何より、アンタとアイツは同じ生徒会で共に過ごしてきた仲間だったんだろうが。アイツを殺す必要が何処にある？」
　すると京也は暁月の繰り出す攻こう撃げきを捌さばきながら、
「確かに、どうしても殺さなくていけない理由は特になかったね」
　さらりと言って、「でも」と言葉を繋げた。
「どうしても生かしておかなくてはいけない理由もなかった。彼女の存在はもう、僕にとって何の意味もないからね──それだけの話だよ」
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　氷神京也は見る。
　こちらが口にした答えに対し、暁月が見せた意外な反応を。
　不意に攻撃の手を止めた。それどころか、
「……………………」
　暁月はその場に、無言で棒立ちになっていた。
　やや俯き加減でいるため、表情は見えない。
　ただ、口元が何か呟つぶやくように動いたのが見えた。
　だから京也は、穏やかな笑みを浮うかべながら、
「どうしたんだい──」
　そう問とい掛かけると、暁月の右手が僅わずかに揺らめいたように見えた。
　──次の瞬間。
　京也は不意に風を感じた。窓のない密室空間だ。自然現象は有り得ない。
　大気が流れるとしたら、人為的な原因が必要になる。
　そして。京也は、左の頬ほおに僅かな違い和わ感かんを得た。
　痒いような、くすぐったいような、そんな感覚があった後。
　ふと──京也の頬を伝うものがあった。
「へえ……」
　京也は短い感かん嘆たんの声を上げる。流れたのは涙とは異なる赤い雫しずく。
　血だ。どうやら今、気付かぬ内に一撃が掠めたらしい。
　……一体いつぶりだろうね？
　ティアナの強力な攻撃を受けても、京也が血を流す事はなかった。
　少し遊んでいた、という面は確かにある。
　ティアナの時は力加減に失敗してしまい、美兎から得た力を余り試ためす事はできなかった。
　よって暁月が簡単に壊れてしまわないように、注意していたのだが、
「嬉しいな……どうやら君は、僕の想像を超えてくれそうだ」
　京也は指で血を拭いながら、切れた頬に触ふれると一いつ瞬しゆんで血が止まった。そして、
「なら、もっと思う存分戦えるようにしようか。ここも悪くはないけれど、僕らが全力で戦うには少々狭いだろうからね」
　笑みと共にそう告げると、京也は美兎に干かん渉しようした。
　直後。室内を眩まばゆい光が包つつみ込んだ。
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　視界を白く染める光が収まった時。
　凰沢暁月は、初めて見る街のど真ん中に居た。
「ここは……」
　どこかの繁華街なのだろうか。
　見上げるような高さのビルが立ち並ぶその場所に、凰沢暁月は一人で立っている。
　周囲に人はいない。音が存在していない無人の街だ。
　……別の場所に転送されたのか？
　とっさに脳のう裏りに浮かぶ可能性。
　こちらを光が包む前、京也は戦う場所を変えるような事を口にしていた。しかし、
「……いや、違うな」
　ぼんやりとではあるが、暁月は美兎の氣の反応をすぐ傍に感じる。
　実際には、眼に見えてはいないのにだ。
　……という事は。
　恐らく暁月は、先程の部屋から移動していない。
　かといって仮想空間に取り込まれた訳でもないだろう。
　眼に見えている『光景』が、本来のものと異なっているのだ。だが、
「単なる仮想現実……って訳でもなさそうだな」
　踏ふみしめる大地の感覚は、明らかに先程まで居た空間のものではない。眼に見えるアスファルトのものだ。視覚に擬似的な映像を与あたえているだけではこうはならない。すると、
「──正解だよ」
　ふとした声に、暁月は背後を振り返った。
　視線の先、佇むようにしている京也は笑みを浮かべながら、
「これは僕と君の深層意識に干渉して展開した、強力な仮想現実──言うなれば『実想現実』というところかな。既に体感して貰っている通り、ここではあらゆる感覚が現実のものとなる。眼に見えているもの、耳が捉える音、肌で感じる空気さえもが現実と同じように存在する事になるんだ」
　つまり。あらゆる感覚を通して、実際には存在していない物質や事象を、暁月と京也にだけは存在している事にする強力な錯覚を起こさせている──という事なのだろう。
　要は、実際に触れられる仮想現実という訳だ。
「空間のスペースも、実際は僕らが居たあの部屋から広がった訳じゃない。でも、眼に見える広さを実際のものとして感じられる以上、全すべてを戦闘フィールドとして利用できる。さらに、僕らの感覚から今までいた部屋を完全に切り離はなしているからね。どれだけ破壊しても向こうには影えい響きようが及およばないし、僕らの戦闘に巻き込まれて『彼女』が怪け我がをする事もない。どうだい──ここなら思う存分戦う事ができると思うよ？」
　暁月が美兎を無事に取とり戻もどしたいのと同じよう。
　京也にとっても、切り札である美兎を失う訳にはいかないのだろう。
「成る程……至れり尽くせりって訳だ」
　ならば、と暁月は黒の魔剣を具現化した。
　出現したレーヴァテインは、最初から第二形態。
　その柄つかをしっかりと握にぎり締しめ、
「ここからはもう──何の遠慮もいらねえって事だな」
　告げると同時、京也へ向かって弾はじかれたように動いていた。
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　戦せん闘とうが再開された。
　瞬く間に自分との距きよ離りを詰めてくる暁月に対し、京也は笑えみと共に魔ま法ほうを発動する。
　京也の全面に展開されたのは無数の魔ま法ほう陣じん。
　それと同じ数だけの氷ひよ塊うかいが生み出され、一いつ斉せいに暁月を襲おそう。だが、
　……おや。
　こちらへ突っ込んでくる暁月の速度は、まるで変わる事はなかった。
　京也は思う。恐らく暁月は、自分の対魔ま法ほう防ぼう御ぎよにかなりの自信を持っているのだろうと。
　──しかし、美兎の力を得ている今の京也の魔法は、絶対障しよ壁うへきでも防ぐ事はできない。
　大気を僅かに凍らせながら、無数の氷塊が暁月を襲う。
　回避できるスペースを奪うばうには充分な数。
　直撃は避けられない。宙を駆け抜ける氷塊が暁月へとせまり、
「──ハアァァッ！」
　しかし、対する暁月がくわっと眼を見開くと同時。
　全ての氷塊が、まるで見えない何かにぶつかったかのように砕け散った。
　……今のは。
　恐らく錬環勁氣功で、氣の障しよ壁うへきか衝しよ撃うげ波きはを自身の前面に発生させたのだろう。
　一個の直撃で、ティアナをほぼ戦闘不能にまで追い込んだ魔法だったのだが──成る程、魔ま法ほう防ぼう御ぎよにも優すぐれているとは聞いていたが、かなりの応用が効くという事だ。
　……でも。
　ならば、と京也は試ためしてみる事にする。霧む散さんした無数の氷塊が気化した事で生まれた大量の水蒸気を突つき破り、こちらへ肉にく薄はくしようとした暁月に対し。
　京也は予め唱えていた魔法を発動した──魔法陣をキャンセルして。
　僅かに空間を揺らめいたのと同時。生み出されたのは巨きよ大だいな炎柱だった。
　地面から吹き出すように生じた激しい炎は、そのまま暁月を飲み込んだ。
　疑いようのない直撃。だが、ここで京也が想像しなかった現象が起きた。
　ブワっと大気を巻き込むような音と共に、炎柱が吹き飛んだのだ。
「────？」
　そして、今度こそ京也が驚おどろきを得た時には。
　暁月が振ふり下おろした巨大な黒の魔剣が、京也へと迫せまっていた。
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　繰くり出だした己おのれの斬撃の結末を、凰沢暁月は音で聞いた。
　それは硬かたい金属同士の激突音だ。
　暁月は見る。自分が振り下ろした黒の魔剣を、剣けんを手にした京也が受け止めているのを。
　──それは、暁月が初めて見る京也の武器だった。
　暁月の斬撃を防いだのは、剣身を眩く輝かせる聖剣だった。
　黒の魔剣を真っ向から受け止められるだけの大きさと重量。
　そんな聖剣を軽々と振るった京也は、笑みを深いものにしながら、
「僕の炎系魔法を使っても驚かなかった理由にも興味はあるが──今のはどうやって防いだんだい凰沢君？」
「──絶対障壁だよ」
　暁月はハッと笑い捨てると、
「俺おれはランキング戦の時に出現した、あのザッハークって高次生命体のドラゴンの絶対障壁を自分のものにしていてな。元素系魔法を始めとする下位の精せい霊れいの力を借りて使用する魔法は効かねえんだよ」
　京也の聖剣を強ごう引いんに押おし斬きり返しに必要な空間を作ると、横薙なぎを繰り出した。
　しかし、京也は軽い跳ちよ躍うやくでこちらと一定の距離を取ると、
「ああ、済まない……そういう意味じゃないんだよ」
　と苦くし笑よう。
「絶対障壁なら、僕を始めとするコクーンや朱の黄昏も持っているんだ。ただ、今僕が唱えたのはその絶対障壁を破れるものでね。それを完全に消し飛ばされたんだ。錬環勁氣功の魔法防御という訳でもないだろう。どういう理り屈くつなのか聞きたかったんだが──」
　そこで、ふむと気付いたように、
「でもそうか……単にアレイザードを二度訪おとずれただけでなく、あのザッハークの絶対障壁まで自分のものにしているなら、僕らのものよりも高位の障壁を手に入れているという可能性はある訳だ。もしくは、二重に絶対障壁が展開されているのかな。少なくとも、今のリンクの進行度での通常魔法では、君に通じないのは間ま違ちがいない」
　そして、
「思い出したよ……そうだった。君の錬環勁氣功は、倒たおした相手の氣を吸収する事で、相手の能力まで手に入れる事ができるんだったね」
「……？　どこでそれを──」
　暁月は怪け訝げんそうに眉まゆを顰ひそめる。
　京也が口にしたのは事実だった。錬環勁氣功の隠れた奥おう義ぎの一つに、倒した相手の能力を自分のものにする事ができるというものがある。正確には──殺した相手の魂たましいに含ふくまれている、存在の根源とも言うべき氣の波動を吸収する事によってだが。
　──だが、この事実を知る者はほとんどいない。
　錬環勁氣功を奥義レベルまで会え得とくしている者が、最早ほとんどいないからだ。
　異世界に召しよ喚うかんされた者が会得する特とく殊しゆ能力が魔法ばかりなのは、異世界の住人が使える能力が魔法だからで。
　暁月のような存在は、例外中の例外なのである。よってその奥義について知っているのは、暁月に錬環勁氣功を教えた拳聖グランセイズと暁月本人。
　……それに。
　暁月が知る限りではもう一人。
　アレイザードの三大国家の一つ、アレクラスタ皇国に総本山を置くリシャル聖教。
　そのリシャル聖教の大司教を務める、ミランダ・クエンティくらいなのだが、
　……まさか、な。
　暁月は正面、数ｍの距離をもって自分と対たい峙じしている京也を見み据すえた。
　コクーンは異世界に関する能力と技術を管理している。
　錬環勁氣功について、知識を持っている可能性は充じゆ分うぶんにあった。
　しかし何故だろう。京也とミランダを結ぶ線は存在しない筈はずなのに。
　二人が見えない糸で繋つながっているような気がしてしまうのは。だが、
　……まあ良いさ。
　結論が出ない事をこれ以上考えていても時間の無む駄だだ。
　今やらなくてはならない事は他にある。
　だから行く。錬環勁氣功を発動し、体内の氣を激しく練り上げると。
　凰沢暁月は、自らを疾しつ風ぷうに変える瞬発で前に出た。
　──すると、対する京也も笑みと共に前へ出て。
　互たがいの距離がそれぞれの武器の間合いに入ったのは同時だった。
　放った剣撃がぶつかり、火花と衝しよ撃うげきを散らし、そのまま武器による近接戦闘が始まった。
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　眼めに映るもの、触れられるもの全てを利用できる『実想現実』空間。
　周囲の被害を気にしなくて良い状じよう況きようは、暁月に遠慮や手加減という概がい念ねんを捨てさせて。
　地上だけで繰り広げられていた暁月と京也の戦闘は、やがてその戦場を平面から、見上げるような高さを持つ立体的なものへと変えていた。
「おおおおおァあああああああっ！」
　百ｍ級の高さのあるビルの屋上を蹴けって、暁月は跳とんだ。
　疾しつ走そうの勢いを伴って繰り出したこちらの斬撃を、しかし京也は聖剣であっさりと受け止める。そのまま共に神速の斬撃を繰り出し、互いの剣で斬り結べば、甲かん高だかい金属音が連続して鳴り響き、
「おおおおおおおぉぉぉぉぉっ」
「はああああああぁぁぁぁぁっ」
　生まれる無数の斬撃は、やがて糸を引くような高速の剣閃へと昇華してゆく。
　そんな中、
「凄すごいな凰沢君……力も反応も、入学検査の時とはまるで別人のようだよ」
　京也が発した賞賛の言葉を暁月は聞いた。
「随ずい分ぶんと上からモノを言ってくれるじゃねえかよ──オラァっ！」
　強引な斬撃で京也を弾はじき飛とばし、その後を追うように広い道路を挟はさんだ向かい側のビルの屋上に降り立つと、
「いつまでもそんな余よ裕ゆうこいてると、足あし下もとすくうぜ！」
　そのまま一気に距離を詰め、黒の魔ま剣けんの連撃を叩たたき込む。
　しかし京也は、暁月の速度に完全に対応してきた。
　……だったら！
　暁月の武器は剣だけではない。錬環勁氣功は己の肉体全てを武器にする技だ。
　それを証明するように、暁月は剣撃の狭はざ間まに左下からの膝蹴げりを繰り出した。
　京也の脇わき腹ばらを狙ねらう死角からの一いち撃げき。
　──しかし、暁月の膝より京也の動きの方が僅かに速かった。
　聖剣をビルの屋上に突き立てながら、地面を蹴ったのだ。
　その勢いで身体を振り上げた京也が、神速の倒立の途とち中ゆうで聖剣の柄から両手を離すと、身体を縦に回転させながら、宙へと跳ぶ回かい避ひが行なわれて。
「逃がすか！」
　暁月はとっさに追つい撃げきを行なおうとして、しかしできない。
「っ──？」
　跳躍しようと足に力を込めた瞬しゆ間んかん、暁月の足下が崩くずれた。
　京也が突き立てた聖剣が、ビルの屋上の地面を崩ほう落らくさせたのだ。
　ビルの内部は、吹ふき抜ぬけ構造になっていて。
　暁月は、一気に十数フロアの落下を余よ儀ぎなくされる。
「ちっ……！」
　それでも落下の衝撃を殺して暁月は着地した。
「……ん？　こいつは……」
　暁月が降り立ったのは、分厚い金属板の上だった。
　それはターンテーブル型のエレベーターだ。上を振り仰あおいだ暁月は、自分が落ちてきたビルが立体型の駐車場である事を知った。
　様々な種類の車が、何層もの駐車スペースを埋うめ尽くしている。
「って事は──」
　暁月がそう呟いた直後、轟ごう音おんと共に建物が大きく震しん動どうした。
　京也が上空から、ビルに対して爆ばく炎えん魔ま法ほうを使用したのだろう。生じた激しい横揺ゆれにより、停めてあった無数の自動車が、吹き抜けの穴へと投げ出されて。
　一トンを超こえる鋼鉄の塊かたまりが、次々に暁月目め掛がけて降ふってくる。
「この……舐めんなっ！」
　対する暁月は黒の魔剣に氣を集中させると、腰こし溜だめの構えから真上へと斬り上げた。
　虚こ空くうを斬り裂さいた剣撃は、激しい衝撃を巻き上がらせ、
　ズドドドドドドドドンッ！
　落下していた自動車を、横方向へ弾くように吹き飛ばした。
　そして暁月は、上へ向かって跳躍しようとし──しかし再びの衝撃がビルを襲った。
　既すでに落下するような車は、暁月が吹き飛ばしたため存在しない。だが、
「げっ──」
　暁月は思わず顔を引き攣らせた。今度の衝撃は、ビルを揺らすのが目的ではなく──ビル自体を破は壊かいするためだと解わかったからだ。
　その爆ばく発はつは、建物の上層部分を燃え盛る巨大な瓦が礫れきへと変えて。
　ビルそのものが吹き抜けへ──内側へ崩れるように崩落した。
「クソ……っ！」
　暁月は即そく座ざに横へとダッシュ。
　走りながら斬撃を繰り出し、ビルの側面を破壊して外へと身を躍らせた。
　直後。暁月の背後で、立体駐車場のビルが発破解体されたかのように崩れ落ちる。
　──だが、息をつく暇ひまはなかった。
　宙へと飛び出した暁月に対し、真上から急降下するように京也が迫っていたからだ。
　その手には、既に聖剣が具現化され直されていて、
「ちぃぃぃぃぃっ！」
　とっさに暁月は身体を横に捻ひねり、斬撃を繰り出した。
　辛かろうじて迎げい撃げきが間に合い、剣同士がぶつかる激音が響ひびき渡わたる。
　どうにか京也の斬撃を受け止めた暁月に、
「超ちよ高うこ次うじ生命体の力は、何も魔法のような特殊能力だけを強める訳じゃないんだ──」
　京也は笑いながら告げてくる。
「──君の錬環勁氣功と同じで、身体能力も飛ひ躍やく的てきに上げられるんだよ」
「くっ……、この……っ！」
　京也の聖剣が、徐じよ々じよに暁月の黒の魔剣を押し込み始める。
　力で押されているのだ。そして、
「ハアアアアァァァァッ！」
　強引に京也の聖剣が振り抜かれた。
「がああああァァァ────っ!?」
　高速で吹っ飛ばされた暁月は、勢いそのままに地面へ激げき突とつ。
　アスファルトの地面を突き破り、そのままさらに下──地下フロアへと突っ込んだ。
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　地下の二層を突き抜け、
「がは……っ！」
　三層目の床ゆかに背中から叩き付けられた暁月は、肺の中の酸素を根こそぎ吐はき出した。
　暁月の身体を受け止めたのは、二本の鉄のレールだった。
　そこは、東京湾上に浮うかぶ人工島の特別自治区には存在しない場所。
　地下鉄のホームを走る線路の上だった。
　暁月に苦しんでいる暇はなかった。
　こちらの後を追うように、暁月が突き破やぶった天てん井じようの穴から京也が降って来たからだ。
「──くっ」
　即座に横へ身体を回転させると、それまで暁月が居た場所を京也の聖剣が斬り裂いた。
　お返しとばかりに暁月が繰り出した斬撃は、しかし虚空を薙いだだけ。
　とっさに視線を上へ向けると、京也は既に線路上からホームの床に着地していて。
　その後を追ってホームへ降り立った暁月は、
　……やっぱ、このままでってのはちょっとばかし厳しいか……。
　ここまでの戦闘から導き出された彼ひ我がの実力差に、暁月は心の中で舌打ちした。
　こちらは手を抜いていないのに対し、京也はまだ余裕を持っている。
　美兎の力を得ているからか、体力を消しよ耗うもうしている様子もなかった。
　……仕方ねえな。
　このまま普ふ通つうに戦っていても、勝てる相手ではない。
　──だから、暁月は黒の魔剣の具現化を解いた。
　消耗が激しく、恐おそらく次はもう残っている体力を全て使い尽つくす事になるだろうが。
　勝負を掛かける。
　……使わせて貰もらうぜ、リスティ……。
　自分の氣を分けてくれた少女を想おもいながら、暁月は錬環勁氣功を発動した。
　氣を集めるのは肉体ではなく、脳に対して。
　鍛たん錬れんプログラムの剛ごう毅き、そして海かい堂どうとの戦いに続き、
「行くぜ──」
　凰沢暁月は、今日三度目の『領域ゾーン』へと突とつ入にゆうする。
　そして。
「──────」
　極限の集中状態に意識を置いた暁月の視界から、色彩が消え去った。
　また、それまで聞こえていた音もどこか遠くに感じて。
　暁月の様子が変化した事が解ったのだろう。
「良かった。待っていたよ……やっと本気を出す気になってくれたんだね」
　と京也は笑った。そして、
「──嬉しいよ」
　そう喜びを口にした京也の真横に、暁月は出現した。
　高速移動から繋げる形で放った右の蹴撃は、しかし辛うじて京也の腕うでに受け止められ、
「……甘えよ」
　淡たん々たんとした声で告げながら、暁月は蹴撃を振り抜いた。
　相手の筋肉と骨が激しく軋んだ感かん触しよくを右足が得る。
「ぐっ──？」
　真横へと吹っ飛ばされた京也はホームの壁かべを突き破り、隣となりのホームへ。
　それでもどうにか宙で体勢を整えようとして──その真下に暁月は移動。
　突き上げるようにして、京也の胴どうへ掌底を叩き込んだ。
　衝撃と轟音は同時。
　天井を突き破って吹っ飛んでいった京也の後を、同じ穴を通って暁月は追つい跡せき。
　一いつ瞬しゆんで追い付き京也の足を掴むと、そのまま強引に横へとスイングした。
　場所は階段。鉄製の手摺りと壁を破壊しながら京也を振り回した暁月は、階段の上へと向けて京也を投げ放つ。そして、
「喰くらえ──」
　暁月は足下──階段へと己の拳を叩き付けた。
　大地を震ふるわす轟音と共に、衝撃が階段を破壊しながら駆け上り、
「────っ」
　とっさに腕を交差して防ぼう御ぎよ態勢を取った京也を、衝撃が呑のみ込んだ。
　改札を破壊し、キヨスクを吹き飛ばした衝撃は、そのまま京也を地上へと繋がるエスカレーターへと叩き付ける。
　ズドオォォォォォン！　と爆発にも似た音が地下の空間に響き渡った。
　衝撃で舞まい上あがった砂すな煙けむりが晴れた後。
　姿を現したのは、跡あと形かたもなく破壊されたエスカレーターと、
「く……っ」
　元はエスカレーターだった瓦礫に、磔はりつけのようにめり込んだ京也で。
　そんな京也のすぐ眼の前へと出現した暁月は、
「──まずは一発」
　その顔面へ、全力の右の拳を叩き込んだ。
　実想空間に入る前に掠った程度のものとは違ちがう。
　この戦いの始めから決めていた、渾こん身しんのクリーンヒット。
　衝撃が駆け抜け、京也の後──剥き出しのコンクリートに巨大なクレーターが生まれて、
「……まだだ」
　京也のした事はこの程度で許されるものではない。
　潰つぶす。
　だから暁月は続けざまに京也へ拳をぶち込もうとして、右手を引き──だが、その途中で動きを止めた。
　──否、止められたのだ。
　京也の左手が、いつの間にか暁月の右の手首を掴つかんでいて。
　バギャバギギャッ
　骨が砕ける壮そう絶ぜつな音がした。
「ぐっあああああぁぁぁぁぁっ！」
　右手に走った激痛に、暁月の叫びが地下構内へ響き渡った。
　よろめくように後ろへ下がると同時──暁月は激しい衝撃を胴に受けた。
　そのまま階段の下まで吹っ飛ばされ、
「ぐっ……あ……、ぅ……っ」
　苦悶の表情を浮かべながら、それでも暁月は身体を起こそうと試みる。
　揺れる視界の中、暁月は周囲の光景に色彩が戻もどっている事に気が付いた。
　それまで入っていた領域状態が解けてしまったのだ。
　……な、何だ、今のは……っ？
　右手が灼けるように痛む。
　どうやら骨だけでなく、腱や関節まで破壊されたらしい。それに、
「く……っ」
　暁月は、自分の腹部にあるもう一つの激痛に顔を歪めた。
　そして見る。
　身に纏まとっている戦せん闘とう衣装の前が焼け焦げ、暁月の胸から腹の皮膚が黒く変色していた。
　重度の熱傷だった。すると、
「──おや、効いたみたいだね。てっきり衝撃で吹っ飛ぶだけかと思っていたのに」
　ふと笑えみを含んだ声がした。
　暁月が階段の上を見ると、そこには平然と佇たたずむ京也の姿があった。
　領域状態だった暁月の連撃のダメージなどまるでないかのように、
「時間を掛けすぎたね。現在のリンクは七十％──どうやら今の僕ぼくなら、普通の元素系魔ま法ほうでも君にダメージを与あたえられるみたいだ」
　その言葉が何を意味するかを暁月は理解した。美兎の超高次生命体としての力を得続けた事で、とうとう京也の魔ま法ほうがこちらの絶対障しよ壁うへきを完全に上回ったのだ。
　……クソ……っ。
　対するこちらは、『領域』に入った事で残っていたほとんどの体力を使い切った。
　切り札を失い、さらに頼りの右手は完全に破壊され、使い物にならない状態だ。
　普通に考えれば──最も早はや、勝機はほとんどないと言って良いだろう。だが、
「ぐ……お……おおっ」
　それでも凰沢暁月は立ち上がる。自分の身体はまだ動く。まだ戦える。
　──ならば、勝つ可能性はゼロではない。
　諦めない。自分は負ける訳にはいかないのだから。しかし京也は軽く嘆たん息そくをして、
「その状態ではもう『領域ゾーン』には入れそうにないね……ザッハークの絶対障壁も超こえられたみたいだし」
　一息、
「──そろそろ良いかもね、終わりにしても」
「ふざけろよ……俺おれはまだやれるぜ」
　京也を睨み据え、階段を駆け上ろうとした暁月は見る。
　こちらへ向かって手をかざした京也の前に、多重の魔ま法ほう陣じんが展開されるのを。
　そして、
「ここまで善戦してくれた君への手向けだ──せめて最後まで手は抜かない」
　笑みと共にそう告げると同時。豪風を伴ともなう激しいブリザードが暁月を襲おそった。
「くっ……」
　吹雪で前が見えず、身動き一つできない。だから暁月は身構えた。
　このままこのブリザードを浴び続ければ、程ほどなく暁月は凍死するだろう。
　だが、京也はそんな悠長な真ま似ねはしない。ブリザードはあくまでこちらの視界と動きを封じるのが目的で、どこかからか止めを刺さしに来るに違いないと思ったからだ。
　──しかし、そうではなかった。
「え──？」
　突とつ如じよ、暁月の視界が朱に染まった。
　それは、暁月の全身から吹き出したおびただしい量の鮮せん血けつだった。
　……まさか。
　凍えるような寒さの中、最早全身の感覚を失い、痛みすら感じぬ状態で。
[image: 画像]
　暁月は気が付く。
　このブリザードこそ、京也がこちらへ止めを刺すために放った魔法なのだと。
　吹き付ける無数の雪──その一つ一つが、何もかもを斬きり裂く鋭利な刃やいばだったのだと。
　その事実を理解した時。
　大量出血によって急激に意識が失われ、凰沢暁月は前のめりに倒たおれた。
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「ここまでか……もう少し遊べると思ったんだけどね」
　氷神京也はやれやれと呟つぶやくと、空間を元の状態へと戻した。
　京也と暁月の意識と肉体は、実想空間から美兎の居る室内へと帰き還かんする。
　そして京也は、血まみれで倒れている暁月を見下ろした。
　可能なら、美兎の力を上乗せした『対極消滅ダブルデリート』を試ためしてみたかったのだが、
「流石さすがにここで使うのは、ね……」
　京也の概念能力である『対極消滅ダブルデリート』は、全すべてを消し去る光を放つものだ。
　ただでさえ威いり力よくが高すぎるその技わざに、美兎の超高次生命体の力を上乗せする──その結果がどうなるかは、京也も想像がつかない。実想空間での戦闘は、基本的にこちらの空間には影えい響きようを及ぼさないが、超高次の力の可能性は無限大だ。下手に使用すれば暁月だけでなく、空間を超えてこの部屋に到とう達たつし、美兎とのリンクシステムまで消しよ滅うめつさせてしまう可能性があった。何より、
　……これ以上を彼に望むのは酷こくだろうしね。
　暁月はここに来るまでに、海堂やセキュリティプログラム、ザッハークコピーと戦うなど、かなり力を消耗してしまっていた。
　とはいえ──暁月が万ばん全ぜんの状態であっても、どの道結果は同じだっただろう。
　自分と美兎とのリンクは、既に七十％を超えている。
　それは超ちよ高うこ位うい次元生命体としての彼かの女じよの力の七割を、京也が使えるという事だ。
　人が本来操れる力を大幅はばに上回っているため、まだ完全に使いこなす事はできないが──それでも単純な力だけで考えれば、他のコクーンメンバーではもう自分の相手にはならない筈はず。例外があるとすれば、
「ミハエルぐらいかな……今の僕と正面から戦えるのは」
　暁月の兄にして、コクーン最強の男。彼だけは他のメンバーとは格が違う。
　──それに、他のメンバーにしても戦い方次し第だいでは結果は解らない。
　勝負とは、必ずしも強い方が勝つとは限らないのだから。だが、
　……もう少しリンクが進めば、そんな僅わずかな可能性すら完全に消滅する。
　京也は笑みを深くした。たとえ、戦闘では何が起こるか解らないとしても。
　絶対的な力の前には、全ての可能性が無意味となる。
　人は──神には決して勝てないのだから。
「さて……それじゃあ仕上げに入ろうかな」
　そう言って、京也は暁月を見つめる眼めを細めた。
　凰沢美兎の心の支え。最後の希望。
　その暁月を殺せば──美兎の自我は崩ほう壊かいし、意識は完全に消失する。
　そうなれば京也の支配力が一気に強まり、リンクはさらに進む筈。
　美兎だけでは足りない。京也が神への階段を上るためには、暁月が必要だったのだ。
　だから、
「感謝するよ凰沢君……彼女にとって掛け替えのない存在になってくれて」
　京也は暁月へと手をかざした。そして、そのまま暁月を自分の舞ぶ台たいから下ろそうとして、


「そいつは気が早えよ──」


　どこからともなくした声と共に、京也の右腕に金色の鎖くさりが巻き付いた。
「これは──」
　京也がそう呟くと同時、背後の扉とびらを吹き飛ばしてこの空間へと入ってきた者がいた。
　そして瞬く間にこちらとの距きよ離りを詰つめてくる。
　このＪＰＮバベルに居た、もう一人の朱の黄昏──海堂元もと春はるが。
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　疾しつ走そうを行なう海堂には、京也との戦闘に関して、自身に課している条件があった。
　それは短時間での決着だ。
　──京也は、恐らくティアナを退け、さらに暁月も圧倒した。
　海堂の実力は、そんなティアナや暁月と大差がある訳ではない。
　だがそれは、以前までの京也も同じだった筈だ。
　ところが──京也はティアナと暁月を圧倒し、圧勝して見せた。
　それは何も、二人が弱かったからではない。
　美兎の超高次生命体としての力を得ている京也が強すぎるのだ。
　……だとしたら。
　戦闘を長引かせる程、地力の差で不利になってしまう。
　それでも退けず、負ける事もできないなら──速攻による攻こう撃げきで一気に倒すしかない。
　幸いにも、今の海堂は『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を再び使えるようになっていた。
　思考を操あやつられていた美兎から受けた精神波の影響が消えたのだ。
　ならば──後は戦闘の組み立て次第で勝負は可能。
　海堂は、暁月のように馬ば鹿か正直に正面から行こうとは思わない。
　勝たなくてはならない戦いであれば、不意打ちも反則も容赦なく使う。
　そして海堂は既すでに、不意打ちの『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』によって京也の腕を絡め取っていた。
　行けると海堂は判断する。
　だから行く。
「────」
　一瞬で領域に入り、さらなる加速を行なって。
　海堂はまず、自分の左手と京也の右手を繋いでいる『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を上下に振ふるった。
　呼応するように波打った鎖は、京也の身体を強ごう引いんに宙へ引き摺り上げ、そのまま床へと叩たたき付ける──その直前で、
「──いきなり危ないな、海堂君」
　京也が体を捻り、足から着地した。
「おいおい、余よ裕ゆうの対応とかマジかよ」
　最も重要な不意打ちの初手が失敗に終わった。京也に与えたダメージはゼロ。
　──だが、海堂元春は構わない。
　左手で『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を発動させながら、右手に実体の鎖を武器として具現化。
　振り下ろしの一いち撃げきを放つこちらに対し、横への回かい避ひを行なおうとした京也に、
「──避さけさせねえって」
　海堂は、京也の腕を取っている『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を引く事で体勢を崩くずさせた。実物の鎖が京也へと迫せまり──しかし、京也はとっさに身体を捻ひねるように回転させながら横へと回避。
　床へと叩きつけられた鎖が、甲かん高だかい金属音を鳴らし、床を直線状に斬り裂さいた。
　超高速で振るわれた鎖が刃と化したのだ。
「まるで剣けんのような切れ味だね……避けて正解だったよ」
「ちぇっ……腕か何かで受けてくれりゃ、スッパリ行けたんだが──な！」
　余裕を崩さない京也に対し、海堂はそのまま横薙なぎに実物の鎖を振るい、連続攻撃へと繋つなげてゆく。
　対する京也は巨きよ大だいな聖剣を具現化した。そして、
「ハッ──！」
　左手一本で斬撃を繰くり出して実物の鎖を断たち切きると、一気に海堂へ向かって駆かけ出した。
「へっ……やっぱそう来るかよ！」
　鎖という武器が苦手とする近きん距きよ離り戦せん闘とうを仕し掛かけてくる気だ。
　──しかし、そうなる事は海堂も想定済み。
　だから、海堂もまた前へ出た。
「…………？」
　こちらの意図が読めずに眉まゆを顰めた京也に対し、
「やれないと思ったかよ──鎖使いに接近戦は」
　海堂はフンと笑った。
　そして実物の鎖の具現化を解くと、右手にも『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を発動する。ただし可能な限り一つ一つの環を極小サイズに落とし込み、それらを寄せ集めるようにしてある形状を構成。
　そのまま固定すると、海堂の手の中に生まれたのは鎖の剣だ。
「器用だね君は」
「ああ、まあよ──行くぜ！」
　感心したように告げる京也に、海堂は自分から斬り掛かった。
　対する京也は聖剣を振るい──ぶつかり合った剣と剣が火花と共に金属を打ち鳴らす。
　互たがいの片手を鎖で繋ぎ、近きん距きよ離りで剣撃を交かわし合うその様は、まるでチェーンデスマッチ。
　連続して金属音が鳴なり響ひびく。海堂と京也の剣の腕は互ご角かくだった。
　だから形勢を有利なものとするため、先に海堂が動いた。
　互いを結ぶ『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を操り、京也の体勢を崩しに掛かる。
「──っ？」
「悪いな」
　とっさに身体のバランスを失った京也に、海堂は斬撃を叩き込もうとし、
「──悪いね」
　しかしカウンターでの京也の魔法が完成する方が僅かに早かった。
　と同時、海堂の足あし下もとから無数の氷の錐きりが発生する。
「ちっ──！」
　海堂はとっさに宙へと飛んで、串くし刺ざしを回避。そのまま京也の背後へ飛びながら、
「なら、こっちを喰らえ！」
　叫さけぶと同時、虚こ空くうから生じた無数の『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』が京也へと向かって解き放たれた。
　全方位から降り注ぐ鎖の雨は、言わば広範はん囲い攻こう撃げき。
　それは京也から回避可能なスペースを奪うばって。
　直後──室内に連続した轟ごう音おんが響き渡わたった。
　無数の『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』が、突つき刺さるように床ゆかを貫つらぬいたのだ。だが、
「なっ──？」
　海堂は驚おどろきを露あらわにした。
　──京也は無事だった。
『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』は、まるで京也の周囲だけを避けるように床に刺さっていて。
　その現象がどうして起きたのかを、海堂は目もく撃げきしていた。
　京也に当たる直前で、『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』が唐突に掻かき消されたのだ。
　先さき程ほどまで京也の右手を捕らえていたものも消滅している。
　……こいつか！
　海堂元春は確信する。
　恐おそらくこれこそが、朱の黄昏やコクーンを超ちよ越うえつするために、京也が手にしたもの。
　この世界の頂点に立つ者達たちが誇ほこる概がい念ねん能力すら無効化する、超ちよ高うこ次うじ生命体の力だ。
　そして、
「──今度は僕の番だよ」
　京也が笑みと共に、空いた左手を横に一いつ閃せんした。
　薙ぎ払う動作と共に放たれたのは爆炎魔ま法ほうだ。
　……やべえっ！
　海堂は反射的に息を呑んでいた。
　京也はこちらの概念能力を無効化できるのだ。
　恐らくあの魔法は、海堂の絶対障壁では防ぎ切れない。
　とはいえ海堂はまだ宙に居る状態である。回避は不可能。
「だったら──！」
　海堂は新たに『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を発動しながら、右の手で宙に魔法陣を描いた。
　紡ぎ出されたのは、クロウリーの六芒星。
　生み出されたのは、魔ま法ほう攻こう撃げきから暁月の斬撃までをも跳ね返してきた透明の防護障しよ壁うへきだ。
　そして障壁とぶつかった京也の魔法は──しかし、跳ね返る事なく爆ばく発はつを起こした。
「があああああああぁぁぁぁぁ────くっ！」
　その衝しよ撃うげきに、たまらず海堂は後方へと吹ふっ飛ばされ、それでもどうにか足から着地した。
　すると、
「成る程。直ちよ撃くげきを避けるため、障壁を単純な遮蔽物として利用したんだね」
　京也がむしろ楽しそうに
「流石さすがに衝しよ撃うげきまでは殺せなかったみたいだけど──うん、良い判断だ」
「そりゃどうも……」
　と、苦い表情で海堂。
　……こりゃ想像以上にキツイな。
　長引かせると不利になるのは解わかっていたが、やはり今の京也を倒す事は容易ではない。
　このままでは、向こうに一気に押おし切られてしまうだろう。
　とはいえ、今の京也が異次元の強さを持っているのは、最初から解っていた事だ。
　……さて、もう一度攻こう撃げきのチャンスを作らないとな。
　そのためには、一いつ瞬しゆんでも京也に隙すきを作らせる必要がある。すると、
「へえ……まだ戦うつもりなのかい？」
　と京也が言った。
「力の差は解っているだろうに……意外だね、傍ぼう観かん者の立場を貫いてきた君が逃げ出さないとは」
「俺も意外だよ。こういう面めん倒どうな事は、絶対に俺の役じゃねえのによ……」
　ただ、と海堂。
「ここでお前を放っておくと、もっと面倒な事になりそうなんでな」
　だから逃げない。
「僕は構わないけど……良いのかい？　君に、これ以上打つ手があるとは思えないが」
「ん？　そうか？」
　しれっと海堂は言って、
「──なら、一泡吹かせてやるよ」
　と宣言したのと同時、海堂は『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』で攻撃した。
　──京也ではなく、頭上の美兎に対して。
「っ？」
　初めて京也が驚きよ愕うがくの表情を浮かべ、その姿が掻かき消えた。
　刹せつ那なの高速移動で宙へと跳とんだ京也は、海堂の『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』から美兎を庇うようにして中間の位置に立ちはだかる。そして左手で『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を無効化し、
「まさか彼女の方を狙ねらうとは──」
　呟いた京也のすぐ真後ろで、
「──おいおい物騒な事を言うなよ、アッキーにバレたら殺されちまうだろ」
　と、一瞬で背後を取りながら海堂。
「お前さんの動きを誘ゆう導どうして、隙を作るためのフリだよフリ」
　そう告げた時にはもう、『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を発動した右の手を振るっている。だが、
「残念だけど無む駄だだよ──」
　振り向き様に京也が言った。
「今の僕ぼくに概念能力は通じない」
　そして。その言葉の通り、京也に触ふれた瞬しゆ間んかん、『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』が掻き消された。
　だが、
「な──」
　京也の眼が驚きに見開かれた。
『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』を無効化され、空になった筈の右手に海堂は光るものを握にぎっていた。
　ナイフだ。海堂は、その短い鉄の刃を京也の首筋へと突き刺した。
「────っ」
　頚動脈を貫かれ──ビクンと京也の身体が震えた。
　しかし、海堂元春は手を止めない。
　そのまま強引にナイフを振り抜ぬいて。
　次の瞬間──切り裂かれた京也の喉から、一気に鮮血が吹き出した。
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　──全ては海堂の布石だった。
　ティアナが負けたのだ。超高次生命体の美兎も手に入れている。
　京也に概念能力が通じない可能性は考こう慮りよしていた。
　だから、この場所へ来る途とち中ゆうで調理室へ立ち寄り、密かに入手しておいたのだ。
　京也を殺すための鋼の牙きばを。
　そして突とつ入にゆうからすぐの決着を狙っての連撃から、即そく座ざの『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』の発動。
　それを京也に無効化させる──そこまでが海堂元春の布石。
　概念能力を囮おとりにする状じよう況きようを組み立て。不意打ちで美兎を狙って動どう揺ようを与え。
　しかし防ぼう御ぎよを間に合わせて安あん堵どさせ。
　そこまでを行ない、ようやく京也の僅かな油断を誘さそう事に成功したのである。
　全ては──この小さな牙を京也に突き立てるために。
「──残念だったな」
　床の上で、血溜まりの中に倒れている京也に海堂は告げる。
「人間を殺すだけなら、大層な魔ま法ほうや武器なんざ必要ねえんでよ」
　そこで、ふうと溜ため息を一つして、
「さて、と……おーいアッキー、大だい丈じよ夫うぶか？」
　そう言って海堂は暁月の方へと向かって歩き出した。
　その直後だった。背後から激しい衝撃を喰くらったのは。
「ぐあああああああああぁぁぁぁぁっ」
　それが爆炎魔法によるものと解った時には、海堂は十ｍ以上を吹っ飛び壁かべへと激しく叩き付けられていた。
「……くっ」
　完全に虚きよを突くタイミングでの攻撃をまともに受けた。
　揺ゆれる視界の中、冷たい声が聞こえてくる。


「確かに人を殺すのに、大層なものは必要ないよ──ただし、人を殺すならばね」


　海堂元春は見る。
　血溜まりの中から、京也がゆっくりと立ち上がる姿を。
　──そして、有り得ない事が起きた。
　床に大量に散乱していた京也の血が、まるで巻き戻もどし再生のように京也の首へと戻り始めたのだ。
「な……」
　呆ぼう然ぜんとなる海堂の眼の前で、最後の一滴てきまでもが京也の体内に戻って。そして京也がスッと眼を開けると、その首にはもう──ナイフによる傷は微み塵じんも残っていなかった。
「く……化け物かよ……」
　呻うめくような声を搾り出した海堂に、京也は笑いながら手の平をかざした。そして、
「その呼び名は好きじゃないな……『神』と言って欲ほしいね」
　そう告げると同時、無数の炎塊が海堂へと放たれた。
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　京也が放った魔法による爆ばく煙えんが収まると、室内は静かになった。
　聞こえてくるのは、美兎とリンクしているシステムの駆動音だけだ。
「へえ……」
　氷神京也は、自分が炎塊を叩き込んだ場所を見て、感心したように眼を細めた。
「てっきり、吹き飛ばしたとばかり思っていたんだけどね」
　向ける視線の先──壁かべ際ぎわに、海堂元春が倒たおれていた。
　京也が使用したのは、超ちよう高熱の爆ばく炎えん魔ま法ほうである。
　しかも、海堂の絶対障しよ壁うへきならば突とつ破ぱする事が可能なものだ。
　それでも海堂が消し炭にならずに済んだのは、辛かろうじて先程の防護障壁を張る事に成功したからだろう。クロウリーの六芒星を描えがく事で生みだす海堂のあの障壁は、恐らく特とく殊しゆな構成によるものだ。京也の氷の障壁による絶対防ぼう御ぎよとも異なる。
　……多分、彼かれの概念能力によるものなのだろうね。
　直接触れた概念能力ならば無効化できるが、放った魔法は京也から離れてしまう。
　絶対障壁は突破できても、概念能力の無効化まではできないだろう。
「──今はまだ、ね」
　京也は冷れい笑しようを深くした。
　海堂が展開したのは、概念能力による障壁。しかし、それでも衝撃と熱波までは防ぎ切れず、海堂は完全に意識を失い、床に倒れ伏している。
　──それが意味するものは何か？
　最も早はや通常の魔法でも、敵の最強の能力にして最後の切り札──概念能力を突破できつつあるという事だ。
　美兎とのリンクは、現在進行形で上じよう昇しようしている。暁月が倒れたのを目まの当あたりにしたからだろう。絶望からか、リンクの上昇速度が高くなっていて。
「そろそろ、供給を絞らないと危険かな」
　嬉しい悲鳴と言うべきか。京也が懸念しているのは、強すぎる力の弊害だ。
　京也はまだ、超高次生命体の力に慣れていない。
　使いこなすまでには、まだしばらくの時間と試用が必要になる。
　そんな状態でリンクだけがどんどん進めば、どうしても強大な力を持て余す。
　力を使うのではなく、力に使われてしまい、こちら側が振り回されてしまいかねない。
「『Ｙ計画』でも、超高次生命体の力は通常で六十％程度しか発動させない事になっているしね……」
　無む闇やみにリンクを高めすぎては、京也の方が影えい響きようを受け、呑のみ込まれる危険性がある。
　──美兎の力と、美兎の精神に。
　よって、京也は思案する。
　倒れている暁月と海堂──二人の内、どちらから先に止めを刺すべきかと。
「まあ……ここは海堂君かな」
　暁月が死ねば、恐らく絶望を得た美兎の精神は完全に消しよ滅うめつする。
　そうなれば、一気にリンクが進むだろう。
　ならば、まずは海堂の方から始末した方が急激な変動のリスクが少ない。そして、
「……え？　ああ、成なる程ほど……そうかもしれないね」
　京也はふと、頭の中に響く声を聞いた。
　それは京也がよく知る者の声──今は異世界アレイザードに居る一人の女性の声だ。
　笑えみを含ふくんだ彼かの女じよの声が告げる。
　──むしろ、暁月は殺さない方が良いのではないか、と。
　情けを掛かける訳ではない。敢あえて生かしておく事で、美兎の精神と超高次生命体の力をコントロールするデバイスとして暁月を利用してはどうかと言うのだ。
　暁月を洗脳し、美兎の精神と力を操るのに都合の良いリモコンとなるように。
　美兎の意識が完全に消滅すれば、力の制御の全すべてを京也が行なわなくてはならなくなる。
　だが暁月を利用できるならば、むしろ美兎の意識を残しておいた方が、コントロールは容易な筈はず。
　そうして、京也が超高次生命体の力に慣れ、自分一人で完全に使いこなせるようになれば、暁月は用無しとして始末し、美兎の精神を消滅させる。
　反対に制御が難しいようであれば、暁月を永遠に利用すれば良い。
「うん……そうしようかな」
　冷笑を浮かべ、京也が動き出そうとした時。
「……ん？」
　ふと京也は、微かな揺れを感じた。
　何事かと眉を顰ひそめると、すぐにその答えは明らかになった。
「これは──」
　呟つぶやくように言いながら、何が起きたのかを氷神京也は理解する。
　ＪＰＮバベルのコントロールシステムがダウンし、完全自閉状態が解除されたのだ。
「成る程……そういう事か」
　京也は、視線を再び倒れている海堂へと向けた。
「これが君の狙いだったんだね、海堂君」
　なぜ海堂が逃げもせず、コソコソと動き回っていたのか、その目的がようやく解った。
　最上階で繰り広げられた遥と遼りよ平うへい・美み奈な巳みの戦せん闘とうに助太刀に現れたのは、ただの気まぐれでも、遥を助ける事が目的でもなかったのだ。
　遥は、生徒会室の端たん末まつが戦闘で壊れたため諦めたようだが、海堂の目的は端末ではなく別のものだったのだろう。
　恐らく──それは回線だ。
　……それも、このＪＰＮバベルの統括担当コクーンである僕のね……。
　京也が使用する端末は、コクーンという立場上、このＪＰＮバベルの全てを司つかさどる事が可能なようになっている。当然、その回線も独立した特別なものを使用していて。海堂は端末というデバイスではなく、配線を調べて京也の回線を探し、そして利用したのだろう。
　詳しい方法までは解らないが、海堂が使用する概念能力は鎖くさりだ。
　それは縛しばるだけではなく、繋ぐ事もできるもので。
　何らかの形で自分と京也の使用する回線を繋いだ──という事は考えられる。
　無論、京也のように全てをコントロールする事はできないだろうが、それでもウイルスか何かを侵しん入にゆうさせるだけならば可能かもしれない。
　しかし、
「──そこまでしておきながら、甘さが捨てられなかったんだね」
　京也はフッと笑った。
　このタイミングでシステムがダウンしたという事は、恐らく時限式かリモート式の仕掛けをしたのだろう。今は意識を失っている事を考えると、可能性が高いのは時限式の方か。
　恐らく。本当なら海堂は、システムがダウンするタイミングでこちらへ不意打ちを仕掛けるか、もしくは戦闘の最中にそれを発生させてこちらの動揺を誘うつもりだった筈だ。
　しかし、あれ以上突入のタイミングを遅おくらせては、京也が暁月に止めを刺さしてしまっていただろう。だから海堂は作戦を変へん更こうし、京也に戦闘を仕掛けるタイミングを早めたのだ。
　暁月を助けるために。
「僕の力を削ぐ事が目的だったんだろうけど……」
　と京也。
「君には悪いが──何の影響もないんだよ」
　何な故ぜなら、
「完全自閉状態は、いつまでも続けるつもりはなかった。最初から解くつもりだったんだよ……君達を倒し、ある程度のリンクが進んだ後にね」
　そして今。
　氷神京也はティアナ・ランドハウゼンを倒し。凰沢暁月を倒し。海堂元春を倒した。
　最早、邪じや魔ま者は一人もいない。
　また美兎の力の出力とリンクは、充じゆ分うぶんすぎる程の状態で。
「……そろそろ頃ころ合かな」
　そう言って、京也は懐ふところから小型端末を取り出すと、オンラインへ接続。
　まずは現在のＪＰＮバベルの状況について、世界がどれだけ気が付いているかを確かく認にんし、
　……やはり、ある程度の情報は拡散してくれているみたいだね。
　深夜という時間帯に加え、システムの一いつ斉せい更こう新しんという事で、生徒・スタッフのほとんどが現在ＪＰＮバベルを離れている。寮を利用している者も、今日だけは市街地のホテルなど、こちらが用意した宿に泊まっている状態だ。
　だが──それでもこの特別自治区にはＪＰＮバベルの関係者が数多く存在する。
　彼らはバベルが完全自閉状態に入った事には既すでに気が付いているだろうし、日本空軍の戦せん闘とう機きがこの特別自治区の上空を飛んでいた事は見ていた筈で。
　さらに戦闘機が爆発し、おまけにバベルの光まで使用したのだ。
「良い反応だね……」
　氷神京也は確認する。
　この特別自治区を発信源に、既に現在の状況が世界中に知れ渡わたっている事を。
　世界が今、ＪＰＮバベルの動向を注視している。
　──よって、全ての準備は整っていた。
　だから。
　氷神京也はそれに応こたえた。
「世界中の皆みなさん。突とつ然ぜんこのような呼び掛けをしてしまい、すみません……僕はＪＰＮバベル担当、コクーン№Ⅹの氷神京也です」
　京也は、自らの肉声をオンラインで全世界へと発信した。
　受け手の国と地域に合わせて、言語の翻訳変換を行なうシステムを通して。
　世界中が京也の声を聞く。
「既にご存知の方もいらっしゃると思いますが、数時間前からたった今まで、僕が管理しているＪＰＮバベルは完全自閉状態──つまり、外部からの侵入を遮断する状態にありました。現在、皆さんへこうして状況をお伝えするために完全自閉状態を一時的に解除していますが、最上位の警告レベル７の態勢を崩くずしていません」
　一息、


「そして──これは他のコクーンの了承を得ていない、僕の独断によるものです」


　オンライン上で、世界中が反応を始めた事を確認しながら。
　京也は告げる。
「これから、僕が何故このような真ま似ねをしていたのかについて、ご説明をさせていただきます……まずは、これからオンライン上に公開するこのファイルをご覧下さい」
　そして、氷神京也は携けい帯たい端たん末まつの液えきし晶よう画面に表示されているＯＫボタンを押した。
　と同時。世界へ向けて、一つのファイルが公開された。
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　氷神京也がオンライン上に公開したのは、コクーンの最重要機密のデータだった。
　それは『Ｙ計画』の内容の一部と目的を、解りやすくまとめたファイルだ。
　発信する音声と同じく、開かれる場所によって言語変換を行なうプログラムが添付されたそのデータは、瞬く間に全世界の人々の目に晒されてゆく。
『Ｙ計画』──正式名称は『ヤハウェ計画』。
　絶対の唯ゆい一いつ神の名を冠するその計画は、この世界の全てを司る事が可能な超ちよ高うこ次うじ生命体を顕現させ、それをコントロールする事で完全な秩序を構築し、コクーンがその管理を行なう事を目的としている。
　──京也が公開した『Ｙ計画』のデータには、人間を含む地球を一つの生命体として考える『ガイア理論』の観点から、以下のように記されていた。
　人間は技術だけを進歩させながら、その精神と魂たましいの成長を自らの意思で止めていると。
　あらゆる罪を犯おかし、戦争で殺し合い、環かん境きようを破は壊かいし続けていると。
　有史以来、一定の周期で発生してきた異常気象の多くは、そうした人間に対する『この世界』の拒きよ絶ぜつ反応で。言わば、体内に増殖した悪い菌を減らすための生体防御のようなものと考えられないかと。
　よって。その『世界の意思』──神のような存在の意思をコントロールするか、もしくはそれ以上の力を手に入れる事ができれば。
　人という種が直面している、あらゆる困難から抜け出せるのではないかと。
　──それをコクーンの手で行なうというのが、『Ｙ計画』の目的であり目標だった。
　世界の管理者という言葉だけのものではない。人の意識から発生する事象まで、あらゆる事が管理できるようになるため、実現すればコクーンはそれこそ神に等しい存在となる。
「──ご覧頂いているこのファイルは、コクーンの究極目標である『ヤハウェ計画』について記してあるものです」
　その内容を公開した上で、氷神京也は告げる。
「僕もコクーンです。これまでその一員として、我々の目指す理想を実現するために努めてきました。この『ヤハウェ計画』ならば、この世界から今ある争いや苦しみを無くす事ができるかもしれないと。この世界がもっと良くなると──そう信じて」
　そこまで言って、京也は少し間を置いた。
　人々が状況を理解し、考える時間をしっかりと与あたえて。やがて世界に問う。
「ですが──本当にそうでしょうか？」
　声のトーンを僅わずかに落としながら、
「この世界を操れるような、神にも等しい力……もしそんなものが手に入るというなら、それこそ各国と充分な議論を行なってから、段階的に試験運用していくべきものです。しかしコクーンはこの計画を秘密裏に進め、その力を自分達たちだけのものにしようとしている……僕は、それを間違いだと思うんです」
　はっきりとした口調で、
「そう……コクーンは間ま違ちがっている。既に世界の管理者という立場を得ている僕らは、先進七カ国による新国連Ｇ７の上に立ち、現在のこの世界の行く末の最終決定を行なっています。魔法などの特殊能力や、異世界の技術なども管理している。その力は既に絶大なものなんです。それこそ『朱あけの黄たそ昏がれ』のような反抗勢力を生んでしまう程に。なのにこの上、それを超こえるような凄すさまじい力を手に入れ、さらには独占しようとしている。自分達だけの理想を追い求めて」
　でも、
「誰だれが何と言おうと、それは絶対に間違っている。そして、そうやって間違いを犯すような者に、神にも等しいような力を与えてはいけない……そう思ったのは、他ほかならぬこの僕個人が手に入れてしまったからなんです」
　一息、


「コクーンを超える力を──コクーンが求めている超ちよ高うこ位うい次元生命体を」


　だけど、と京也は言葉を繋げる。
「手に入れて解わかりました。この力は強大すぎる……だから、決めたんです。コクーンの立場を捨て、皆さんにこの事実を公表し、信を問おうと。コクーンに運命の全てを委ねるのではなく、この世界と自分達の未来は皆で話し合い、共に切り開くべきではないかと」
　そして、
「もし皆さんが望むなら、僕の手でコクーンという存在を無くしても構いません。それだけの力が、今の僕にはありますから」


14


「成る程……そういう事だったか」
　京也の演説を聴いていたセシル・エンドハートは、得心がいったとばかりに呟いた。
　特別自治区にある、とあるシティホテルのスイートルーム。
　バスローブ姿でくつろいでいた彼女は、ようやく理解する。
「フェニックス細さい胞ぼうを追い掛けて来てみれば、まさか超高次生命体とはな……」
　道理で自分や、魔ま眼がん使いのめめこでも現状や先が読めない訳だ。
　これなら、なぜ京也が暴走とも思えるような独断の動きを見せたのか、全て説明がつく。
　──京也はこの世界で唯一、コクーンや朱の黄昏を超ちよ越うえつできる力を手に入れたのだから。
　恐おそらく海堂は、この事を知っていたのだろう。
　だからこそＪＰＮバベルから離れる事なく、めめこに「独自に動く」と告げたのだ。
　それでも、こちらへ超高次生命体の存在について報告しなかったという事は、
　……多分、暁月にとって大切な存在なのだろうな。
　セシルは大方の事情を推察する。
　だからこそ数時間前。暁月は、このホテルの前をスレイプニルで駆かけ抜ぬけたのだろう。
　風をも上回るような、凄まじい速度で。
　しかし。
　超高次生命体などという強大な存在は、世界のバランスを崩しかねない力を持っている。
　それはセシル達『朱の黄昏』にとっても、不都合な存在になり得る危険性を孕んでいて。
　──だが、もしこちらが危害を加えようとすれば、暁月は決して許さない筈だ。
　よって現在の状じよう況きようは、可能なら暁月を敵に回したくないという海堂の判断なのだろう。
　……まあ、それなら良いさ。
　ようやく見つけたお気に入りなのだ。
　セシルとしても、好んで暁月を敵に回したい訳ではない。
「……とはいえ」
　セシルは自分の携けい帯たいに表示されている、京也が公開したファイルに視線を落としながら、
「内部告発を装うとは、上手いやり方を選んだな……」
　世界の管理者たるコクーン。
　彼らは先進七カ国による新国連Ｇ７を司り、現在のこの世界の行く末を決定する存在だ。
　京也はその立場とカリスマ性を持ちながら、コクーンの究極目標について疑問を提起。
　あたかも過あやまちであるかのように思考誘ゆう導どうした上で謝罪を行ない、コクーンという存在への糾きゆ弾うだんを行なった。
　……しかも。
　ポイントは「皆で一いつ緒しよに」と、世界中の人々の味方になると訴えている点だ。
　現在の世界では、コクーンが絶対的な正義を謳ってはいるものの、その力と存在を快く思っていない者は少なからず存在する。それこそ、セシル達『朱の黄昏』のような、表立ったコクーンへの反抗勢力──テロリストと認定されている者以外で。表面上は従うフリをしていても、裏では不満を抱いだいている国家や政府、団体は少なくないのだ。
　そんなコクーンの究極目標について、メンバーの一員である京也が疑問を提し、間違いだと糾弾する事で、自分だけに求心力と権力が集まるようにする……というのが京也の目もく論ろ見みなのだろう。
『──皆さん、よく考えて下さい。無理に僕の考えに賛同していただく必要はありません。ただ……どうかご自分が正しいと思われる決断をして欲ほしい。僕の願いはそれだけです』
　京也の、世界への訴えは続いていた。
　自分達に黙だまってとんでもない計画を進めていたコクーンに、このまま好きにさせるか。
　京也と共にコクーン以上の力を手に入れ、新たな可能性を手にするのか。
　すぐに決断する事はできないだろうが、もし京也の言っている事が──京也がコクーンを超越するような力を手に入れているとしたら。
　世界がどちらの選せん択たく肢しを取るかなど、考えるまでもないだろう。
　たとえ──京也が口にしている「皆と共に」という言葉が、全くの偽りだとしても。
　これで、ただでさえ世界の管理者であるコクーンの立場とカリスマ性を持っていた京也は、それをさらに上回る唯一の存在と化す事になる。
　そして。この真相を暴露された事で、コクーンは、これまで得ていた権力と信しん頼らいを失うリスクを負う羽目になった。
　……まあ、まだコクーンも手を打てる段階だろうが。
　コクーンとしても、このまま京也の好きにさせるつもりはないだろう。
　既に他のメンバー達が、何らかのアクションを起こしている筈だ。
　このまま行けば、恐らくこの特別自治区は京也とそれ以外のコクーンとの戦場になる。
　だが──当然その事は京也も理解しているに違ちがいない。
　それでも公表に踏ふみ切ったという事は、
　……恐らく、既に超高次生命体の力のコントロールに成功しているな。
　京也には、残りのコクーンを敵に回しても勝てる算段がついているのだろう。
　ふむ、とセシルは一呼吸を置き、
「こちらとしては、連中が殺し合う分には何の問題もないが……どうしたものかな」
　超高次生命体が絡んできているのだ。
　最早このまま事態を成り行きだけに任せるのは、少々危険な領域に入りつつある。
　コクーンが京也を倒たおせば、今度は連中が『Ｙ計画』を進めるだろうし。
　京也がコクーンを倒せば、それこそ京也の力は絶対なものとなってしまう。
「……海堂とティアナは敗れたか。まあ仕方ないだろうな……」
　無理もない。事は既に、あの二人だけでどうにかできる領域を超えている。
　……そして。
　セシル・エンドハートは思う。
　恐らくは、自分が気に入っているあの青年──凰沢暁月も敗れてしまったのだろうと。
　だとしたら、やはり自分がこの特別自治区に残っていたのは正解だった訳だ。
　生あい憎にくだが、氷神京也にも、そしてコクーンにも好きにさせるつもりはない。
　よってセシル自らが介入する事を決断し、動き出そうとした時だった。


『………………待て、よ……』


　京也が発信する音声チャンネルに、京也を制止する別の声が入ったのは。
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　氷神京也は、己おのれを制止する声の方へと振ふり返った。
　見れば、視線の先にはボロボロの状態の暁月が立っていた。
　その身体は、僅かに青白い光を放っていて、
　……そうか。
　京也は思い出す。暁月の錬環勁氣功には、自己治ち癒ゆり力よくを高める使い方もあったのだと。
　最も早はや瀕ひん死しの状態に変わりはないが、それでも立ち上がる程度には回復できたという訳だ。
　……やれやれ、大した足あ掻がきだね。
　まさか、こんな形でこちらの邪魔をされるとは。
　……さて、どうしたものかな。
　世界へ向けて発信している音声に、自分以外の声が入ってしまった。
　しかも、その声にはこちらを否定する感情が込められている。
　ここで配信を止める事もできるが、もしこのタイミングで突然そんな真似をすれば、世界に不信を与える事になってしまうだろう。
　……ならば。
　氷神京也は決意する。
　世界の頂点に立つために、自分はこのアクシデントを──凰沢暁月をも利用すると。
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　そして世界は、二つの声のやり取りを聞いた。
　一人は共に世界の未来を考えようと言った氷神京也。
　もう一人は、名前すら解らない青年で。
　口火を切ったのは、正体不明の青年の方だった。
『まるで自分が世界を良くするようなご高説だったが……要は「コクーンよりもっと凄え力を手に入れたから、自分はコクーンに取って代わる。だから自分に従え」ってな話だろうが。コクーンを批判しておいて、やる事は力での支配じゃ、何も変わりやしねえぜ』
『曲解だね。コクーンに取って代わるつもりなんて、僕にはないよ。僕はただ世界の皆に、このままコクーンに世界の未来の舵取りを任せていたらどうなるかを伝えただけさ』
　ただ、
『勿もち論ろんこの行動と発言の責任は取るつもりだよ。でも、もし皆さんが僕にコクーンの代わりを求めるなら、その願いに応えるし、僕が手に入れた超高次生命体の力をより良い世界を作るために利用したいというなら──僕はその奇跡を起こすだろうね』
『奇跡ね……とんだ神様気取りだな』
『誤解を招く言い方だね。僕は可能性を提示しただけだ。あくまで皆が僕にそれを望むならば、だよ』
『望まれれば、コクーンに代わる世界の管理者にでも、神にでもなるって訳か』
『まさか。ただ、僕が超高次生命体の力を手にした事で、コクーンの存在価値が失われつつある事は事実だよ。コクーンが世界の管理者たりえたのは、異世界からの帰き還かん者の中で最強だったからだ。だからこそ規律を作り、従わせる事ができた』
　それに、
『コクーンは、陰で人々を裏切るかのような計画を進めていた。今さら彼かれらに世界の舵取りを任せようと思う人は少ないと思うけどね』
『それで、今度はお前が世界の舵取りをするって訳か。それで一体この世界の何が変わるっていうんだよ』
『少なくとも、今ある争いはなくせるとも。それこそコクーンですらおいそれと手を出せずにいた世界最強のテロリスト集団・朱の黄昏も、今の僕ならば簡単に滅ぼせる。この世界から、あらゆる脅きよ威ういを無くす事もね。それだけでも世界は良くなる筈はずだよ』
『今の世界のトップ２を倒して、自分がトップに立つって訳だ……だが、そんな強大すぎる力を手に入れた自分が、新たな世界の脅威になるとは思わねえのか？』
『その可能性は否定できない。でも何事にもリスクはあるからね。でも、そうならないために、わざわざこうして世界の皆さんに全すべてを話しているんだ。もし僕が本気で自分の力を悪用しようとしているなら、最初からこんな真似はしないよ』
　何な故ぜなら、
『僕はコクーンのように世界の皆を裏切りたくない──可能な限りこの世界に対して誠実で居たいからね』
　大体、
『君は僕を脅威だと決め付けるような言い方をしているが、僕に言わせれば君こそが脅威じゃないか』
『何……？』
『僕が確保した超高次生命体は、君が召しよ喚うかんされた異世界からこの世界へ戻もどる際に連れて来た存在だった……それは、下手をすればこの世界を滅ぼしかねない行動だ。そんな真似をしておきながら、君はバベルはおろか世界に対しても秘密にしていたね。何故だい？』
『それは……』
『言い難にくいなら僕が言おうか。君こそが、今のこの世界を壊すつもりでいるからさ──そうだろう？』
　一息、
『朱の黄昏の創設者・凰沢剛毅の息子むすこにして、コクーンの現リーダーであるミハエル・アークウッドの弟の──凰沢暁月君』
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　ＪＰＮバベルで行なわれているやり取りを聞いていた者達は、思わず息を呑のんだ。
　コクーンのリーダーと朱の黄昏の創設者が肉親関係にあった。
　それは、現在の世界で考えられる最大のスキャンダルだ。
　さらに耳をすませる世界に対し、言葉を続けるようにして京也が口を開いた。
『敵対している父親とお兄さんの争いのせいで、君は妹さんという大切な家族を失った。それなのに、二人はまだ争いを止めない。だから君は許せなかった……だけど彼らはこの世界最強の二人だ。言う事を聞かせるには力が必要になる。だから君は求めたんだ。コクーンと朱の黄昏を倒すための力を』
『………………』
　京也の言葉に対し、反論の言葉はなかった。
　──だが、しばしの沈ちん黙もくの後。
　やがて、凰沢暁月と呼ばれた青年がポツリと言った。
　一言、
『──悪いかよ』
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『この世界を破壊するつもりだと認めるのかい？』
　笑えみを含ふくんだ京也の声に、
『……コクーンと朱の黄昏を潰つぶす事が、世界を破壊する事になるんならな』
『少なくとも現在の世界はコクーンによって管理されている。君がやろうとしている事は、自分の個人的な復ふく讐しゆうに世界を巻き込むものだよ』
『ならそうかもな。だが、言っておくが俺おれはアンタみたいに超高次生命体の力なんざ借りるつもりはサラサラねえよ。あの二人は俺の手で、俺の力でブン殴ってやらないと意味がないし──何よりそうしないと俺の気が済まないんでな』
　そして。世界は、凰沢暁月という青年の絞り出すような声を聞いた。
『気に入らねえんだよ……世界の管理者を気取っているコクーンも、自分達さえ良ければいいって考えで好き放題やっている朱の黄昏も。そして異世界から戻ってきた奴やつらを一緒くたに危険視して、特別自治区に押おし込めている現状を受け入れてやがるこの世界もな』
　何故なら、
『人を化け物扱あつかいしておいて、何が「安全のため」だ……異世界に行って、ちょっと魔ま法ほうとか覚えて、それで帰ってきただけのガキじゃねえかよ』
　暁月はその声に、徐じよ々じよに感情を込めながら、
『望んでもいないのに、いきなり異世界に放り出されたんだ。俺おれ達たちはただ、帰りたかっただけだ。大切な奴に、家族に、ただ一言「お帰り」って言って欲しくて……だから這いつくばって、泥水啜って、必死になって魔法や戦せん闘とう技術を覚えたんじゃねえか！』
　全ては──生きてこの世界へと帰って来るために。
『それを、テメエらは化け物扱いして家族と引き離はなして隔離しやがって……』
　凰沢暁月は叫さけぶ。
『俺達が……俺達の家族がそんなに沢たく山さんを望んだかよ！　家族なんて、大切な時だけ傍そばに居られればそれで良いんだ！　たったそれだけで良いんだよ！　やっと異世界から帰って来て、再会できたんだ。心も身体もボロボロで……そういう時だろうが、家族が、大切な奴が傍に居て欲しいのは！　傍に居るべきなのは！』
　そして世界は聞いた。
『俺は認めねえぞ……傷付いた奴が、泣いている奴が守られないようなこんな世界は絶対に。今のこの世界をコクーンが決め、俺達の存在が危険視される事が朱の黄昏のようなテロリストの存在だって言うのなら』
　凰沢暁月は宣言する。
『親父と兄貴だけじゃねえ──まとめて俺がぶっ潰してやるよ』
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　凰沢暁月の言葉を、叫びを、世界が聞いていた。
　それは異世界から帰還した者達と、その家族が抱かかえる絶望にも似た悲ひ哀あいだ。
　吐はき出された苦しみは、この世界が眼めを逸そらし続けてきたもので。
　思わず感情移入してしまう者が出始めた時だった。
『──それで？』
　底冷えするような、京也の問とい掛かけが世界の意識を現実へと引き戻す。
『この世界からコクーンや朱の黄昏が消えても、能力者は残る。何も問題は解決しないよ。君が今の世界に不満を抱いているのは解った。壊こわしたいのもね。でも人々が心配しているのはその先だ。提示できるだけの未来もなしに、無責任に破は壊かいだけして、その先はどうするんだい？』
『世界の運命や未来なんざ、俺が偉そうに語れるものじゃねえよ……お前は未来を提示した。自分の力を使って世界を良くするっていう未来を。だが、生憎と俺にはそんな大層な力はねえからな』
　だから、と暁月。
『俺がコクーンと朱の黄昏を倒したら、せめてこの世界の未来のあり方は、その可能性の段階から世界の皆みんなに考えて貰もらうつもりだ』
『無責任だね……世界に責任を負わせるつもりかい？』
『ああ。でも、世界が世界の責任を負う──それが本来の世界の在り方の筈だ』
　一息、
『だから、俺はここでお前を倒すぜ氷神京也。お前のやり方じゃ、俺の助けたい奴らが救われないんでな』
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　京也は暁月の言葉にスッと眼を細め、
「ならば僕は──世界の脅威である君を倒すまでだよ」
　そこまでを言ってオンラインに繋つなげていた音声チャンネルを切断した。
　……やはり想定の範はん囲い内だったね。
　暁月が感情で押してくる事は想像できていた。
　だから暁月の好きなように喋らせたのだ。
　確かに感情を優先する言葉は心を打ちやすい。自分達たちの会話を聞いていた者の中には、暁月の言葉に傾かたむいた人も居るだろう。
　……だが。
　暁月が口にした可能性は、京也にも実行できるものだ。
　──よって何の問題もない。
　これで暁月を倒し、暁月の想おもいを汲んだ可能性をもう一度世界へ提示すれば。
　暁月が集めかけていた世界の心をも、自分は手に入れる事ができる。
　だから。京也が暁月を排はい除じよしようとした時だった。
「──ん？」
　京也は再び、自分が立っている床ゆかが揺ゆれたのを感じた。
　否。揺れているのは床というよりも、むしろバベルタワーそのもので。
　……これは外からかな？
　美兎の力を利用して、京也は空中に外の映像を出す。
　すると巨きよ大だいなゴーレムが、バベルタワーを外から攻こう撃げきしていた。
　その頭の上には、幼い少女──桐どう元もと葛葉が立っている。
　そしてその隣となりでは、同じく五い泉ずみ千影がバベルタワーに対して水の魔法を唱えていて。
「アイツら……」
　そんな二人を見て、暁月が呟つぶやくように言った。
　恐らく暁月の演説を聞いて、いても立ってもいられなくなったのだろう。
　援護射撃のつもりなのか、取とり敢あえず外からの攻撃を始めたに違いない。
　やれやれと京也は苦くし笑ようする。
　大人しくしているようなら、放っておこうと思っていたのだが。
　……万が一にも、彼かの女じよとのリンクシステムに異常が出られては困るからね。
　だから京也は冷れい笑しようを浮うかべながら、とあるシステムを発動させた。
　既すでにこの短時間で二度発射してしまっているが、もう一度くらいなら問題はないだろう。
　出力はそのままに、範囲をギリギリまで絞しぼって、
「僕ぼくを倒して、自分の助けたい人達を救うと言ったね凰沢君」
　氷神京也は冷たい微笑みを浮かべる。
「でも。言葉でしか語れない君に、その資格はないよ──何かを守る力もね」
　そう告げると同時。バベルタワーの頂上から閃せん光こうが放たれた。
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　一いつ瞬しゆんの事だった。閃光も轟ごう音おんも、全ては一瞬の出来事で。
　爆ばく煙えんが収まった後。
　先さき程ほどまでと同じ場所を映しているモニターに、巨大ゴーレムの姿はなかった。
　桐元葛葉と五泉千影の姿もだ。あるのはただ、底の見えない巨大な穴だけで。
「氷神ぃぃぃぃぃィィ──ッ！」
　激情を燃え上がらせた暁月が、弾はじかれたように駆かけ出だした。
　全身の痛みも、失われている体力の事も忘れて。
　凰沢暁月は、己の拳こぶしを氷神京也へと叩たたき込む。
　放ったのは骨が砕くだけている右の拳。
　怒いかりによって痛みを無視の対象へと変え、繰くり出したのは渾こん身しんのストレート。
　それが京也の顔面へと吸い込まれて。
　ズドンッ！　という重い音と共に衝しよ撃うげきが駆け抜ぬけた。
　骨が砕け、感覚すら定かではない状態で、それでも得られたのは確かな手て応ごたえだ。
　だが。暁月の拳を喰くらっても、京也は微動だにしなかった。
　浮かべる笑みすらそのままで、
「この程度かい……？」
　まるでダメージを受けていない口調で告げてくる。だから、
「────っ！」
　暁月はとっさに錬環勁氣功を発動した。そのまま一気に『領域ゾーン』へ入ろうと試みる。
　その時だった。パンという小さな音を暁月は聞いた。
「──え」
　それは暁月の右のこめかみの血管が弾けた音だった。
　右半分が朱しゆに染まった視界がぐらりと揺れる。
　と同時。暁月の全身から一気に力が抜けた。
　無理な錬環勁氣功の連続使用により肉体へ負担を掛け続け、本来なら一流アスリートが奇跡的に入れる領域へ、強ごう引いんに何度も入ろうとした者の末路だった。だが、
「ぐ……お、っ……！」
　それでも歯を食くい縛しばり、暁月は倒たおれる事を拒否しようとして。次の瞬しゆ間んかん、
「────ごふっ」
　激しく吐と血けつをした。そして床に膝を付き、しかし意地でも倒れまいとしながら。
　凰沢暁月は聞いた。それは冷たい優しさを込めた声で、


「気が済んだだろう、凰沢君──終わりだよ」


　そう告げられた瞬間。
　至し近きん距きよ離りから浴びせられた衝撃に、凰沢暁月は仰け反るようにして吹っ飛んだ。
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　衝撃によって宙を舞った暁月は、しかし痛みを感じなかった。
　身体からは完全に感覚が失われ、最も早はや身動き一つできなくて。
　そう思った瞬間──急速に視界が闇やみに覆おおわれ、意識が遠のいてゆく。
　……く……、そ……っ。
　薄うすれゆく意識の中で、暁月は思う。
　美兎を助け出すためにも、父や兄の前に立つためにも、自分は絶対に負ける訳にはいかないというのに。このまま自分はやられてしまうのかと。
　そして、自分はまた大切な存在を失うのだろうか。
　妹の時のように。レオンの時のように。
　──無論、あの二つの悲劇の責任が、全て暁月にある訳ではない。
　妹の時は父と兄の争いが、レオンの時は悲しい境遇という原因があって。
　だけど。
　……冗談じゃ、ねえ……。
　それでも。あの時に暁月に強さがあったなら。力があったなら。
　もっと異なる未来だってあった筈だ。
　だからこそ、暁月は力を求めた。
　己おのれの弱さを言い訳にして、運命を呪うだけの自分はもう嫌で。
　そして錬環勁氣功という力を手にしたのだ。もう二度と、悲劇を繰り返さないために。
　身体はもう動かない。腕うでも折れている。
　……でも、まだだ。
　凰沢暁月は諦めない。自分の心はまだ折れていないと。だから、
　……頼む……っ。
　暁月は願った。神にではない。自分自身にだ。
　都合の良い幸運など当てにするつもりはない。
　これまで幾多の苦難を乗り越こえてきた己自身に、凰沢暁月は語り掛ける。
　肉体がとうに限界を迎むかえている事は解わかっている。
　だがお願いだから応えてくれ。
　もう絶望は要らない。絶対に負ける訳にはいかないのだ。
　──だから、凰沢暁月は自分の全てを懸ける。
　これで命が、心が、魂たましいが。凰沢暁月という存在が、根こそぎ燃え尽きる事になろうとも。
　凰沢暁月は錬環勁氣功を発動した。
　己の全てを解放するように。
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　宙を舞った暁月が、勢いそのままに壁かべへと叩き付けられた。
　氷神京也は確信する。これでもう終わりだと。
　暁月の身体は激げき突とつの衝撃で前へと跳ね返り、前のめりに倒れていって、
「…………？」
　しかし京也は瞬まばたきを一つした。暁月が立っていたからだ。二本の足で真っ直ぐに。
　……今のは？
　眼の前で起きた光景に、京也は眉まゆを顰ひそめる。
　暁月が立っている事に驚おどろいたのではない。確かにその事にも驚いたが、
　……問題なのは。
　暁月は前へと、身を投げ出すように倒れかけていた。
　もう少しで地面に激突する所だったのだ。
　それなのに、京也の眼には暁月が身体を起こした動作が見えなかった。
　まるで──その動きを省略したかのように。そして、
「──────」
　暁月が幽鬼のような足取りで、こちらへ向かって歩き出す。
「………………」
　対する京也は、ふと表情から笑みを消した。
　暁月の身体は既にボロボロで、その動きも緩慢なものでしかない。
　だが──否いや、だからこそ。眼の前の暁月に対し、京也は不気味な感覚を得た。
　だから。とっさに意識を集中し、爆ばく炎えん魔ま法ほうを解き放つ。
　ゆっくりとした動きの暁月には回かい避ひを決して許さぬ速度で、炎ほのおの塊かたまりが高速で宙を走った。
　それは最早、どんな絶対障しよ壁うへきであろうと防ぐ事のできない高次の炎。
　そして。京也の想像通り、暁月は回避も防ぼう御ぎよも行なわなかった。
　そのまま炎塊は暁月へと突つき進み、そして激しい爆ばく発はつが巻き起こる。だが、
「な──」
　京也は思わず眼を見張った。
　爆発が起こったのは暁月の背後だ。
　俄にわかには信じられないものを京也は見ていた。
　己の放った爆炎魔法が、暁月の身体をすり抜け、そのまま後ろの壁へ衝しよ突うとつした瞬間を。
　そして暁月は何もなかったかのように、こちらへと歩を進めてくる。
　京也の眼には、暁月が動いたようには見えなかったが、
　……避よけられた？
　考えられる可能性を京也を思い浮かべた。
　今の暁月の状態は、全身から完全に力が抜けているように見える。
　そして極限の脱力は、究極の瞬発を行なうための条件の一つで。
　氷神京也は推測する。暁月は今、最高の初速を発してこちらの魔法を紙かみ一ひと重えのタイミングと動作で避け、再び元の位置に戻もどったのだろうと。
「そういう事か……それなら」
　と、京也は別の魔法を発動した。解き放つのは、実想現実で最後に使用したもの。
　その特性上、絶対不ふ可か避ひのブリザードだ。
　全すべてを切り裂さくダイヤモンドダストで、暁月の最後の抵てい抗こうの力を、命もろとも断たつ。
　……どうせなら生かしたまま利用したかったけどね。
　だが美兎をコントロールするために利用するなら、何も生きている必要はない。
　暁月の存在は、美兎にとって絶大なのだ。
　ならばたとえ死んでいても、動かぬ人形であっても構わないだろう。
　いずれ美兎の精神は、どうとでも操作できるようになるのだから。
　そして。無数に煌く超ちよう低温の刃はが、暁月の全身を飲み込み、


　──その全てが暁月をすり抜けた。


　氷神京也は思わず息を呑のむ。
　……回避じゃない!?

　驚きよ愕うがくした瞬間、暁月が京也の眼前に出現した。
「っ──!?」
　神速の移動ではない。
　先ほどの倒れ掛けの体勢から、直立状態になった時と同じ、起点と終点の中間にある動作を省略したかのように。そして、
「………………」
　暁月は無言のまま、下から振ふり上あげる動きで右の拳を放ってきた。
　折れた手での拳撃だ。大した威いり力よくはないだろうが、
「──っ」
　念のため京也は背後へと跳とび回避を行ない──しかし胴どうに衝撃を受けた。
「ぐっ……!?」
　後方へ吹ふっ飛とびながら、京也は見る。
　振りぬいた状態の暁月の拳は、間ま違ちがいなく京也へは届いていなかった。
　しかし、距きよ離りを取った京也がそれでも攻撃を受けたという事は、
　……っ、遠当てか！
　振りぬいた拳によって生じた衝撃が宙を駆け抜け、こちらを打だ撃げきしたに違ちがいない。
　京也は苦い表情を浮かべながら着地を行なおうとして。
　右の脇わき腹ばらに、重い衝撃が叩き込まれた。
「ゴハッ──なっ!?」
　氷神京也は混乱する。
　正面、数ｍの距離を置いた場所に暁月は居た。今も拳を振り上げた状態で立っている。
　それなのに、
　……そんな事が。
　京也の右にもう一人の暁月が立っていた。と同時、正面の暁月の姿が掻かき消える。
　残像という言葉など生なま温ぬるい。正面の暁月は確かに存在していた。
　何な故ぜなら姿だけではなく、気配もあったのだ。しかし今──暁月は京也の右にいる。
　暁月の技わざの理り屈くつがまるで解らない。
　……っ、とにかく体勢を。
　一いつ旦たん、暁月と距離を取るべきと京也は判断。
　床を蹴ろうとして、しかし京也は己の全身に震えを得た。そして次の瞬間、
「っ──ガハッ!?」
　京也は大量に吐血していた。
　多くの内臓が破は裂れつした激痛に襲おそわれながら、京也は己の身に何が起こったかを理解する。
　右の脇腹に受けた衝撃が突き抜け、体内で爆発したのだ。
　恐おそらくは暁月の氣を体内へ叩き込まれ、それが弾けたのだろう。
　本来ならば即そく死ししていてもおかしくはない状態で、
「…………っ」
　それでも氷神京也は意識を保っていた。海堂にナイフで首を斬きり裂かれた時と同じく、美兎の超ちよ高うこ次うじ生命体の力で半不死身化した京也の内臓が急速に再生されてゆく。
　しかし、床に片かた膝ひざを付く事は避けられず──そんな京也の頭を暁月の右手が掴つかんだ。
「──っ!?　く……ぁ……ぅ」
　骨が砕けている筈はずなのに、頭ず蓋がい骨が軋み、脳さえも歪んでしまいそうな凄すさまじい力が京也の頭を締め付ける。
　……このままでは……っ。
　脳が破壊されても今の京也が死ぬ事は恐らくない。
　だが確実に意識は寸断されてしまう。
　それだけは、何としても避けなくてはならない。だから、
「く……あああああぁぁぁぁぁっ」
　京也はとっさに己の聖剣けんを具現化。横薙なぎに暁月の胴へと目め掛がけて斬撃を繰り出した。
　暁月の手よりも、こちらの聖剣の間合いの方が遥はるかに長い。
　そして斬撃は京也の左側──こちらの頭を掴んでいる暁月の右手の側からのもの。
　黒の魔ま剣けんを具現化して防ぐ事はできない。
　手を離はなして回避するか、手を離さずに斬撃を受けるかの二択を暁月に選ばせる。
　──だが、京也が眼めにした結果はそのどちらでもなかった。
　暁月はそのまま京也の頭を握り続け。
　そして──京也の斬撃は、暁月の身体をすり抜けた。
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　……まさか、これは……っ!?

　その現象を眼にした京也は、ようやく暁月の状態のカラクリに思い至った。
　肉体と精神の限界を──その先さえも完全に超こえた状態で使用した錬環勁氣功。
　それは、暁月という存在そのものを氣へ昇華させて。
　今の暁月の状態は、恐らく思念体に近いのだろう。
　暁月の身体から、それまであった傷が一つ残らず消えているのがその証しよ拠うこだ。
　壊れていた筈の右の拳も完全に復活している。だが──今の暁月の状態は、暁月やリスティ達たちと戦った美兎の思念体とは根本的に異なっていた。
　……何故なら。
　今の暁月には、恐らくあらゆる物理攻撃と魔ま法ほう攻こう撃げきが通じない。それなのに、
「がはッ──」
　暁月の手は、京也の頭部を確かに締め続けていた。
　こちらの攻撃は許さず、さらに防御さえも許さない。
　……という事は。
　動作の省略に見える高速の動きは、恐らく意思がそのまま具現化しているのだろう。
　それは反射すらも超える速度。移動を念じれば動作の中間や、それこそ起点さえも無視し、移動という結果だけが行なわれているに違いない。
　……しかし。
　京也は思う。この恐るべき覚かく醒せい状態は、暁月が狙ねらってやっているものではないだろうと。
　もし狙ってこの状態になれるなら、幾いくらでもそのチャンスはあった筈だ。
　現に、こちらの頭を掴んでる暁月の瞳ひとみは、意識がある者のそれではない。
　自分を攻こう撃げきしてくる者に対して、無意識に反応しているのだ。
　では──何故、このタイミングで暁月の覚醒が行なわれたのか。
　……多分。
　引き金となったのは、暁月自身の『死』だ。
　──人間は死ぬ事で、魂を肉体に留められなくなる。
　言うなれば、それは魂の解放状態で。恐らく命の灯が消えるその瞬間まで──否、命の灯そのものを燃やして発動した錬環勁氣功により、暁月をこの覚醒状態へと入らせた。
　……だが。
　暁月や海堂が先程こちらに見せた『領域』は、人が入れる究極の領域の一つだ。
　しかし今の暁月は、そんな『領域』さえ子供だましに思える状態で。
　もしこれが覚醒状態だというなら、暁月の潜在能力はまるで底なしではないか。
　すると、
　……いや……まさか……？
　ふと京也が、一つの可能性に思い至った瞬間。
「──がっ!?」
　暁月が京也へ蹴撃を放った。繰り出したのは左のミドル。
　それは膝を付いた状態の京也の側頭部へと入り、京也は床ゆかを転がるようにして吹っ飛ぶ。
　だが、また頭を鷲掴みにされて動きを封じられる訳にはいかない。
「……う……、く……っ」
　京也は呻くような声を漏もらしながら、立ち上がった。
　そしてこちらへと向き直る暁月を見み据すえると、改めて脳のう裏りに浮うかんだ可能性を再考する。
　──凰沢暁月は、アレイザードへ二度行っている。
　同行した葛葉や千影、遥らは飛ひ躍やく的てきに力を上げた。それは魂が二度目の解放状態になった事によるもので、副作用として魔ま法ほうの発動に必要な意識のチャンネルが上う手まく繋がらなくなるため、彼かの女じよ達たちは数日間魔法が使えない状態に陥おちいった。
　しかし暁月は、魔法ではなく錬環勁氣功という特とく殊しゆな技を使うためか、同様の成長は見られなかった。
　……でも。
　魔法の意識チャンネルが再び繋がるようになるのに、数日間の時間経過という条件を要するのと同じように。暁月もまた新たな氣の力に目覚められる状態にあって、しかしその発動条件を満たさずに保留の状態にあったとしたらどうだろうか？
　そして。暁月が錬環勁氣功を会え得とくしたのは、神々が住まうとされている神層界だった。
　それは異世界アレイザードから、さらに上位への世界へ暁月が行っていた事を意味する。
　魔ま王おうガリウスによって一時的に陥落したシェルフィードの解放戦で、見違えるような強さを得てリスティ達の危機に駆けつけた暁月。
　だが──それは単に錬環勁氣功という技を会得した強さで。
　神層界という上位世界へ行った事による成長も、ずっと保留状態だったとしたら？
　……全ては可能性にすぎないが。
　それらが、死という魂の解放を切きっ掛かけに顕在化したと考えられないだろうか。
　──しかし、京也はそれ以上この件に関する思考を行なえなかった。
「────」
　再び、暁月の姿が掻かき消えたのだ。
「ならば……っ！」
　京也はとっさに美兎とのリンクで得られる力を、己の意識へと集中する。
　と同時、京也の視界から色彩が消えた。
　それは極限の集中状態によるもの。『領域』へ入った者の副作用だ。
　強制的に意識を加速状態に置き、暁月の動きを捉えようとして、
「そんな──」
　見えなかった。『領域』へ入ってもなお、京也の眼は暁月の姿を見る事はできなくて、
「──ぐっ!?」
　気が付けば、京也は宙を高く舞っていた。
　僅わずかに遅おくれて顎あごへの衝しよ撃うげきと痛みが来て、下からの攻撃を受けた事だけを京也に教える。
　とっさに顎を引くと、視線の先にありえないものが見えた。暁月の背中だ。
　しかし暁月の足は天を向いており、身体は後方宙返りの軌き道どうで回っていて。
　氷神京也は理解する。自分が受けた攻撃は、暁月が繰くり出だした蹴けりだったのだと。
　サマーソルト。
　実戦で使うには余りにも曲芸の色合いが濃く、放った後の隙すきも大きい技だ。
　よって──それは京也に一いつ瞬しゆんの好機を与あたえる。
「おおおおぉぉっ！」
　京也は両手を下──暁月へと突き出した。そして解き放ったのは光の塊。
　概がい念ねん能力の『対極消滅ダブルデリート』ではない。
　美兎が暁月と海堂に対して使用したのと同種の思念波だ。
　たとえ今の暁月が実体を持たない氣であったとしても。
　……超高次生命体が発する思念波ならば、ダメージを与えられる筈──。
　すると、京也は己の予想の的中を爆ばく音おんで聞いた。
　京也が放った思念波の光は、すり抜ぬける事なく暁月に命中。
　轟ごう音おんと共に暁月を吹っ飛ばした。
　それでもとっさに放ったためか、威力が充じゆ分うぶんではなかったのだろう。
　暁月は吹っ飛びながらも宙で体勢を整え、足から床へと着地。
　無言のまま、こちらを見上げてくる。
　だが──その時にはもう、京也は二撃目の準備を整えていて、
「はああああああああああああああああああっ！」
　氷神京也は、己の意思を全て攻撃の波動へと転化して解き放った。
　様子見の一発目とは異なる、渾こん身しんの一いち撃げき。
　眩まばゆい輝かがやきを伴ともなう光は、放射状へと広がるようにして暁月へと向かって。
　全てを飲み込もうとした刹せつ那な──京也は見る。
　暁月が己おのれの右の拳こぶしを、腰こし溜だめに構えたのを。そして、
「があああああああああああああああああああああああぁぁぁぁぁぁぁぁっ！」
　暁月の獣けもののような叫びを、京也は聞いた。
　それは無意識下で発露した、凰沢暁月の戦せん闘とう本能によって放たれた咆ほう哮こうで。
　──次の瞬しゆ間んかん。
　大気を破裂するような音が響き渡り、京也の思念波が跡あと形かたもなく消し飛んだ。
「なっ──」
　思わず呆ぼう然ぜんとなった京也は、しかしさらなる驚きを得た。
　暁月の周囲に風のようなものが巻き起こり、その身を宙へと飛ばしたのだ。
　一瞬で同じ高さへと飛ひし翔ようした暁月に、
「どうやって……──まさか？」
　京也は思い至る。
　暁月の錬環勁氣功は氣を操あやつる技だ。現に暁月は己の体内で氣を練り、全身に循環させる事で身体能力を上げていた。だからこそ、その技は「錬環」という言葉を冠している。
　しかし──本来、氣は万物に宿るもの。当然、大気にも含ふくまれていて。
　ならば錬環勁氣功は、自分の体内だけでなく、あまねく全ての氣を操り、己の身体の内と外とを循環させる事も可能ではないのか。
　──そして、それよりも重要なのは。
　暁月は今、京也の思念波を消し去った。
　それは、超高次生命体である美兎の力を得て放ったもの。
　断じて人の身で防げるようなものではない。
　だが。暁月が錬環勁氣功を会得したのは神層界。神々が住まうとされている領域だ。
　ならば。
　もしこの技が神々の世界において確立され、有用なものとして存在していたとしたら。


「神々をも倒せる可能性を秘めているというのか──君のその技は」


　呆然と呟つぶやくと同時、暁月の繰り出した蹴撃によって京也は床へと叩たたき付けられた。
　そして、激げき突とつの衝撃でその身を僅かに宙へと弾はずませた京也に対して衝撃の雨が降り注いだ。
　それは暁月の両の拳が放つもの。
　京也の身体へ無数の衝撃が叩き込まれ、体内で同じ数の爆発が発生した。
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　己の全てを懸けた錬環勁氣功を発動した瞬間。
　凰沢暁月は、己の意識が仄暗い闇やみの中へと沈んでゆくのを感じた。
　どこまでも落ちてゆくような感覚。
　──しかし、ふと誰だれかが自分を呼ぶ声がした。
　暁月のよく知る声だ。しかし、
　……誰だ？
　ぼんやりとした思考では、その声の主が誰かを考える事ができない。
　それでも声は暁月を呼び続ける。これ以上、暁月の意識が闇へと呑み込まれぬように。
　願うような声こわ音ねで──負けないで、と。だから、
「…………ん」
　その声に応こたえるように、凰沢暁月は覚醒した。
「ここは──」
　意識の不連続があったせいか、自分が居る場所を理解するのに暁月は数瞬を要した。
　だが暁月の視界に最初に飛び込んできたのは、突つき出された状態の己の拳と、
「く……っ」
　激しく傷付き、それでも立ち上がろうとしている京也の姿で。
　凰沢暁月は思い出す。自分が今どこに居て、誰と戦っていたのかを。
　……これは。
　完全に怪け我がが治っている自分と、反対に重傷を負っている京也の状態から、暁月は意識を失う前と現在との間に、一体何があったのかを推測──否いな、理解した。意識は失われていたものの、それでも暁月は、自分と京也が戦っていた事をぼんやりと覚えていて、
「何だか、無意識にボコって手に入れたチャンスで悪いが──」
　暁月は構わないとばかりにハッと笑って、
「──決めさせて貰もらうぜ」
　京也へと告げると同時、前へと歩き出そうとして、
「お……っと、何だ、これ……？」
　身体が思うように動かず、暁月は俄にわかに混乱を覚える。
　意識を喪失状態での戦闘を長く続けたせいか、まるで身体を動かすための仕組みが変わってしまったかのように、まともに手足が動かない。
　──そして。
　気が付けば、視線の先で京也が立ち上がっていた。
　美兎の超高次生命体の力の恩おん恵けいによって、傷は完全に修復されていて。
「……やべえな」
　呟くと同時、暁月は京也が放った爆ばく炎えん魔ま法ほうの直ちよ撃くげきを受けた。
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「やはりね……」
　黒い煙けむりを立ち昇らせる炎ほのおを見据えながら、京也は笑った。
　先さき程ほどまでの覚醒状態は、やはり暁月の潜在能力──その可能性の一端だったらしい。
　意識が戻もどると同時、肉体が再構築されたのには驚おどろいたが、今の暁月が相手ならばどうとでもなる。
　……でも。
　京也はもう油断はしない。
　もし暁月に反はん撃げきのチャンスを与えれば、また再び同じ状態になるとも限らないからだ。
　──だから終わらせる。
　暁月に止めを刺そうと、京也は意識を集中し、
「──ぐっ？」
　突とつ如じよ、京也は横からの衝撃を受けて吹っ飛んだ。
　見れば、先程まで自分が立っていた場所に、拳撃を放った体勢の暁月が居る。
　それは正に、先程までの動作の起点の中間を省略した高速移動と同じで、
「成なる程ほど……少しずつだけど思い出してきたぜ」
　暁月は腕うでを引くと、己の感覚を確かめるように右の拳を閉じ開きした。
　だから、
「どうやら──余り時間は掛けない方が良さそうだね」
　氷神京也は、静かな表情でそう呟くと一つの魔法を発動させた。
　──その瞬間、キンッという透き通るような甲かん高だかい音が鳴なり響ひびいた。
　生み出されたのはクリスタル状の氷柱だ。
　その中には──身動きのできない状態の暁月がいて、
「惜しかったね……」
　巨きよ大だいな氷柱に捕らわれた暁月を見ながら、京也は薄い笑えみを浮かべた。
　それは以前、訓練プログラムのコカトリスが暴走した後、暁月の前で田た中なかを捕らえた時に使用した魔法の強化版。
　美兎の超高次生命体の力を得て、絶対に破る事ができなくなった氷の牢獄だ。
　──かつて暁月の入学検査の時。
　京也は暁月の実力を見るため、氷柱の試ためし割りをさせた事があった。
　あの時は自分も暁月も手を抜いて──結果、暁月の拳が京也の氷を割る事はなかった。
　そして今。
　互たがいの全力をぶつけ合ったこの最終局面で、奇しくも近しい状じよう況きようが再現されている。
「……今度はどうかな凰沢君？」
　こちらの問い掛けに対し、暁月が応える事はなかった。
　それどころか指一つ動かせない。
　もしかしたら、こちらの声すら聞こえてはいないだろう。
　当然だ。
　もしこの氷を破る事ができるとしたら、それは美兎以上の力を持つ超高次生命体か、
「この魔法を唱えた僕ぼくだけだよ」
　そう言って、京也はゆっくりと氷柱へと歩み寄った。
　──この魔法は、敵の動きを封じる以外にもう一つの効果があった。
　氷柱の内部の温度は、通常でも絶対零れい度ど。それは、捕らえた者を一瞬で氷へと変える。
　さらに、超高次生命体の力の恩恵を得ている今回は、物理法則を無視し、さらなる超ちよう低温となっている筈だ。
　今の暁月は、言うなれば仮死状態。生体活動が止まったコールドスリープの状態で。
　よって、助かる可能性はまだ残されている。だが、
「逆に……ここで僕がこの氷を破は壊かいすれば」
　暁月も氷柱と共に粉々になる。二者択一。では、一体どちらを選ぶか。
　──正直に言えば、暁月の持つ力は非常に魅力的だった。
　遥や遼平、美奈巳といった生徒会メンバーを遥かに上回る力。
　否──意識を失っていた際のあの覚醒時の力。あの力を使いこなせる事ができれば、恐おそらく他のコクーンや朱の黄昏とも互ご角かく以上に渡り合えるだろう。
　何せあの時の暁月は、美兎の力を得ている京也を戦せんと闘うり力よく的には圧倒していたのだから。
　もしこちらの味方になってくれるとしたら、これ程頼りになる者はいない。
　何より。暁月は、美兎をコントロール可能な唯ゆい一いつのデバイスになり得るのだ。
　その利用価値は絶大すぎるもので。
　……でも。
　京也は静かに微びし笑ようを浮かべた。理解していたからだ。それだけはないと。
　暁月は危険な不確定要素だ。たとえ洗脳しようと、生かしておけば何をしでかすか解わからない。美兎をコントロールできるメリットよりも、こちらにとってそれ以上の不都合を間ま違ちがいなく生じさせる。
　──それに。
　美兎をコントロールするだけなら、何も生きている必要はない。
　死んだ人間でも──動かぬ人形であっても、やりようは幾らでもある。
　よってもう、答えは決まっていた。京也は眼めの前の氷柱に手を伸ばす。
　告げるのは別れの言葉。
「さようなら凰沢君……奔放な君を見ているのは結構楽しかったよ」
　そして京也の手が氷柱に触ふれると同時。
　パリィィィィィィィィィィィ──ン
　まるでガラスが割れたかのように、透き通った破は砕さい音が鳴り響いた。
　一いつ切さいの不純物を含まない、氷の塊かたまりが粉々に砕くだけ散ちったのだ。
　それは暁月を砕き、その死を知った美兎の心を砕き、京也を新たな神にする。


　──その筈はずだった。


　だが、
「な──…!?」
　その瞬間、氷神京也は思わず目を見張った。
　砕けたのは氷だけだった。
　暁月の身体は微み塵じんも欠ける事なく、そのままで。
　まず動いたのは口だった。それは笑みの形になり、
「──残念だったな」
　飛び出したのは平然とした声。
　その次に、黒の瞳がギラリと開いて。
　完成した不敵な笑みを目まの当あたりにした瞬間──京也は暁月の拳を喰くらった。
　吹ふき飛ばされた。
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　叩き込まれた重い衝撃に表情を歪めながら、氷神京也は思う。有り得ないと。
　自分が唱えた氷の牢獄の魔法は完璧だった。
　しかも超ちよ高うこ次うじ生命体である美兎の力を得ているのだ。
　魔法の威いり力よくは通常の物理法則を超え、氷の牢獄内部はそれこそ通常の絶対零度を遥はるかに下回り、数値上で言うなら氷点下四桁から五桁へ入るレベルだった筈だ。
　それを砕けば、氷柱もろとも暁月は粉々になるのが当然だというのに、
「くっ……！」
　背中から壁かべに叩き付けられた京也は、
「一体どうして──」
　信じられないものでも見るかのように、正面の暁月へと視線を向けた。すると、
「へっ……何を驚いた顔してやがる。俺おれが無事なのがそんなに意外だったかよ？」
　暁月は不敵に笑って、
「俺を氷と一いつ緒しよに粉々にするつもりだったんだろうが、生あい憎にくだったな……砕いた氷と一緒にバラバラになるには、俺の身体が血液を含む水分もろとも凍っている必要がある。勿もち論ろん、お前の魔法は人間の身体なんざ一瞬で凍らせる威力があったと思うが」
　残念だったな。
「さっき気絶していた間に、俺は色々とコツを掴つかんだみたいでな。身体の周囲に特製の防護障しよ壁うへきを張っていたのさ……錬環勁氣功で練った氣と絶対障壁を融ゆう合ごうさせた奴やつをな。お前が凍らせたのは、俺の周囲の空間だけだ。俺には届いていなかったんだよ」
　それに、と暁月。
「気付いていないのか？　アンタの力、先刻までと比べると随ずい分ぶんと落ちてるぜ？」
「そんな筈が……──っ？」
　暁月から受けた指し摘てきに、京也はハッとなった。
　気付く。暁月の言うように、いつの間にか美兎とのリンクが落ちていた。
　一時は八十％に迫せまる勢いだった数値が、今は五十％を下回っている。
「──馬鹿なっ!?」
　京也は上を──宙に吊つり上あげられた状態の美兎を仰あおぎ見みた。
　その瞳ひとみは今もなお閉じられたままで、まだ意識は回復していない。
　だが。先程までと異なる部分が美兎にはあった。
　美兎が発する超高次生命体の輝きが明らかに減っていて。
　──さらに、その表情がほんの僅かだけ歪んでいた。
　まるでシステムによる支配を拒こばむように──たとえ意識はなくても、暁月と一緒に戦っているかのように。
「まさか……精神が、システムを凌りよ駕うがして……」
　呆然となる京也に、暁月はハッと鼻を鳴らして、
「当然だろ。支配だかコントロールだか知らねえが、少なくともお前なんかよりは俺を選ばせる──その程度の男は張ってきたつもりだぜ」
　そう告げるなり、暁月の身体が京也の視界から掻かき消えた。
　と同時、無数の衝撃が京也の身体へと突き刺ささる。
「がはっ……ぐ、が……あっ……ぅ！」
　眼で追う事はできない。だが、恐らくは暁月の拳撃と蹴撃の連打なのだろう。
　京也は、こちらへの連打と共に迸る暁月の声を耳にする。
「お……おお、うおおおおおおぉぉぉっ！」
　暁月の連撃は、京也を強制的に壁へと磔はりつけにして。
　絶え間ない衝撃に襲おそわれながら、京也はふと衝撃以外の音を聞いた。
　それは背後から聞こえてくる、乾いた破砕音だ。
　……まさか……っ？
　間違いなかった。
　超高次生命体の力にも耐えられるように設計し、作られたこの部屋の壁が。
　暁月によって破壊されようとしているのだ。
　それも概念能力ではなく、素す手でによる攻こう撃げきで。そして、
「オオオオオオオオラァァァァぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」
　暁月が発した気合の咆哮と共に、とうとうその瞬間が訪おとずれた。
　顔面に重い一撃を叩き込まれた京也もろとも、背後にあった壁が一面全すべて吹っ飛んで、
「くっ──！」
　バベルタワーの中から外へと吹っ飛ばされた京也は、それでもとっさに飛行魔ま法ほうを発動して上へと飛翔した。
　もう形なり振ふりなど構っていられない。氷神京也は、冷静という名の仮面を脱ぎ捨てる。
　普ふ通つうの魔法で効かないというなら、
「消えろぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！」
　崩くずれた壁ギリギリの床ゆかに立つ暁月を見下ろしながら、京也は己の概念能力『対極消滅ダブルデリート』を発動し、発射の構えを取った──それも美兎の力を上乗せして。
　多少リンクが落ちようと、ティアナとの戦闘で使用していたものとは、威力も速度も比べ物にならないレベル。
　これならば、たとえ暁月であろうと防ぐ事も避さける事もできない。美兎とのリンクシステムにも障害が生じるだろうが、そんなものはまた作り直せば良いのだ。
　──今もっとも大事なのは、暁月を塵一つ残さず消し去る事なのだから。
　だからそうした。
　氷神京也は、凰沢暁月へ向かって全力の『対極消滅ダブルデリート』を解き放つ。
　その直前、
「っ──？」
　突とつ然ぜん斜め下から来た衝しよ撃うげ波きはに、京也はとっさに反応してしまった。
　暁月へ向けて放つ筈の『対極消滅ダブルデリート』が、反射的に行なった防ぼう御ぎよによって一いつ旦たん消しよ滅うめつする。
「な……っ」
　半ば呆然となりながら、氷神京也は見る。
　恐らくダークザッハークが突っ込み、暁月が衝しよ撃うげ回きか避いひのために作り出した穴から、こちらと同じようにバベルタワーの外へ出たのだろう。
　風の飛行魔法で宙を飛び、暁月に任されたリスティを片手で抱きながら、もう片方の手をこちらへ向かって突き出しているのは、
「七瀬君……っ」
　氷神京也は表情を強張らせた。
　かつての部下であり、暁月に対して「その存在に意味はない」と評した少女が。
　最後の最後で、自分の邪じや魔まをしたのだ。
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　その隙すきを凰沢暁月は逃のがさなかった。
　だから、
「──どこを見てやがる、氷神京也！」
　叫びながら、暁月は錬環勁氣功を発動し、己おのれの体内に存在する全ての氣を練り上げる。
　その中には、無意識に京也を攻撃していた時の原動力となった氣も含まれていて、
「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ」
　肉体の限界を承知の上で、暁月は凄すさまじい量の氣の圧縮と循環を高速で繰くり返かえした。
　暁月の身体から発せられる氣の輝かがやきが、青白いものから金色へと昇華されてゆく。
　……残念だったな。
　互いの不確定要素を排した、純粋な強さだけならば。
　暁月よりも、京也の方が上だったかもしれない。だが、
「最後まで自分以外の力に頼ろうとした時点で、テメエの負けだあああああぁぁぁっ！」
　それがこの戦いの勝敗を分けた。
　暁月はくわっと眼を見開くと同時。
　左手で支えるように手首を握にぎった右手を、京也へ向かって突き出した。
　その手の平に、氣の輝きが収束してゆき、
「宇宙の果てで後こう悔かいしやがれええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっっっ!!!」
　凰沢暁月は叫びながら、己の体内を巡めぐる全ての氣を解き放った。
「──────」
　それは、とっさに『対極消滅ダブルデリート』のカウンターを放とうとした京也を一いつ瞬しゆんで飲み込んで。
　暁月の氣の奔ほん流りゆうが、一気に夜空の向こうへと駆かけ抜ぬけた。
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　天を貫つらぬくように抜けてゆく暁月の氣の奔流は、まるで光の柱のようだった。
　革命の現場となったＪＰＮバベル。
　京也によって音声チャンネルが切断された後、再びＪＰＮバベルに閃せん光こうと激しい衝しよ撃うげきが走ったという情報が出回った事が切きっ掛かけとなったのか、明らかに正規のものとは思えない手段で、偵察衛星からのリアルタイム映像が世界へと配信されていた。
　そして。事態を見守っていた多くの者が、その光の柱を目もく撃げきする中で。
　世界の頂点に立つ者達たちもまた、同じ光景を見ていた。
「──────」
　コクーン№Ⅰ。
　ミハエル・アークウッドは、日本へと向かう飛行機の中でスッと眼を細め、
「………………」
　現場である特別自治区に居た、朱の黄昏の女団長。
　セシル・エンドハートは、光の柱に背を向けながら微笑を浮うかべた。


　また、
「──おいおいオヤジ、こらオヤジ」
　深夜の香港。とある一軒の隠れ屋台で、
「そんなクソつまんねー映像見てないで、良いから老酒のおかわりだ。熱燗で頼むぜ」
　世界中が固かた唾ずを呑のむ中。
　朱の黄昏の創設者──凰沢剛毅だけは、平然と空のグラスを宙へ掲げた。
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　──さらに、もう一人。
　異世界アレイザードの三大国家の一角、アレクラスタ皇国で。
　氷神京也を通して全てを視みていたミランダ・クエンティは、
「あら……やられちゃったのね、あの子」
　そう言って、静かに冷たい笑みを深いものにした。
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　そして。程なくして、光の奔流は収まっていった。
　それは戦いの終わりと共に、世界中へと勝者を報しらせる。
　──眩まばゆい光の中から姿を現したのは、一人の青年だった。
　鍛え抜かれた肉体を包むのは、異世界の魔ま王おうの戦せん闘とう衣服。
[image: 画像]
[image: 画像]
　肩かたまであるボサボサの黒髪かみを、そのまま風になびかせて。
　激げき闘とうによる傷痕あとを残しつつも、その顔にあるのは不敵な笑み。
　一夜の間に、このＪＰＮバベルを舞ぶ台たいに繰り広げられた幾多の死し闘とうと激闘を経て。
　それでも最後まで立っていた──この戦いの勝者の名は凰沢暁月。


　世界平和の確立という理想を謳い、そのために異世界帰りの子供を兵器として国家間の抑よく止しり力よくとし、時に戦争の道具として戦場へと送り込む『コクーン』。
　異世界からの帰き還かん者が自由に暮らせる国を新たに作るため、自分達の圧あつ倒とう的な力を誇示し続けるテロリスト集団『朱の黄昏』。
　テロが横行し、異能の力を持った者同士が殺し合う、そんな血みどろの状況下で。その両者によって運命の天てん秤びんを揺らすしかなかったこの世界は、今宵ついに知ったのだった。


　新たな世界の可能性を──凰沢暁月という存在を。
終章１《この手をずっと離さない》
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　凰おう沢さわ暁あか月つきは、無事に氷ひ神かみ京きよ也うやの野望を打ち砕いた。
　リスティと遥はるかも合流し、海かい堂どうも意識を取とり戻もどして。
　──それでも、事態は一件落着とはならなかった。
　暁月達は現在、その場を動く事ができずにいる。
　京也によって囚とらわれになっていた少女──美み兎うの意識が戻らないのだ。
「どうして……システムはもう動いていませんのに」
　遥が思わず焦しよ燥うそうを帯びた声を上げた。
　──暁月が京也を倒たおした後。美兎の身体は、金色の輝きを放つのを止めた。
　そして美兎を吊り上げていた赤い紐ひもも消しよ滅うめつして。
　よって少し経てば、意識が戻るだろうと思っていた。
　しかし──どれだけ待っても美兎の意識が戻る事はなかった。
　心臓は動いている。生きてはいるのだ。
　だが幾いくら呼び掛けても、身体を揺すっても眼を覚まさない。
「超高次生命体としての力を最大限発揮させるなら、意識は邪魔なだけだからな……」
　と苦い表情で海堂。
「氷神京也にしてみれば、ただ生きているだけの状態の方が都合が良い……随分とリンクも進んでいたみたいだしな。そのせいかもしれねえよ」
「嘘うそ……っ」
　と悲ひ壮そうな声でリスティ。必死に呼び掛ける。
「お願い美兎ちゃん、眼を覚まして……！　やっと助かったんじゃない……ねえっ」
　だが。それでも美兎は応えなかった。穏おだやかに眠ねむっているだけのように見えるのに、まるで眠りの呪いに掛かっているかのように。やがて、
「そんな……」
　リスティが絶望にも似た声で呟つぶやいた。
「私達……間に合わなかったの？」
　すると、
「いいや、そんな事はねえよ──」
　それまで黙だまって美兎の様子を窺っていた暁月が言った。
「戦いの最後には、コイツと氷神のリンクは落ちてた。ただ助けられるのを待っていたんじゃない。あの時、確かにこいつも戦っていたんだ……必死にな。それは意識が消えちまった奴にできる事じゃねえよ」
「でも……」
　それならば、どうして……とこちらを振ふり仰ぐリスティに、
「まあ、何となくだが心当たりがある──多分だけどな」
　と暁月。泣きそうになってるリスティの頭にポンと手を置き、
「心配すんな。こいつが自分で戻って来れずにいるなら、連れ戻せば良いだけの事だ……それこそ無理矢理にでもな」
「無理矢理って……どうするつもりですの？」
　不安そうに問う遥の隣となりで、海堂が頭の後ろで手を組んで、
「やっぱあれかよ。こういう場合のお約束として、眠り姫には目覚めのキスとか言って、一発スゲー奴をかますのかよ」
「それも悪くないけどな……」
　と笑いながら暁月。
「良い機会だから、ちょっとこいつの本音を確かめてくるわ──」
　一息、
「──こいつも多分、俺を待ってるだろうしな」
　そう言って、美兎の額に自分の額を重ねる。
　眼を閉じて、互たがいの身体に流れる気の波長を合わせれば、脳波がシンクロして。
　次の瞬しゆ間んかん──凰沢暁月は、美兎の精神世界へと入り込んだ。
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　暁月が京也を倒した後。
　システムとのリンクが切れた美兎は、正気を取り戻していた。
　やろうと思えば現実世界で意識を回かい復ふくし、目覚める事もできる状態。
　しかし──凰沢美兎はそれをしなかった。
　意識を己おのれの精神世界の中へ置いた美兎は今、暁月の部屋に居いる。
　それは現実ではなく、美兎の精神が作り出した想像の空間。
　京也が暁月との戦闘で展開した、触ふれる事も感じる事も可能な『実想現実』だ。
　──別に暁月の部屋へ来たいなどと思った訳ではない。
　あちらの世界には戻れない──そう思ったら、いつの間にかこの場所に居たのだ。
　しかし現実世界から離れようとして、無意識に辿り着いた先が暁月の部屋とは。
　月明かりが差し込む、夜の暁月の部屋の中央に立ちながら、
「駄目だなぁ、ボク……」
　美兎は弱々しい笑みを浮かべて苦笑した。
　どうやら自分の暁月への想いは、深しん層そう意識にまでしっかりと刻きざみ付けられているらしい。
　そして。
　美兎の背後で、音もなく扉が開かれた。
　中へ入って来たのが誰かを、美兎は振り向くまでもなく理解する。すると、
「──何してんだ、いつまでもこんな所でよ」
　やれやれといった口調で、よく知る声が美兎へと呼び掛けた。
　それは温かくて優しい、心地の好い声。凰沢美兎が、この世で一番好きな声だ。
　美兎は振り返る。そして正面──美兎の視線の先に居たのは想像通りの青年。
　凰沢暁月だった。だから、
「うん……」
　美兎が寂しそうな声で頷うなずきを口にすると、
「氷神京也は倒した。もう終わったんだ、全部……お前だって視みていただろ？」
　と暁月。
「やっと助け出したってのに、お前が眼を覚まさないから他の奴らが心配しちまってる。ホラ、さっさと戻もどるぞ──」
　そう言って、こちらへ向かって一歩を踏み出した暁月の動きに合わせて、美兎もまた一歩距きよ離りを取った。互いに離れている距離が変わらないように。
　これ以上、暁月を自分に近付かせないように。
　告げる。
「御ご免めんね……でも、もうボクは戻れない」
　ううん、と首を振って、
「戻らないって決めたんだ、もう……」
　そうだ、と美兎は思う。
　自分はあちらへ戻る訳にはいかない。戻るべきではないのだ。何な故ぜなら、
「キミも知ってるでしょ……ボクが本当は何者だったのかって」
「────」
　こちらの言葉に対し、暁月はスッと眼を細めた。
　それを肯こう定ていのサインと受け取りながら、美兎は改めて思い出す。
　システムに繋つながった状態ではあったが、暁月と京也のやり取りは、美兎も意識だけで聞いていた。
　そして知ったのだ。自分の正体を。美兎自身ですら知らなかった真実を。
　──超高次生命体。
　神々に近い高次生命体をさらに超える存在、という事なのだろう。
　だからこそ美兎は京也に狙ねらわれ、囚とらわれてしまったのだ。
　そしてその力を利用され、暁月達を危き険けんに晒さらしてしまったのである。
　しかし──凰沢美兎は、アレイザードという名の世界で生まれた。
　本当の名はミュウ。人間の父親とダークエルフの母親を持つハーフエルフだ。
　よってそんな凄すさまじい力など、本来は手に入れられる筈はずはなくて。
　だから怖かった。この力が後天的に得られたものであれば問題はない。だが、
　……もし、先天的なものだとしたら……。
　初めから超高次生命体だったとしたら。
　そんなものが、ただの人間とダークエルフの間に生まれる筈がないのだ。
　だとしたら、自分は何かの拍ひよ子うしにアレイザードに『出現』して。
　都合の良いように自分の記き憶おくを作り出し、それに合わせて周囲の記憶をも書き換えて、魔王ガリウスの娘むすめという肩かた書がきを得ていただけなのかもしれない。
　そして両親に愛された記憶も、かつてレオンの凶刃から暁月に助けられたという事実も、何もかもがただの幻げん想そうだった──そんな可か能のう性せいすらあり得る。
　……だって。
　それだけの事を可能にする力が、超高次生命体にはあるのだ。
　だから美兎は、自己の認識が根こん源げんから揺ゆらいでしまったのを感じた。
　まるで、これまで信じてきた自分という存在を否ひ定ていされてしまったかのように。
　……でも。
　そんな事よりも重大な問題があった。
　超高次生命体の美兎が持つ力は強大で、この世界にはそれを狙う者が存在している。
　氷神京也は、あくまでその一人に過すぎない。
　彼が所しよ属ぞくしていたコクーン自体が、超高次生命体の力を利用した『Ｙ計画』を究極目標としている集団だ。そして、そんなコクーンに対抗しようとしている世界最強のテロリスト集団、朱あけの黄たそ昏がれもいる。
　美兎の存在は、そんな彼らを間違いなく引き寄せてしまう。
　その中には恐らく、京也を上回る力の持ち主も居る筈だ。
　もしそんな相手にまた自分の力を利用されでもしたら、それは最も早はや足手まといになるなどという生なま易やさしいレベルの話ではない。美兎の存在が、暁月の命取りになってしまう。
　自分が何者かという不安はまだ耐たえられる。
　だが、自分が暁月を死なせてしまう原因になるような事じ態たいだけは、
　……嫌いやだよ、それだけは絶対に……。
　無む論ろん、コクーンも朱の黄昏も、暁月が倒すべき目標として掲かかげている存在ではある。
　このまま行けば、いずれ激げき突とつする事は避さけられないだろう。
　だが暁月を支ささえるために存在する筈の自分が、彼を死なせる訳にはいかなかった。
　暁月の命を危険に晒す存在を、凰沢美兎は絶対に許ゆるさない。
　たとえ──それが自分自身であろうとも。
　だから消える事にしたのだ。だって、
「こんな力を持っているボクが居たら、キミや皆みんなを危険に晒して、それこそ世界中を争いに巻まき込こんでしまうから……」
　すると、
「お前──」
　そんなこちらの考えを見み透すかしたように、
「──死ぬつもりか？」
「………………」
　投げ掛かけられた暁月の言葉に、美兎は沈ちん黙もくを返した。
　それは肯定の沈黙だ。そして、
「……現げん象しようとしては近いけど、このまま意識と一いつ緒しよに存在も──超高次生命体としての力も消えるようにするつもり」
　ここは美兎の精神世界だ。意思を具ぐ現げん化する事ができる。
　美兎が心の底から望めば、己という存在を消し去る事も可能だろう。
　そうすれば、もうこの力を利用される事はなくなる。
　暁月の命を危険に晒す事も。
　だが──その前に美兎にはしなければいけない事があった。だから、
「御免ね……」
　美兎は謝しや罪ざいの言葉を口にした。
　命いの懸ちがけで助けに来てくれたのに、何も言わずに消えてしまっては彼らの戦いを否定する事になってしまう。何より暁月達は、美兎を助けられなかったと誤ご解かいしてしまうだろう。
　だが、そうではないのだ。
　暁月達は美兎を助け出してくれた。その上で、消えるのは美兎の意思であり、暁月達の責せき任にんではない──その事を最後にきちんと伝えておきたかった。
　……それに。
　それだけではない、と美兎は己の本心を思う。
　嫌だったのだ。何も言わずに暁月の前から消える事が。
　きちんとお別れもできずに、京也に心を操あやつられていた自分が、暁月達にとっての最後の自分になってしまうのは。すると、
「超高次生命体、か──」
　呟つぶやくような暁月の声を美兎は聞いた。
「……うん。だから」
　御ご免めんなさい。今までありがとう。
　そして──さようなら。そう美兎が言葉を繋つなぐよりも先に、
「──それがどうした」
　暁月がこちらに対し、平然とそう言い放った。
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「それがどうした……って」
　暁月の発言に呆ぼう然ぜんとなり、思考に僅わずかな空白を得ていた美兎は、
「だ、だって……ボクのせいで、キミや皆を巻き込んで……」
　それに、
「今回だけじゃない。同じ事がまたあるかもしれないんだよ。キミ達の迷めい惑わくにしかなれないなんて、ボクは嫌……嫌だよ」
「心配してくれるのは有り難いが、俺の迷惑をお前が勝手に決めるんじゃねえよ──」
　と嘆息しながら暁月。
「──俺にとっては、お前が戻って来ない事の方がよっぽど迷惑だぜ」
　そしてこちらを見み据すえて、
「大体、前に言った筈だぜ──お前の居い場ば所しよはこの俺だと。それを勝手にどこへ行くつもりだ。もし忘れたとか言うなら、あの時と同じ事をして思い出させるぞ」
「まさか。忘れてない……ううん、忘れられる訳がないよ」
　ランキング戦の途とち中ゆうで現れた、フィルの魔の手から一いつ旦たん助け出された後。
　この世界にもアレイザードにも居場所を失ったと思い、絶ぜつ望ぼうした美兎は崖がけの上から滝たきへと身を投げた。それを暁月に助けられ、その時に彼がくれた多くの言葉は、美兎の生きる希望になったのだ。そして暁月は、自分こそが美兎の居場所なのだと言ってくれた。
　……そう。
　あの時だ──自分が暁月の事を完全に好きになったのは。
　己の気持ちに嘘うそを吐つけなくなったのは。でも、
「あの時と今回とでは、事情が違うから……」
　フィルの時は、美兎自身の問題だった。
　だから自じ暴ぼう自じ棄きになってしまい、それを暁月に叱しかられもした。
　──だが今回は違う。
　自分が、己のよく知る自分ではないかもしれない事は確かに大きなショックだが、
　……だけど。
　凰沢美兎は想おもう。自分は暁月を好きで、それだけで充じゆ分うぶんなのだと。
　凰沢暁月を好きという想いだけで、凰沢美兎は己を存在付けられるのだと。
　よって美兎が超高次生命体である事は、美兎の問題ではない。
　そんな美兎が傍に居れば、厄介を抱え込む事になる暁月や他の皆にとっての問題なのだ。
　それでも暁月は、迷惑ではないと言ってくれた。だがそれは、暁月が優しいからで。
　ただ守られるだけの存在にはなりたくない。彼の役に立ちたい。
　そう思ったからこそ、自分は暁月と共に居るのだ。
　彼を危険に晒すためなどでは断だんじてない。すると、
「いきなり色んな事があったんだ……不安になる気持ちは解るが、それに呑のまれて未来の可能性まで捨てるんじゃねえよ。諦あきらめるなって言っただろうが。お前が死なずに、お前が助けたい奴も助かる未来をよ」
「解ってる……でもね、別に諦めた訳じゃないよ」
　むしろ逆ぎやくだ。自分が助けたい人を助けるためには、自分が消えた方が良いのだ。
　かつて滝に身を投げた時、暁月は言った。
　自ら死を選ぶのは自己犠ぎ牲せいではない。周囲を巻き込む苦しみから逃げているだけだと。
　だがそれは、問題が己にある時の話である。今回は違う。
　美兎が消そうとしているのは、暁月にとっての問題なのだ。それがたまたま、美兎自身だったというだけの話で。
　美兎は思う。これが自分の戦いなのだと。
「こうするのが多分一番の筈。それに──ボクは守れなかったもの」
　そこまで言って、美兎は僅かに身体を震ふるわせた。
　泣きそうになるのを唇くちびるを噛かんで堪たえ、
「ボクのせいで、千ち影かげさんと葛くず葉はは……」
　そう。既すでに取り返しのつかない犠牲が出てしまっているのだ。二人は初めてできた親友。一番の仲間で。その彼女達が死ぬ原因となった自分にはもう、生きて大切な人を守る未来を見る事はできない。
　そんな権利などないのだ。
　今度はリスティや遥はるか、それこそ暁月を死なせてしまうかもしれないのだから。
　すると、暁月が信じられない言葉を口にした。
「何を言ってんだ──あの二人なら無事だぞ」
「──えっ？」
　ハッと顔を上げる美兎に、
「何だ……気付いてなかったのか？　なら二人の存在を感じてみろよ」
　と暁月。
「今のお前なら、アイツらを見つけられる筈だぜ」
「………………」
　まだ俄にわかには信じられない状態で、それでも美兎は暁月の言うように千影と葛葉の存在を探ってみる。
　京也がバベルの光を落とした場所には、巨きよ大だいな穴がぽっかりと開いたままで。
　そこには二人の姿は勿もち論ろん、存在を感じる事もできない。
　だが、
　……え？
　美兎はふと、穴とは反対側──バベルタワーを挟はさんだ逆側に、二つの人影があるのを感じ取った。久く保ぼ田たと呼ばれていた男性とその助手ではない。彼らの反応は別の場所にある。
　そして、凰沢美兎は精神世界の中から確認した。
　まるでこちらを心配するかのように、バベルタワーを見上げている少女達を。
　五い泉ずみ千影と桐どう元もと葛葉の無事な姿を。
「どうして……」
　本当に無事だった。思わず呆然となる美兎に、
「──このＪＰＮバベルは氷神京也の城しろだった。奴が俺だけを狙うとは限らねえ。特にバベルタワーの外なら、建物が壊れないから派手な真ま似ねもできるしな」
　だから、と暁月。
「退路の確保を任せた時に、委員長に伝えておいたんだよ……いざという時のために保険を掛かけておけって」
「……そ、それじゃあ」
「ああ。あの光線で消し飛ばされたのは、委員長が魔法で作った二人の『傀く儡ぐつ』だ」
　それは、アレイザードのゴルドノ大渓けい谷こくでの決戦の際に使用した精せい巧こうな土人形である。
　とはいえ、
「躊ちゆ躇うちよなくあんな真似をしたんだ。氷神があの二人を殺そうとしたのは間違いないからな……流石さすがにカッとなっちまったけどよ」
「そう……だったんだ……」
　美兎の胸に喜びと安あん堵どが一気に込み上げる。
「ああ──と、まあそういう訳だからよ」
　と暁月。
「これでお前が消える理由はなくなったって訳だ」
　そう言って、こちらへ歩み寄ろうとする。だから、
「だ、駄目っ……駄目だよっ！」
　美兎は慌あわてて身を後ろへ引いた。
　助かったのなら尚なお更さらだ。もう二度と、自分のせいで危険な目に遭あわせたくない。
　何故なら、
「今回は助かったけど、あの二人が死に掛けたのは事実だよ。あの二人だけじゃない……キミやリスティさん、遥さんだって凄い危ない目に遭って、いっぱい傷付いて」
　そして。美兎が消えない限り、その危険はずっと暁月達に付き纏まとう事になるのだ。
「俺がお前を守るって言っても、信じられないのか？」
「信じてるよ……もしボクにまた何かあったら、きっとキミは戦ってくれる」
　だけど、と美兎。
「──自分の危険を顧かえりみずに、命を懸けてね」
　そして、それは美兎が最も望まない展開なのだ。
　ただ守られるだけの、足あし手で纏まといは暁月には必要ない。
　一緒に戦う事ができ、時にその背中を守れる者だけが、暁月の傍に居て良いのだから。
　美兎は自分の意思で超高次生命体の力を使う事はできない。
　しかしその力は確かに存在する以上、コクーンなどは美兎を狙うだろう。
　……でも。
　そうした自分が原因の脅きよ威ういから、美兎は暁月を守る事ができない。
　自分が存在する事の、暁月の傍に居る事の責任を取れないのである。
　暁月が守ってくれるという言葉は震える程に嬉うれしい。
　でも、その言葉に甘あまえる訳にはいかないのだ。
　だから──凰沢美兎は自分にできる事をする。
　譲ゆずらない。
「そうか……どうやら本当に本気みたいだな」
　すると、こちらの決意の堅かたさが伝わったのだろう。暁月はやれやれと嘆息して、
「だったら、最後に一つだけ良いか？」
「…………何？」
　問い返すこちらに、暁月は告げてくる。静かな声音で、


「最後に──もう一度、お前に触れさせてくれ」


　手を伸ばしても届かない距離から、こちらへそう告げてくる。
　美兎は思わず「あ……」と声を漏もらした。
　何故ならそれは、美兎の願いでもあったからだ。
　もし叶かなうなら、最後は──暁月の腕うでの中で消えたいと。
「──────」
　だから答えはもう決まっていた。こちらを見据える漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに、
「うん、いいよ……ボクもそうして欲しかったから」
　そう言って、美兎は確かな頷きを返す。そして胸の前にあった手を下ろし、美兎が警戒を解いた事を見せると、暁月がゆっくりと歩み寄ってきた。
　一歩ずつ大切な人と、別れの瞬間とが近づいてくる。
「………………」
　胸に込み上げてくる想いを感じながら、美兎は暁月と初めて出で逢あった時から今この時までの事を思い出し、改めて心の底から思う。
　──この人を好きになって良かった、と。
　そして、その姿と暁月への想いを必死に心へ焼き付ける。
　自分はこれから消えるけれど。魂たましいすらなくなってしまうかもしれないけれど。
　それでも、もし生まれ変わる事ができたなら。
　どうか、
　……今度は普通の人間として、この人の傍に居られますように。
　そう強く願いながら、美兎は視線を斜ななめ上へと向けた。
　既に暁月は眼の前に立っている。その顔をしっかりと見るためだ。すると、
「………………」
　ゆっくりと暁月の手がこちらの肩へ伸び、優しく引き寄せられて。
　そっと腰こしを逞たくましい腕に抱だかれる。
　──それが最後の抱擁の始まりだった。
　だから暁月の温もりを強く感じられるように、美兎はゆっくりと瞳を閉じていった。
　暁月に己を委ゆだねるように。
　しかし。次の瞬間、美兎が感じたのは暁月の温もりではなかった。
　浮ふ遊ゆう感だ。
「──え？」
　そして驚おどろきに眼を見開いた時には──凰沢美兎はお姫様抱っこをされていて。
　そのまま覆おおい被かぶさるように、ベッドへと押し倒された。
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　美兎は、一瞬でベッドの上に組み伏せられていた。
「な、何を……」
　戸と惑まどいを露あらわにしたこちらへ、暁月はハッと笑いながら、
「解らねえか？　お前は自分の命も存在も、危ないから捨てるみたいに言ったんだ。だったら俺が貰もらって、全部俺のものにしても構わねえだろ──お前の命も身体もよ」
「そんな……っ、最後に、触れるだけって……っ」
　てっきりそれが自分達の別れだと思っていたのに。
　信じられないとばかりに暁月を見上げた美兎に、
「ああ？　馬鹿かお前──」
　凰沢暁月は平然と告げてくる。
「──そんなもん、嘘に決まってるだろうが」
「…………っ」
　そうだった、と今更ながらに美兎は思う。
　大切な存在を守るためなら、暁月は嘘を吐つく事は厭いとわない。そして、
「ちょ、ちょっと……っ!?」
　美兎はとっさに焦あせりを得た。
　暁月の手が、こちらの戦闘衣服を脱ぬがし始めたのだ。
　慌てて抵抗しようとするも、暁月は片手で難なく美兎の動きを封ふうじ、空いている方の手でどんどん美兎の服を剥はぎ取ってゆきながら、
「死ぬって言い張ってる奴への、正しい対処法を教えてやろうか？」
　楽しそうに、
「油断させて、近づいて、一度捕まえたらな──絶対に離さねえで、無理矢理引き摺ずり戻すんだよ」
「あっ──」
　瞬く間に戦闘衣服の上を脱がされ、ブラを外された。
　大きな美兎の胸が、勢いよく揺れながら露出する。
　慌てて腕で隠かくそうとするも、暁月の動きの方が早かった。
「何を隠そうとしてんだ──ちゃんと見せろ」
「ふあああぁんっ!?」
　右胸を揉もまれた美兎は、甘い嬌きよ声うせいを上げた。
　胸から全身へと甘い電気が駆かけ巡めぐり、身体に力が入らなくなる。
　今ので、体内に氣きを流されたのだろう。美兎はあっさりと躰からだの自由を奪うばわれてしまう。
　だが、それよりも、
　……嘘……ボク、一度触さわられただけで……。
　美兎は思わず呆然となった。
　今──暁月がこちらの胸を一度揉んだだけで、美兎は軽く達してしまったのだ。
　……ど、どうして……っ。
　美兎は疑問を得る。いつもより躰が敏びん感かんで、感じる快かい楽らくも強かった。
　思わず困こん惑わくするものの、しかしそれも長くは続かない。
「え……？」
　ショーツ一枚の状態にされてしまった美兎は、驚きに眼を見開く。
　いつの間にかこちらの右胸に顔を近づけていた暁月が、口を開けていて。
　そして次の瞬間。
「んああああぁぁんっ!?」
　暁月の下で、美兎はビクンと躰を震わせた。
　……やだ……ボク、何て声を……。
　いつもよりも大きな嬌声に、美兎は胸の奥が羞しゆ恥うちで熱を持ったのを感じた。
　だが無理もないだろう──いっぱいに張り詰めた胸の先を吸われてしまったのだ。
　敏感な胸の先せん端たんが、暁月の熱い口内へと含ふくまれている。
　まるで暁月のものにされてしまったかのように。
　信じられないような羞恥と共に、美兎の中で生まれたのは燃え上がるような快楽だ。
　先程の軽いものとは違う、完全な絶ぜつ頂ちよう。
　しかし、美兎を昇のぼらせても暁月は口を離してはくれなかった。
「……っ……ぁっ、……っ、……っ……！」
　甘い喘あえぎを漏らしながら、胸を吸われる度に美兎は躰を跳はねさせる。
　──実は、美兎がその場所を暁月に触れられるのは、今回が初めてだった。
　アレイザードの娼しよ館うかんで、誤ご飲いんした媚び薬やくを解げ毒どくするために躰を吸われた事はあったが、これまで暁月は、こういう本当に敏感な場所は避けていて。
　それでも氣を操れる暁月は、これまでに何度も美兎の躰に絶頂の愉ゆ悦えつを刻んできた。
　そうして触れられ続けた結果どんどん敏感になってゆき、いつしか美兎の躰は暁月の手で簡単に達するようになっていて。
　よって普通に美兎を絶頂させるだけならば、今の暁月は容よう易いにそれを行なえる。だが、
　……この人……。
　凰沢美兎は理解する。今回、暁月はただの絶頂で終わらせてはくれない。
　美兎の消えようという考えを、根こそぎ飛ばすつもりだ。
　初めて味わう快楽は、美兎を昇り詰めた状態にし続けていた。
　達している状態を、強制的に維い持じさせられる。
　……このまま、じゃ……っ。
　暁月の頭を押して止めさせようとするが、手に力が入らない。
「あっ……あぁ、んぅ……やぁっ」
　それどころか、まるで暁月の顔を掻かき抱いだき、自ら暁月の口を受け入れているかのような体勢になってしまう。そして、
「──ひあぁぁんっ!?」
　美兎は新たな刺激を得て、激しく身を震わせた。
　暁月が美兎の右胸を吸いながら、今度は左胸の先まで指で摘つまんで弄もてあそび始めたのだ。
　二箇所へ送られる異なる刺激。生じた快楽は躰の中で掛け合わされ、あっという間に美兎から思考を奪って、
「────っ」
　簡単に、三度目の絶頂へと昇らされる。
　だが、それでも暁月は止まらなかった。
「今度は逆な」
　そう言うなり、口と手で攻める胸が左右で入れ替わった。
　しかし人の躰は、快楽までもが左右対たい称しようではない。
　よって感じる刺激も快楽も、全くの別物で。
　前の絶頂が終わる前に、凰沢美兎は次の絶頂へと送られる。
「あ、ああぁ……っ」
　これまでにない快かい感かんに、美兎は熱い吐と息いきを漏らした。
　……こ、こんな……。
　ここまでの快楽を自分は知らない。
　──アレイザードの娼館メリッサで媚薬を飲んでしまった時。
　あの時も躰が信じられない程に敏感になってはいたが、ここまで感じる事はなかった。
　否いな──感じていたのかもしれないが、激しい快楽は躰に負担となるため、脳のうが意識をシャットダウンしてくれる。現にあの晩ばんの記憶があるのは最初だけで、途中からの事はほとんどうろ覚えだ。ただ暁月にひたすら感じさせられて、最後は遥と一緒に服ふく従じゆうを誓ちかってしまった事しか覚えていない。
　だが今は違った。あの夜以上の快楽を得ているのに、それでも意識が途切れない。
　……ど、どうして……？
　疑問に思う美兎に、暁月は楽しそうに笑いながら、
「気を失えないのが不思議か？　忘れたのか、ここはお前の精神世界だぜ。言うなれば感覚だけの世界って訳だ。当然肉体の枷かせなんてない」
　だから、
「良かったな──ここならどんなに凄すげえ快楽だろうと、受け入れる事ができるぜ」
「う、嘘……そ、そんな……っ」
「これまでお前がイってたのは、ただでさえ敏感なお前の躰に、俺が氣をたっぷりと流してやっていたからだ。軽い悪いた戯ずらで終わるようにな。それでも、お前は限界を超えて意識を飛ばしちまっていた事はあったが──」
　暁月は悪戯っぽい笑みを浮かべて、
「──しかし、今のお前は快楽に対する限界がない。俺もやりがいがあるってもんだ。俺のものになる記念として、良い機会だからたっぷりと本物の快楽の味を知っておこうな」
　そう言うなり、暁月の取った行動に今度こそ美兎は驚きよ嘆うたんした。
　こちらの胸を攻めていた暁月の左手が──あろう事か、下へと降り始めたのだ。
　胸から腹へと一直線に進み、臍へその窪くぼみに一度指を差し込まれ、
「────っ」
　思わず感じて息を吐いた時には、暁月の左手は、たっぷりと分ぶん泌ぴつされた快楽が染しみ込んだ美兎のショーツの中へと滑すべり込んでいた。
　……う、嘘……っ。
　以前──暁月に商業地区へと連れて行って貰った時。
　リスティと一緒に、モノレールの車内でショーツの中に手を入れられた事はあった。
　──だが、あの時は後ろからで。触れられたのもお尻しりだった。
　勿論、それでも自分はどうしようもなく感じてしまったが、
　……ま、前からなんて……っ。
　いけない。その先は、美兎の躰の中で最も敏感であり、そして恥はずかしい場所で、
「やっ……っ！」
　とっさに躰を横へ捻ひねり、背中を向ける事で美兎は自分のショーツの中から暁月の手を追い出して、どうにか侵攻を阻そ止し。
　だが、ベッドの上で暁月から逃げられる訳がなかった。
「──離はなしやねえよ」
　あっと言う間に手を後ろへと引っ張られ、そのまま美兎の躰は暁月の腕の中にすっぽりと収まってしまう。
　……あ、ああ……。
　背中が感じたのは、心地好い暁月の温もりだ。その感覚に、美兎は全身を震わせていた。
　──凰沢美兎は知っている。
　この体勢になった自分は、決して暁月の手からは逃のがれられないと。
　そして、確信は現実になった。暁月は美兎の左胸を揉みながら、右手を再びその場所へ。
　美兎のショーツの中へと入れてくる。
　いけないと心は思うのに。
　もう逃げられない。
「そ、そこは、駄目ぇ……っ」
　胸を揉まれる快楽に身を悶もだえさせながら、必死に首を振る。
　しかし美兎の声はもう、完全に暁月を受け入れた甘いものにしかならなくて、
「嘘吐け……嬉しそうな顔しやがって」
　暁月は笑う。
「大体、お前の躰はもうお前のものじゃない。俺のもんだ。この躰で、俺が触っちゃいけないところなんざねえよ」
「あ……あ、あぁ……」
　こちらの抵抗を無視して、暁月の指が美兎のショーツの奥へと進んでゆき。
　そして、
「──覚悟は良いな？」
　とうとうその時が訪おとずれる事を告げられる。
　……何で、なの……？
　不思議だった。
　これまでで一番強引なのに、そんな暁月を、これまでで一番優しいと感じてしまう。
　抵抗できない。
「ふぅ……っ、あっ……んぅ……っ」
　既に胸への愛あい撫ぶで限界まで快感を与えられているというのに。
　間もなく訪れるであろう快楽は、間違いなくそれを遥かに上回るだろう。
　その事への恐きよ怖うふを得ながらも、快楽に対して弱いのは人の本ほん能のうだ。
「っ…………」
　この先を知りたい期待によって躰を震わせ、歯をカチカチと鳴らしながらも。
　美兎はゆっくりと、自分の足を開いていった。
　心よりも先に、躰が暁月に屈くつしたのだ。そして、
「これから俺は、お前の価値観を完全に書き換えるぜ」
　暁月が耳元へと囁ささやいた。
「今からお前が感じるのは、これまでのがガキのお遊びだと思い知るような激しい快楽だ。だが逃げる事は許ゆるさねえ。その感覚はな、お前の馬鹿な考えを、この世の果てまで吹き飛ばしてくれるものだ。全部受け入れろよ」
　そして、美兎のショーツの中を完全に自分の居場所にした暁月の手が形を変えた。
　侵しん入にゆうするためのものから、その場所を触れやすいものへと。
「──ここを触られるのは初めてか？」
「……っ……ん……っ」
　ここまで来て嘘を吐いても仕方がない。
　ゴクリと喉のどを鳴らして美兎が頷くと、暁月は「大丈夫だ」と笑った。
「心配はいらねえぜ、好きなだけ乱れていい。しっかりと抱き締しめてやるからよ」
　それに、
「俺は優しいからな。初回サービスって事で、ちゃんと手加減してやるよ。それでも、舌も噛かめないような究極の快楽の入口を、たっぷりとお前に拝おがませてやる」
　そして美兎は、暁月の言葉を聞いた。
「俺なしじゃ生きられない躰にする……とか、そんな古臭い事は言わねえ」
　それは美兎へと思い知らせるように、
「──俺がいる限り、二度と死のうなんて考えられない躰にしてやるよ」
　暁月がそう告げると同時。
　……え……？
　美兎の感覚が失われた。ここは自分の精神世界。無限に感覚を受け入れられる場所だ。
　よって、感覚に空白が生まれるような事はない筈で、
　……だとしたら。
　ひょっとして──暁月が触れるのを止めてくれた？
　脳のう裏りに浮かんだ可能性を、しかし美兎は即座に否定した。
　暁月が止まる筈がない。
　言う事を聞かないこちらに対し、容よう赦しやをしないのが暁月の優しさだ。ならば、
　……もしかして……。
　凰沢美兎は、この状態を理解する。
　──間違いない。自分は今、凄まじい快楽によって意識を加速させられているのだ。
　それは、未知の感覚を受け入れるための準備。
　暁月が入れるようになった、極きよ限くげんの集中力の世界『領域ゾーン』のように。そして、
　……あ……。
　凰沢美兎は、先行する己の意識の背後から、急速に追い掛けてくるものを感じた。
　押し寄せてくるのは、熱を伴ともう光の洪こう水ずい。
　その正体が何かを美兎は知っている。
　美兎を──精神世界もろとも呑み込むような快楽の本流だ。
　追い付かれる。
「あ……あぁ……っ」
　そして。背中を快楽の熱で焼かれ、美兎が絶望と希望が入り混じった声を漏らした瞬間。
　その時が訪れた。
「─────────」
　快楽という概念を完全に超ちよ越うえつした感覚が、凰沢美兎の全てを呑みこんだ。
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　僅かに声を上げる事はおろか、呼吸すらできなくなる快楽を知っているだろうか。
　それは本来、人間が知覚できない領域の感覚だ。
　快楽中ちゆ枢うすうと快楽神経では処理できない量の快感。
　それを今、凰沢美兎は味わっていた。
　最初は脳が灼やけるのではないかと思った。
　だが──やがて極限まで高められた美兎の感覚が、受け入れを始める。
　凰沢美兎は、自分の心と躰、魂の全てが根底から作り変えられるような感覚を得た。
　生きながらにして生まれ変わる。それは震えるような甘い快楽がくれた幸せだ。
　そして。
「………………？」
　やがて美兎は己の意識を取り戻した。
　精神世界で気絶する事はない。恐らく自分は正気を失っていたのだろう、と美兎は思う。
　それでもまだ、美兎の全身を甘い感覚が満たしていて、
「ん……」
　そのまま溺おぼれてしまいたくなるような幸せな愉悦。
　まるで、甘い快楽で満たされた湯船に浸つかっているかのようだった。すると、
「──気が付いたか？」
　ふと背後から美兎を呼ぶ声がした。
　快楽に濡ぬれた眼でそちらを見れば、穏やかな笑みを浮かべた暁月の顔があって。
「あ……」
　そして美兎は、自分が先程まで穿はいていたショーツを脱がされている事に気が付いた。
　一糸纏わぬ状態で、美兎は暁月に抱きすくめられている。
　だから美兎は思い出す。自分が置かれた状況を。
　自分が暁月に何をされ、どのように変えられてしまったのかを。
　全身が熱くなるような、くすぐったいような恥ずかしさを美兎が得ていると、
「気分はどうだ……？」
　暁月はそう言って、美兎の全てを変えた右手でこちらの頭を優しく撫なでた。
　その幸せな感覚に細めた、美兎の瞳が見る。
　暁月の左手が、背後から美兎の左胸を優しく揉んでいた。快楽で熱くなった胸が、とろけそうな柔やわらかさを強調するかのように暁月の手で揉まれ、いやらしい形になっていて、
「………………」
　美兎はとろんとした眼で暁月を見ると、無言で伝える。
　今は何も考えられないと。するとこちらの意図が伝わったのか、
「そうかい……だったらこれで、ようやく落ち着いて話ができるな」
　と暁月。
「話……？」
「ああ──何せ、先刻さつきまでのお前は、おかしな事や余よ計けいな事ばっかり考えて、俺の話を聞く耳なんざロクに持っていなかったからな。そうやって頭の中を空っぽにしたまま、よく聞けよ」
　そして、


「──頑がん張ばったな」


　暁月の口から出たのは、美兎を労ねぎらう言葉だった。
「え……？」
　思わず問い返すこちらに、暁月は虚こ空くうを見ながら、
「今回の戦いで、俺達は何度かタイミングに恵まれている。遥が書記と会計との戦闘で追い詰められたタイミングに海かい堂どうが間に合い、氣を分けてくれたリスティを一人にできない俺のところへ遥が来た。俺が氷神にやられそうになると、海堂が姿を現あらわしたりな」
　そこまで言うと、こちらを見て、
「『時』っていうのは、戦闘においては重要なファクターだ。そして俺達が危機に陥おちいった時、その危機を乗り越える幸運があった……あれはお前のお陰かげだろ。氷神のシステムに支配され、アイツに力を供きよう給きゆうさせられながら、それでもお前は最後まで必死に戦ってくれていたんだからな」
「それは……」
　と徐じよ々じよに思考を働かせながら美兎。
「誰かの危ないところへ間に合ったのは、間に合うようにその人が頑張ったからだよ。確かに皆の事を視ていたし、力になりたいって何度も思ったけれど……ボクは自分の意識が消えないようにするので精せい一いつ杯ぱいだったし。キミが言うような幸運は、皆が頑張ったから掴つかめたものだよ」
「勿論、俺だって何もかもがお前のお陰だとは思ってねえよ。他の奴らの頑張りを否定するつもりな」
　と暁月。
「でもな──たとえどれだけ頑張っても、何もかも実現できる訳じゃない。予あらかじめ計算されていたならともかく、刻こく々こくと状況が変化する戦場において、タイミングなんてものはほとんど運だ。お前が自分の意識が消えないように頑張って、俺達が無事なように祈いのってくれたから、間に合うかどうかを分ける境きよ界うか線いせんを俺達は越えられたんだ」
「そんな……ボクはただ、皆の事を視ていただけで」
「武器を持って敵とやり合うだけが戦いじゃない。誰かと共に戦おうとする気持ちも、誰かを応おう援えんする気持ちも、立派な戦いの一つだ。それはアレイザードで魔族の──ゲイルペインの王女だったお前なら解るだろ」
「………………」
　それはその通りだ。実際の戦闘だけが戦いなら、強い者しか戦えない。
　補ほき給ゆうやバックアップもまた立派な戦いなのだ。すると、暁月は「それに」と言って、
「氷神との戦いで俺の意識が飛んだ時──呼んでくれただろ、お前」
「──え？」
　暁月の膝ひざの上に乗っていた美兎は、思わず背後を振り返った。
　すると暁月は笑いながら、美兎の躰を軽く持ち上げて向かい合う体勢にして、
「あれは間違いなくお前の声だった……聞こえたぜ」
「あ……」
　その言葉に、美兎は思わず胸を震わせた。
　……届いていたんだ……。
　覚かく醒せい状態に入った暁月が己の存在そのものを氣へと変え、京也を圧あつ倒とうし始めたあの時。
　もし、あのまま戦闘を続けていれば、暁月は自分を構こう成せいする全ての氣を使い果たし、そのまま消しよ滅うめつしてしまっていただろう。
　だから、その戦いを見ていた美兎は必死に暁月を呼んだのだ。
　どうか眼を覚まして、と。
「っ……良かった……ちゃんと届いて……」
　思わず口元へ両手を持っていった美兎に、
「大体……氷神との戦いの最後で、明らかにお前とアイツとのリンクが弱まっていただろうが。ただ視ていた訳じゃない。戦っていたんだよ、お前はちゃんと」
「……うん……、うん……っ」
　何度も頷く美兎の背を、暁月が優しく撫でてくれる。
「お前も俺達と一緒に戦ってくれていた。だから俺達は勝てたんだ……他の奴だって同じ事を言うと思うぜ」
　そして、
「戦うってのは、何も無理や無茶をするって事じゃない。自分にできる戦いをしてくれれば、それで良いんだよ。自分の持っていた力にビックリしたのは解るが、お前はあれこれと考え過ぎだ。俺の事も、他の奴の事も、そして世界の事も、何もかもお前が一人で背せ負おい込む必要はねえんだよ」
　それに、と暁月。
「お前の存在が俺達を危険に晒す。だから消えれば俺達は安全とか思っているみたいだが……心配いらねえぜ」
　笑う。
「お前やお前の力を、他の奴に狙われない良い方法があるからな」
「え──？」
　思わず聞き返した美兎に、
「要は、お前の超高次生命体としての力を、好き勝手に利用できないようにしてやれば良いのさ。だったら──」
　そう言って、暁月はその方法を美兎に耳打ちした。
　それは美兎が想像もしなかったもので、
「──どうだ、できるか？」
「う、うん……多分。今ならまだ、力を使えると思うから」
　美兎は頷き、
「でも、そんな方法があったなんて……」
　暁月が告げた内容に、改めて驚きを覚える。
　それは美兎が思いもしなかった、盲もう点てんのような考え。
　……でも。
　これなら確かに、美兎が暁月の足手まといになる事はなかった。
　それどころか、美兎が狙われる事もほとんどなくなる。
　……何より。
　この暁月のアイディアなら、いざという時に美兎の一番の望みを叶かなえる事もできる。
　よって。美兎が暁月の傍にいるための障しよ害うがいが、全て消え去った。そして、
「大体、聞いてただろ。俺はもう、今の世界をぶっ壊すって世界中に言っちまったんだ。コクーンだった氷神も倒しちまったしな。お前が今さら消えたところで、連中が俺を見逃す事はねえよ。お前が、自分の存在に責任を感じる必要もな──だから」
　一息、
「──安心して俺の傍に居て良いぜ」
「え……？」
　美兎は一瞬、暁月が言った言葉の意味が解らなかった。
　コクーンに狙われる事になった暁月の傍に居れば、美兎も危険に晒される事になる。
　安心という単語が、どこか矛むじ盾ゆんしていた。
　しかし、すぐにハッとなる。
　……もしかして。
　まさか──否、間違いない。凰沢美兎は、ようやく理解する。
　暁月がした今の世界を敵に回すかのような宣せん言げんは、単にコクーンや朱の黄昏を倒すという、己の望みを口にしただけではなかったのだと。
　美兎が責任を感じる事を見越して、戻ってきやすいようにするためでもあったのだと。
　既に自分は世界を敵に回したから、美兎の存在の有無は関係ない。
　少なくともコクーンはこれから先、間違いなく暁月を狙ってくる。
　だから何も心配せず、美兎は帰って来て良いのだと。
　……あんなに、ボロボロだったのに……。
　それでも暁月は、美兎を想ってくれていたのだ。
「………………」
　美兎が呆然と見ると、暁月はニッと笑った。まるで、世界に対する宣せん戦せん布ふ告こくにも取られかねない自分の発言を、大した事ではないと言わんばかりに。
「────っ」
　だから、美兎はもう我が慢まんできなかった。
　泣いていた。
　両の瞳の端からポロポロと涙を溢あふれさせる美兎の頭に、ポンと暁月は手を置いて、
「良いか……お前はもう俺のものだ。これからは、たとえ何があろうと俺の傍に居続ける事がお前の唯ゆい一いつやるべき事で、そしてお前の戦いだ──解ったな」
「っ……うん」
　美兎は大きく頷くと、暁月の首の後ろに両手を回して抱き付いた。
　限界だったからだ。
　嗚お咽えつを堪こらえずに、少しでも暁月の存在を感じられるように自分の躰を押し付ける。
「本当は……っ、……ず、ずっと……不安、だったの」
「──ああ、解ってる」
「居させてね……これからも、キミの傍に居させて……っ」
「ああ、当然だろ」
　そう言った暁月に、美兎は顎あごを持ち上げられた。
「だが……あっちに戻る前にハッキリ言っておくぞ」
　至近距離で見つめられ、そして言われる。
「自分の命を捨てる権利──俺は、それをお前から奪う。その一点だけは絶対に服従させるぜ。お前の命はもうお前が好きにして良いものじゃない。俺のものだ」
「っ……はい」
　美兎は即座に頷いた。ここまで暁月が自分を想ってくれていたのだ。
　もう二度と、彼に逆らうつもりはない。
　従じゆう順じゆんな反応を示した美兎に、しかし暁月は苦笑しながら、
「倒した魔王の娘を自分のものにするなんて真似だけは、しないでおこうと思ってたんだけどな……」
「──そんなっ！」
　美兎は慌てて顔を上げた。
　……違うよ。
　確かに最初は、父親を殺された魔王の娘と、父の仇かたきの勇者という関係だった。
　もしその時点で、まるで戦利品にするかのように、強制的に暁月のものにされていたら。
　たとえ父が託たくすと決めた相手でも、美兎は心を閉ざしたままだっただろう。
　それどころか、自ら命を絶っていたかもしれない。
　そんな最悪の関係と状況の中で、美兎がここまで暁月への想いを募つのらせたのは──こんなにも好きになれたのは、積み重ねてきたものがあったから。
　だからこそ今、こうして美兎は自分から暁月のものになりたいと思えたのだ。
　そう素す直なおに思える。
　……だって。
　美兎が自分の全てを暁月へ捧ささげるなら、きっとこれが一番なのだから。
　よって──今ここでだけは、暁月の強引な優しさに甘える訳にはいかない。
　最後まで暁月任まかせでは、己で考える事を止め、暁月にただ依い存ぞんするだけになってしまう。
　だから、
「お願い、聞いて……」
　美兎は自分の腰を抱いている暁月を見上げた。
　この躰は既に、暁月のものにして貰っている。
　だが心は──想いは、自分からでなければいけない。
　暁月のものになり、新たな自分として彼と共に生きると。
　それが自分の選んだ道なのだと、そう胸を張って言えるように。
　告げる。
「して……ボクをキミのものに──ううん、して下さい」
　吸い込まれそうな瞳を、息が届く距離で見つめながら。
　誓う。
「ボクは……凰沢美兎は、これから永遠に貴方あなたの──凰沢暁月のものです」
　確かな口調で、美兎は言い切った。
　口にしたのは永久の誓い。魂の盟めい約やくだ。
　告げると同時、
　……あ……。
　凰沢美兎は、心の奥から湧わき上がる、震えるような幸せを得た。
　やっと自分の想いを──望みを伝えられたからだ。
　そんなこちらに対し、暁月は一瞬たりとも迷わなかった。
「そうか……だったら俺は、この先お前を誰にも渡しやしねえ」
　真っ向から応こたえる。
「これからずっと──お前の全てを奪い続けてやるよ」
　そして、
「あ──」
　強引に唇を奪われた美兎は、
「ん……」
　しかし、すぐに暁月を受け入れて瞳を閉じた。
　差し入れられた熱を帯びた暁月の舌に、自分から己の舌を絡からませる。
　互いに求め合った瞬間、それは誓いのキスになって。
「──────」
　唇を重ねている美兎の頬ほおを、一筋の涙が零こぼれ落ちた。
　しかし、美兎は構わない。
　自分は暁月のものになったのだ。だからもう、この涙も暁月のもので。
　委ねる。
　何故なら凰沢暁月には、一つの美学があるからだ。
　それは、泣いてる女がいたら自分の好きにして良い──というもので。
　そして暁月は、己が眼にした涙から決して逃げる事はない。
　もしも女が泣いていた時、その涙を止めたいと思ったなら、暁月はすぐに止めるだろう。
　もしも女が泣いていた時、その涙を愛しいと思ったなら、暁月は抱きしめてやるだろう。
　もしも女が泣いていた時、その涙を正しいと思ったなら、暁月は一人にしてやるだろう。
　もしも女が泣いていた時、その涙を嘘だと感じたなら、暁月はその理由を尋ねるだろう。
　そして今──暁月は美兎の涙を止めなかった。
　この涙に含まれているのは、美兎の胸の奥から溢れてくる止とめ処どない想い。
　幸せという名のその感情を噛み締めるように、美兎は暁月と唇を重ね続ける。
　自分からは決して離さない。そんな権利はもうないのだ。
　だってそうだろう。
　凰沢美兎はもう、凰沢暁月のものなのだから。
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　そして、気が遠くなりそうな程の長い長いキスの後、
「…………ん」
　次に瞳を開けた時──凰沢美兎の意識は、まるで目覚めるようにして己の精神世界から現実へと戻った。
　最初に美兎の眼に飛び込んできたものは、瞳を閉じる前に見たものと同じ。
　美兎を自分のものにして、全てを奪い続けると約束してくれた暁月の穏やかな表情だ。
「あ……」
　気付き、思わず声が零れ落ちる。暁月の逞しい腕の中、美兎は腰を抱かれた状態で。
　美兎は一瞬、僅かな錯さつ覚かくを得た。
　まだ自分と暁月は精神世界にいて、今はただ唇を離しただけなのではないかと。
　まるで──長い夢を見ていたかのようだった。
　……でも。
　暁月が精神世界でくれた温もりと快感は、今も美兎の躰に確かな熱として残っている。
　その感覚は、現実さえ霞かすんでしまうほど鮮せん明めいなもので、
　……あ……。
　ふと美兎は暁月の腕の中で、快楽の残ざん滓しにピクンと躰を震わせた。
　夢じゃないのだ。
　凰沢美兎は凰沢暁月に全てを晒し、彼のものになると誓い、そして応えて貰った。
　……本当に？
　まだ夢みめ心ごこ地ちでどこか信じられない自分がいて、美兎が暁月を見上げていると、
「──ひあんっ」
　いきなり胸を揉まれた。それも、ブラの下から中に手を入れられて直接。
「コラ、何を早速心配そうな顔してんだお前は……」
　敏感になったままの美兎の膨ふくらみを、暁月はやや力を込めて揉みながら、
「この期に及およんでまだ不安とか言うなら、もういっぺん派手にイカせるぞ」
「あんっ……やっ、ちが……あぁ……ん、ちょ、ちょっと……」
　いつも通り、信じられないような方法で暁月が現実を教えてくる。
　そして自分の足で立っていられなくなったところで、ようやく暁月は美兎の胸から手を離した。解放され、思わず床ゆかにへたり込むと、
「ったく……大体お前には、まず最初に言わなきゃならない事があるだろうが」
「え──？」
　その言葉に反応して暁月を見上げたのと、
「──美兎っ！」
　小さな身体が美兎へと飛び込んできたのは同時だった。
　そしてその瞬間──暁月だけだった美兎の世界が、実際の姿を取り戻す。
　美兎は今、淡あわい輝きを放つ神しん殿でんを思わせる空間に居て、
「葛葉……」
　精神世界から無事を確認していたが、美兎が戻るより先に駆け付けてくれたのだろう。
　桐元葛葉がこちらへ抱き付き、涙を堪えて肩を震わせている。そして、
「みんな……」
　見れば美兎の傍かたわらにはリスティに千影、遥の姿もあって。誰もが目尻に涙を滲にじませながら、それでも穏やかな笑みで美兎を見つめていた。すると、
「美兎ちゃん──」
　リスティが腰を落とし、美兎の肩にそっと手を置いて、
「──お帰りなさい」
　優しい声音で告げてきたのはただ一言、美兎を迎むかえる言葉だった。
　だから美兎は理解する。暁月が口にした、美兎が言わなければいけない事とは何かを。
　──伝えたい言葉は沢たく山さんあった。伝えなければならない想いも。
　心配させてしまった事。助けに来てくれた事。そして戦ってくれた事。
　湧き上がる感謝と謝罪の想いは、どれも言葉にしてもし尽つくせない程あって。
　それはきっとリスティ達も同じなのだろう。
　だから、その全てを一言に込めて言ったのだ。
　お帰りなさいと。
　──よって、美兎が言うべき言葉も決まっていた。
　皆が居てくれたお陰で、こうして自分は帰って来られたのだと。
　葛葉を抱き締め、その背中を優しく撫でると、美兎はそっと顔を上げて。
　そして、それが想いを伝えるべき瞬間。
「ありがとう……」
　沢山の想いを込めながら、凰沢美兎は告げる。
　それは、自分が帰って来た事を伝えるただ一つの言葉。
　そっと笑え顔がおで、
「……ただいま」
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　美兎が無事に戻った事で、それ以上の長なが居いは無用になって。
　程なくして暁月達はＪＰＮバベルを後にした。だが、
「………………」
　敷しき地ち内から外へと出たところで、ふと歩く足を止めた者がいる。
　憂いを帯びた表情で背後を──ＪＰＮバベルを仰あおぎ見たのは七瀬遥だ。
　京也の野望を打ち砕くだき、美兎を無事に取り戻した。
　暁月や彼を支えて生きてゆく事を決めた自分達にとって、それは最高の結末といえる。
　だが遥は思う。自分は今日、多くのものを失ったと。
　──ほんの少し前まで遥の居場所は、ＪＰＮバベルの高等部生徒会だった。
　会長の氷神京也、書記の上うえ崎さき遼りよ平うへい、会計の哀あい原はら美み奈な巳みは仲間であり親友だ。
　彼らがこちらをどう思っていたかは解らないが、少なくとも遥はそう思っていた。
　世界初の学生による運営を行なったＪＰＮバベル。四人で過ごした時間は濃のう密みつで、彼らと共に作った多くの思い出と功こう績せきは、遥にとっての誇りだった。
　しかし、遥と彼らは道を違えた。異なる未来を望んでしまったからだ。
　その結果、京也は暁月によって倒される事になり、最後まで京也に付く事を決めた遼平と美奈巳とは遥自身が激しい戦闘を行なった。互いに譲ゆずれぬものを懸けて。
　二人との戦闘は、海堂の助けも借りてどうにか遥が勝利したが、
　……でも。
　暁月と京也との戦闘が終わった後。拘こう束そくしておいた遼平と美奈巳の下へ行ったところ──既に二人の姿はどこにもなかった。
　暁月が美兎の精神世界へ行っている間に、海堂も姿を消していたため、海堂の仕業ではないかという可能性を葛葉が口にしたが、
　……違いますわね、きっと。
　恐らく京也が敗れた事を悟り、行方を眩くらます事にしたのだろう。
　遼平と美奈巳にとっての居場所は──氷神京也とＪＰＮバベル高等部生徒会は、もうこの世界から失われてしまったのだから。
　そして、同じものを遥も失った。
　……それでも。
　自分は失っただけではない、と遥は思う。
　今の遥はもう、己の新たな居場所を見つけているからだ。
　そして、
「──遥」
　ふと自分を呼ぶ声に、遥はそちらへと振り返る。
[image: 画像]
　確かな声で遥の名を呼んだのは、これから遥が支えてゆくと決めた凰沢暁月だ。
　その隣となりには、今の遥の仲間達が居る。
　凰沢美兎、リスティ・シェルフィード、五泉千影、桐元葛葉の四人が。
　だから。遥はそれ以上、自分が失ったものを思う事を止めにした。
　考えなければいけないのは、過去ではなく現在と未来だろう。
　京也がコクーンの計画を明らかにし、そんな京也を暁月が倒したのだ。
　これから世界は大きく動き出し、暁月と自分達はその動きの中心に立つ事になる。
　そうだ。自分達には過去を振り返っている時間も、立ち止まっている余裕もない。
　これで終わりではないのだ。やらなくてはならない事は、沢山あるのだから。
　遥は思いを新たにする。全てはこれからだと。だから、
「ええ、今行きますわ──」
　七瀬遥は頷きを一つして、前へと駆け出した。
　己の現在と、そして未来の方角へ。
　凰沢暁月が居る所へと向かって。
終章２《君と、この世界を巡って》
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　ＪＰＮバベルにおける一連の事態は収束した。
　それによって救われた者がいる一方で、救われなかった者達がいる。
　極東アジアの島国を司つかさどる存在──日本政府だ。
　クラスター型核かくミサイルを発射するという暴挙をしてまで、自分達の裏切りの証しよ拠うこ隠滅を図ったものの作戦は失敗。
　打つ手を失ったこの国の未来は、完全に暗礁に乗り上げていた。
　日本の政府中枢の一つ、総理官かん邸てい。
　その一室──総理大臣執しつ務む室しつは今、重苦しい沈ちん黙もくに包まれている。
「………………」
　第一〇八代日本国総理大臣、篠しの川かわ慎しん哉やは、先さき程ほどから自身のデスクで無言を貫いていた。
　すると代わりに、
「終わりだ……」
　床にへたり込んだ秘書官が、絶望の声を漏もらした。
「もう我わが国くには終わりだ……何もかも」
　篠川は秘書官の言葉を否定しない。
　それ程ほどまでに今、この国は崖っぷちへと追おい詰つめられている。
　閣議室では現在関係閣かく僚りようが、別室では与党幹部が集まり、この国家存亡の危機にどう対処すべきか意見をぶつけ合っているが──恐おそらく結論が出る事はないだろう。
　……何な故ぜなら。
　この局面に関わらなくてはならない者、さらには関わろうとする者が多すぎる。
　無意味に長引く国会審議と同じだ。人が多ければそれだけ意見が割れる。
　互いの意見を批判し合う事に終始し、方針は定まる事なく迷走してしまう。
　だから篠川は一人になれる自身の執務室へと戻ってきたのだ。
　秘書官のように諦めた訳ではない。
　……まだだ。
　篠川慎哉は諦めない。
　まだ自分達は、この日本という国は助かる道がある筈はずだ。
　その可能性がゼロではない限り、思考を止めない。
　最後まで諦めず、氷ひ神かみ京きよ也うやを倒したあの青年──凰おう沢さわ暁あか月つきのように。
　この国を預かる総理大臣として、最後まで政治家としての本分を貫き通す。
　日本を守るために、命を懸けて。
　……恐らく。
　残念ながら、閣僚や与党幹部の意見がまとまる事は恐らくないだろう。
　最終的には自分が決めるしかないのだ。
　たとえそれが独裁と言われようとも──この国を救うために。
　篠川は、改めて固い決意に拳こぶしを握りしめる。
　──すると、執務室の扉とびらがノックされた。
　そして、こちらの声を待たずに一人の女性が入ってくる。
　その姿を見た瞬間──篠川の表情が凍り付いた。
「そ、そんな……」
　秘書官が呆ぼう然ぜんの声を上げる。やって来たのは、金髪碧へき眼がんの美しい女だった。
「お忙しいところ、失礼しますわ総理……」
　悠然と微笑ほほえむ事で、さらにその美しさが際立ったものになる。
　その女性が何者かを、篠川は知っていた。新国連の事務総長を務める美しき才女。
　コクーン№Ⅱ──レティア・クライシスだ。
「い、一体どうやって……」
　震ふるえる声で秘書官が呟いた。当然の疑問だ。
　日本国内のあらゆる空港は、現状システムトラブルという名目で封ふう鎖ささせていた。
　港も同様だ。国外からは蟻一匹入れないようにと、関係各所に通達してある。
「あら、どうしたんです？　そんな驚おどろいた顔をして」
「まさか……入管が通したのか？」
　法務省の裏切りの可能性に、険しい表情を浮かべた篠川へ、レティアは笑いながら歩み寄ってくる。
「いいえ、違います。勤労と忠実さだけがウリの貴国の役人に、そんな大だい胆たんな決断を下せる訳がないでしょう」
「──ならば」
「総理……空港を閉鎖した位で、我々を足止めできるとでも？」
　スッと眼を細めたレティアに、篠川はハッとなった。
「まさか……」
「ええ──その通りです」
　レティアは笑えみを深くした。冷たい笑みだった。
「空港は今も閉鎖されています。航空機は下りられない──だから直接下りました」
「────っ」
　事も無げに言い放ったレティアに、篠川はギリっと歯を噛み締めた。
　……何という事だ。
　篠川は自分の判断の甘さを痛感した。だが無理もないだろう。
　通常速度でマッハ６──最高瞬間速度ではマッハ10を超こえられるという極ごくち超よう音おん速そく航空機が存在する事すら馬ば鹿かげているというのに。
「たとえパラシュートがあるにせよ、極超音速で飛んでいる航空機から降下するとは……良くご無事だったものだ」
　苦い表情で呻うめく篠川に、
「パラシュート？　何の話です？」
　とレティア。
「私は『直接下りた』と申し上げた筈ですけれど」
「な──…」
　今度こそ。レティアの言葉に篠川は絶句した。
　しかし、驚きよ愕うがくするこちらに一いつ切さい構う事なくレティアは告げる。
「そんな事よりも総理──私達の制止を無視して、特別自治区へと侵攻した貴国の未来についてお話をしましょう」
「……我々の軍事行動の正当性は既すでに伝えている筈だが？」
「ああ、あの情報機関の方で作られた証拠の事ですか？　確かに、即席にしては良くできていましたね。政治上の建前として使うには、ちょっと心許ないとは思いますが」
　でも、とレティア。
「もうお解わかりでしょう？　ＪＰＮバベルは、完全自閉モードから既に復帰しています。貴方あなた達たちのフェニックス細さい胞ぼうに関する企みについても、こちらは既に証拠を入手済みです」
「ならば、互いの主張を新国連の会議の場で──」
「──その必要はありません」
「何……？」
　眉まゆを顰ひそめる篠川に、レティアは一枚の書類を差し出した。
「日本の新国連常任理事国の権限罷免の決定書類です。貴方達はもう、新国連の会議の場に立つ事はできない」
「馬鹿なっ！　幾らコクーンとはいえ、そのような横暴が……！」
「まさか。書類を良くご覧下さい。貴国以外の六カ国の賛同を得ての決定です」
「────っ？」
　篠川は書類に視線を落とした。
　英語で書かれた書類には、レティアの言うように各国首脳のサインが記されている。
「この短時間で、ここまで……っ」
「ご理解いただけたようで何よりですわ、総理」
　悠然と佇たたずむレティアを、篠川は執務机の椅い子すから睨にらむように見上げた。
「たとえ我が国以外の常任理事国が認めようと、国際社会がこのような真ま似ねを許す筈がない……貴方達コクーンの企みもまた、既に氷神京也によって世界中が知る事になった。このタイミングで我が国へと強ごう引いんに制裁を下すような真似をすれば、それこそコクーンの信しん頼らいは完全に失墜する事に──」
「──私達の心配を貴国がする必要はありません」
　と、篠川の言葉を遮さえぎりながらレティア。
「私達がその気になれば、国際世論などどうとでもできる。それだけの力を我々が持っている事は、貴方あなたが一番理解されている筈です」
　それよりも、と笑う。
「貴方が心配するべきなのは、この日本という国の名が、あと何日この世界の地図に残っていられるかの方でしょう──ねえ、篠川慎哉総理」
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　消えゆく運命に陥おちいった日本。
　その本土の一角には、スラムと化した場所がある。
　かつては高層ビルが立ち並び、都心の栄華を誇ほこっていた湾岸エリアの一帯だ。
　──今から二十五年前、異世界への召しよう喚かん現象が確かく認にんされ始めた初期。
　原因不明の超質量エネルギーの発生現象に呑み込まれ、この一帯の全すべては瓦が礫れきと化した。
　当初こそ日本政府は復興を目指したが、調査の結果完全に地じ盤ばんが崩ほう壊かいしている事が判明。
　そして深刻な治安の悪化にも頭を悩ませていた頃ころ、コクーンが誕生して。やがて日本はバベルの受け入れを余よ儀ぎなくされ、特別自治区の巨きよ大だい人工島が東京湾内に造られた。
　しかし、異世界帰りの能力者が暴走すれば、再び悲劇が起こる可能性がある。
　そうした緊きんき急ゆう時に備えて、日本は政府機能を移す事を決定。
　首都移転と共に、復興は断念された。要は──日本政府はこのエリアを見捨てたのだ。
　結果、あらゆる公共と福祉が失われ、一部の極貧困層や犯罪者、不法滞在者、海外からの流民などが集まりスラムを形成していき。
　現在このスラムでは、未確認ながら数十万もの住民が生活していると推察されている。
　──そんな廃墟と化したままの旧東京の街を今、高速で駆かけてゆく者がいた。
　朱あけの黄たそ昏がれのメンバーの一人、特別自治区を脱出したティアナ・ランドハウゼンだ。
　その背に血まみれの鬼おに塚づかを背せ負おっているものの、スラムの住人がティアナ達たちに驚く様子はない。珍しい事ではなかったからだ。人が怪け我がをする事も──そして死ぬ事も。
　法と治安が失われたこの街では誰だれもが、自分が今日を生きる事だけを考えていて。
　見知らぬ誰かがどうなろうと知った事ではない。
　だが、それは逃亡している今のティアナにとっても好都合だった。
「もう少しだけ我が慢まんして下さいね、ケンちゃん……」
　全力の疾しつ走そうを続けながら、ティアナはそっと呟いた。
　──コクーンに弓を引く、国際的なテロリストである『朱の黄昏』。
　普ふ段だんはそれぞれ別行動を取っている各メンバーは、世界各地に隠れ家を持っている。
　お尋ね者でありながら、各メンバーは自由気ままに世界中を行き来していて。
　そのため、情報機関のエージェントなどと同じように、羽を休めるセーフハウスは必須なのだ。海かい堂どうのように特別自治区内にまで居を構える物好きはいないが、ティアナもまたこの日本に幾つかの隠れ家を持っており、その内の一つがこのスラムにあった。
　──まずはそこに鬼塚を運び、そして闇やみ医者に診せる。
　それが、今のティアナ・ランドハウゼンにとっての最優先だ。
　フェニックス細胞の同化が上う手まく行ったのか、血まみれなのは服だけで、鬼塚の出血は既に止まっていた。
　背中を通して感じられる体温が熱い気がするのは、その副作用だろうか。
　しかし専門的な医いり療よう知識がない以上、少しでも早く安静にして休ませるべきだろう。
　だからこその全力疾走。しかし、
「──────」
　ふとティアナは足を止めた。
　場所は瓦礫や故障車両が転がっている、かつての幹線道路。
　先を急いでいたこちらの先に、一人の男が立っていたからだ。
　金色の髪かみと瞳ひとみを持ち、ただそこに居るだけで感じるのは凄すさまじいまでの圧力。
　その男の名を、ティアナ・ランドハウゼンは知っていた。
　否、世界の誰もがこの男の名を知っているだろう。
　コクーンの実動メンバーのリーダーにして、世界を司る新国連の議長。
「ミハエル・アークウッド……」
　冷たい視線で睨むこちらに対し、ミハエルは無言だった。
　恐らくは、京也や日本政府の暴走を止めに来たのだろう。
　それが何故、今この場所に居るのかは解らないが、
　……こうして出遭あった以上は、見逃す気はなさそうっすね……。
　その鋭するどい瞳は、こちらをしっかりと捉えていた。そして、
「朱の黄昏……ティアナ・ランドハウゼンだな」
　それだけを言うと、ゆっくりとこちらへ向かって歩き出してくる。
　……これは、どうしたもんですかね……。
　ティアナは内心舌打ちをした。
　自分は朱の黄昏であり、ミハエルはコクーンである以上、出遭えばぶつかり合うのが必然だ。こちらが京也との戦いで体力を消しよ耗うもうしている事など関係ない。
　……恐らく。
　ミハエルの戦せん闘とう力りよくは、こちらよりもかなり上。
　自分達『朱の黄昏』の団長である、セシルと同等クラスだろう。
　対する自分は京也との戦いで肋ろつ骨こつを痛めている。このまま闘り合えば、まず勝てない。
　完全に逃にげる事だけに徹すれば、どうにか逃げ切れる目はあるが、
　……できないっすよね、それは。
　そのためには、鬼塚をここに置いて行く必要がある。
　だから──ティアナ・ランドハウゼンはその選せん択たく肢しを除外した。
　ここで己おのれの命惜しさに鬼塚を置いて行く位なら、ＪＰＮバベルで見殺しにしておけば済んだ話で。わざわざ特別自治区から連れ出す必要もない。
　そう。簡単な話なのだ。きっと今、自分が選ぶ選択肢は一つだけ。
　だから、ティアナは自分の背から鬼塚を下ろした。穏やかな表情で告げる。
「ケンちゃん……ちょっとです。ちょっとだけ待ってて下さいね」
　鬼塚の意識はまだ回復していない。
　それでも彼かれを助けるために、選択肢が一つしかないというのなら。
　それがたとえ、どれだけ絶望的な可能性であろうとも。
　ティアナ・ランドハウゼンは──迷う事なくその道を行く。
「──────」
　ティアナはミハエルへと向き直ると、意識を集中して破は砕さい斧おのを具現化。
　そして、
「そこを退いて貰もらいますよ」
　己の行く道に立たち塞ふさがる障害へと告げた。しかし、
「……………………」
　ティアナが破砕斧を構えても、戦せん闘とうの意思を見せても。
　ミハエル・アークウッドは何の反応も示さず、歩みの速度を変える事もしなかった。
　だから、
「────っ！」
　ティアナは弾はじかれたように地面を蹴けった。
　タイミングは、ミハエルの右足が地面から離はなれたのと同時。
　身体の重心が移動しており、最もとっさの対応が取り難にくい瞬間だ。
　──だが。
「え──…？」
　ティアナの身体が、前に向かう事はなかった。
　脳から発せられた「地面を蹴る」という信号が、足へと到とう達たつするまでの刹せつ那なの間に。
　ミハエルの姿が掻かき消えて。
　ほぼ同時に、ティアナの肩かたに手が置かれた。
　……そんなっ!?

　こちらの瞬発を封じられた──そう思った次の瞬間には。
　ティアナの視界は、既に暗転していた。
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「………………」
　一いち撃げきでティアナの意識を断ったミハエルは、地面に倒たおれている少女を無言で見下ろした。
　遭そう遇ぐうした場所。そして既に手負いだった事から、ミハエルは確信する。
　恐らくティアナは、ＪＰＮバベルに侵しん入にゆうしていたのだろうと。
　──すると、ミハエルの懐ふところにあった携けい帯たい電話が振しん動どうした。
　着信したのは電話だ。
　相手は、ミハエルと共に極超音速航空機でこの日本へとやって来た女性。
　レティア・クライシスである。ミハエルが通話ボタンを押すと、
『私よ──日本政府の方は、ほぼ片付いたわ』
　淡たん々たんとした口調でレティアが告げる。
『全空港の使用権限も押おさえたし、本部から暫定統治政府樹立のためのスタッフを呼ぼうと思うのだけど、良いかしら？』
　それは、日本をコクーンが支配するための準備。
　レティアが呼ぼうとしているのは、政治や法律に長けた者だけではない。
　マスコミなどへの報道管制担当から、全自衛軍に反乱などを起こさせないよう、武装解除を従わせるために日本各地にある基地へと派遣される戦闘要員まで、日本という国家を完全に解体するために必要なあらゆる者達を呼び寄せると言っているのだ。だから、
「ああ、構わない」
　ミハエルは即そく答とうする。
「この国は最も早はや、存在価値を完全に失った。これまで先進国の解体はなかったが、各国への見せしめには良いだろう。我々への反逆行こう為いは、たとえＧ７の──新国連の常任理事国であろうと許されないという事を、改めてしっかりと認にん識しきして貰う」
　それが、この日本という国の最後の役割だ。
　……とはいえ。
　京也が自分達の情報を漏らした件もある。そちらの対処を行なう前に事を早く進めすぎては、余計な反感を買い、反発も出てしまいかねない。
　何せ京也は『Ｙ計画』についてだけではなく、ミハエルの素すじ性ように関する情報も世界に向けて公表したのだ。
　……もっとも。
　京也が消えた今となっては、そんなものはどうとでもできる些細な問題だ。
　まずは京也の裏切りについて、コクーンの立場の正当性について見解を表明。しかる後に日本が行なっていたフェニックス細胞の研究・開発について白日の下に晒さらし、糾きゆ弾うだん。幾いくつかの段階を踏ふみつつ、徐じよ々じよに国家としての解体を行なう──といったところか。
　無論──暫定政府やその後の統治機構については、裏で先に進めておく。発表は世界情勢を見極め、しかるべきタイミングで行なえば良いのだから。
『──そっちの方はどう？』
　電話の向こうからの問とい掛かけに、ミハエルは「ああ」と頷うなずいて、
「やはり、特別自治区には入れなかった……恐らく概がい念ねん結界のようなものが働いている」
　スッと眼を細めながら、
「外部からの侵入を阻むものだろうな。能力者に限定しているのかまでは解らないが──少なくとも俺おれは入れなかった」
　そう。ミハエルはこの事態に、指を咥えて静観をするつもりなどなかった。
　自ら特別自治区の人工島へと乗り込み、京也もろとも全てを薙なぎ払うつもりだったのだ。
　──しかし、できなかった。
　人工島の周辺を、不可視の結界が覆おおっていたのだ。
　それはミハエルの力を以もってしても突とつ破ぱできない代しろ物もので。
　ティアナを捕捉したのは、そんな時だった。
「ヘリを一機寄よ越こしてくれ。朱の黄昏のティアナ・ランドハウゼンを捕獲した。生きたまま、連中のメンバーを捕らえられたのは大きい。能力者用の拘こう束そく錠で身動きを封じた上で、本部へと移送する」
『解ったわ──すぐにそちらへ行かせる』
　レティアの了承を聞くと、ミハエルは通話を終えた。
　そして、人工島のある方角を振ふり返り、呟つぶやく。
「コクーンを超こえる力、か……」
　それは、京也が世界へ発信した演説の中で口にした言葉だ。
　ミハエルは思う。
　あの概念結界を展開している存在こそが、京也が求めた力なのだろうと。
　……超ちよ高うこ次うじ生命体か。
　自分達コクーンが進める『Ｙ計画』にとって最も重要な存在。
　この世界を完全にコントロールし、管理するために必要な触しよ媒くばい。
　京也は何かの切きっ掛けで、それと接触する機会を得たのだろう。
　そうでなければ、京也が単独でここまでの真似を行なう訳がない。
　……とはいえ。
　現在、ＪＰＮバベルはおろか、特別自治区までもが沈ちん黙もくを保っている。
　ミハエル・アークウッドは確信する──氷神京也は敗れたのだろうと。
　超高次生命体の力を利用しながら、それでも敗北した。
　あの光の柱のようなエネルギーの奔ほん流りゆうを発した者によって。
　それは、自分達コクーンと同等の力を持つ者の到来を意味する。だから、
「取るに足らない力と、その存在の哀あわれさに免じてこれまで放ってきたが──」
　ミハエルは静かな瞳で、
「──まさか、アレがここまでのものになるとはな」
　そう言って、僅わずかに想おもいを馳せていた時だった。ミハエルは、ふと背後を振り返った。
　すると視線の先──遠くの闇の向こうから、足音が聞こえてくる。
　地面を打つようなその音は、女性特有の靴が奏でるもの。
　程ほどなくして。ミハエルの前に一人の女が姿を現した。
　そして、透き通る声で告げてくる。
「こうして直接会うのは初めてだな……とはいえ貴方の活躍は、いつもメディアで拝見しているよ。ミハエル・アークウッド」
　全てが美しい女だった。
　顔も、身体の全ての形やラインも──その身に纏まとう雰ふん囲い気きさえも。
「仲間を助けに来たか……セシル・エンドハート」
　問い掛けるミハエルに対し、現れた美女──セシルは笑みを湛えたまま、
「ああ。そちらに団員を持っていかれると、こちらとしては色々と困るんだ」
　だから、
「そうするつもりだったんだけどね──ここに来るまでは」
　そう言って、苦くし笑ようしながら肩を竦めると、セシルは地面に倒れているティアナを見て、次に離れた場所で気を失っている青年を見た。
　それは、ティアナがここまで運んでいた青年だ。
　セシルは苦笑を優やさしい微びし笑ようへと変えて、
「ここでその青年を置いてティアナだけを連れて行くと、後で恨まれる事になってしまうのでね……見捨てる位なら、彼と一いつ緒しよに死にたかったと。かといって、二人を抱えて貴方の相手をするのは、少々骨が折れそうだ」
　一息、
「何より──貴方には絶対に手を出すなと、あの人から言われている。それに、もしそんな真似をすれば、暁月にも恨まれてしまうだろう。私としては、彼に嫌きらわれる事だけは避さけたいんでね」
　対するミハエルは、視線を鋭くして問う。
「──弟はどうしている？　凰沢剛ごう毅きは？」
「先さき程ほどの天へと昇のぼってゆく光の柱を見ただろう？　暁月はコクーンの一人、氷神京也を倒した。そして、氷神が手に入れようとした超高次生命体の娘むすめも取とり戻もどしたそうだ。気付いていると思うが、人工島を覆っている概念結界は恐おそらくその少女によるものだろう。恐らくは暁月を、貴方のような存在から守るために」
　そこまでを言うとセシルは笑えみを深いものにして、
「そして、あの人が今どこに居るのかについては、悪いが私にも解らないな。何せ、この世界で最も自由気ままな男だからね。だが、そうだな──大方今いま頃ごろは、どこかの屋台で酒でも飲んでいるんじゃないか？」
「………………」
　無言を返したミハエルに、セシルは構う事なく、
「そういう訳だから、その二人は一いつ旦たんそちらに預けさせて貰おう」
「……仲間を見捨てるつもりか？」
「彼かの女じよの意思を尊重するだけさ。それに、ひょっとしたらティアナは、黄昏を抜ぬけようとしていたのかもしれない。その青年をわざわざ連れてきた位だからね。だからこそ、逃げる事なく貴方に向かっていったんだ……それこそ己の命を懸けて。その決意を無む駄だにするのは、気が引けるというものだろう？」
　それに、とセシル。
「貴方は移送を行なうと言った。すぐに殺す事はしないだろう。よしんばそうなったとしても、その方が無駄に生きながらえるよりは、ティアナにとって本望なんじゃないかな？　そして貴方は、向こうの青年も連れて行くつもりだった筈はずだ。ティアナに言う事を聞かせるために、間ま違ちがいなく利用できるだろうからね」
　だから、
「ここは貴方に預けて私は退いた方が、ティアナにとっては最善なんだよ」
「成る程……」
　とミハエル。セシルの言い分は理解した。だが、
「だからといって──このままお前を逃がすとでも思っているのか？」
　見み据すえる視線を向ける。
　相手は朱の黄昏の現団長。ここで潰せば、形勢は一気にコクーンへと傾く。しかし、
「言っただろう、約束があるんだ。貴方とは戦わない。負けるつもりはないが、あの人と互ご角かくに渡り合えるだろう貴方に勝てると言う程、私は自信家ではないよ」
　とセシル。
「だが──戦いを避ける程度なら、それなりに自信はあるとも」
　そう言うなり、己の言葉を証明するかのようにセシルの姿が掻かき消えた。
　ミハエルの眼めでもとっさに追えない速度。しかし、
「──向こうか」
　それでもミハエルは、セシルの気配を察知していた。
　逃げた方向も、大方の距きよ離りも掴めている。だが、ミハエルがその場を動く事はなかった。
　──自分はティアナを倒しはしたが、彼女は気を失っているだけだ。
　この場を離れている間に、意識を取り戻してしまうかもしれない。
　かといって、ティアナが逃げられないようにダメージを与あたえているような暇ひまもなかった。
　そんな事をしている間に、セシルは追つい跡せき不可能な距離まで離れてしまう。
　……何より。
　ミハエルには、確信にも似た予感があった。
　もしセシルを追えば──彼女はさらに姿を晦くらますだけだろうと。
　──ならば、今日の所は無理に追う必要はない。
　その理由は明白だった。遠くの空からする、迎むかえのヘリのローター音を聞きながら。
　ミハエル・アークウッドは、己の目的を呟いた。
「俺の狙ねらいも、お前などではない──あの男だ」
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　廃墟と化した旧都心エリア。
　道を歩くセシル・エンドハートの足取りは、ゆったりとしたものだった。
　──ミハエルが追って来ない事は、予め想像できていたからだ。
　だからこその余よ裕ゆう。
　悠然とした表情を浮うかべながら、セシルは今日という日の結果を振り返った。
「やはり、マイナス２とマイナス１になったか……」
　それは特別自治区のシティホテルの浴室で、セシルが何気なく予想した今回の結末。
　自分達、朱の黄昏はティアナを失い、海堂は特別自治区内に留まった。
　対するコクーンは、氷神京也を失って。
　それぞれの陣じん営えいが、メンバーを減らす結果となっている。
　ただし──ティアナが敗北するのはまだしも、敵の手に落ちてしまうのは、朱の黄昏にとって状じよう況きようがやや不利な方へと傾かたむいてしまう。
　よって、暁月と京也の決着を待たずに、特別自治区を後にしてこちらへ来たのだ。
　……とはいえ、野暮な真ま似ねをする訳にもいかないからな。
　セシルは薄く微笑を浮かべる。ティアナがあの青年と運命を共にしたいというならば、それを止めるつもりは自分にはなかった。
　ティアナが敵の手に落ちるのは、無論避けられるのなら避けたいところではあるが、それでも彼女から引き出せる情報など、たかが知れている。コクーンのような組織とは異なり、朱の黄昏は言わば個々人の寄り合い所帯のようなものだからだ。
　その目的は、自由気ままに生きる事。
　その目標は、自分達たちだけの国を作る事。
　そのために、障害となるコクーンを始末する事。
　全すべてはそれだけの事なのだ。
　自分達は、別に行動を共にしている訳ではない。理念を同じくしているだけなのである。
　よって各々の素性や能力なども、互たがいに深く教え合うような真似はしていない。
　無論、ティアナが何も知らないという事はないが、彼女が知っている範はん囲いの事を喋ったところで、致命的な不利益を被る者はいない。
　たとえば、海堂が『自マイ由ンド縛バイ鎖ンド』という名前の概念能力を持っていると話したところで、その事で海堂の首が絞まる事はないのだ。むしろ能力名から、勝手な先入観を抱いだいたりしてくれた方が都合が良い位である。
　よって数字の上では、自分達の方がマイナスは大きいが、
「あちらは、氷神京也の内部告発があったからな……」
　これでコクーンという組織が消える事はないだろうが、それでもある程度の計画の後退は余よ儀ぎなくされた筈だ。この日本という国と京也をスケープゴートにして、自分達へ向けられた非難の矛先を逸らすにしても、それだけでは足りないだろう。今後もコクーンが世界の管理者であり続けるには、改めて世界がそれを納なつ得とくできるだけの信しん頼らいが必要になる。
　そう考えれば、今回は痛み分け──否、ティアナと海堂が生きている事を考えれば、まだこちらの方が分が良いとも言える。
　……だが。
　セシル・エンドハートは、楽しそうに笑みを浮かべた。
　朱の黄昏やコクーンが一定の被害を負った今夜。
　自分達とは対照的に、一気にその存在を世界に知らしめた者がいる。
「おめでとう、暁月……これで君は立場的には、あの人やお兄さんと肩を並べられるところまで来た」
　暁月は今夜、己の感情を世界中に伝え、そして京也を倒してみせた。
　それはコクーンや、朱の黄昏とは異なる可能性を示してみせたという事だ。
　今宵、世界は凰沢暁月を知った。
　その衝しよ撃うげきはやがて大きなうねりとなって、暁月の支持へと繋つながってゆくだろう。
　彼が告げた言葉は、世界中の人々がそう思っていながらも心の奥おく底そこで蓋ふたをしていた、悲しみと苦しみの感情に他ほかならないのだから。
　それに。少なくとも今後、コクーンは暁月の存在を無視する事はできないだろう。
　何せ、コクーンの一員である氷神京也を倒し──本人は取り戻しただけと思っているだろうが、結果的には超高次生命体の少女を手に入れたのだ。
　コクーンの最終目標──『Ｙ計画』に必要な超高次生命体を。
　そんな暁月を、コクーンが放って置く筈がないのだ。
　かといって、自分達『朱の黄昏』も、そのまま事態を静観している訳にはいかない。
　コクーンに『Ｙ計画』を実行させ、神を気取らせるつもりはないし──それ以上に。
「暁月に手を出させる訳にはいかないな……彼は私の獲物なのでね」
　セシルは思う。この胸の高鳴りを、誰だれにも邪じや魔まはさせないと。
「──しかし、しばらく会う事は難しいだろうな」
　残念ながら、特別自治区は現在、超高次生命体の概念結界で覆われている。
　だが──あの概念結界が消えると同時、この世界は急速に動き出す事になる。その時暁月は、コクーンや朱の黄昏に次いで、この世界の頂点を巡めぐる第三勢力となっている筈だ。
　だから、
「楽しみにしているよ……あの人とも、お兄さんとも、私達とも違ちがう世界を君が示してくれるのを。そして、せいぜい覚かく悟ごしておいてくれ」
　何な故ぜなら、とセシル・エンドハートは虚こ空くうへ向かって囁いた。
　艶めく口調で、
「この私にここまで想われているんだ。その責任を取って貰う。次に会ったら、私はきっと君を奪うばうよ、暁月──無理矢理にでもね」
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　眠らない街、香港にも朝は来る。
　深夜営業を行なう隠れ屋台の椅い子すから、一人の男が立ち上がった。
　その男──凰沢剛毅は満足そうに、
「あー食った食った、美味かったぜ。んじゃオヤジ、おあいそ頼むわ」
「あいよ、ちょっと待ちな……えーと、幾らだ？」
　こちらが食べまくった料理の合計金額の計算を始めた店主に、剛毅はポケットの中からヨレヨレの札を取り出すと、ふと思い出したように、
「──っと、そうだ。そっちの新品の老酒のボトルを土産に売ってくれ。何せこちとら、この後えらく寒いところへ行かなくちゃならないんでよ。酒でも飲まないとやってられなくてな」
「売るのは構わないよ、金さえ払はらってくれりゃあな」
　と店主。
「でも、アンタ日本人だろ？　自分とこの国が大変な事になったってのに、戻らなくて良いのかい？」
「ああ……今行くと、色々と面めん倒どうな事になりそうなんでな」
　と剛毅は肩を竦める。
　今はまだ、彼かれらと再会を果たす時ではないからだ。
　すると店主は呆あきれたように、
「しかし春も真っ盛りのこの時期に、自分の国を放っぽって、わざわざ寒い所へねえ……随ずい分ぶんと物好きなんだな。一体どこへ行くんだ？」
「アラスカだよ。んで、その次は南極だな」
　さらりと告げた剛毅に、店主は眼を丸くした。
「アラスカに南極……？　おいおいアンタ……そんな所へ何をしに行くんだ？」
　その問い掛けに、凰沢剛毅はフッと笑みを返して、
「馬ば鹿かな真似を仕出かそうとしている家族が居るんだ──そいつは頭は良いのに、クソが付くほど真面目すぎるせいで、どうしようもない馬鹿をやろうとしていてな」
　そして代金を多めに払って老酒の瓶を受け取ると、暖簾を潜って屋台を出る時に、もう一度店主へと振り返って。
　ニヤッと笑いながら告げる。
「その馬鹿がこれ以上馬鹿をやらないように、俺が尻しり拭いに行ってやるのさ──」
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　そして。
　次元を隔てた異なる世界、アレイザードで。
　氷の様な冷たい美しさを湛えている女が居た。
　その女の名は、ミランダ・クエンティ。アレクラスタ皇国の若き大司教だ。
　精神を繋げていた京也を通してＪＰＮバベルの一件の一部始終を見ていたものの、現在のあちらの世界の状況は解わからない。
　暁月の手によって、京也が倒たおされてしまったからだ。
　それでもミランダが余裕を崩くずす事なく、宙空庭園のテーブルで、カップに注がれたお茶を飲み干した頃ころ、
「──ミランダ様」
　一人の女性司教がやって来た。
「そろそろ大礼拝のお時間です。どうか、ご準備をお願い致します」
「あら。もうそんな時間なのね……解ったわ」
　ミランダが笑みと共に告げると、女性司教は一礼をして去っていった。
　その後ろ姿は勿もち論ろん、気配までもが完全に消えた頃。
「さて、どうしたものかしらね……」
　ミランダは、苦笑混じりに呟いた。
　──自分にはまだ、このアレイザードでやるべき事が残っている。
　そのためにリシャル聖教の大司教という肩かた書きを手に入れ、これまで何年も掛かけて準備を行なってきたのだ。
　凰沢美み兎う──否、魔ま王おうガリウスの娘、ミュウが超高次生命体だったという真実の発覚は、あくまで偶発的なものであり、突とつ然ぜんのイレギュラーだった。それに加え、凰沢暁月という不確定要素まであったのだ。よって京也が強ごう引いんに利用しようとして、失敗したからといって、それを責めるつもりはない。
　だが──このままあちらの世界を放っておく訳にもいかなくなった。
　利用できるならばまだしも、利用できない超高次生命体の存在は、こちらの計画を無意味なものにしてしまいかねない。
　……それは、ちょっと困るのよねえ。
　自然と冷れい笑しようが口元に浮かんだ。
「あちらの世界で、京也の代わりに動いてくれる駒も必要だし……そうね」
　ミランダ・クエンティは、ゆっくりと顔を上げる。
　浮かべた笑みを凄惨なものへと変えて。
「確かに──そろそろ私も動いた方が良さそうね」




　──それから数分後。
「ミランダ様……？」
　いつまで経っても姿を現さないミランダを、女性司教が再び呼びに来た時。
　ミランダ・クエンティの姿は──何処へともなく消え去っていた。
あとがき




　前巻から引き続きの方も、全巻まとめての方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。七巻から始まっていた『京きよ也うや編』も、この九巻で一区切りという構成になりました。実は当初の構こう想そうでは、四～五巻で描いた『アレイザード再訪編』の前に、この『京也編』を……というアイディアもあったんです。とはいえ、『アレイザード再訪編』や戻ってからの日常を描いた六巻を通して、本作品の重要な設定や新たな登場人物を書く事ができたからこそ、この七～九巻での各キャラの動きや背景に厚みを持たせられたので、結果としては良かったのではないかと思います。もし当初の構想通りに進んでいたとしたら、恐らくリスティは全く登場せず、それどころか朱あけの黄たそ昏がれも海かい堂どう以外は登場しない、全く異なるストーリーの『京也編』になっていたんじゃないでしょうか。うーん……七巻からの流れもあるので、今だとちょっと想像ができないですね。
　さて、そんな『京也編』のラストとなったこの九巻の見所などを少々。
　もちろん暁あか月つきと京也のバトルは本書における一番のポイントではあるのですが、この巻では八巻で出した海堂の能力に続いて、コクーンや朱の黄昏の強さの象徴ともいうべき《概がい念ねん能のう力りよく》を本格的に登場させています。暁月陣営のヒロイン達も、まだ目覚めていないだけで、既に《概念能力》を得る条件は満たしていますので、今後のバトルは通常魔法ではなく、この《概念能力》が主しゆ軸じくになってゆく予定です。対する暁月は《錬環勁氣功》で立ち向かう事になる訳ですが、京也との戦闘で、暁月の技や暁月自身の潜在能力、成長の可能性についても示していますので、かなり熱い勝負になるのではないかと思います。
　それでは、本書にご協力いただいた皆様に謝しや辞じを。卵たまごの黄き身みさん、いつも素敵なイラストをありがとうございます。京也とティアナの戦闘衣服最高でした！　担当様を始めとする関係者の皆様、毎度ご迷惑をお掛けしてすみません。本書の発売日は一年以上前から決まっていましたが、皆さんのお陰かげで無事に出す事ができました。ありがとうございます。
そして、本巻をご購入いただいた読者の皆様。今回も暁月達にお付き合い下さいまして、ありがとうございました。絶賛連載中の中なか曽そ根ねハイジ先生のＷＥＢコミック版に加え、本書が発売される頃にはＴＶアニメの放送も始まります。ぜひそちらも併あわせて楽しんでいただければと思います。今後とも『はぐれ勇者』という作品をよろしくお願いします。
　それではまた次巻で。そろそろ暁月を含めた凰おう沢さわ家の過去を紐ひも解とく予定です。
上栖綴人
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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